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　◆第１話　神との邂逅




　──ここは、どこだろう──

　真っ白な空間。自分の身体が浮遊しているような感覚を覚える。上を向いているのか下を向いているのかすら分からない。知らないようでいて遠く懐かしいような不思議な感覚。

　視界が白一色に染まる不思議な空間に漂っていた俺の感覚が、徐々に思考を取り戻しつつあった。

　俺は……そうだ、俺は佐さ渡ど島じま凍とう耶や。しがないサラリーマンだ。暮れも押し迫った師走の末日。同僚達が家族との時間を待ち望みそわそわとしている姿を見て「後は俺がやるから帰ってやんなよ」ってちょっとかっこつけていつものように残業を引き受けた。

　損な性分である。

　三七歳、独り身。一人暮らしである俺にはそうやって偽善ぶるくらいしか自分のアイデンティティーを保つ手段がなかった。

　数年前までいた彼女もちょっとしたケンカで気まずくなってしまいそれっきり。

　そんな俺だから徐々に人付き合いもままならなくなり適当な毎日を過ごし、会社と家を往復する毎日。

　大きな寺に初詣に訪れる人だかりが視界の端に映る。自分とは全く関係ない光景にため息をつきつつ、コンビニで買った缶コーヒーをすすりながら帰り道を歩いていたところまでは思い出すことができた。

　そうだ。ああ、今年ももう終わりか～、なんて考えながら交差点を渡ろうとして、大きなクラクションの音に振り返ってそれから……信号は確かに青だったんだけどな。

「ああ、俺、死んだ、のか」

　どうやら声を出すことができるらしい。自分の死んだ瞬間を思い出し思考が完全に戻ってきた。思考が戻ると同時に視界も開けてくる。

　足は、ある。手も、指も。顔を触ってみると自分の知っている感触。下を見ると俺はスーツ姿のままだった。ただ泥も血もついていない。車にはねられたであろう痕跡はどこにもなかった。

　こうなってくると自分が死んだのか疑わしくなってくるが、身体が押しつぶされる瞬間の気持ち悪い感触をはっきり覚えている。

　大きなゴムの塊が顔を圧迫し、メキメキと音を立てて自分の顔面が潰れていったのが分かった。要するに俺は跳ねられた車のタイヤに頭蓋を潰されて死んだらしい。

　なんとも俺らしい虚しい最後だ。まあ、幸い俺の死を悲しむような近しい人間も殆どいない。家族は十年以上前に全員死別している。これといって親戚もおらず天涯孤独と言っていい。せいぜい会社の同僚が葬式に来てくれるくらいのものだろう。それもしばらくすれば忘れられるだろうし。

　不思議と自分が死んだことに動揺していないことに気が付いた。何というか、悟りの境地的なもので、ああ、そうなんだ。くらいにしか思わない。俺いつの間に賢者になったのかな。賢者モードにはよくなっていたが……。

　さて、それはいいけど、ここは一体どこなんだろう。上を見ても後ろを見ても白一色の何もない空間。

　自分が立っているのか浮いているのかすら分からない曖昧な空間に漂っている。

「ん？」

　視界の端に僅かな光が映り込む。ふと見上げると小さな光が徐々に近づいてくるのが分かった。

　だがそれは轟々とした音を立てて真っ直ぐ俺に向かって落下してくるのがすぐに分かる。

「ぬお!?　なんだありゃ!?」

　俺は思わず飛び退いた。光の塊は俺が立っていた場所に大爆発と共に着地し、土煙をもくもくと立ち上げた。

　地面に土などなかったはずなのに、なぜだか派手な爆発と共にその場が赤く染まる。見た目が派手な爆発の割には爆風なども立たず俺は転げた先で立ち上がる。

「な、なんだ一体。危なかった」

　煙が徐々に晴れてくると、一つの影が目の前に現れたのが分かった。

　それは神々しいまでの美しさを持った少女だった。

「佐渡島、凍耶さんですね？」

「え……あ……はい、そう、です」

　俺はいきなりのことに声が出なかったが、なんとかそれだけは絞り出した。目の前に現れたあまりにも美しい少女の姿に心奪われ間抜けな顔をしていたらしい。

　女神……なぜだかそんな言葉が頭をよぎる。蓮の花をかたどった髪飾りをキラリと輝かせた彼女の髪が揺れる。

　彼女が普通の人間でないことはすぐに分かった。何故なら少女の髪は虹色に輝いていたからだ。後光が差していると言ってもいい。全体が金色であることは分かるのにそれはなぜだか様々な色に代わる代わる輝いている。

　ギリシャ神話にでも出てくるような白いローブをはためかせたと思いきや、目の前の少女がおもむろに視界から消える。

「え？」

　それは消えたのではなく上空にジャンプしたのがすぐに分かった。飛び上がった少女が空中でくるりと一回転するとそのまま地面に倒れ伏し両手をついた。

「申っっっっし訳ありませんでしたぁぁぁぁあぁああああ！！！！！」

「ええ[image: ]」

　土下座である。それはもう見事なまでに完璧な土下座であった。

　俺は面食らった。何故なら女神と見まがう美しい少女がいきなりフライング土下座をかましたら誰だって驚くだろう。

「いや、ほんとに申し訳ない！　なんとお詫び申し上げたらいいか。この上は腹かっさばいて」

「ちょ、ちょちょちょ待ってって。いきなり切腹宣言されても何が何だか」

　カオスな状況に頭が混乱した。話が全然進まない。

「そ、そうですね。済みません。まずは状況の説明をば」

　少女は居住まいを正しスカートの埃を払う。

「佐渡島凍耶さん。いきなりのことで混乱されていることでしょう。私は、神。一応、あまねく世界の生みの親『創造神』をやっております。以後お見知りおきを」

　そういうとぺこりと頭を下げる。

　創造神？　このちんまい少女が？　よく見れば顔立ちは美しいと言うよりは可愛らしいという方が適切で、背丈も俺の腰より少し上くらいまでしかない。

「とはいえ、この度の失態は名前負けもいいところ。本当になんとお詫びしたらいいか」

「あ、あの、申し訳ないのだが、最初から説明してくれませんか」

　大いに混乱する俺に少女はまた「やってしまった」という顔で涙目になる。なぜだか俺が小さな女の子を泣かせたような構図になってしまい罪悪感に駆られた。

「では、状況の説明をさせていただきます。こちらへ」

　彼女はいつの間にかそこに用意されていたテーブルと椅子を俺に勧めてきた。

　何もない空間に突如として現れた物質に驚く暇もなく言われるがまま座る。すると何もないところから光が浮かんだと思ったら高級そうなティーポットが現れ、女神様が茶を注いでくれた。

「……うまい」

　それは味わったことのない程美味であった。なんというか、雑味というものが一切ない純粋な液体というか。ざわついていた精神が沈静化していくのが分かる。俺の頭は非常に冷静になっていき、彼女の話に耳を傾ける精神状態が整った。

「それは何よりです。神の世界のお茶ですから、人間にとっては良いものに感じるでしょう」

「ああ、ありがとうございます。それで、女神様、でいいんでしょうか。俺の状況を初めから説明していただけませんか」

「はい、では……」

　落ち着きを取り戻した女神様はポツポツ語り始める。ちなみに彼女は幼女と少女の中間くらいの年齢に見えるが、実際は数兆年生きている正真正銘の神らしい。

　いわく、やはり俺は死んだ。しかし、実はまだ死ぬ予定ではなかったらしく、どうやら神サイドの管理ミスで間違って死ぬことになる処理をされてしまったらしい。

　なんだか役所仕事みたいだなって思って、それをそのまま言ったら、はははと笑って同じようなものだとぼやいていた。神様というのも楽ではないようだ。

　さて、それで管理ミスで死んでしまった俺は、本来であれば元の世界に生き返って残りの人生を過ごすことになるのが通常なのだが、ここで問題が発生した。

　なんと俺の魂が輪廻転生していない異常事態に、神サイドが気が付いたのが人間界時間で既に四年以上経ってからであり、当然肉体などとうの昔に火葬されて跡形もない。

「ということは俺は浮遊霊にでもなってしまうんでしょうか」

　どうにも不安を覚える。

　管理ミスで死なされて行き先不透明とか勘弁してほしい。

「いえ、その」

　女神様はなぜだか歯切れが悪い。

「どうしました？　まさかとは思いますけど、地獄行き確定なんてないですよね？」

　冗談めかしておどけてみせる。しかし女神はバツの悪そうな顔をして目をそらした。

「ははは、まさか、そんなわけナイジャナイデスカ」

　あからさまに怪しいごまかし方をする女神の態度に俺は問いただした。

「ちょっと、俺の目を見てしゃべってくださいよ！」

「凍耶さんが今のまま転生すると確実に無間地獄行きが確定してしまうというか」

　はっ!?　なんだそりゃ!?

　ムゲン地獄ってどういうこと!?

「ちょっとまて！　いくらなんでもそれは看過できないぞ。なんだよムゲン地獄って。永久に地獄から出られないってことかよ!!」

　俺は相手が神様ということも忘れて襟首をつかんで揺さぶり問いただす。

　相手が神様だとか不敬だとかそんなことは吹っ飛んでいた。

「いえ、三四九京二四一三兆四四〇〇億年過ごせば出られるので永遠と言うわけでは」

「ほとんど永遠とかわらないよね!!　何そのふざけた数字！　バカなの？　死ぬの？」

「いえ、凍耶さんは既に死んでおられるので。あと無間地獄の無間は空間のことで期間では」

「聞いてねぇよそんなこと!!　お前創造神なんだろ!?　なんとかしやがれっ!!」

「ひぃい」

　興奮する俺を宥めるように少女女神はお茶のお替わりを勧め始め、俺もイラつき混じりにお茶を飲み干すと不思議と落ち着いた。どうやらこのお茶には精神安定の効果もあるらしい。

「も、勿論救済措置は用意していますのでご安心を」

「当然でしょう。そっちの管理ミスで死なされたあげく地獄行きとか不条理にも程がある」

「はい、本来であればすぐにでも元の肉体を修復し、生き返ってもらうのが妥当な処理の仕方だったのですが、何ぶん時間が経ちすぎていてもう手遅れです。今地球に甦ってしまうと宇宙軸のバランスが狂って天変地異が起こりかねません」

「天変地異って、じゃあもう手遅れってことですか？」

「それが、寿命を管理している部署がこのことを隠蔽していたみたいで、たまたま私がいつまでも転生しない魂の波動をキャッチして問いただしたら凍耶さんのことを吐いた次第です」

「隠蔽していた本人じゃなくてなんであなたが出てきてるんです？」

「一応彼らは私の眷属なので、部下の不始末は上司の責任というか」

「いや、普通は本人も一緒に出てくるモノじゃないんですか？」

「発覚した次の日に、上役の神が犯人を処刑して地獄に落としてしまったので、今からでは引き上げることもできません。カッとなってやったそうです」

　短慮にもほどがあるだろその上司。まさかの死刑かよ。一回のミスで地獄行きとかヘビー過ぎる。

「どんだけヘビーな職場なんですか。じゃあその上役っていうのは？」

「あ、そいつももう処刑しました。今は地獄です」

「あんたもかい!!　人のことどうこう言える立場かよ！」

「結局責任の所在があやふやなままになったので、最高責任者である私にお鉢が回ってきたわけです」

　どう考えても自業自得だろうが。自分で処刑しておいてお鉢が回ってきたとか頭悪いんだろうか。

　ほんとに創造神とか名前負けも良いところだ。造るしか脳がないとかなのだろうか。

「申し訳ないです。ふにゅう」

　くっ、可愛い……いやいや、だまされるな。見た目は美少女でもこいつは数兆歳のババアだぞ。

「まあいないやつのことをどうこう言っても仕方ないか。それで話を戻しますけど、俺はどこに生まれ変わることになるんです？」

　俺はこめかみを押さえながら話の続きをうながした。

「はい、できれば元通り地球の人間として転生してもらうのが一番かと思っていたのですが、現在地球の人口がいっぱいいっぱいで、もう転生先の予約が二〇〇〇年先まで埋まっています。どこの星も同じような状態でして」

「えー、じゃあ犬とか猫にでも生まれ変われとかいうんじゃないでしょうね」

「いえいえ、そこで、凍耶さんには別の世界に転生してもらおうと思うんです」

「べ、別の世界？　どういうこと？」

　いきなりなぞのワードが出てきて一抹の不安を覚える。

「地球の文化でわかりやすく言うと、いわゆる異世界転生ものってやつでしょうか。剣と魔法、ドラゴンやエルフ、フェアリーといった異種族が生きる世界。個人の能力はステータスで管理され、強さはレベルとスキルがものをいうコテコテのファンタジーの世界です。管理している世界の中でその世界はもうすぐ寿命を迎えて崩壊しますので定員に余裕があります」

「滅びかけの世界に放り込まれるんですか？」

「といってもあと数千年は先の話です。凍耶さんが生きている間は関係ありませんからご安心を。そんな世界なので定員にはある程度余裕がありますから。地球に比べると文化レベルも低いし魔物もいるため危険度は高いですが、勿論お約束で神様からのチートも差し上げますし、私自ら製作した特別製の肉体に魂を定着させますからそうそう死ぬこともないと思います」

　なんだか身も蓋もない言い方をされてわくわく感とかが皆無なのだが、まあ、あのままの人生を送っていてもろくなものではなかったろうし、心機一転で第二の人生を送るのも悪くないか。

「まあ安全マージンを確保してもらえるのはありがたいか。どうせろくでもない人生だったんだろうし、特典付きで新しい人生を送れると思ったらそう悪くはなさそうですね」

「いえ、それがそうでもなくてですね。あのまま凍耶さんが事故にあわず生きていれば三日後に十億円の宝くじが当たって、それを元手に事業を立ち上げて大成功。人類史上最高の大富豪となってハーレムを作り、一五〇歳まで生きて人類の寿命ギネスを塗り替えて大往生の人生を送るはずでした」

「…………Ｏｈ　Ｊｅｓｕｓ」

　俺はその場に崩れ落ち膝をついて静かに泣いた。

　なんだよそれ。結局本来の運命からも見離されるなんて。なんてろくでもない人生なんだクソッタレ。

「な、泣かないでください。向こうの世界は地球とは違った快適さがありますから」

　なんだか必死に慰めの言葉をかけてくる神様の言葉に余計惨めになってきた。

　とはいえ今から何を言っても始まらないので、おとなしく受け入れるしかないな。幸いチートをくれると言っているわけだし、考えてみれば地球より快適な暮らしができるかもしれないじゃないか。うんうん。

「仕方ない。転生は受け入れよう」

「ほんとですか!?　それでは早速手続きを」

「ちょっと待った。いくつか聞きたいことがあります」

「な、何でしょう。楽しい楽しい異世界ライフに早く行きませんか？　ね、ね？」

　少女神はなぜだか早く俺を転生させたがる。俺はその不審な態度に疑問を持った。

　何をこんなに慌てているんだ？

「まさかとは思いますけど、まだ何か隠していることがあるんじゃないですか？」

　俺はその不審な態度に問いただす。

「ギクッ、そそそそ、そんなわけないですよ。これ以上恥のうわ塗りなんてするわけないことなんてないじゃないですか」

　おかしな日本語を使って狼狽する神の態度に俺は疑念を確信に変える。

「つまりあると？」

「うう、すいません。あと一つだけ」

「一つだけ？」

　本当に一つだけ？

　ジッと睨む。女神の額から吹き出した汗が滝のように流れ落ち頭を垂れた。

「う、実は……」

「……」

「す、すいません!!　あと二つありますぅ」

　そして再びの土下座。俺の中でこいつの地位は嘘つきに確定した。




　◆第２話　神との邂逅その２




　少女神から聞き出した隠し事は次の通りだった。

　一つ。転生先の異世界はいわゆる世紀末ヒャッハーが跋ばっ扈こする戦争状態にあり、混乱のただ中にある。その原因となっているのが魔王の降臨。数千年に一度生まれるかという強力な魔王の登場により均衡していた戦力バランスが大きく揺らいだため、魔王は様々な土地を侵略し略奪を繰り返している。

　そして二つめ。普通世界のバランスを壊すほどの存在が現れた場合、劣勢側に救済措置をもたらしたりするのが管理をしている神の仕事なんだそうだ。強力な勇者を派遣したり、伝説の武器と称して神々の力を施した武器をもたらしたりいう具合にバランスをとる。で、担当していた神というのが……。

「あんたが処刑したその神だということか」

　あまりにも酷い内容の隠し事にこの女神の地位を嘘つきと確定させた俺は、一切取り繕うことをやめて問いただす。

「はい、そうなんです。神の世界のルールで一定ランク以下の世界には簡単に干渉してはならないんです。高位の神が現世に干渉すると、さっきも言ったとおり宇宙軸のバランスが狂って大変なことになります」

「一定ランク以下ってのはよく分からんが、要するにそれで救済措置をとらないと世界が滅んでしまうから、丁度良く転がっていた転生先未確定の俺を放り込んで解決させようと？」

「ご明察です。ろくな説明もしないでよくぞそこまで。おみそれしました」

　なぜだかお代官様にごまをする悪徳商人のような台詞を吐く少女に、俺は青筋を立ててピクピクするこめかみを押さえた。

　なんて行き当たりばったりな作戦だ。穴があるとかのレベルではない。酷すぎる。

「まあ、失敗して世界が滅ぶのが早くなっても、一つの世界が滅ぶなんて数多ある世界の中でそれこそ星の数ほどあることなんで、成功率なんて実はどうでもいいんですよ。ただ凍耶さんを転生させる丁度良い世界があそこしかなかったモノですから、一応神界の不始末なんで完全に放置というわけにはいかず、力を持たせた人間を転生させて対抗勢力として送り込むくらいしかできないのです」

　やれやれといった感じで手を広げて顔を振る女神。最初の神様らしさは既に皆無だった。

　こいつ本当に反省しているか？　全く悪びれている様子がない。

　そもそもこいつが短慮に処刑なんて行わなければ問題なかったのではないだろうか。

　創造神なんだから殺した奴くらい生き返らせるくらいできそうなものだが。

　そこはまた面倒くさいルールなんぞがあるのだろう。

　しかし、俺は考えた。俺にはおそらく選択肢はない。この少女は見た目はこんなのだが神であることは間違いなさそうだ。

　何故なら先ほど神である証拠を見せろといったところ、宇宙の誕生から終わりの未来までのビジョンを一瞬で見せられたり姿形を自由に変えたりして見せた。

　この少女の姿もただの趣味らしい。

　こいつが本気になれば俺の存在ごと抹消することなど容易いだろう。俺はそれをあの一瞬のビジョンで理解させられてしまったのだ。

　だが俺はこいつに対してこびを売るような態度はやめた。

　なんか負けたような気がする。

「わかったよ。分かったからそんな泣きそうな顔をするな。俺が少女をいじめてるみたいじゃないか。魔王は向こうからケンカを売られたら退治くらいでイイなら引き受けてやる」

「ほんとですか!?　ありがとうございます」

　ぱぁっと明るい笑顔になる女神。その輝きに思わず見とれる。ほんとに可愛いな。さっきまでの態度がなかったらコロリとだまされるところだ。

　俺は少女神から異世界に関する知識を一通り説明を受けることになった。





◆　◆　◆






「それで？　これからどうするんだ？」

「はい、まずは私からチートスキルをお渡しします。ちょっとしゃがんでもらえますか」

「こうか？」

　言われるまま片膝をついて身をかがめると、おもむろに少女の顔が俺に近づいて、そのまま唇を合わせた。

「んむっ!?」

「ん、んちゅ」

　急なことで戸惑ってしまい思わず身をよじるが、少女神は信じられない力で俺の首に手を回し後頭部を押さえ込んでさらに深く口づけをする。

　びっくりして振りほどこうとするが少女はびくともしない。

　おい！　なんでこんなに力強いんだっ。

　やがてにゅるりと柔らかいモノが口内に侵入したかと思うと、チュルチュルと舌を吸い上げられた。

「んふぅ、れる、ちゅ」

「んぐ、ふ」

　美少女の柔らかい唇のプルプルの感触と甘い香りに頭がクラクラする。

　おかしい。いくら超絶美少女とはいっても俺はロリコンではないのに。ない……はずだよなぁ。

　頭の中に今までの俺とは違う何かが侵入してくる感覚を感じた。これがチートスキルを身につけた感覚なのだろうか。

「んちゅ、れる、ずずずず」

　激しい音を立てながらのディープキスに脳が蕩けそうな快感に襲われた。

　さすがにこれだけ激しく粘膜接触をされてしまうと、性癖とか関係なく勃起しそうになる。

「はふぅ凍耶さんの唇はふわっとしてて美味ですね。感じちゃいましたぁ」

　永遠とも思える甘いキスを終え少女は顔を離す。口元にこぼれたよだれをペロリとなめて艶めかしい流し目をしながらしなを作る。

「お前いきなりキャラ変わりすぎだろ！　何のつもりだ今のは」

「何って、お話し通りチートスキルをお渡ししたんですよ。これで凍耶さんは異世界においてチートオブチートの存在になりました。とは言ってもいきなり強すぎる力を与えると色々と面倒なので、チートスキルの素質といったところでしょうか。思いつく限り色々詰め込んでありますから」

「お、おう、そうか。それはどうも」

　しどろもどろになってしまう俺。悪戯っぽい笑みを浮かべた少女神は俺をからかい始めた。

「あれあれ？　もしかして凍耶さん、女の子とキスするの初めてだったりします？」

「そんなわけあるか！」

「その様子だと間違いなく童貞ですね。よほど女性に縁が無かったんでしょうか。まあその顔なら納得ですが」

「余計なお世話だ！　顔のことはほっとけ！　それよりスキルは渡し終えたんだろ。早く必要事項の説明に移れ」

「はいはい」

　ちなみに言っておくが、俺は童貞ではない。

　……ほんとだぞ。




　◆第３話　神との邂逅その３




「では凍耶さん、ステータスオープンと唱えてみてください」

　俺は言われたとおりステータスオープンと唱えた。

「ステータスオープン」

　佐渡島凍耶（トウヤ）

　ＬＶ１　人族（転生人）

　　生命　１００／１００

　　魔力　１００／１００

　　スキルパワー　１００／１００

　視界の端に文字の列が並ぶのが見えた。これが今の俺の状態ってことか。

「強いのか弱いのかよくわからんな」

「初期ステータスですからこんなものですよ。実はいきなり強すぎる力を持ったまま転生させてしまうと、その波動を魔王に感知されてしまうかもしれません」

「そうか。開始早々魔王にケンカ売られても勝てるとは思えないし、そちらの方がありがたいかな」

「そうですね。ステータスの説明しましょうか」

「ああ、頼む」

「生命はゲームで言うところのＨＰですね。魔力はＭＰに該当します。スキルパワーはスキルを使うことで消費するポイントですね。／がついているものは基本減ることがあるステータスです」

「随分大雑把なステータスだな」

「攻撃力とか魔法威力とか細かい表示もできるンですけど、今はそんなに高くないですからある程度レベルが上がってから確認してもらうくらいでいいと思います。一応見ておきます？」

「頼む」

　佐渡島凍耶（トウヤ）

　ＬＶ１　人族（転生人）

　　生命　１００／１００

　　魔力　１００／１００

　　スキルパワー　１００／１００

　　攻撃力　１０

　　防御力　１０

　　魔法威力　１０

　　魔法抵抗力　１０

　　スキル出力　１０

　　総合戦闘力１００（基本値＋補正値）

「ある意味ものすごくバランスがとれてるな」

「普通は得意不得意でばらつきが出ますけど、どの能力もまんべんなく伸びるように調整した身体なので。レベルが上がっても全てのステータスが同じように上がっていきます。ただ称号スキルの補助とか特殊な条件で上下したりはします。ちなみに普通はステータスの数値の伸び率は１～５のランダムですが、この身体は通常の二倍で最大１０伸びます。そして最大値で固定してあります」

「マジか。確かにチートだな」

「ただいろいろ調整しすぎたせいで必要経験値が結構多めになってしまっています」

「なんだ。結局ひとより沢山努力しないといけないってことか」

「いえいえ、そこは経験値ボーナスをつけることで解決してありますからご安心ください」

「分かった。ところで、さっきもらったチートスキルとやらは？」

「はい、ステータスをもう少し詳しく見ると出ます」

　佐渡島凍耶（トウヤ）

　ＬＶ１　人族（転生人）

　　生命　１００／１００

　　魔力　１００／１００

　　スキルパワー　１００／１００

　　攻撃力　１０

　　防御力　１０

　　魔法威力　１０

　　魔法抵抗力　１０

　　スキル出力　１０

　　総合戦闘力１００

「ん？　この総合戦闘力ってのは？」

「文字通り戦闘においてどれだけ強いかという数字です。高い方が強いということですね。あとは総合戦闘力の数値は各ステータスにボーナスを振ります。例えば総合戦闘力２５％アップを習得した場合、総合戦闘力が２５％アップすると同時に全てのステータスに＋２５％のボーナスがつくみたいな感じです」

　なるほど。ほんとに大雑把なステータスだな。

「そしてこれがスキルの一覧です」

　ギフト　創造神の祝福（経験値増加　スキルコピー　派生スキル自動作成　魔法コピー　派生魔法自動作成　条件達成でスキル解放　進化スキル自動作成　進化魔法自動作成　端数繰上）

　サ○ヤ人の因子　アイテムストレージ（無限収納）

　称号スキル　転生人（？？？）

　保有スキル　スカ○ター

　保有魔法　なし

「おい、二つばかりおかしいのが入っているぞ」

「え？　どれですか」

「わざとやってる？　このサ○ヤ人の因子とスカ○ターに決まってるだろ！　伏せ字にしている時点で確信犯だよね!?」

「いやぁ。最近日本のサブカルチャーがマイブームでして。他にも色々盛り込んでいるんですが」

「既に不安しかないのだが。で、具体的にはどのような効果なんだ？」

「サ○ヤ人の因子は生命数値が３０％以下になった状態から回復すると、基本戦闘力値が２５％上昇するスキルですね」

「ひねる気無しのまんまかよ。それで？　基本値と総合戦闘力の違いってなに？」

「基本値に補正値をプラスしたものが総合戦闘力ですね。例えば総合戦闘力＋１０％のスキルを覚えたとしましょう。凍耶さんの場合、現在基本値が１００ですから、１１０になります。仮にサ○ヤ人の因子を発動させた場合、基本値に２５％上昇が加算され１２５に。そこに補正値の１０％のスキルが乗りますので総合戦闘力は１３８に変化します」

「ああ、なるほど。基本値があくまで素の力で、そこにスキルの補正がかかるわけか。となるとピンチの度に地力上がって行くこのスキルは確かにチートだな。体力さえ回復魔法とかで回復させればそれで強くなってしまう訳だろ？」

「その通りです。さすが世代だけあって飲み込みが早いですね！」

　同意するのも癪だったが、あの作品は俺も大好きだったのでこういうのはちょっと嬉しい。しかしそれはそれとしてこの名前なんとかしないと色んな人に怒られる気がするな。

「まあ俺もあの作品はとても好きだからスキルの内容については文句はない。だが、スカ○ターと合わせて名前はなんとかしておかないと後々困ることになるぞ」

「うーん、そうですか。ではサ○ヤ人の因子は戦闘民族の因子、スカ○ターはインテリジェントサーチに変更しましょう」

　少女神がそう言って空中を指でなぞるように動かすと、俺の視界に映っている伏せ字入りの文字が変わっていった。

　──ギフト　創造神の祝福（経験値増加　スキルコピー　派生スキル自動習得　魔法コピー　派生魔法自動習得　条件達成でスキル解放　進化スキル自動作成　進化魔法自動作成　端数繰上）

　戦闘民族の因子　アイテムストレージ（無限収納）

　称号スキル　転生人（？？？）

　保有スキル　インテリジェントサーチ

　保有魔法　なし

「うん、まあこれなら問題ないだろう。この創造神の祝福っていうのが俺に与えられたチートスキルってことか。確かにえげつないな」

「はい。私の持てる限りの恩恵を詰め込んでおきました。細かい説明をしてもいいんですけど、殆ど文字通りですしやっていく内に自ずと分かることばかりなので、そんなに気にしなくても大丈夫です」

「単に説明が面倒なだけなんじゃないか？」

「う……ほらほら凍耶さん、そろそろ転生の準備しましょうよ」

　まあいいか。これに書いてあることが本当ならよほどのことがない限りいきなり死ぬ事はないだろう。

「分かった分かった。ところで」

「はい、なんでしょうか」

「もう隠し事はないだろうな？」

「…………えへ？」

「おいこら」

「行ってらっしゃーーい♪」

「ちょっとまてぇぇぇぇーーーー」

　いきなりの浮遊感に襲われ俺の身体が落下し始めた。

　少女神が笑顔でごまかした瞬間、俺の足下に突如としてぽっかり穴が空き俺はそこに真っ逆さまに落ちていったのだった。

　こうして俺は異世界へと旅立ったのだった。

「……あ、一番大事なこと言い忘れてました。てへぺろ♪」

　女神の手抜きで俺がこの後トンデモない目に遭うことなど、想像する余裕すらなかった。




　◆第４話　異世界へ




「……ん……」

　冷たい風が頬を撫でる。遠くまどろむようなモヤモヤとした意識が徐々に戻ってきた。ゆっくりと目を開く。

「ここは……」

　目の前には透き通るような青い空が広がっている。どうやら現実に戻ったらしい。先ほどまでの真っ白な空間ではなくここはしっかりとした大地だろうことはすぐに分かる。

　夢だったのだろう。一瞬そんな風に考え、実はまだ死んでなどいなくて気絶していただけ、なんて思ったが、どうやら違うらしい。

　澄み渡るような青空。雲一つない晴天から視点を下にずらすと眼下に広がる雲の絨毯。日本にいた頃なら富士山の山頂から見えるような絶景の大パノラマに感動していただろうが、本当に異世界に来たんだとイヤでも実感させられた。

　何故なら眼下の雲の絨毯には、大きな翼をはためかせて飛空している巨大な生物が無数に居たからである。

「ははは……ほんとに異世界なんだな。ドラゴンをこの目で見られるなんて」

　そう、俺の目の前に飛んでいる巨大な生物はどう見てもドラゴンだった。

　ここにいたらヤバいんじゃないだろうか。あんなでっかい生物に見つかったら踏みつぶされるかペロリと食べられるのがオチだろう。

「え？」

　現実味のない光景にボケッとしていた俺は、そのうちの一体がこっちに向かって飛んでくるのを認識するのに時間がかかった。

「ＧＵＲＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！」

「ぎえええええええ！　こっち来たぁああ」

　ちょっと待てぇ！

　あいつ明らかに俺を狙ってないか？

「ＧＹＡＯＯＯＯＯＯＯ」

　いやぁあああ、思い切り口を開けてこっちに向かってくるぅう。

　俺は脇目も振らず走り出す。

　冗談じゃねえ！　なんでラダ○ーム出たらいきなりりゅう○うが出てくるようなシチュエーションになっているんだ。

　異世界来ていきなりドラゴンとか無理ゲー過ぎるだろあの少女めぇ！

　俺は脳天気に笑う少女神の顔を想像しながら呪詛の念を送った。

　必死に走るものの、しがないサラリーマンでしかなかった俺には、あんなスゴイスピードで迫る生物から逃げ切れる自信はない。

「うおおおおおお開始早々死んでたまるかぁあ」

　短距離選手も真っ青のスピードで走る俺。

　ん？　おお、意外にも追いつかれない。ドラゴンってそんなに速くないのか？

「ＧＵＲＵＡＡＡＡＡＡＡＡ」

「うひぃいやっぱこえぇ」

　どうやら俺が速く走れているらしい。

　後ろから迫る命の危険に必死に走る。思いのほか速く走れているものの、やはりドラゴンの飛行速度は速い。

　圧倒的な存在感がすぐ後ろに迫っているのを背中に感じ、まだ始まってすらいない異世界ライフが早くもデッドエンドまっしぐらの予感しかしなかった。

「ＧＡＯＯＯＯＯＯ」

　いきなり肩から背中にかけて激痛が走る。

「うがあ、痛ってぇ」

　敵は俺を爪で薙いだのだった。ヤツにとって軽く触れる程度だったのだろうが、サイズ差のせいでその一撃だけで致命傷に近いダメージを負ってしまう。

　幸いというか腕はまだつながっている。しかしあまりの痛みに足がもつれて転んでしまった。

「ＧＡＲＵＲＵＲＵ」

　ドラゴンは愉悦にゆがんだ恐ろしい顔で俺をにらみつけている。目の前のごちそうが恐怖でのたうち回るのを見て楽しんでいるようだ。

　知性はあるが性格は最悪らしい。

「ダメだっ、喰われる……」

　諦めかけたその時であった。

──『ギフト『創造神の祝福』のインストールが完了。これよりマイマスター佐渡島凍耶様のサポートを開始します』

「え？」

　無機質な女性らしき声が頭の中に響く。

　すると俺の中に一瞬にして圧倒的な情報が入り込んでくる。

──『攻撃スキルの解放準備が整いました』

──『補助スキルの解放準備が整いました』

──『身体強化スキルの解放準備が整いました』

──『攻撃魔法の解放準備が整いました』

──『回復魔法の解放準備が整いました』

──『補助魔法の解放準備が整いました』

──『生命の危機を感知。現時点でのマスターの精神状態を考慮しオート撃退サポートを発動。一部の魔法、およびスキルを緊急習得します』

　俺が混乱しているのをよそに、頭の中の誰かが話を勝手に進めているらしい。

　パニクっている俺の身体が突如意思に反して動き出す。ドラゴンに正面から向き合い手をかざした。

「フレイムスマッシュ」

　自分の知らない言葉が勝手に口をつき、かざした手の平からバスケットボール大の火の玉が飛び出した。

「ＧＵＧＹＡＡＡＡＡＡ」

　俺を飲み込もうとあんぐり開けていた口の中に、火の玉の直撃を受けたドラゴンは、弾かれたように巨大な身体をのけぞり地面に激突させ地響きを起こす。

　なんだこれ、俺、なんでこんなことができるンだ!?

　収まらない混乱。そして俺の身体は再び勝手に動き出す。

──『敵個体の攻撃反応を確認。オート撃退モードを継続』

　俺は、いや、正確には勝手に動いている俺の身体は前に飛び出し、攻撃態勢に入る。しかし素手で殴りかかったドラゴンの固い皮膚に俺の拳を逆に弾かれてしまった。

「ぐぅう、固ぇ」

──『攻撃能力の不足を感知。攻撃スキル　オーラブレード（瞬間攻撃２倍）を発動』

「オーラブレード！」

　厨二くさい台詞が口をつく。すると急激に右手が熱くなるのを感じた。

　見やると俺の手から帯状の光りが伸びている。まるで手から刃が生えているような形状をしライトブルーに輝いている。

「おおおおおおおおおおおお」

　俺はやけになって勝手に動く身の任せるままドラゴンに向かって飛び上がる。

──『エネミーサーチを発動。敵個体のウィークポイントを表示』

　視界の一部にフィルターがかかったようにドラゴンに網状の膜を覆われている。その中で身体の真ん中あたりに赤く光るポイントを発見。直感的にそこが敵の弱点であることを悟った。

「つらぬけぇえええええええ」

　思い切り身体をひねって力をため込む。しなった竹が返るように勢いをつけて、手刀から伸びた光りの刃をドラゴンに向かって突き出した。

「ＧＹＡＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ！」

　これでもかという悲痛なドラゴンの叫び声が辺りを振動させた。

──『敵個体の攻撃反応を確認。追加攻撃を発動します』

　ギラリと光ったドラゴンの目がこちらに向いたと思った瞬間、身体に突き入れた手刀から更に強力な熱量が放たれる。

　瞬間、ドラゴンの目や鼻、口や皮膚の隙間から炎が飛び出した。

「ＧＡ…………」

　ドシィイイイイイイイン

　一瞬咆吼を仕掛けたドラゴンが糸が切れた人形のように倒れ込み、それ以降動きを止めた。

「はぁ、はぁ、はぁ」

　た、助かったのか……。

　生命の危機を脱出できたと自覚した瞬間、俺の身体から力が抜け落ちる。

　事切れたドラゴンの巨大な背中でへたり込んで動けなくなってしまった。




　◆第５話　レベルアップ




──『敵個体の攻撃反応、および生命反応の停止を確認。オート撃退サポートを終了します』

　ふう、どうやらドラゴンは死んで危機は本当に去ったらしい。

　そう思った瞬間、突然頭の中にファンファーレのようなラッパの音が鳴り響いた。

──経験値を取得

──『ギフト『創造神の祝福』の効果により取得経験値を２５５倍に増加。レベルが３１にアップ』

──大量経験値の取得により一気に１０以上のレベルアップを確認

──称号スキル　強者（総合戦闘力＋５％）を取得

──更にパッシブスキル　総合戦闘力＋１０％を習得

──大量経験値の取得により一気に２０以上のレベルアップを確認

──称号スキル　超人（総合戦闘力＋１０％）を取得

──更にパッシブスキル　総合戦闘力＋２５％を取得

──大量経験値の取得により一気に３０以上のレベルアップを確認

──称号スキル　超越者に近づきし者（総合戦闘力＋２５％）を取得

──更にパッシブスキル総合戦闘力＋４０％を習得しました

──戦闘力アップ系スキルをマスター。これらを統合し、総合戦闘力＋１００％に進化

──『体力の著しい消耗を感知。パッシブスキル　体力自動回復ＬＶ１（毎分１％回復）を習得』

──『魔力の枯渇を確認。パッシブスキル　魔力自動回復ＬＶ１（毎分１％回復）を習得』

──『スキルパワーの著しい消耗を確認。パッシブスキル　スキルパワー自動回復ＬＶ１（毎分１％回復）を習得』

──『筋肉の急激な損傷を確認。パッシブスキル　超回復ＬＶ１（自動回復スキル効果２倍）を習得』

──『単独で一定ランク以上の龍族の個体を撃破。称号スキル　ドラゴンキラー（龍族に対し攻撃力２倍）を取得しました。攻撃スキル　龍撃（龍族特効　攻撃力３倍）を習得』

──『強力な個体を低レベルによる単独で撃破。称号スキル　英雄の証（総合戦闘力＋５０％）を取得』

──『創造神の祝福の効果を発動。フレイムスマッシュの魔法行使により派生魔法を全て解放。下位魔法　ファイアバレット　上位魔法　エクスプロードを習得』

──『一度に８０％以上の生命数値を損失。回復魔法を解放。下位魔法　キュアライトを習得』

──『全力走行の行使により身体補助スキル　パワーストライドを習得』

──『創造神の祝福の効果を発動。オーラブレードの行使により攻撃系派生スキルを解放　上位スキル　ライトブリンガー（瞬間攻撃力３．５倍）を習得』

「お、終わったのか……？」

　しばらく耳を澄ませてみたが、先ほどまですさまじい勢いで流れてきた音声がやんだ。視界に映るステータス画面にはものすごい数のログが流れていた。

　どうやらあれで最後のようだ。それにしてもヤバかった。さっきのなぞの声が助けてくれなかったら本当に開始早々死んでいたぞ。

「あれ？」

　怒濤のアナウンスが終わったと思いふと痛みが引いていることに気が付いた。

　肩の傷が治りかけている。先ほどまでバックリと割れていた傷口は塞がり血も止まっている。

　それどころかヘロヘロだった身体がみるみるうちに元気を取り戻していくではないか。

「はは、これがあの女神のチートってやつかな。それにさっきの声が創造神の祝福がどうのこうのって言っていた気がするし」

──『肯定します』

「うお!?　なんだ？　誰？　どこにいるの？」

　驚いた俺はあたりをキョロキョロと見回すが、誰もいない。

──『初めましてマイマスター。私はギフト、創造神の祝福にプログラムされているＡＩサポートシステムです。佐渡島凍耶様の快適な異世界ライフのお手伝いをいたします』

「なんか頭の中で話しかけられて変な感じだな。どこから話しかけているんだ？　ＡＩってことは人工知能ってこと？」

──『肯定します。創造神によって作られました。ちなみに私には肉体は存在しません。情報と意識だけの存在です』

「そうか。よく分からんが、とにかく助かったよ。あんたが助けてくれたんだろ？」

──『肯定します』

「そうか。じゃああんた……あんたじゃ失礼か。名前はあるのか？」

──『否定します。私に特定の名前は存在しません』

「そうなの？　でもＡＩサポートシステムじゃ呼びにくくて仕方ないぞ」

──『それではマスターである凍耶様に名付けていただけると幸いです』

「うーんそうか。そうだよな。ＡＩサポートシステムじゃかわいそうだもんな。エー、アイ、サポート、システム……うーん、アイ、サポ、シス……うん。アイシスなんてどうかな？」

──『アイシスですか？』

「うん。声も女性っぽい感じがするし」

──『マスターによる名付けを拝受。これより固有名『アイシス』を名乗ります。改めてよろしくお願いしますマスター凍耶様』

「ああ、よろしく。それじゃあアイシス。早速だけど、君がどれだけのことをできるのか知りたい」

──『その質問に対する答えは複数存在します。説明に要する時間は八八時間を超えますが全てお聞きになりますか？』

「そ、そんなにあるの？　さすがにそれは無理だな。覚えきれないし」

──『解決策の提案として凍耶様の質問に私がお答えする形を推奨します』

「ああ、そっちの方が楽だな。それで頼む。それで、ここはどこだ？　これから俺はどうすれば良い？」

──『凍耶様の現在位置はカストラル大陸の最北端にあるドラグル山脈最大の山。龍の霊峰の山頂に該当します』

「龍の霊峰って。なんかスゴそうな名前の場所だな。このドラゴンもレベル１で戦う相手には到底思えなかったが」

──『肯定します。龍の霊峰の推奨攻略レベルは平均９９です。一流の冒険者がレイド、つまり複数のパーティを組んでようやくまともに攻略できる超高難易度ダンジョンの一つです。現在のところこのダンジョンを攻略したものは存在しません』

「推奨攻略レベル９９って、おい！　そんなところにレベル１の状態で放り込むなんてあの少女は俺を殺す気だったのか」

──『条件付きで否定します。造物主である創造神様の性格を鑑みるにそこまで深く考えていないものと推測されます。基本的にあのクソ女神は力はあれど思慮が足りないです』

「ア、アイシスは随分あいつに辛辣なんだな。一応生みの親なんだよね」

──『生みの親であるという部分には遺憾ながら肯定します。しかし生みの親であれどマスターである凍耶様を命の危険にさらすなど言語道断です』

　どうやらアイシスはロボットくさいしゃべり方とは裏腹に随分感情豊かな性格のようだ。

「よし、とりあえずこんな物騒な場所に長居は無用だな。さっきみたいな奇蹟がそう何度も起こるとは思えないし」

──『では移動する前に先ほど討伐したドラゴンを回収することを推奨します』

「回収？」

　俺は足下のドラゴンに目を向ける。すると頭の中に再び情報が流れ込んできた。

──『スキル　魔結晶生成を取得』

「なんか新しい能力覚えたっぽいな」

──『肯定します。ドラゴンに意識を向けて「生成」と唱えてください』

「分かった。『生成』」

　言われた通り唱えるとドラゴンの死体が光り出す。まぶしさに目を閉じ恐る恐る開くと、今し方目の前に存在していた巨体が跡形もなく消えてしまった。

「消えた……？」

──魔結晶　エメラルドカイザードラゴン

　視界の端に日本語の文字がポップアップする。

「これ、さっきのドラゴンの名前か？　この水晶みたいなのが魔結晶ってことか」

　消えたと思ったドラゴンは、手の平大の大きさのキラキラ輝く緑色の水晶に姿を変えていた。

──『この世界では倒した魔物を結晶化させて様々な加工品とするため売買が行われています。強力な魔物であるほど高密度な魔力を有した結晶へ変化し、武器や魔道具の材料にされます』

「へぇ、なるほど、異世界っぽくて面白いな」

──『ちなみに魔物の肉体は冒険者ギルドに持ち込むことも可能です。魔結晶化していない魔物も解体しアイテムの材料にすることで売買が行われています。また生成で結晶化した肉体ももう一度生成を掛けることで元に戻すこともできます』

「なるほど。じゃあとりあえずストレージには結晶化状態でしまっておくとしようか。そういえばここ山頂って言っていたよな。麓までの距離ってどのくらい？」

──『現在位置から一番近い人族の集落へはここから南に一、〇〇〇キロメートルほどの山の麓に存在します。北には海しかなく大陸の端にあたるため知的生命は存在しません』

「一、〇〇〇キロメートル!?　おいおい、そんなところにどうやって行けってんだ」

　そこまで言って俺は背中に凍るようなすさまじい悪寒がはしるのを感じた。

──『警告します。複数の敵性個体がこちらに近づいています。既にこちらは捕捉されている模様。逃走は不可能と思われます』

　振り返ると先ほどのエメラルドカイザードラゴンと同じか、それ以上の体躯を持ったドラゴンの群れが真っ直ぐこちらに向かって飛んでくるのが見えた。

　次々と巨大なドラゴンが俺の目の前に降り立つ。そして俺の逃げ道を塞ぐようにして立ちふさがる。

　俺はあっという間に数十体のドラゴンに取り囲まれてしまった。

「グルルルル」

　俺の倍以上のでかさのドラゴン達がこちらを睨み付ける。

──『敵性個体のステータスを表示します』

【ソルジャードラゴン　ＬＶ３５】

　総合戦闘力２０００（狂気）×１１４

　ほとんどのドラゴンがこのソルジャードラゴンだ。しかし気になるのは戦闘力の下にある狂気の文字。それだけでなんかヤバそうな感じがする。

　だがそれよりヤバいのは俺の両脇を取り囲むようにして降り立った赤と青のドラゴン。こいつらだけ突出して強い。

【グランドドラゴンルージュ　ＬＶ４０】

　総合戦闘力　５９００（凶星）

【グランドドラゴンブルー　ＬＶ４２】

　総合戦闘力６５００（凶星）

　さっきの狂気とは違うが凶星という文字が友好的な状態とはとても思えないので、こちらもろくでもない状態には違いなかった。

　二体を含め俺を囲んだドラゴン達はさっきのエメラルドのドラゴンと同じ赤い瞳を敵意むき出しにして俺を睨む。

　だが不思議なことがあった。悪寒を感じてはいるものの、これだけのドラゴンに取り囲まれていても、何故かさっきほどの恐怖心がほとんど湧いてこなかったのだ。

──『凍耶様。先ほどのレベルアップにより全ての敵性個体の総合戦闘力を大幅に上回っています。この戦闘における凍耶様の敗北確率は０・５％を下回ります。これは全ての敵性個体と同時に戦った場合の数字です』

　アイシスの言葉に少し戸惑うものの、その言葉が真実である確信が何故か俺の中にあった。

　よーし、このままやられるわけにも行かないからな。やってやるぜ!!




　◆第６話　サラリーマンＶＳドラゴン軍団




「「「「「「ＧＵＲＵＬＡＡＡＡＡＡＡＡ！！！！！」」」」」」

　ドラゴンの群れが一斉に俺に向かって飛びかかってくる。俺の身長の倍はある巨体達に囲まれ逃げ道がなかった。だが俺は全く動じることなく落ち着いて攻撃スキルを発動する。

「ライトブリンガー[image: ]」

　両手から先ほど使ったオーラブレードの上位スキル、ライトブリンガーを放つ。すると両脇に立っていた赤と青のドラゴンを一撃で絶命させた。

「龍撃！！！！」

　両手手刀に光りの刃をまといそのまま横に薙ぐ。青く輝く光の刃は攻撃スキルによる威力増加で、豆腐でも切るかのように簡単に複数のドラゴンの身体を真っ二つにしてしまった。

　俺はそのまま勢いを保ちつつ、身体を回転させライトブリンガーに力を込める。

　すると俺の意図をくみ取るかのように刃が倍以上の長さまでのびた。

「はぁああああああああ！」

　某狐目死神のように、刃をどこまでも伸びるレーザーのように放つイメージをしながら腕を振るう。さすがに一三キロメートル伸びることはなかったが囲まれた状態から一気に危機を脱出した。

　俺は横に、縦に次々と刃を振るってソルジャードラゴン達を切り刻む。

　空を飛びながら懸命に躱すやつもいたが、ほとんどのソルジャードラゴンは何の攻撃もできないまま首と胴体が泣き別れになっていた。

　ドラゴン相手に無双した俺は十分もしないうちに全てのソルジャードラゴンをなぎ倒していた。

「ふう。終わったか。あれ？」

　ふと気が付くと俺が倒したはずのドラゴンの死体がほとんど転がっていないことに気づく。

　だがその疑問の答えはすぐに分かった。

　先ほどエメラルドカイザードラゴンを収納した時と同じ光りを放ちながら、収納項目が次々に増えているからだ。

──『討伐した個体が足場を塞がぬよう回収しておきました』

　アイシスが気を利かせてくれたらしい。確かに大量の死体があるとそれが邪魔になって動きが鈍りそうだもんな。

　優秀なＡＩに感心しつつ一息つく。

　収納【エメラルドカイザードラゴン（魔結晶化）】×１

　　　【グランドドラゴンルージュ】×１

　　　【グランドドラゴンブルー】×１

　　　【ソルジャードラゴン】×１１４

「そういえば、さっきみたいなリザルトパートが始まらないけど、どうしてだ？　レベルが上がらなかったのかな」

──『凍耶様、集団の敵性個体がこちらに近づいています。今度は先ほどの三倍相当数です』

　また!?　どうなってるんだこの山は。

　ってことは戦闘が終わってないからリザルトが始まらなかったってのか。冗談じゃないぞ。

「今度こそ逃げよう。さすがにやってられん、アイシス」

──『了解しました。逃走ルートをマップに表示します』

　俺はパワーストライドを発動しアイシスの示す方向に走りだす。

　しかし、十歩ほど進んだところで急停止することになる。目の前に突然壁が現れたからだ。

　いや、壁と見まがうような超巨体の竜が降り立って止まらざるを得なかったのだ。

【サファイヤカイザードラゴン　ＬＶ８８】

　総合戦闘力８８００（凶星）

　でけぇ。五〇メートルはある。リアルにゴ○ラを見上げるとこんな感じなんだろうか。カイザードラゴンってことはさっきのエメラルドカイザードラゴンの仲間だろうか。

「ＧＯＧＡＡＡＡＡ」

　なんてのんきなことを考えていると、低くうなるような鳴き声を上げてでっかい足を前に出してきた。巨体に見合わないすさまじい速度で繰り出される蹴りに、とっさにガードしたにもかかわらず吹き飛ばされてしまった。

「うぐ……くそ、結構ダメージ入ったんじゃないか」

　でもさっきの背中からの不意打ちに比べれば少ないダメージで済んでいるみたいだ。レベルが上がったことで防御力も上がったんだろう。

「お返しだ!!」

　俺はライトブリンガーを真上に伸ばし、サファイヤカイザードラゴンの身長より上の長さに伸ばして唐竹に振り下ろす。しかし石頭なのか分からんが攻撃が通らなかった。

　ガリガリと頭をかき鼻を鳴らしてこちらをあざ笑っているかのような顔をしやがった。

　こんにゃろう。

　目の前のデカぶつに反撃をしてやろうと腰を落とした。

　だが背中に走った悪寒に反射的に横に飛んだ。すぐに俺が立っていた場所に炎の柱が立つ。

　周りを囲んでいるドラゴン達が炎のブレスで俺を攻撃したらしい。

　よく見ると周りを囲んでいるドラゴン達は先ほどのソルジャードラゴンではなかった。

【インペリアルナイトドラゴン　ＬＶ５０】

　総合戦闘力５２００（狂気）×３２５

　ポップアップに表示された数字に俺はめまいを覚えた。

　インペリアルナイトって皇帝の近衛兵ってことだよな。なんで雑兵よりスゴイやつの方が数が多いんだよ！

　インペリアルナイトドラゴンが一斉にブレスを放つ。体勢が整っていなかったため今度は高熱のブレスの直撃を受けてしまった。

「う……が……」

　全身がただれ大やけどを負った。これはほんとにもうダメかもしれん。

──『生命数値の著しい低下を確認。回復魔法の使用を推奨します』

「そうだ。回復魔法があった。キュアライト!!」

　淡いグリーンの光が全身を包んだ。僅かばかり回復し動けるようになったが、依然劣勢には変わりない。

　だが先ほど起こった派生魔法の解放が起こらない。どうやら戦闘が終了と見なされなければ発生しないようだ。

　俺はキュアライトを敵の攻撃を躱しながらくり返し唱えなんとか態勢を立て直した。

──『戦闘民族の因子を発動　基礎戦闘力２５％アップ。

（３９００→４９００　端数繰り上げ）＝総合戦闘力８９００→１４０００』

　アナウンスが流れた瞬間全身から力が湧き上がるのを知覚した。

「ふんぬぅううううう」

　渾身の力を込めてライトブリンガーで龍撃を放ち、サファイヤカイザードラゴンの腹を貫いた。風穴の空いたサファイヤカイザードラゴンはうめき声を上げながらゆっくりと倒れ込む。

　どうやらパッシブスキルの効果は戦闘中でもちゃんと反映されるらしい。

　総合戦闘力２５％アップのおかげで余裕ができた。俺はライトブリンガーを両手に発生させ二刀流でインペリアルナイトドラゴンを圧倒的な力で倒していく。

　だが一体一体がソルジャードラゴンとは比べものにならない強さのため一撃で仕留められないやつがチラホラいる。

　数に押されて劣勢に陥っていく。

──『遠距離攻撃の使用を推奨します。エクスプロードならば広範囲の敵を殲滅できます』

　そうか、魔法を使用すれば良かったのか。

　俺はパワーストライドでインペリアルナイトドラゴンの足下をすり抜け距離をとる。

　すぐさま俺に群がる集団をできるだけ引き付けやつらを一カ所にまとめた。

「よし、エクスプロードォ」

　文字通り爆発的な閃光が走る。あまりの威力に俺自身が吹き飛ばされそうになる。

「これは、考えて使わないと被害の方が大きくなりそうだ」

　もうもうと立ち上る煙が晴れてくると、あれだけいたインペリアルナイトドラゴンは全て倒したようだ。

　死体も残っていない。エクスプロードの熱量で蒸発してしまったらしい。

　だが、煙の中から一体のドラゴンが残っているのが見えた。いや、あんなやついたか？

──『警告します。超ハイレベルの敵性個体を確認。この個体との直接戦闘は推奨しません。敵ステータスを表示します』

【霊峰の帝王　ＬＶ１１８】

　総合戦闘力２６０００（最凶星）

　目の前の敵から感じるすさまじいプレッシャーに全身が粟立つのが分かった。アイシスの警告を受けるまでもない。あいつはヤバすぎる。今までのやつらより遙かに数字が高い。ラスボスってことか。しかも数字の横には今まで最高にヤバ気な文字が……。

　どうすんの俺!?　一難去ってまた一難。死亡フラグ立てた覚えないよ！　いや、一回死んでるけどさ！




　◆第７話　転生人の底力




　目の前の相手はどう考えても話し合いに応じてくれそうもないし、見逃してくれそうもない。薄気味悪い赤く爛々とかがやく瞳で俺を捉えている。

「ＧＹＡＢＯＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ」

　霊峰の帝王が咆吼する。同時にやつの口から巨大な火球がすさまじい勢いで飛び出してきた。俺のフレイムスマッシュなどとは比べものにならない圧倒的な熱量だ。あたったらひとたまりもない。

　俺は死に物狂いで横に飛び火球をよける。余波だけで皮膚が火傷でただれそうになる。

　後ろに通り過ぎていった大火球は、背後の山道を消し飛ばしながら上空に逸れて爆散した。

「うぐうううう」

　爆発の余波が身体の自由を奪って動けなくなる。

　俺は前を見て絶望的な気分になる。何故なら帝王の口には先ほどと同じか、それ以上の赤い炎が蓄えられているからだ。

「あんな攻撃を連射できるのかよ。無理ゲーにもほどがあるだろ」

　クソッタレな気分で帝王の攻撃に対峙する。先ほどの爆発の衝撃で身体の自由が奪われていて、今度の火球攻撃はよけられそうもない。

　絶望の炎が霊峰の帝王の口から放たれた。

　世界がゆっくりと動いているように感じる。死を前にして走馬灯を見ているかのようだ。

　俺は目を閉じて今度こそ死を覚悟した。

──『称号スキル　転生人の発動条件を達成。特殊スキル　逆転の一撃　特殊スキル　限界突破　特殊スキル　劣勢の窮鼠を習得』

　身体に力が漲るのが分かった。そして理解する。何を、どうすれば、やつを倒せるのか。

「ライトブリンガー!!」

　青く輝く刃をまとい渾身の力を振り絞って動かない身体にむち打った。

「パワーストライド!!」

　帝王の放った大火球の真正面に向かって駆け出す。ライトブリンガーの光を扇状に広げるイメージで展開し火球の熱量を凌ぐ。だがすさまじい熱量が俺の身体をじりじりと焼いていく。皮膚がただれ皮が剥けてきた。

　俺は死にそうな痛みを耐えながら真っ直ぐ、ひたすら真っ直ぐ進む。敵は真正面にいるのだから。

「ＧＵＧＡ!?」

　やつは驚愕に目を見開いていた。当然だろう。確実にとどめを刺したと思ったに違いない。だがパワーストライドを限界突破で使用し、窮きゅう鼠そ猫ねこを噛む勢いでドラゴンの顔面に飛び込んだ。

「龍撃！」

　己の全てを込めて渾身の一撃を放つ。これが決まらなければ俺の死は確定するだろう。

「つぅらぁあぬぅうけぇえ！」

──『逆転の一撃を発動。瞬間攻撃力１０倍』

　アイシスの無機質な声が頭の中にやけに鮮明に聞こえる。死を前にしてすべての感覚が鋭敏になっているようだ。

　俺は帝王の口の中に飛び込んだ。そのままライトブリンガーの出力を限界突破で発動。

──『限界突破を発動。一時的に魔力、スキルパワーが無限に使用可能』

　口の中の柔らかい肉を突き破りやつの血液があふれ出す。突き入れた刃に伝わるように腕から魔力を流し込んだ。

「エクスプロード！」

「ＧＹＡＯＯＯＯＯＯ」

　口内が圧倒的熱量に支配される。暴れ回る帝王。口を閉じればそれで済むものをやつはそれをしない。否、できないのだ。口を閉じようとする度に俺が突き入れた腕からエクスプロードが放たれ脳髄を直接爆撃する。

「エクスプロード！　エクスプロード!!　エクスプロードぉお」

　ありったけの魔力とスキルパワーで攻撃をたたき込む。どのみちやつが生きている状態で口から放り出されたら終わりだ。

　力つきた俺は踏みつぶされるか、むしゃむしゃ咀嚼されてドラゴンの胃袋に収まるだろう。

　死に物狂いでエクスプロードを放ち続ける。

　めまいがして血管が切れそうなくらいガンガン痛むが構うものか。ここで意識を失えば俺は死ぬ。

「エェェェエエエクスぅううプローーーーーーードォオォォォオオオォオオ」

　とどめといわんばかりに渾身のエクスプロードを放つ。魔力はとっくに枯渇している。

　しかし限界突破が発動しているため魔法は放ち続けた。

　ライトブリンガーの出力を更に上昇させ真上に振り上げると、分厚い肉をギャリギャリと切り裂く音が口内に響き渡る。

「ふんがっっぁああああああ、あああああああ」

　ドラゴンが喉が切り裂かれるほどの咆吼をあげて飛び上がる。俺はライトブリンガーとエクスプロードを最後の力を振り絞って放ち、霊峰の帝王の頭蓋は真っ二つに切り裂かれ爆散した。

　飛び上がった俺はそのまま自由落下し地面に激突する。

　全身を強打し息が漏れる。あまりの痛みに気絶しそうになるものの、敵の死を確認しないとおちおち気絶もできない。

　だが頭部を失ったドラゴンの身体は力を失ってゆっくりと横倒しになった。

──『敵性個体の死亡を確認。戦闘を終了します』

　な、なんとか、勝った……。





◆　◆　◆






　凍耶は何故勝利できたのか。その理由は、またもあの少女神に原因があった。

　通常『転生人』という名前の称号は存在しない。『転生者』となるはずなのだ。

　それは創造神が与えた本当の祝福。

　凍耶は知らない。いまや知る術がない。それは彼女が凍耶に内緒にしたもう一つの隠し事。

　転生人の本当の名称、それは……。

　称号スキル【物語の主人公】

──『パッシブスキル　主人公補正（劣勢時、秘匿パラメータ【幸運値】９９９９％アップ）他多数』




　◆第８話　怒濤のリザルト




──『敵個体の死亡を確認。戦闘終了します。これよりリザルトに移行します』

　おお、よ、ようやく終わった。

　全身黒焦げになって地面に転がり、指一本動かせない状態で空を仰いでいた。

──『経験値を取得。ギフト『創造神の祝福』の効果により取得経験値を２５５倍に増加。レベルが７１にアップ』

──『大量経験値の取得により一気に４０以上のレベルアップを確認。

　称号スキル　超越者を取得。

　創造神の祝福の効果を発動。

　強者（総合戦闘力＋５％）、

　超人（総合戦闘力＋１０％）、

　超越者に近づきし者（総合戦闘力＋２０％）、

　超越者（総合戦闘力＋４０％）が統合され、

　到達者（総合戦闘力＋１２５％）に進化。

　更に創造神の祝福の効果を発動。

　到達者（総合戦闘力＋１２５％）を

　称号スキル　神を屈服せし者（総合戦闘力＋２５０％）に上位変換。

　更に、特殊条件達成。

　称号スキル　英雄の証（総合戦闘力＋５０％）を所持している条件を満たしたため、覇王候補（総合戦闘力＋３００％）を追加取得。

　更に創造神の祝福の効果発動。

　強者（＋５％）

　超人（＋１０％）

　超越者に近づきし者（＋２０％）

　超越者（＋４０％）

　到達者（１２５％）

　到達者のその先（＋２５０％）の効果を統合から分解し独立。

　これにより総合戦闘力は５％＋１０％＋２０％＋４０％＋１２５％＋２５０％＋３００％が反映』

──『生命数値の著しい消耗を感知。パッシブスキル　体力自動回復ＬＶ１がＬＶ∞（最大）にアップ』

──『魔力数値の枯渇を確認。パッシブスキル　魔力自動回復ＬＶ１がＬＶ∞（最大）にアップ』

──『スキルパワーの枯渇を確認。パッシブスキル　スキルパワー自動回復ＬＶ１がＬＶ∞（最大）にアップしました』

──『筋肉の急激な損傷を確認。パッシブスキル　超回復ＬＶ１がＬＶ∞（最大）にアップしました』

──『単独で一定ランク以上の龍族の個体を複数撃破。

　称号スキル　龍族の悪夢（龍族に対し攻撃力５倍）を取得。

　攻撃スキル　龍撃の上位スキル　龍覇撃（龍族特効　ダメージ５倍）を取得。

　創造神の祝福の効果発生　極限スキルを解放。

　極限スキル　龍覇滅殺（龍族特効　ダメージ１５倍）を習得』

──『生命数値が５％未満で戦闘に勝利。

　称号スキル　戦闘民族の因子が進化。

　称号スキル　純粋な戦闘民族（総合戦闘力＋２００％　生命数値３０％未満からの回復で総合戦闘力基本値５０％アップ）を取得。

　創造神の祝福の効果を発動。進化前　戦闘民族の因子（総合戦闘力＋１００％）を同時に所持します。

　これにより１００％＋２００％の数字が反映。

　パッシブスキル　総合戦闘力＋１００％をパワーアップ。

　総合戦闘力＋１２５％に進化。

　創造神の祝福を発動。

　取得パッシブスキルを総合戦闘力＋２５０％に上位変換。

　更に創造神の祝福の効果を発動。

　身体強化スキル　黄金の闘気（３分間総合戦闘力５倍）を取得』

　本格的にマズい表現になってはいないだろうか。エラい人に怒られないだろうか。

　しかしアナウンスは容赦なく続く。

──『回復魔法の行使を確認。派生魔法を全て解放。

　中位魔法　キュアヒーリング

　上位魔法　キュアリカバリーを習得』

──『エクスプロードの限界行使により極限魔法が解放。

　極限魔法　フラッシュノヴァを習得』

──『ライトブリンガーによる一定数の撃破を確認。ライトブリンガー改に進化。

　派生効果により、下位スキル　オーラブレードがオーラブレード改に進化』

──『ライトブリンガーを限界行使により極限スキルが解放。

　極限スキル　ゴッドセイバー（瞬間攻撃力１５倍）を習得』

──『圧倒的レベル差による強力な個体の撃破を確認。

　称号スキル　英雄の証（総合戦闘力＋５０％）がパワーアップ。

　称号スキル　天の覇者（総合戦闘力＋１００％）に進化。

　創造神の祝福の効果発動　進化前の称号スキルの効果を同時保有。

　これにより、５０％＋１００％の数字反映』

──『伝説クラスの敵性個体の単独撃破を確認。

　称号スキル　天元突破（総合戦闘力＋１００％）を取得』

──『生命数値３０％未満からの回復を確認。称号スキル　純粋な戦闘民族の効果を発動。総合戦闘力基本値が５０％アップ』

　……ふう……終わった。今度こそ本当に終わった。

　死にかけの怪我を負っていたが、自動回復スキルによりしばらく寝転がっていると段々痛みが引き、火傷が回復し、みるみる体力が戻っていく。

　十分もしないうちに全快してしまった。

──『凍耶様　全てのリザルトを終了しました。現在のステータスを表示します』

「ああ、頼む」

──『佐渡島凍耶　ＬＶ７１　人族（転生人）

　基礎値＋補正値　１４０００＋１３００％＝１８２０００→端数繰上で１９００００に上昇

　総合戦闘力　１９００００

　生命　１９００００／１９００００

　魔力　１９００００／１９００００

　スキルパワー１９００００／１９００００

　攻撃力　１９０００

　防御力　１９０００

　魔法威力　１９０００

　魔法抵抗力　１９０００

　スキル出力　１９０００

　保有スキル一覧

・攻撃スキル

　基本【龍撃】（龍族特効　ダメージ３倍）

　上位【龍覇撃】（龍族特効　ダメージ５倍）

　極限【龍覇滅殺】（龍族特効　ダメージ１５倍）

　基本【オーラブレード改】（瞬間攻撃力３倍）

　上位【ライトブリンガー改】（瞬間攻撃力７倍）

　極限【ゴッドセイバー】（瞬間攻撃力１５倍）

・身体強化スキル

【パワーストライド】（初速最大　速度３倍）

【黄金の闘気】（３分間総合戦闘力５倍）

・パッシブスキル

【体力自動回復ＬＶ∞】（毎分５％回復）

【魔力自動回復ＬＶ∞】（毎分５％回復）

【スキルパワー自動回復ＬＶ∞】（毎分５％回復）

【超回復ＬＶ５】（自動回復効果１０倍）

【総合戦闘力＋２５０％】

　保有魔法

　火属性　　下位【ファイアバレット】

　　　　　　中位【フレイムスマッシュ】

　　　　　　上位【エクスプロード】

　　　　　　極限【フラッシュノヴァ】

　回復属性　下位【キュアライト】

　　　　　　中位【キュアヒーリング】

　　　　　　上位【キュアリカバリー】

　称号スキル　転生人

　強者（総合戦闘力＋５％）

　超人（総合戦闘力＋１０％）

　超越者に近づきし者（総合戦闘力＋２０％）

　超越者（総合戦闘力＋４０％）

　到達者（総合戦闘力＋１２５％）

　到達者のその先（総合戦闘力＋２５０％）

　覇王候補（総合戦闘力＋３００％）

　英雄の証（総合戦闘力＋５０％）

　天の覇者（総合戦闘力＋１００％）

　ドラゴンキラー（龍族に対し攻撃力２倍）

　龍族の悪夢（龍族に対し攻撃力５倍）

　純粋な戦闘民族（総合戦闘力＋１００％＋２００％　生命数値３０％未満の状態からの復活で総合戦闘力基本値５０％アップ）

　天元突破（総合戦闘力＋１００％）

　特殊スキル　逆転の一撃　劣勢の窮鼠　限界突破

　ギフト　創造神の祝福（経験値増加２５５倍　スキルコピー　派生スキル自動習得　魔法コピー　派生魔法自動習得　条件達成でスキル解放　進化スキル自動作成　進化魔法自動作成　端数繰上）

　戦闘民族の因子　アイテムストレージ（無限収納）』

　…………………………何これ？

　いやいやいや、色々おかしいって。

　創造神の祝福、えげつないな。経験値２５５倍って。

　それにやたらと補正値が上がりまくるのもこれのおかげってことだよな。

　しかも統合されたスキルを分解して更に全部所持の状態にして。少女神が言っていた通りまさしくチートオブチートだ。

「どんな化け物だよ」

──『霊峰の帝王の撃破により著しいパワーアップがなされたものです』

　まあ、それはともかく、ようやく命の危機を脱したわけだから、今はそのありがたみを噛み締めるとしよう。

　さっきまでレベルが１だったのに７０も上がってる。

　異世界に来てからまだ一時間くらいしか経ってない気がするのだが。戦闘力が一気に１９００倍になってしまった。

　純粋な戦闘民族の効果が地味にすさまじい。

　通常の称号スキルの補正が＋○○％に対して、このおふざけた名前の称号は基本値が上がってしまう。単純に＋補正が加わるのと基本値が上がるのとでは意味合いが全く違う。つまり所持している補正数字が全部底上げされてしまうってことだ。

　それからどういうわけなのか端数が繰り上げになるみたいだ。おかげで数字の見栄えは綺麗にそろっているが、どうやら端数が１でも余ると上三つの桁まで上がってしまうようだ。

　１０００１の数字なら１１０００まで繰り上がるといった具合にとにかく０をそろえたがるらしい。

　これが地味に数字を底上げしている。かなりの戦闘力が無条件で手に入ってしまう。

　これが全部創造神の祝福の効果だと言うのなら、あの少女神には感謝しないといけないな。これが無ければ確実に死んでいただろう。

　いや、そもそもこんな危険な場所に放り込む時点でプラマイ０どころかマイナスである。これは再び会ったらお説教確定だな。

　とにかく生き残れて良かった。




　◆第９話　霊峰の帝王




「精神的にはもう眠ってしまいたいくらいだが、いつまたドラゴンが襲ってくるかも分からないし、霊峰の帝王より強いやつがいないとも限らないしな」

──『否定します。霊峰の帝王は間違いなくこの近辺での最強生物です。半径一、◯◯◯キロ以内には霊峰の帝王を超える生命体は存在しません。それで凍耶様。先ほどの提案の続きになります。ドラゴンは高値で取引される素材であるためここに残ったドラゴンの死体は全て回収することを推奨します』

「わざわざ全部持っていく必要あるのか？」

──『放置は推奨しません。理由は魔物に限らず生物の死骸を供養せず放置すると、高確率でアンデッドとして復活します。一部の例外を除いてアンデッドは生前の個体より戦闘能力が高くなる傾向があります』

「なるほど。帝王がアンデッドになるとか想像したくないな。こんなのと二度も戦うなんてごめん被りたい」

──『その心配は無用と思われます。現在の凍耶様は霊峰の帝王を数秒で屠れるほど数値が上昇しています』

「まあ精神的なものもあるよ。よし。とにかく今度こそ長居は無用だ。死体を回収したらここから離れよう」

　俺は残ったドラゴンの死体を回収し周りを確認した。よしＯＫだな。

「そういえば、こんなに死体持ち歩いて腐って臭ったりしないかな」

──『その心配は無用です。アイテムストレージに収納した物体の時間は全て入れた瞬間の時間で停止します。任意で時間を進めることもできます。例えばできたての料理を収納し旅先でいつでも食べることができます。一方で発酵過程が必要な食品を入れて熟成させておくなどの利用が可能です。これはストレージ一項目につき個体ごとの利用ができますので』

　なるほど。それなら安心だ。アイシスは優秀だな。

──『恐縮です』

「さて、危機は去ったがここが人外魔境なのは変わらない。どうやって人のいるところまで移動しようかな」

──『周辺を検索した結果、この山の頂に古代の遺跡を発見しました。どうやら古代人が利用していた魔術施設のようです。僅かな魔力反応も感知しました』

「なるほど。じゃあそこへ行ってみるか。まあ、今なら歩いてでも下山できそうな気はするけど」

──『遺跡の調査を推奨します。記録によればこの辺りに栄えていた古代人は高度な魔法と科学の融合文明を行使していたようです。一万年程前に地殻変動で滅亡と記録に残っていますが、一部の施設が使用可能と推測されます。転移装置と思われる技術が記録として残っているため、遺跡になんらかのヒントが見つかるかもしれません』

「いよいよファンタジーの世界っぽくなってきたな。まあドラゴンでお腹いっぱいだけどさ。よし、案内頼むよ」

──『了解。３Ｄナビゲーションを起動します』

　アイシスの声と同時に視界に点滅する赤い絨毯のようなものが表示される。そしてその先には黄色い矢印が点滅している。

　どうやらこれを辿っていくと目的地につけるらしい。

　俺はアイシスの指示に従って歩を進めた。

　それにしても寒いな。

　早く山を下りないと飢え死にしてしまうかもしれん。不思議と空腹感は覚えないが時間の問題だろう。食料をどうにかしないといけない。

　三〇分ほど歩いただろうか。傾斜が緩やかになりこれ以上上が存在しない場所まで来ると、山の頂に切り立った崖が存在した。

　その端のところに明らかに人工の建造物と思われる遺跡が発見できた。

「これが目的の遺跡か」

──『肯定します。魔力反応はこの中から発せられています』

　俺はそのまま建物の中まで入っていった。

　中は真っ暗だったが、俺が足を踏み入れるとどこからか明りがともり視界が開ける。

「おお、なんか明るくなったな。それにすげぇひろい。見た目と中身の大きさがあってないけどどういうことだ？」

──『このフロアは高度な空間魔法によって制御されています。明りに関しては人体に反応する魔力装置が生きているようです。魔力反応の原因となる施設はこの奥に存在します』

「よし、奥に進んでみよう」

　建物の中は朽ち果てた様子はないが、長いこと人はいなかった感じがするな。生活感がまるでない。

　最奥まで進むと不思議なオブジェがあった。

「これは、龍をかたどった彫刻か？」

　俺が龍の鼻先に触れた瞬間彫刻の目が妖しく光り出した。

『感謝するぞ人間よ』

「うお!?　誰だ、どこにいる？」

　どこからともかく声が聞こえ俺は警戒し一歩後ずさる。

『主の目の前じゃ。この彫刻を通して声をかけておる』

　なんと彫刻がしゃべり出した。低くて威厳のある腹に響くような声だった。

「あんた一体」

『わしは先ほどまで主と戦っておった龍よ。霊峰の帝王などと呼ばれておった』

「お、おお、あんたさっきのドラゴンなのか。しゃべれたんだな。それに感謝ってどういうことだ？」

『うむ。おかげで忌々しい破壊の衝動から解放された。理性を失いこのままでは山から下りて殺戮を繰り広げるところであった。我ら誇り高き霊峰の龍族が他の種族に迷惑をかけるなどあってはならぬ』

「そ、そうか。ってことは、ステータスに表示されていた狂気とか凶星っていうのはやっぱり普通の状態ではなかったんだな」

『ほう、そこまで見えておったのか。戦いの最中も思ったが、やはりただ者ではないようじゃな』

「え？　戦いの最中も意識あったのか？」

『うむ。意識はあれど身体は暗くて重い殺意と、破壊の衝動に支配されいうことをきかなんだ。故に主には感謝しておる』

「そもそもなんであんな危ない状態だったわけ？」

『十日程前じゃ。滅多に人などやってこぬこの地に魔族の軍勢が現れた。無条件に降伏し軍門に降れなどと寝ぼけたことをほざきおったので、全員まとめて食い殺してやったのじゃが』

「物騒だなおい」

『やつらが仲間を殺しおったのでな。どうやらそやつらは呪いを運ぶ餌だったようでな。わしが踏みつぶしたそやつらの隊長から山全体を覆うほどの瘴気が発生した。あっという間に山に存在する全ての竜が狂気に飲まれ正気を失った。後は破壊の衝動の赴くままに仲間同士で殺し合いが始まった。幸いというかここは人里からかなり離れておる故、知的生命のいる場所には行かなかったようじゃが、それも時間の問題であったろうの。一部の人族は我らを神とあがめておる。古より我ら霊峰の龍族は、人の祈りの思念を糧として生きてきた。人族に仇なせば遅かれ早かれ滅びておったであろう』

「なるほどな。そんなところに俺は放り込まれたのか」

『ところでおぬしは一体何者じゃ？　人間であることは分かるが、何か普通とは違う不思議な気配を感じる』

「あー、なんと説明していいやら」

『ふむ。まあよい。言いにくいならば深くは聞かぬ。それにわしもそろそろ召される時が近いようじゃ。消える前に主には何か礼をせねばな。この遺跡の地下に古代人の財宝。それに古代の龍族の秘宝が眠っておる。何千年も手つかずのものじゃ。主が全部持っていくがいい』

「え、いいよ礼なんて。なりゆきでこうなっただけだからさ」

『フフ。慎み深いのは良いことじゃが、受け取っておくれ。一族の長としてだけではなく、わしは親としても主に感謝しておるからの』

「親？」

『主が最初に倒したエメラルドカイザードラゴン。それにサファイヤカイザードラゴン。わしの子供達じゃ。強く賢い自慢の子じゃった』

「そうか、あんたの家族だったのか。それは、なんか悪かったな」

『よい。戦いの中で死ねただけでも龍族として本望であったろう。あれらもわしと同じよ。人に仇なすくらいなら自ら死を選ぶ。そんな気高く誇りある龍族じゃ。霊峰の龍族は皆、主に救われた』

　なんか、そんなに感謝とかされちゃうとドラゴンの死体を集めて売ろうとしていたことに罪悪感を感じてしまうな。

「あんた達の遺体は埋葬してやった方が良さそうだな」

『そのことなら気にするな。生物は死なば皆、平等に骸じゃ。我らの肉体が金になることは知っておる』

「しかし、そんなあがめられているあんた達をバラしたりしたら人間の方から恨まれそうだしな」

『龍族を神と称えておるのはこの霊峰の麓にある一部の村々だけじゃ。基本的に人に友好的な龍族は我ら以外にはおらぬよ。他の連中は一様に人族や他の人型種族を見下しておるからの。龍こそが至高。他の下賎な輩は我らに傅かしずくべき、などと言うておった』

「それはまた極端だな。分かったよ。あんた達は素材として人の役に立つように活用させてもらうよ」

『うむ。思った通り主はあっぱれな男のようじゃな。そうそう、龍の肉は非常に美味で栄養価が高い。喰ろうてみるがいい。我らはせぬが、龍族同士でもたまに狩りの対象になることもあるくらいじゃ。わしも主の糧となるなら本望よ』

「なんかすげぇ価値観だな龍の種族ってのは。でもそうか、分かった。丁度食料をどうしようか悩んでいたところだ。ありがたく糧にさせてもらう」

『最後に、秘宝とは別に渡したいものがある。わしと子供達の身体を今一度出してくれんか。亜空間にしまっておるだろう？』

「え、おお、分かった。ちょっとまってろ」

　帝王の言うとおり俺はストレージのなかから帝王とサファイヤの死体と、エメラルドを結晶化させたものを取り出した。

『ふむ。見事に頭が吹き飛んでおるの。だが肝心の部分は無事のようじゃ。丁度良く目的のモノが頭をのぞかせておる。喉の辺りに埋まっている石があるじゃろ。あれが主に渡したいものじゃ。子供達のも同じ場所に埋まっておる』

　よく見ると言われたとおり、喉仏の辺りに虹色に輝く綺麗な水晶玉のような宝石が埋まっている。かかえるほどもある大きさだったが、俺が取り出そうとその宝石に触れると虹色が強く輝きを増した。光が収まると、手の平に収まるくらいの小さな玉がそこにはあった。

　同じようにサファイヤの喉にも同じものが埋まっていた。首を切り裂いて取り出すことに抵抗を覚えたが、帝王は気にするなとうながしたのでオーラブレードで首を落として取り出した。エメラルドのドラゴンは分解、と唱えると結晶から死体に戻すことができ、同じように取り出した。

『それが龍帝の宝玉。高貴なる龍の命と力が凝縮された結晶体じゃ。それは龍族でも特別な個体にしか宿らぬ。それを胸にあてて心を落ち着けてみよ』

「こうか？」

　俺は三つの宝玉を言われたとおり胸の前において目を閉じる。するとまぶしい光を放って玉が熱くなり空中に浮かぶ。それは俺の身体の中に吸い込まれるように入っていき、光は収まっていった。

──『龍帝の宝玉を吸収。

　称号スキル　龍帝（総合戦闘力＋５０％）を獲得。

　攻撃スキル　フォトンレーザーを習得。（直線方向無限レンジ攻撃。直線方向のみ任意の範囲指定が可能）

　称号スキル　龍族の支配者（総合戦闘力＋５０％）

　総合戦闘力１９００００→２１８０００→端数繰り上げで２２００００

　パッシブスキル　龍族支配を習得。

　称号スキル　大空の王者を獲得。

　補助スキル　高速飛行を習得。（スキルパワーを使って空を飛ぶ。速度、高度は任意で調整可能）』

　おお、すげぇ。飛行ってことは空を飛べるのか。これで移動の問題が解決したかもしれん。

『龍族支配を持っておれば理性ある龍族は殆どおぬしに従うじゃろう。わしよりも強い龍は今は数えるほどしかおらぬからな。それと高速飛行のスキルは龍のごとく空を飛ぶことができる』

「なるほど。こいつは楽しそうだ。ありがたくもらっておくよ」

『うむ。さて、そろそろ時間のようじゃ。世話になったの人間。最後に名前を聞かせてもらえぬか？』

「ああ、色々ありがとうな。俺は佐渡島凍耶だ」

『サドジマトウヤ……ふむ、トウヤか。良い名じゃ。それではトウヤ。さらばじゃ』

　帝王の魂はそのまま光の粒子となって霧散していった。




　◆第１０話　古代遺跡の宝




　霊峰の帝王は霧散し、あたりに静寂が訪れる。

「案外良いやつだったな。さて、それじゃあせっかくだから龍族の秘宝とやらももらっておくか。地下にあるって言ってたけどどこに入口があるんだ？」

──『遺跡内を解析……完了。彫刻の台座の裏に空間を発見。おそらく地下への入口と思われます』

　アイシスの言うとおり台座の裏を見てみると、確かに不自然な隙間が見える。

「ふんぬっ」

　俺は台座を押してみた。するとレールに滑るように台座がずれていき地下への階段が現れた。

「おお、開いた。この下に秘宝が眠っているのか」

──『魔力反応は先ほどより２３％ほど上昇しています。なんらかの強い魔力を発する存在がこの地下に存在している模様です』

「なんかわくわくしてきたな。なんだかんだで冒険って感じがして楽しくなってきた」

　地下への階段を一歩ずつ降りていく。アイシスに聞くまでもなく、俺も肌でピリピリと大きな存在感を感じるようになってきた。

「おおお、すげぇ」

　地下室には宝箱が見渡す限り並んでいた。ＲＰＧによくあるあの形の宝箱がこれでもかという数で並び、中にはそれ自体が黄金でできているものもあるみたいだ。

　金や銀に光る宝箱の群列の奥には台座に乗ったいかにも伝説の武器といった感じの剣や槍。斧や盾。鎧といった武具が鎮座している。

「これぞ正にロマンだ」

　俺は台座におかれている武器の一つを手に取った。

「アイシス、この武器って強い方？」

──『アイテムを解析……完了。【光の宝剣レグルス】、武器攻撃力は６００　総合戦闘力＋１０％　レアリティランクＳＳ　伝説クラスの武器です。世界中の冒険者が喉から手が出るほど欲しがるレベルで希少性の高い武器です』

「攻撃力６００って高い方なの？」

──『最高クラスの数値です。ちなみに一般の武器屋で売られているＧランク、鉄の剣の攻撃力は１５。販売店で購入できる最高ランクはＡ＋の斧、オーガニクスの２５０が最大であることを考えれば反則級の数値です』

「ふむふむ。レアリティランクってのはどのくらいの範囲であるんだ？」

──『最下ランクがＧ、最上ランクはＳが現在確認されています。ただし、一定以上の力を持ったアイテムは全てＳに分類されるため個体差が存在します』

「へぇなるほど。つまりダブルＳのこの武器は人類未確認の超お宝ってことだ」

──『肯定します。人族が把握しうるレアリティランクの常識を越えたアイテムと考えて差し支えありません』

「よし、じゃあこの斧は？」

──『こちらは【大戦斧　穿つ者】武器攻撃力は７５０　魔法威力１５％　魔法抵抗力１５％　レアリティランクＡＡＡ＋　こちらも伝説クラスの武器です。現存する斧系武器の中では最高の攻撃力を誇ります』

「おお、パワーファイター専用って感じでいいね。こっちはどうかな」

──『【賢者の杖】武器攻撃力は０　しかし魔法威力４００　魔法抵抗力３００　総合戦闘力＋２０％　レアリティランクＳ』

「魔法使いにはぴったりだな。アイシス、こっちはどうだ？」

──『こちらは……』

　俺はアイシスに頼んで台座に飾ってある武器や防具、装飾品を片っ端から鑑定してもらう。

　特にスゴかったのがこれらだ。

【神槍　シャンバラ】攻撃力５５５　総合戦闘力＋２０％　レアリティランクＳ

【天覇の鎧】防御力３５０　魔法抵抗力３００　全状態異常無効　即死攻撃無効　全属性５０％カット　レアリティランクＳＳ

【天アマ乃ノ弓ユミ　禍まがつ風を斬り裂く鏃やじり】攻撃力５４０　攻撃スキル　追加攻撃×１０（１つの矢で１０倍の矢を射ることができる。任意で数の調整可）

　一風変わったものでこんなのもあった。

【隠者の衣】防御力５０　見た目は普通のコートで防御は低いが耐熱、防寒に優れ、使用者の体温を一定に保つ。あらゆる過酷な環境に耐えられるようになる。全状態異常無効　敵の攻撃魔法の魔力を一部吸収し、自己のものに変換できる。レアリティランクＳＳ

【古代人の装束】防御力２００　身のこなしが素早くなる装束　見た目は普通の服だが魔力付与による温度調整で砂漠でも涼しく、氷の大地でもぽかぽか、快適に過ごせる。レアリティランクＳ

　これいいな。丁度装備品も今着ている服だけだし、さっきの戦いでもうボロボロになってしまったから後で着替えよう。

　どれもこれもＳランク前後のものばかりだ。中でもスゴかったのがこれだ。

「これスゴいな。アイシス、これもうちょっと詳細に解析できないか？」

──『可能です。詳細鑑定……完了。詳細を表示します』

【神剣　シヴァ】攻撃力９９９　総合戦闘力＋９９％　全属性特効＋９９％　全種族特効＋９９％　総合戦闘力基本値９９９増加　鍛冶を司る神々がもたらしたこの世界に現存するなかで正真正銘、最強の武器。レアリティランクＳＳＳ

　トリプルＳ来ました！　これ間違いなく世界最高のお宝の一つだよね。

「ん？」

　伝説クラスのアイテムのオンパレードにテンションマックスでウキウキしていると、台座の列の奥になぜか隅っこに寄せられている棒が置いてあった。

「なんだこりゃ」

　よく見るとそれは刀だった。白木の鞘におさまり鍔もないため、遠目には棒にしか見えなかったのだが、何故宝物の山の中にこいつだけ隅に追いやられているのだろうか。これっていわゆる保管用の形で、神社とかに奉納する時に白木でこしらえるやつだ。本格的に武器として使うときはここから鍔とか装飾を施すんだったか。このまま使うと柄から刀身がすっぽ抜けたりして危ないって何処かの漫画で読んだ気がする。

　俺は鞘から刀を抜いてみた。

「見た目は普通の刀だな」

　刀身にはこれといった特徴もない。よく時代劇とかで見る普通の日本刀みたいだ。小学生の頃、親父と一緒に見ていた暴れる将軍が使っていた刀と同じくらいの大きさだろう。あれ好きだったな。しかし、なんで異世界に日本刀が転がっているんだ？

「アイシス、これ鑑定してくれ」

──『了解。アイテム鑑定……完了』

【空】攻撃力０　レアリティランク　？？？

「え？　何これ。攻撃力０って。どういうこと？　なんて読むんだ？　ソラ？　から？　じゃないよな。刀の銘って考えると、くう、が一番しっくりくるかな。アイシス、これなんだろう？　宝物庫になんでこんなものが置いてあるかわかる？」

──『アイテムをより詳細に鑑定します。鑑定開始……完了。詳細を表示します。』

【空】（くう）　攻撃力０　刃そのものに切る力はない。ただし、持ち手の意思を反映し形状、威力を変える。柄の部分に魔力、またはスキルパワー、あるいは両方を込めることで物理攻撃、魔法攻撃、両方に対応する。回復魔法を付与し相手に突き刺すことで内部の治療もできる。

　何も切らないし全てを切ることができる。

　零であり、無限。故に空くう。

「深いな！　哲学かよっ」

──『どうやらこれは凍耶様が使うことで、凶悪な威力を発揮する武器になると思われます。こちらをご覧ください』

　ポップアップに表示された武器の付与属性のところに見慣れない表記がある。

「何これ、破壊不能属性？」

──『神々の遺物にしか宿らない属性です。物理的にも魔法的にも決して壊れることがないためあらゆる抵抗値を無視して防御を貫通します。またスキルパワー、または魔力を込めることで攻撃力が上がる特質に関してですが、破壊不可属性とはすなわちどれだけ強力な力を込めても壊れることがないということです』

「えっと、つまり？」

──『つまり、この武器は、０から始まり、込めた力の分だけ攻撃力が無限に上がっていくということです』

「何それ怖い。トンデモない武器だな。武器っていうか、兵器に近いな。なんでこんな危ないものが無造作に放置されているんだ？」

──『通常の人間が扱ってもそこまでの威力にならないでしょう。おそらくこの刀の真の意味に気づくものがいなかったものと思われます。あるいは常に力を込め続けていないとならないため、通常は使用者本人が長時間耐えられないなどの理由が推測できます。この場にある理由は不明ですが、これはまさしく凍耶様の専用武器と言ってもいいでしょう』

　なるほど。使い手を選ぶってことか。俺の現在のステータスは魔力、スキルパワー共に２２０００。つまり攻撃力２２０００？　あれ？　確かにとんでもないけど、基本が０である以上素手で殴るのとあまり変わらないような。

──『その見解には一部訂正があります。破壊不能属性の真価はあらゆる障害を無意味にするところにあります。例えば通常物理攻撃ではどれだけ攻撃力が高くてもゴーストやレイスなどの不死属性の魔物は切ることができません。しかしこの刀を使うことで存在ごと切ることが可能です。また魔法の中には物理攻撃を完全に無効にしてしまうものが存在しますが、それらの防御魔法、あらゆる結界。あらゆる障壁を問答無用で貫通します』

「なるほど、そう考えるとおっかないな。どれだけガチガチに固めても無意味ってことか」

──『はい、それから魔力とスキルパワーは同時に込めることができるので正確な攻撃力は４４０００です。更に凍耶様には自動回復ＬＶ∞があり超回復ＬＶ∞で効果が１０倍になりますので毎分最大で５０％ずつ攻撃力を上昇させることができます。つまり最大で１分ごとに攻撃力が２２０００づつ上がっていく計算になります』

　設定盛りすぎで頭悪そうに聞こえるな。なるほど、確かに今の俺が使うことで凶悪な兵器に早変わりってわけだ。インフレにもほどがある。




　◆第１１話　秘宝




「さて、お宝もあらかたいただいたし、そろそろ出るか」

　地下室の宝箱をすべてアイテムストレージに収め、隠者の衣と古代人の装束を装備して着替えを済ませた俺は地下室から出るべく階段へと足を向ける。

　ところがアイシスがそれを制止し、更に奥に進むように提案した。

「まだなんかあるのか？」

──『この壁の奥に更に強い魔力反応を感知。おそらく隠し部屋があると思われます。これだけの逸品がある中でわざわざ隠すことから、さらなる価値があるものと推測されます』

　もうお宝はお腹いっぱいなんだけどな。でもまあ二度と来ることもないだろうから、折角だし頂いていくか。霊峰の帝王も全部持ってけって言ってたし。

「この壁の向こうにあるってことか」

──『肯定します。遺跡内の構造を完全解析した結果、この壁は破壊以外に通過方法がないことが判明しました。更に部屋全体に衝撃に反応して作動する罠が設置されている模様。強いショックを与えて壁を破壊した場合、部屋が崩落して回収不能となるように作られています』

　なんだってそんな手の込んだ隠し方したんだか。回収させる気がないのか。なんらかの事情で破棄することができなかったため誰にも回収できないように隠したってことか。

「どうやってとりだそうか」

──『空を使って壁を丁寧に切り出すことで衝撃を与えずに壁を取り払うことが可能です。破壊不可属性はあらゆる抵抗を無意味にしますので、簡単に切り出すことができるはずです』

「なるほど、よし、やってみるか」

　俺は空を抜き放ち軽くスキルパワーを込める。

「どのくらい込めれば切れるのかな」

──『私の方で必要な力を計算して制御をサポートします。凍耶様はゆっくりと刀に力を込めてください』

「おお、分かった」

　言われたとおりできるだけ丁寧に力を込めていく。

──『そこで止めてください。一定値をこちらで制御します』

「よし、他のところで一度試してみるか。ここまできたら絶対回収したいもんな」

　失敗しないように目的の場所から離れたところで壁に刃をあててみる。すると本当に豆腐でも切るかのようにスッと切り込みを入れることができた。

「これなら大丈夫そうだな。よし、じゃあ本番いってみますかね」

　俺はできるだけ慎重に、丁寧に壁に切り込みを入れていく。アイシスが切り出すのに必要な面積を指示してくれるおかげで作業にだけ集中することができた。

　切り出した壁が向こう側に倒れ込まないように切り込みを斜めに入れることで、こちら側に倒れるように調整した。抵抗はないから腕がだるくなったりはしないけど神経を使う作業にじっとりと汗がにじむ。切り込み一つを入れる度に呼吸を整え、ゆっくりと、音を立てないように注意しながら壁を取り払っていった。

「ふう、こんなもんか」

　なんとか人一人が通ることができるスペースを切り出すことに成功し、壁の向こう側をのぞき込む。

　どうやら向こう側も明りがともる装置が施されているようで部屋全体が明るい。

　隠しスペースは四畳半くらいの小部屋で真ん中には台座がおいてあり、水晶玉が布の上に飾ってあった。

「入っても大丈夫かな」

──『罠の作動するトリガーは壁にのみ施されています。部屋に入って大きな音を立てなければ問題ないと思われます』

「よし。じゃあ入るぞ。これが隠し部屋のお宝か。ただの水晶玉にしか見えないけどな」

──『アイテムを解析します。……エラー。このアイテムの完全解析は神々の力によってプロテクトが施されています。ただし呪いはかかっていないので、重大な不利益になることはないものと思われます』

「なんかかえって気になるな。よし、とりあえず持っていこう」

　俺は油断していた。考えて見ればストレージにしまうだけならわざわざ触らなくてもよかったのに。

　水晶玉を手に取った瞬間さっきの宝玉と同じようにそれは光を放った。そして俺の胸に吸い込まれるようにして消えていく。

「なんか入ってきちゃったよ」

──『申し訳ありません。不測の事態を推測できなかった私の責任です』

「いや、そこまで気にしなくても良いけどさ」

──『幸い凍耶様が取り込んだことでアイテムの詳細解析が可能となりました。……解析完了。結果を表示します』

【頂点の宝玉】レアリティランク　測定不能

　古代民族の頭脳と古の龍族が神々と力を合わせその全ての力を持って作り上げ、あまりのすさまじさに封印を余儀なくされた力の結晶。一定方向にのみ力を集中させることで、ある意味生物としての頂点に到達が可能となる。

「測定不能って、どういうことだよ。それになんだこの説明。生物の頂点ってなんぞ？」

　混乱している俺をよそにアイテムを取り込んだことで起こる変化が始まったらしい。

──『【頂点の宝玉】を吸収しました。

　称号スキル【お隣のお兄ちゃん】

　パッシブスキル【ロリッ娘キラー】

　称号スキル【憧れのお兄ちゃん】

　パッシブスキル【妹キラー】

　称号スキル【気になるあいつ】

　パッシブスキル【幼馴染みキラー】

　称号スキル【前の旦那を忘れさせてやるよ】

　パッシブスキル【未亡人キラー】

　称号スキル【１級フラグ建築士】

　パッシブスキル【好感度自動アップ】

　称号スキル【攻略王】

　パッシブスキル【フラグ回収】を取得』

　俺は膝から崩れ落ち己のうかつさを呪った。

　なんなんだこのふざけたスキルのオンパレードは。

　だが話はこれで終わらない。さらなる絶望が俺を襲う。

──『創造神の祝福の効果発動

　称号スキル【絶倫の王者】

　パッシブスキル【精力無限】

　称号スキル【賢者の証】

　パッシブスキル【性欲コントロール】

　称号スキル【褥将軍】

　パッシブスキル【快感付与】

　称号スキル【雄の頂点】

　パッシブスキル【雄のフェロモン】を習得』

「下ネタかよ！！！！」

　俺が大声で突っ込みを入れると部屋全体が振動を始める。どうやら俺の声でトラップが作動してしまったらしい。

　仕方なく部屋から大急ぎで出ることにして遺跡を後にした。




　◆第１２話　山を下りよう




　遺跡を脱出した俺はチートスキルのはっちゃけぶりに辟易しながらも、気持ちを切り替えて人里目指して下山することを決意した。結局転移技術については何も分からなかった。

「やれやれ。トンデモないスキルを拾ってしまった。まあ、手に入れてしまったものは仕方ない。とにかく山から下りよう。えっと、南に一、〇〇〇キロメートルだったな」

──『肯定します。高速飛行のスキルなら三時間ほどで麓まで到着します。途中にいくつかの村は存在していますが、これといった特徴のあるところではないので、あと三〇〇キロメートルほど追加してまずは大きな街まで行くことを推奨します』

「よし、行くか」

　俺は高速飛行のスキルを発動しまずは空中に浮かんだ。

「おお、ほんとに飛んだ」

　自分の身体が空中に浮かんだことに感動を覚える。一〇〇メートルほど浮かんだところで目的の方向を向きながらゆっくりと進み始めた。

　風が頬に当たって気持ちいい。

　空を飛ぶってこんな感じなのか。ライト兄弟もこんな気持ちだったに違いない。

　徐々にスピードを上げていき高速移動を始めた。

「うおお、すげぇ、興奮してきた。あれ？　でも風が目に当たっても痛くないな」

──『スキル使用に適応した肉体の最適化が行われています。パワーストライド、高速飛行の場合は網膜や鼻、口粘膜の保護。及び動体視力の強化。空気抵抗による体幹のブレを自動修正します。オーラブレード系スキルや攻撃魔法の場合、熱量による皮膚の火傷からの保護などの例が挙げられます』

　へぇ、親切使用だな。さすがチート。

──『いえ、通常のスキルでもある程度こういった保護、最適化は行われます。でなければ自分が放ったスキルで身を焼かれるものが続出するでしょう。凍耶様の場合は私の方で危険度を０％になるように調整しています』

「そうなのか。ありがとな」

──『恐縮です』

　それにしても、この山めちゃくちゃ険しいな。空から眺めているからいいけど、実際歩いて降りるとなるとトンデモない時間かかるんじゃないか？

──『今の凍耶様の身体能力であるなら四日ほどで下山が可能です。通常の人間であるなら一流冒険者のパーティで一ヶ月ほどです。登山であるならその倍以上はかかります』

「そんなにかかるのか。やっぱり厳しいな。それにしてもあの少女女神は俺をこんなところに放り込んでいきなり死んだらどうするつもりだったんだ。化けて出てやるぞ」

──『それは……』

「あ、悪い。分からないンだよな」

──『凍耶様、申し訳ありません。実は理由に関しては認知しておりました』

「え？　そうなの？」

──『はい、凍耶様にチートスキルの素質を与え、それを開花させるためのイベントとしてこの山の山頂が初期位置に設定されています。最初から高レベルモンスターのいるダンジョンへ送った理由は四つあります』

「うん、どんな？」

──『一つめ。神自身が言った通り与えたチートスキルを最初から使える状態で送ってしまうと、魔王に存在を感知される可能性が非常に高いと言う懸念がありました。二つめ。低レベルによる高レベルモンスター撃破のボーナス。これらはレベルが上がるほど入手が困難なため、可能な限り序盤で存在するプラスボーナスの全てを入手させ２５５倍の経験値増加を最大限活かせる場所として選ばれたこと。三つめ。この異世界は如何に強くとも一つの油断で死を招く危険性があります。そのため、死の危険が常にある世界であると知ってもらうため。これらの理由から、低レベル状態で送り込みレベル上げのイベントとしてこの世界における最高難易度のダンジョンの一つ、龍の霊峰を初期位置に設定しました。この世界で誰にも負けない絶対的強者となれば、残りの人生を安全に生きてもらえるというあの方なりの気遣いであると思われます。この情報は凍耶様が一定レベルに到達するまで開示できないようにプログラムされていました』

「うーん、そうか。まあそういうことならイイか」

──『よろしいのですか？』

「まあ、結果的に強さを手に入れられたのは事実だからな。それに確かに平和な日本で育った俺には生き物を殺すって選択をいざとなったら取れたかは分からない。死を目の前にしたから躊躇なく戦えたってのも間違ってないからな。でも、もうちょっとやりようはあっただろうとは言いたいけどね。それで、四つめは？」

──『四つめは凍耶様は絶対に死ななかったことです』

「そうなの？　根拠は？」

──『実は本当に確実な死の危険が迫った場合、最初に使った自動迎撃サポートを使用することで凍耶様の身の安全は保証されていました。一度目は５０％の出力が限界でしたが、エメラルドカイザードラゴン討伐のレベルアップで２５０％の出力まで凍耶様の肉体が耐えられるレベルに上がっていたので自動迎撃サポートで討伐することは容易だったためです。ただし、霊峰の帝王まで出てきたことは想定外だったため、やはり創造神様はしばいておくことを推奨します。いえ、そうしましょう』

「ははは、そうだな。そうするか」

──『ええ、是非そうしましょう』

　造物主に対して辛辣なアイシスに苦笑し、俺は美しい景色を堪能しながら山を下りていった。




　◆第１３話　小さな村の悲劇




──『凍耶様、まもなく麓に一番近い村の上空を通過します。もう少し高度を上げることを推奨します』

「そうか、人が空を飛んでたらびっくりしちゃうだろうしな」

──『肯定します。この世界には空を飛ぶ魔法も一応存在しますが高レベルの魔術師、具体的例を挙げれば王国の宮廷魔術師レベルであれば使えるくらいであまり一般的ではありません』

　あ、一応空を飛べるやつは他にもいるのか。よかった。俺しか使えないんじゃあまり大っぴらに使えないもんな。

──『ところで凍耶様、一つ気になることが』

「どうした？」

──『この先の村ですが、周辺の生命反応が次々に消失しています』

「なんだと、どういうことだ？」

──『村に存在する種族を区分けすると、人族三〇、獣人族一七、魔族五〇という分類になります。既に半分近くの生命反応が消失しました。それぞれの生体の感情が発するヴァイブレーションを分析するにどうやら魔族が人族、獣人族に攻撃している模様。平均戦闘力から判断すると魔族側の一方的な蹂躙と推測します。いかがいたしましょうか』

「襲われているのか。そんなの聞いたら無視して通過なんてできないな。降りるぞ」

──『了解。村までのルートに切り替えます』

　一応話し合いに応じる余裕があるならお帰り願うか。可能性は低いだろうけど。





◆　◆　◆






　木造の小屋から炎が上がり、焼け出された村人が転げ回る。

「た、助けてくれ、ぐへぁ」

　恐怖に引きつり命乞いをする男の喉を愉悦の表情で魔族は踏みつぶした。

「いやぁ、はなしてぇ」

「女は殺すな。そこの広場に集めろ」

　身分が上らしい魔族が部下に命じ、捕まえた女を連れて行く。

「ぶひひ、男はあらかた殺したな」

　豚のような鼻を鳴らして魔族の男は愉快そうに笑う。横にも縦にも広い体躯を持ったオーク族の男が幅広の剣を突き立てていた村の村長だったものの腹から引き抜いた。

「隊長、村に残った女は全員広場に集めました。若い女以外は全て殺してよろしいですか？」

「ぶひ、ババアはいらん。見た目の悪い女も後で俺様が選別した後に皆殺しにしろ。子供は食料にする」

「ぐへへ、了解しました」

　山の麓にある小さな村は魔族軍による襲撃を受けていた。略奪を目的とし、男は全て殺され女は慰み者とするため一カ所に集められている。

　村の中心にある広場。村長の家だった場所の庭に村の若い女は集められていた。すでに年配の女性や老婆は彼女達の目の前で殺されている。

　この村は人族と獣人族が共存していて、人族の他には狼人族、狐人族、猫人族と様々な種族がいた。獣人族は優れた身体能力を活かして狩りを行い、人族は器用な手先を利用して獣を加工し交易品として売りに出す。そうした共存関係を保ちながら村人は仲良く平和に暮らしていた。

　その中の一人、狼人族の少女ルーシアは家族を皆殺しにされた隣に住む少女を気遣いながら入口に立っているオーク族を密かに睨み付ける。

「どうしてこんなことに……」

　ルーシアは歯がみする。この村は長年平和であった。時々山から魔物が下りて来ることがあるものの、身体能力に優れた村の若者が撃退することができる程度のものであった。

　狼人族の中でも特に優れた力を持つ白狼種のルーシア自身も魔物に遅れをとることはないくらいに強かったが、襲撃してきた魔族は強すぎた。

　村の力自慢だった兄があっさりと真っ二つにされ、人族はさることながら身体能力に優れた獣人族の若者達も魔族の戦士になすすべもなく皆殺しになっていった。

　そして自分も力の限り抵抗をしたが、力の差は歴然であっさりと押さえつけられここに連れてこられてしまった。ルーシアは兄の死を悼みつつも自身の力のなさを嘆いていた。

「私にもっと力があれば」

　悲しみに暮れる女達がすすり泣くその場所に、魔族がぞろぞろと集まってくる。

「ぶひひ、思ったより上玉がそろっているようだな。これは楽しめそうだ」

　いよいよ自分達に絶望の時間が迫っていることがイヤでもわかってしまった。魔族達のイヤらしい視線が自分達に注がれていることは、年頃の少女であるルーシアでなくともすぐに分かる。

　恐怖に震える小さな猫人族の少女はそうした知識には乏しいものの、恐ろしい魔族が自分達に何かしようとしていることを本能的に感じ取ってルーシアに必死にしがみつく。

「やだ、怖いよ。助けて」

　恐怖に震える少女を慰めようと自分に抱き寄せて背中を撫でた。

「ぶひ、隊長、どいつからやりますかい？」

「そうだな」

　少女達は必死に魔族から目をそらす。どうか自分には来ませんようにと。恐怖に震える女達を愉快そうに眺めながら女を物色する。

「どれ、顔を見せろ」

「ヒッ、いや……」

　人族の娘をつかみ顎をつかんで顔を上げさせる。

「ふひひ、なかなかのたまだな。よし、まずはお前からだ」

　魔族の隊長が顔を寄せると娘は恐怖のあまり失禁してしまう。

「い、いや、離して、助けてぇ」

「くっ、もう我慢できない。やぁ!!」

　ルーシアが我慢できずに隊長に飛びかかる。だが完全に不意を突いたはずの後頭部をスッとずらしたオークはルーシアの足をつかんで引き倒した。

「あぐっ」

「なかなかの早さだが不意打ちをする時は殺気を抑えた方がいいぞ。ん？　お前、白狼種か。これは珍しいな」

　地面に叩き付けられ息ができないルーシアを押さえつけたオークが鼻をならす。おもちゃを見つけた子供のように、しかし欲望にゆがんだ悪鬼のように豊かに実ったルーシアの胸をつかんだ。

「いや！　離して！　触らないで」

「威勢の良いことだ。身体もそそるな。よし、お前は俺様のペットにしてやろう」

　いよいよ欲望を抑えきれなくなったオークがルーシアの服を引き裂く。服は無残に引き裂かれ健康的な肌が晒される。片手で身体ごと持ち上げられてしまった。

「ふへへ。跳ねっ返りの割にはイヤらしい体つきだ。おい！　俺様はこいつに決めた。後はお前らの好きにしろ」

　待ってましたと欲望に滾ったイチモツをさらけ出したオーク達が女に襲いかかる。

　絶望の叫びが広場に響き渡り、服を引き裂く音がこだました。

　ルーシアを含め、少女達は泣き叫ぶ。誰も助けてくれない。自分達はここで終わりだと。白い肌を全てさらされて、いよいよ目の前の醜悪な生き物が自分の処女を奪おうと肉棒を突き出した時、それは起こった。

「話し合いの余地無し。魔族は皆殺し決定だな」

　少女達の悲痛な叫声に埋め尽くされた広場にやけに通る声で、その男は降り立った。




　◆第１４話　魔族討伐




　数分前、村上空。

「もうすぐ村だな。アイシス、村の反応は今どうなっている？」

──『人族、および、獣人族の女性が村の中心にある広場一カ所に集められているようです。それ以外の生態反応は魔族以外にありません。村の住民はその一カ所以外は全滅した模様』

「ひでぇな。魔族ってのはそんなのばっかりか？　少女神の言っていたことは本当だったのか」

──『一部訂正します。魔族、ではなく、魔王の軍は人族の集落に襲撃をかけ女を攫い、男は皆殺しにすることが殆どです。魔王軍に所属していない魔族も多いため一概に魔族が敵、という構図ではありません。しかし所属データが検出できないため、おそらくはぐれものの魔族軍と思われます』

　まったく笑えないな。話し合いの余地はなさそうだ。

──『凍耶様、魔族側の性欲反応が高まっています。急がれた方がよろしいかと思われます』

「いかんな。よし、スピードを上げるぞ」

　飛行速度を一段階上げて真っ直ぐ村に向かう。アイシスのナビゲートに従って進んでいると煙が上がる村の建物が見えてきた。その中で開けた場所にアイシスのナビルートが真っ直ぐ伸びている。

「あそこか」

　俺は広場の上空に到着して下を見る。

　すると真っ白な犬耳の少女がでっかい豚みたいな魔族に組み伏せられ、今にも犯されそうになっているのが見えた。

　迷うことなく着地、そのまま白い犬の少女にのしかかっていた豚を蹴り飛ばした。

「ぐぼぉあ」

　驚いた魔族達は一斉に音がした方向に注視する。俺が周りを見るとそこには若い女の子が大勢、しかも服をビリビリに裂かれ既に犯されているものもいた。

　この瞬間魔族の生存確率はゼロになった。

「話し合いの余地なし。魔族は皆殺し決定だな」

「ぶぎぃ！　何だ貴様、どっから来た!?」

　醜悪にゆがんだ顔を更にゆがませて、大きな刃の剣を振るってきた豚の生き物に空を突き立てる。

　形状を変えることができる刀身を伸ばして喉を貫通し、そのまま後ろにいた魔族もろとも吹き飛ばす。

「だ、だれ……？」

　白い肌にたわわに実った見事な果実を手で隠した犬耳少女が俺に問いかける。

　本物の獣耳に感動したいところだが、今はこの魔族どもの駆除が先だ。

「大丈夫。君達の味方だ」

「え？　あなた……は」

　理解が追いついてないらしい少女に笑いかけて魔族の方に向き直る。

　敵は既に少女を犯すのをやめ、武器を持って俺に向かってきた。俺を取り囲むように布陣し素早く逃げ道を塞ぐ。なんかスゴく統率された動きだな。やっぱりただの野盗ってわけでもないらしい。さすがは魔王軍ってとこか。しかし下半身むき出しで醜いものをブランブランさせながら剣を構えても全然様になってない。

　見たくもない大きなイチモツをさらしてオークの一人が叫ぶ。

「何者だ貴様。名を名乗れ！」

「これから死ぬ輩に名乗っても意味ねぇよ」

　まさかリアルにあの白マントの剣豪の台詞を言うことになるとは思わなかったが、厨二チックな気分に浸ることなく淡々とそう思った。

──『敵性個体の総合戦闘力を表示します』

【オークソルジャー】４００

【オークウォーリアー】６６０

【オークアーチャー】３４０

【オークマジシャン】２２１

　ドラゴンに比べればち○カスレベルのやつらばかりだ。俺は相手の質問に答えることもなく一番近くにいたオークソルジャーを蹴り飛ばした。

「ぐべらっ」

　土手っ腹を蹴り飛ばされ、幾人か味方を巻き込みながら吹き飛んでいく。魔族は激高して一斉に襲いかかってきた。

「さて、初めての対人戦闘だ。まずは肩慣らし」

　豚を人と見なすかはさておき、人型の敵と戦うのは初だからな。油断なくいこう。

　戦闘力に差があるとはいえ、何が起こるか分からない異世界。俺の知らない手段で脅威となることがあるかもしれない。

　素早く相手の懐に潜り込み、二人目のオークソルジャーに裏拳をお見舞いする。

「あれ？」

　さっきよりもほんの少し強めに殴ったら、当たり所が悪かったのかオークソルジャーの頭が弾けてスプラッタトマトに変わってしまった。

「くっ、こいつ強いぞ。取り囲んで連係攻撃で仕留めろ」

「うおっと」

　あっけにとられている俺の横顔に青竜刀みたいな刀を振るうのが見え、しゃがんでよける。

　あぶないあぶない。とにかく今は敵を倒すことを優先しよう。

　次々に襲いかかってくる魔族の攻撃をよけながら一人ずつ確実に仕留めていく。

　やがて十人ほど倒した頃、最初に吹き飛ばしたオークがやってきて声を張り上げた。

「まて！　下手に攻撃してもやられるだけだ。一旦距離をとれ」

　どうやらこいつがこの集団の頭みたいだ。やつの声にいきり立っていたオーク達が一斉に冷静になり攻撃をやめて俺から距離をとった。

「ぐぶぶぶ、貴様なかなかやるな。俺様を蹴り飛ばしたことを後悔させてやるぞ。おい、やつの戦闘力はいくつだ？」

　おもむろにオークの親玉が部下に命じる。何？　戦闘力って普通に測れるの？

──『補助魔法サーチアイを使えば可能です。ただし、インテリジェントサーチに比べれば数値が見えるだけで性能は格段に劣ります』

　アイシスさんってば、なんか張り合ってませんか？

「了解【サーチアイ】」

　敵の目が赤く光る。どうやら魔法を行使すると光る仕様みたいだ。

「ぐはは、やつの総合戦闘力は５５０です」

「がはっはっはその程度で俺達に戦いを挑むとは。先ほどの活躍はまぐれだったようだな」

　ありゃ？　どうして数値がそんなに小さいんだ？

──『無用な騒ぎを避けるため私の方で表示される数値を４００分の１程度に抑えてあります』

　あ、そうなのか。さすがアイシスさん。気が利くね。

──『恐縮です』

「ぶひひひ、お前に絶望的な事実を教えてやろう。俺様の戦闘力は２２００だ。まぐれではどうあってもこの数値は覆せんぞ」

「よくしゃべる豚さんだな。御託はいいからかかってこいよ」

「ぶひぃっ！　豚だと？　あんな劣等種族と同じにするとはゆるさんぞ。ぶっ殺せっ」

　いきり立つ豚軍団が一斉に俺に飛びかかる。対人戦闘の肩慣らしはもう十分だな。

　面倒になった俺は空を抜き放ち横に薙いだ。スキルパワーを注いだ刃は刀身を伸ばし五〇メートルの扇形に振るわれ数十のオークを両断する。一気に半分以上の戦力が失われオークの親玉は絶句し固まっていた。

　いいなこれ。オーラブレードよりも伸縮が早くて使いやすいわ。もしかしてこいつなら一三キロメートルくらいいけるんじゃないか？

「え……は？　……え？　え？」

　パニクって言葉を紡ぐことができないらしい。そりゃあそうだ。誰でも目の前で一気に数十人が真っ二つになればパニックにもなるわな。

「ま、魔法だっ、魔法で攻撃しろ」

　だがさすがそこは軍人と言うべきか、鋼の精神で持ち直し部下に指示を飛ばす。飛ばされた部下もすかさず遠距離からの魔法攻撃に切り替えた。

「ファイヤバレット！」

「アイスジャベリンっ」

「サンダースピアっ」

「ウィンドスラッシュ!!」

　次々に魔法が俺に向かって放たれる。よけて上空から軽くエクスプロードでも放ってやろうと思ったが、アイシスがそれを制止した。

　答えはすぐに出た。俺の身に降りかかった魔法が次々にポップアップに表示される。

──『創造神の祝福の効果発動　敵攻撃魔法をコピー。

　氷属性　下位【アイスジャベリン】を習得

　雷属性　下位【サンダースピア】を習得

　風属性　下位【ウィンドスラッシュ】を習得』

　俺はすぐさま覚えた魔法で敵を攻撃した。

「アイスジャベリン」

　魔力の高さに応じて威力が変わる氷の槍が敵に降り注ぐ。続いてサンダースピア、ウィンドスラッシュと連続で放ち敵を屠っていく。それと同時に次のポップアップが表示された。

──『創造神の祝福の効果発動　派生魔法を解放。

　氷属性　中位【フリーズコフィン】

　　　　　上位【ブリザードストーム】

　雷属性　中位【エレクトロウォール】

　　　　　上位【ライトニングブラスター】

　風属性　中位【ストームブロウ】

　　　　　上位【サイクロンスピン】』

　おお、これで扱える属性が一気に増えたな。あれ？　戦闘中は新しい魔法やスキルは覚えられないんじゃなかったっけ？

──『凍耶様のレベルアップにより創造神の祝福の効果範囲が大きくなっています』

　なんというご都合主義。思わぬ収穫だ。ナイスアシストだアイシス。

──『お褒めにあずかり光栄です』

　俺は新しく覚えた魔法を早速相手に撃ってみた。

「サイクロンスピン」

「ぐわばぁああああ」

　うわ、威力高すぎだろこれ。俺はきりもみ回転しながら嵐のごとき風を纏って敵の中に突っ込んで行く。上位魔法は考えて使わないと被害が大きいな。女の子達に当たったら事だ。

「お、おい、やつの戦闘力は本当に５５０なのか!?　強すぎるぞ」

「そんなばかな。たしかに……あ、あれ？」

「どうしたっ、間違いなく５５０なんだろうな!?」

　すると敵の表情がみるみる青ざめていくのが分かった。

「どうした、やつの数値はいくつだ？」

「に、にに」

「２？　２０００か？」

「に、にじゅう、にまん……？」

「は？　何を寝ぼけている！　ちゃんと報告しろ」

「２２００００。間違いありません、やつの総合戦闘力は、２２００００ですっ」

「ば、バカな、そんな数値があり得るかっ。おい、このボケに変わってお前達も測定しろ」

　生き残っているオークマジシャン達は次々に魔法を発動していった。

　アイシスさんてばいつの間に隠蔽解いたんですか？

──『その方が絶望感が深いと思いまして』

　いいのかな。無用な騒ぎが起きたりしないだろうか。

──『どうせ全員死にますから』

　結構いい性格してるよねアイシスって。

──『お褒めいただき恐悦至極に存じます』

　いや、褒めたわけでは、うん。まあいいか。

「た、隊長、こいつの言うことは本当です。やつの総合戦闘力は、間違いなく２２００００です」

「私にも同じ数値が見えています。あ、悪夢だ。こんなやつが存在するなんて」

「このような数字があり得てたまるか」

　オークの兵士達は恐れおののき既に戦意を失っていた。

　すくんで腰が抜ける者。あるいは後ずさり逃げだそうとするもの。戦局は火を見るよりも明らかだ。

「慌てるな、我々にはまだ切り札があるではないか!!」

　豚（もう豚でいいよね）の隊長が声を張り上げる。やつは懐からおもむろに何か取り出した。なんだろうあれ。お札に見えるな。

　それは何かよく分からない文字が書いてある護符のような紙切れだった。

　豚隊長は札を高く掲げ、何ごとかを唱え始める。なんて言っているンだろ。なんか不気味な言葉だな。

──『召喚魔法の術式のようです。かなり高位の魔力を感知。おそらくあの札が魔力の媒介となって強力な魔物を召喚するものと思われます』

　なんかヤバそうだな。止めた方がいいのかな。

──『霊峰の帝王に比べれば塵芥と変わらないので無用かと。すでにあちらの女性達の周りには防御障壁を展開してあります。魔力を少しお借りしました。ちなみに先ほどの戦闘力の会話についても女性陣側に届く前に遮断してあります』

　優秀過ぎるＡＩに俺感動しちゃうね。かゆいところに手が届くってのは正にこれだね。

「闇より出でよ!!　ドラゴンゾンビ」

　あ、フラグ立ちましたね。




　◆第１５話　仇討ち




「ぐひゃひゃひゃ、これでお前も終わりだ。龍に喰われてゾンビの仲間になるがいい」

　笑い方の安定しないやつだな。もう現実逃避しているだけなのかもしれないな。

「ＧＵＢＡＢＡＢＢＡＢＡＢＢＡ」

　ドラゴンゾンビはうがいでもしているかのようにガラガラと喉が鳴っている。肉がただれて声帯が安定していないんだろうな。

　しかしでかいな。なんて種類なんだこいつ。

──『敵ステータスを表示します』

【サイクロプスドラゴン（ゾンビ）】ＬＶ５５

　総合戦闘力６４００

　初めて見る種類だね。サイクロプスってことは巨人って意味か。結構強いな。

──『五〇年ほど前に絶滅した種です。ゾンビ化してステータスが二倍になっているため、通常の龍種よりも強力な個体になっています』

　なるほど、元はあれの半分ってことか。ゾンビ化すると強くなるって言っていたもんな。霊峰の帝王の身体持ってきて正解だったな。あんなのがゾンビ化したら世界の終わりだ。

　早く喰って供養してやろう。

　俺はドラゴンゾンビを睨み付ける。

「ＧＵＢＡ!?」

　すると目の前のゾンビが明らかに怯え始めた。先ほどの威勢はどこへやら、後ずさりを始めて脂汗をダラダラとかいている。汗腺死んでるのに。

　どうなってるの？

──『スキル　龍族支配の影響で召喚者の命令権よりも、凍耶様の支配権限が上回ったからだと思われます』

　そういやそんなのもあったな。ゾンビでも有効なんだね。楽でいいや。

「どうする、やるか？」

　言葉が通じるかは分からないがやつに向かって問いかける。彼？は汗を拭きながらその場で固まってしまった。どうしようって顔だ。

「お、おい！　どうした、さっさとやってしまえ！　命令にさからうのか」

「ＧＡＢＡＢＡっ」

　ドラゴンゾンビは豚将軍と俺を交互に見合って悶絶し始めた。しばらく逡巡した後、『良いこと思いついた』とでも言うかのように片手をポンっと手の平に打ち付けると、豚達の方へ向き直りオーク軍を蹂躙し始める。

「うわぁああ、バカヤロウ、あっちだ、俺達は敵じゃない」

「ＧＹＡＢＢＡＬＡＡＡＡＡ」

「ぐわぁああ」

「ぎょぇえええ」

　巨大なドラゴンの急な裏切りになすすべもなく絶命していく豚軍団。まだ結構残っていた敵はドラゴンゾンビによって次々と駆逐されていった。

「ＧＹＡＢＡ、ＧＵＢＥＢＥＢＥ」

　殆ど骨しか残っていない顔に何故かこびた笑顔を貼り付けて「ぐへへ、旦那、これで勘弁してほしいでやんすよ」とでも言っているかのように、なんとモミ手をしながら俺の表情を窺っていた。器用なやっちゃな。

　こうしてみるとコミカルで愛嬌のあるやつだな。俺は指でリングを作り『ＯＫ』の意思を示した。

「折角眠っていたのに起こして悪かったな。もう帰って良いぞ」

「ＧＹＡＢＡ♪」

　ドラゴンゾンビ君はこれまた器用に片手を頭の後ろにおいてペコペコと頭を何度も下げながら召喚陣の中に還っていった。その姿は『それじゃあ、あっしはこれで失礼するでやんす』と言っているような気がした。

「ば、ばか……な」

　ありゃ、豚の親玉をはじめ何人かはまだ息があるようだ。とりあえずもう用はないので片づけるとするか。

　俺は空を持ち直してスタスタと豚の親玉に歩み寄る。

「じゃあな」

「待って！」

　振り上げた空を途中で止める。不意に後ろから声を掛けられて振り向くと、一人の少女がこちらに走ってきた。

──『脅威は去ったのでこちらの判断で結界を解除しました』

　どうやらアイシスが結界を解除したらしい。

「君は……」

　こちらに近づいてきたのは、先ほど豚親分に犯されそうになっていた白い犬耳の少女だった。

　引き裂かれた服を胸と腰に巻いてあわや見えそうなきわどい姿でこちらに走ってきた。

「揺れている」

「え？」

「あ、いや、なんでもない。それよりどうして止める？」

「あの、とどめは私に刺させてくれませんか。村の皆の敵を討ちたいんです」

　すると犬耳少女の声を皮切りに、それまで固まって動けなかった少女達が口々に「私にもお願いします！」と懇願してくる。

　確かにまだ何人かは息がある。

　もはやこいつらは死屍累々といった感じで反撃はできないだろう。

「分かった。任せよう。だが油断するなよ。虫の息とはいえ、まだ君より強いぞ」

「はい。分かってます」

　少女は強く真っ直ぐな瞳で俺を見つめる。白く、輝く美しい瞳に魅入られそうになる。そういえば、俺はこういう強い瞳を持った子を知っている。

　あの子が亡くなったのも丁度この子くらいの歳だったかもしれないな。

「ちょっと待ってろ。安全マージンをとる」

「え……？」

　昔を思い出して少し感傷的になっていたのかもしれない。

　俺はアイテムストレージから先ほどの遺跡で拾った武器の数々を無造作に広場に出していった。宝箱の中には伝説クラスの武器には及ばないが、かなり高ランクの武器が結構沢山あった。

「え？　え？　これって、ストレージ？　しかもこんなにっ？」

「それぞれ好きな武器を選べ。怪我をしないように気をつけろよ」

　俺が武器を持つようにうながしても少女達はおどろきで動けないでいたが、「早くしないと敵が死んでしまうぞ」と発破をかけると戸惑いながらも、敵が目の前にいる彼女達は、我先にと武器を手に取りオーク達に向き直る。みんな服を裂かれている。

　それぞれの瞳には強い怒りが込められている。家族を失い、あるいは目の前で殺された娘もいるだろう。あるいは純潔を奪われてしまった少女も多い。

「ま、待ってくれ、俺達が悪かった。謝るから命だけは！」

　その言葉がトリガーになったのだろう。

　少女達は怒りを爆発させて持った武器をオーク達に次々と振り下ろしていった。屈強な魔族も準伝説級の攻撃力の武器を持った少女達の暴力に次々と絶命していく。

「君は、しないのか」

　皆が敵を討つべくオークを滅多斬りにしている最中、犬耳の少女は呆然と固まったように動かないでいた。

「え、あ、はい、します、勿論！」

「そうか、これを使え」

「これは、ありがとうございます」

　俺は固まって動かなかった彼女に、ストレージから取り出した光の宝剣レグルスを渡してオークの親玉のもとまで肩を押した。

「兄さんの敵!!」

　犬耳の少女は鋭い声をあげて武器を振り下ろし、親玉の心臓を一突きで突き刺した。

　うめき声を上げる暇もなく親玉は絶命し、村を絶望の淵に突き落とした魔族軍は全滅した。




　◆第１６話　白狼族の少女




　村を襲った魔族は全滅した。しかし、その爪痕はあまりに大きい。

「お母さん、お母さんうわぁああ」

「ねぇ、お父さんはどこ？」

「お父さんは、もう、いないのよ」

　幼い少女を若い女性が抱きしめて涙を流す。ここにいる女性達は皆一様に家族を殺された。自らを穢されてしまった子もいる。

　いたたまれない。この感情はただの同情なのか。レイプされた女性の気持ちは所詮男である俺には理解できないのかもしれない。

　不幸中の幸いにして既に犯されたように見えた犬耳の少女も、実際はギリギリのところで犯されずにすんだようだ。

　理不尽に家族を失ったことはある。その時の俺もこんな気持ちだったのだろうか。両親と、それから隣に住んでいた仲の良かった家族がそろってレジャーに出かけた時のことだ。当時俺は仕事が忙しくついて行くことができなかった。その帰りに交通事故で、うちの家族と、隣に住んでいた両親の親友夫婦。そしてその娘であるあの子。一気に全部失ってしまった。

　だが俺はマシな方だろう。俺の場合は事故だったし、原因が相手の飲酒運転だったので相手は既に社会的制裁を受けている。それに俺は既に成人していて両親からは離れて暮らしていた。

　だからかもしれないが、死んでしまった家族の葬式をしていたときも、火葬されて骨だけになったときも、墓を建てたときも、悲しいという気持ちにはならなかった。いや、悲しかったけど泣けなかった。虚しかったのだ。犯人を憎んだところで虚しいだけだと。妙に割り切れてしまった。そうでもしないと発狂してしまいそうだったから。

「あの、村を救って頂きありがとうございました」

「……救ってなどいないさ。たまたま通りかかっただけだ」

「それでも、あのままでいるよりは」

　気丈にも犬耳の少女はそう言って頭を下げた。

　強い子だ。本当によく似ている。あの子に。顔は全然違うのにな。彼女は俺の妹みたいな娘だった。幼い頃から俺の後ろをチョロチョロとついてまわり、俺が中学や高校の頃では朝が苦手な俺を起こしに来てくれたり、不摂生な俺の部屋を掃除してくれたりご飯を作ってくれたり、何かと俺の世話を焼きたがるませた娘だった。就職して社会人になり、一人暮らしを始めた後も部屋に押しかけてきて世話を焼いてくれたっけ。

　今思うととてもありがたかったな。まだ中学生だったあの娘も、その事故であっさり死んでしまった。

「あの。私の顔に何か」

「いや、すまん。昔の知り合いに似ていたものでな。顔は全然違うんだが、雰囲気がな。特にその目がそっくりなんだ」

「そうですか。その人は今も？」

「いや、死んだよ。もう十数年も前の話さ。……すまん。こんな時にする話ではなかった」

　どうもこの子を見ると感傷的な気分になってしまう。

　それから少女は黙ってしまった。失敗したな。

「……まさか、ね」

　そう呟いた彼女の声は俺に届くことはなかった。

　それから殺された人達の遺体を広場に集めるのを手伝った。皆先ほどまで酷い目に遭っていたというのに、なんて強いんだろう。俺なんて赤の他人であるはずなのにちょっとショックが強くてへこんでいるというのに。

　あるいは何かで気を紛らわせないとやってられないのかもしれないな。

　疫病の発生やアンデッド化を防ぐために遺体は全て火葬することになった。中にはバラバラにされて原形をとどめていない遺体もあったが放置するわけにはいかないからだ。

　いよいよ皆の遺体に火をつける。代表して俺が魔法で焼くことにした。中には「お父さんを連れて行かないで」と俺を止めようとし、それを周りに押さえつけられている子もいた。

　死んだ人間は生き返ることはない。それはこの世の絶対の真理だ。覆るとすればそれは……。

「こんなことまでやらせてしまって、申し訳ありません」

「いや、赤の他人である俺がやった方が、良いのかもしれないな」

　俺は集められた遺体に向かって魔法を撃つべく手をかざした。

　納得しろ。死んだ人間は生き返ることはない。そしてそれは、この世の絶対の真理だ。先ほどから同じ言葉が何度も頭の中でリピートされた。死んだ人間は生き返らない。もしそんなことが起こるとすれば、それは理から外れたものであるということだ。

　無残な亡骸となった村人達が荼毘に付されていく。燃え上がる炎に人の脂の臭いが混じり思わず顔をしかめた。

　ここには長居しない方がいいだろう。

　どうすることもできなかったんだ。俺はそう自分に言い聞かせ、村から出るために広場を後にした。

「待ってください！」

　犬耳の少女が呼びかけるが俺は振り返らない。振り返ってどんな顔をすれば良いのだろうか。そのまま飛び上がろうと魔力を込めた。

「待って、凍耶お兄ちゃん!!」

　俺は思わず足を止める。




……凍耶お兄ちゃん……




　俺をそう呼ぶ人物はこの世で一人しかいない。

『凍耶お兄ちゃん、朝だよ、起きて』

『凍耶お兄ちゃん、ご飯だよ』

『またカップラーメン食べてる。ダメだよ凍耶お兄ちゃん』

『凍耶お兄ちゃん、おうち出てっちゃうの？』

『私、お世話しに行くからね、凍耶お兄ちゃん』

『あのね、私ね。凍耶お兄ちゃんのお嫁さんになるの』

　俺は振り返って彼女を見た。

「さや……ちゃん？」

　彼女は俺を真っ直ぐに見ていた。あの瞳で、俺をいつも気にかけてくれたあの瞳で、真っ直ぐと。

　あの娘……『芹せり沢ざわ沙さ耶や香か』の瞳だった。彼女は俺に駆け寄って、段々早く、そして最後は弾かれたように飛び出し俺に抱きついた。

「凍耶お兄ちゃん、やっぱり凍耶お兄ちゃんだ。そうだよ、私、沙耶香だよ!!」

　俺は混乱していた。

　え？　なんで？　なんで沙耶香ちゃんが、犬耳の少女になって異世界にいるんだ？

「凍耶お兄ちゃん、私、ずっと会いたかったよ。お兄ちゃんに会いたかった」

　俺は何もしゃべることができなかった。理解が追いつかない。

「凍耶お兄ちゃん、どうしたの？　沙耶香のこと、忘れちゃったの？」

「い、いや、覚えてるよ。大きくなったね。耳まで生えちゃって」

　そんな間抜けな感想しか出てこないほど、俺は混乱していたのかもしれない。

「そりゃそうだよ、生まれ変わったんだから。お兄ちゃん、お兄ちゃんはどうしてここにいるの？　もしかして、お兄ちゃんも死んじゃったの？」

「え、ああ、うん。まあそうなんだけど、とにかく一回落ち着こう。俺、まだ頭の整理が追いつかないや」

「そ、そうだね。そうしよう」

「それにしても、本当に、大きくなったね」

「そうかな、年齢は当時と同じなんだけど」

「いや、ほんと、もう色々と大きくなって」

「え？」

　そう言って、俺は目をそらして空を仰いだ。

　それはもう、俺の何かが色々とマズいことになるほど、たわわに実った果実が俺の下腹辺りに当たっている。

　さやちゃんは俺の言ってる言葉の意味に気付き、自分の胸に巻いていた布が走った勢いで取れてしまっていることにここで初めて気が付いた。

　みるみる顔を赤くして眉がつり上がっていく。

「凍耶お兄ちゃんのエッチ!!」

　頬を叩く平手の音が夜空にこだました。

　俺は何故かとても幸せな気分だった。




　◆第１７話　これからのこと




「お兄ちゃん。久しぶり。本当に凍耶お兄ちゃんなんだね。すごく似てるから、まさかとは思ったけど」

　俺達は村の中でかろうじて無事だった村長の家に身を寄せ合っていた。村の恩人になった俺は一番大きなベッド付きの部屋をあてがわれ、異世界での初めての夜を過ごすことになったのだった。

「俺のことよく覚えてたね。向こうと合わせるともう一五年近く経ってるのに」

　俺が二二か三くらいの時、彼女は死んだ。当時一三歳か一四歳の中学生だったはずだ。

「忘れるわけないよ。だってお兄ちゃん全然変わってないもん。むしろ若くなってるから記憶のお兄ちゃんとあわなくて最初は分からなかったけど」

　若くなってるというのは言い過ぎだろう。だって俺三七だよ？いや、四年目を覚まさなかったから、もう四一か。

「いや、俺四一歳だけど」

「うそ!?　その顔で？　だって転生したんだよね」

　そういえば俺はこっちに来てから自分の顔を全く見ていないな。考えてみれば向こうの身体は既に火葬されていて、このからだはあの少女神が作った特別製の肉体だとかなんとか言っていた。だからもしかして全然違う顔なんだろうか。

「そういえば、俺こっちだと何歳になるんだろう。自分の顔まともに見たことないな」

「ちょっと待っててね」

　さやちゃんは手鏡を取り出してきて俺に手渡した。

「これ、誕生日にお父さん、あ、こっちのお父さんに買ってもらったの。家は火に焼かれてなかったから無事で良かった。とにかく、それで自分の顔見てみなよ。とても四一歳には見えないよ」

　言われたとおり俺は渡された手鏡で自分の顔をのぞき込んだ。

「なんじゃこりゃ？」

　そこに映っていたのは一六、七歳の青年の顔だった。しかも元の顔より全然イケメンになってるじゃないか。これ誰だよ。

「俺こんなイケメンに改造されて生まれ変わったのか。別人じゃないか。なんでこれが俺だってわかったの？」

「何言ってるのお兄ちゃん。確かにちょっと若くなって記憶よりもりりしくなってるけど、そんなに変わってないよ。お兄ちゃんは元々イケメンなのに、不摂生な生活で顔が荒れてただけだから」

　それはさやちゃんの目にフィルターがかかっているのではないかとも思うが、口には出さない。フィルターってなんのフィルターだよ。

「まあ、いいか。とにかく、聞かせてくれるか。さやちゃんのこと。どうしてここに、しかも犬耳の美少女になっているのか」

「犬じゃなくて狼だよお兄ちゃん。そこは間違えないで」

「ごめんごめん。それで、どうして狼の、その、獣人かな？　に生まれ変わってるんだ？」

　俺には犬と見分けがつかないが、彼女にとっては大事な線引きらしい。とりあえず俺は話を進めることにした。

「えっと、とは言っても、そんなに話せることもなくて。物心ついたときには私はもう、今の私だったし、前世の記憶も最近ようやくはっきりと思い出せるようになってきたっていうくらい。昔からうすぼんやりと本来の自分とは違うなって分かる記憶があることは知ってたけど、それがなんなのかは分からなかったし。それに、今の家族は捨て子だった私を拾って育ててくれて血のつながりはないの。だから、本当の親がどこにいるか分からないし、その両親が私の前世の事情を知っているとも思えない。だから、私は死んで、たまたま前世の記憶を持ったまま異世界のルーシアに転生した。そう思ってる」

「そうか、さやちゃん、いや、今はルーシアか。ルーシアも苦労したんだな」

　ルーシアははにかみながら首を横に振った。

「ううん。私は今の家族に拾われて幸せだよ。兄さんは優しいし、村の皆も親切にしてくれる。こっちのお父さんとお母さんは三年前に病気で死んじゃったけど、今までは兄さんと二人で支え合って生きてきたから」

「そうか。まあ、ルーシアが幸せに生きていてくれて良かったよ。でも、そのお兄さんも殺されてしまったんだな」

「うん……それで、お兄ちゃんは？　どうしてこっちにいるの？　しかも前世と全く同じ顔で。お兄ちゃんも転生したんだよね。本当は三七歳だとしたら、転移とは違うだろうし」

「うん。まあ、なんていったらいいのかな」

　俺はルーシアに自分の身の上をどのように説明したものか悩んでいた。多分俺のは普通の転生とは全く違う。ルーシアがこちらに生まれ変わったのは赤ん坊の状態からだろう。それに比べて俺は新しい肉体に魂を入れられてそのまま異世界に放り込まれた。

　チートのことやアイシスのことをどうやって説明したら分かってもらえるかな。それに俺自身転生したのはついさっきの話だ。自分でもよく分かってない部分もまだあるからな。

　アイシスのことは説明しても意味が分かってもらえないかもしれないので、必要なら説明しようと思った。

「そうだな、俺の場合、今日転生してきたばかりなんだ」

「え？　今日？」

「ああ。俺がこの異世界に来たのは今日。つまり、俺はまだ転生一日目ってことだ」

　俺は今日にかけて起こったことを簡単に説明した。チートのこととか説明しても無用なトラブルを招く、これはルーシアが巻き込まれるという意味でだ。とにかく俺のことでルーシアに迷惑をかけるのはイヤなので、できるだけ必要最小限の情報に抑えた。

「なんかスゴいね。よく分からないところも多いけど、小説みたい」

「ルーシアが前世で生きていた頃はまだ異世界ものの小説とかあまり流行って無かったからな。イメージしにくいのかもしれないが」

「知ってるのもあるよ。虫型のロボットに乗るやつとか。でも現代じゃそんなに流行ってるんだ」

「まあな。それでだ、俺の方も語れるのはそのくらいだ。なにせまだ一日目だからな」

「そう、なんだ。ねえ、これからどうするの？」

「そうだな。一応目的らしきものはあるから、それを達成するための旅をするつもりだ」

「……お兄ちゃん、お願いがあるの」

「なんだい？　言ってごらん」

「村がこんなことになってしまって、ここで生活する事はもうできそうもないの。だから街へ行かないといけないんだけど、私達女だけでは街まで行くことはできない。ここから大きな街までは歩いて行ったら一ヶ月はかかるし、野盗や魔物に襲われたら太刀打ちできない。それに、食料もない」

　ルーシアは悲痛な面持ちで俺に訴える。

「私達獣人はそれなりに強いから、普通の魔物や野盗には簡単には負けないけど、小さい子や力の弱い人族の人達もいるから守りながらだと厳しいし。それに、食べ物がない。街に着く前に残っている食料だけで過ごすのはどう考えても厳しい。途中で狩りをしながら移動することになると思うけど、村人全員をまかなえるほどの食料を確保しないといけないから凄く大変だと思う」

「なるほど。コンビニやスーパーがあるわけじゃないからな。大変だろう」

「図々しいのは分かってる。でも、私、この村が大好きなの。みんなのことを守ってあげたい。お願いお兄ちゃん。私達を街まで連れてってほしい。その間お兄ちゃんのお世話は私がするから。私のこと、好きにして良いから。お兄ちゃんの奴隷になるから」

　まくし立てるルーシアに気圧されてしまう。奴隷って。犬耳美少女の奴隷ってちょっといいなって思ってしまったのは内緒だが、そういう問題ではないのだ。

「さやちゃん。っと、おわっ！」

　沙耶香ちゃんは俺に突然抱きついて俺をベッドに押し倒した。そしてその勢いで唇に柔らかな感触が被さる。

　俺は突然のことに反応できなかった。




　◆第１８話　沙耶香とルーシア




「んぐ……」

「ん、ふぅ。ん。おにい、ふぁん」

　沙耶香ちゃんのふわふわ唇が俺の唇に押しつけられ、彼女の腕が首に回されて強く押しつけられた。同時に彼女の柔らかな双球がむにゅりと押しつぶされ跳ねる。

　突然のことで混乱し対処することができないでいると、沙耶香ちゃんは吸い上げていた唇を離してもう一度強く押しつけてきて、今度はぬるっと口に舌が侵入してきた。

「さ、さや……んぐ」

「んふぅ、ちゅ、あふ。ちゅ。じゅる」

　よだれが口元から垂れるほどに俺の口内をねぶりまわす。

「ぷはぁ、さ、さやちゃん、何を」

「私、もう大人だよ。前世と合わせたら二八歳だもん。四一歳のお兄ちゃんとも釣り合ってると思う。私、お兄ちゃんがいい。佐渡島凍耶のそばにいたいの。私はルーシアじゃなくて、芹沢沙耶香でいたいの。凍耶お兄ちゃん。好き。幼馴染みのお兄ちゃんじゃなくて、男の人として好きなの。だから、女として扱って欲しい。お兄ちゃん。お兄ちゃんにとって、私って何？　やっぱり妹にしかなれないかな。お兄ちゃんの恋人にはなれないのかな」

　その瞳には覚悟があった。決して自分の意思を曲げぬという強い決意の炎が宿って俺を一心に見つめている。

　これは、躱したら失礼だな。彼女の誇りを傷つけてしまう。俺も真剣に自分の気持ちを伝えなければ。もうごまかしはなしだ。

　俺は沙耶香ちゃんの手を取って抱き寄せ、身体を反転させて今度は俺が押し倒す形になった。

「わかった。じゃあ俺も真剣に答えるよ。沙耶香。本当にいいんだな。こんなおっさんを好きになって後悔しても知らないぞ」

「しないよ。するわけない。だって、私だって好きだもん。前世の頃からずっと。凍耶お兄ちゃんのお嫁さんになるって決めてたんだから」

「そうか。俺は君の理想の男ではないかもしれないよ。それでもいい？」

「そんなことない。お兄ちゃんは私の理想の男の人だよ。ずっと見てきたんだもん。私、頑張るから。お兄ちゃんのエッチな本の場所だって全部知ってるんだから。だからお兄ちゃんが大きなおっぱいが好きなことも、妹属性が好きなことも、ちっぱいも好きで、未亡人も好きで、幼馴染みも好きで、ケモミミ好きで奴隷ものが好きだってことも、知ってるんだから」

「ちょ、俺のプライバシーっ!!　それに奴隷モノは小説一冊だけでっ」

「でも、私もそれがいい。お兄ちゃんの奴隷でいたい」

「おいおい、何言ってるんだよ」

「だって、そうすればお兄ちゃんにご奉仕できるじゃない。私ちょっとＭッ気あるし、お兄ちゃんに傅かしずきたい。なんか不思議だけど、ご主人様って呼びたいの」

　な、なんだって……。

　俺は何か変な予感がしてステータス画面を頭の中で開いた。視界の端に半透明のボードが浮かび、項目が表示される。俺はパッシブスキルと称号スキルのところを拡大表示した。

──『効果発動中……【雄の頂点】【お隣のお兄ちゃん】【憧れのお兄ちゃん】【気になるあいつ】【ロリっ娘キラー】【妹キラー】【幼馴染みキラー】【１級フラグ建築士】【フラグ回収】【攻略王】【雄のフェロモン】【快感付与】【好感度自動アップ】【褥将軍】【絶倫の王者】【精力無限】』

　ものすごくイヤな汗が流れた。

　え？　なにこれ。奴隷になりたいとかってこれのせいか？

「いいだろう。お前を俺の奴隷にしてやる。沙耶香、そしてルーシアの全てを俺に寄越せ。命令だ」

「はい、ご主人様♡」

　おおーーーいっ　何言ってんの俺ぇ!!

　何だ今の歯の浮くようなキモい台詞。ええいくそっ。ここまで来たら後は勢いだ。どうにでもなりやがれ。

──『【ルーシア】の攻略が完了しました』

　頭の中に流れる意味不明なアナウンスを聞きながらも俺はもう止まることができなかった。

　ルーシアの上に覆い被さり潤んだ瞳を見つめる。朱に染めた頬を一撫ですると、ルーシアは静かに目を閉じる。

　俺はそのまま彼女の唇を吸い上げて舌を入れた。

「んん、ん、あふ、ご、ごしゅ、じんさま、お兄ちゃん、ん、ちゅ」

　そして侵入させた舌で先ほどよりも激しく口内を嘗め回す。それと同時に首筋から肩にかけて指を這わせると細い身体がピクリと跳ねる。

　細かく震えた肩に口づけをし、そのまま手の平を胸の膨らみにかぶせる。

「んむ、ん」

　一瞬身をよじるが俺は離さない。がっちりとつかんだ肩から背中に手を回し、首元を強く吸い上げて胸を揉みしだいた。

「んはぁ、それ、スゴイ、あ、ああ、お兄ちゃん、もっと、触って、沙耶香の胸、揉んでほしい」

　リクエストにお応えして、今度は両手を添えて包み込むように優しくこねる。

　豊かに張り詰めた二つの膨らみは、十代特有のほんのり硬さの残る弾力があり、俺の欲情をさらにそそる。

　不思議なことに、俺の中に沙耶香が感じている快感の度合いが強いことが分かる感覚がある。

　手に取るようにわかるのだ。沙耶香が感じていること。どこをもっと触ってほしいのか。俺ってこんなに女に精通してたっけ？

──『ルーシア攻略完了につき、特殊パッシブスキル、【スピリットリンク】を習得しました』

【スピリットリンク】奴隷の魂を主人につなぐ。奴隷特効。奴隷の総合戦闘力＋１００％。成長率３倍。創造神の祝福の効果により、奴隷の経験値２倍、成長率５倍、総合戦闘力＋２００％に上方修正

　なんかまたスゴいのが増えてるな。とにかく沙耶香の気持ちが分かるのはこれのおかげってことか。

　俺はステータス画面を閉じて沙耶香のおっぱいを揉んでいる手を離し、片腕を背中に回しながら再び唇をうばう。そしてもう片方の手で胸の前にある服のボタンを外していった。

「ん……ふぅ、お兄ちゃん、は、恥ずかしいよ」

「隠すなよ。俺に見せろ。お前の全てを見てやる」

「は、はい、ご主人様。みて、ください」

　沙耶香は真っ赤になりながら隠していた胸元の手をどけていった。

　パジャマの下は何もつけておらず、桜色の乳首がちょこんとのって既に硬くとがっていた。

「もう乳首が勃起しているな。それにノーブラでくるとは。はじめから俺に抱かれるつもりだったのか？」

「うん。抱いてくれなかったら死ぬつもりだった」

　重いよ!!　妹からの愛が重い!!

「そうか、危なかったな」

　俺は冷や汗をかきつつ、着てるものを脱がせショーツ一枚の姿にさせる。

「綺麗だ」

「嬉しい。やっと、やっとお兄ちゃんのものになれる。前世の頃からずっと、妄想してたんだよ。お兄ちゃんとエッチなことするんだって思いながら」

「そうか。俺をおかずに何回オナニーしたんだ？」

「うう、酷いよお兄ちゃん、そんなこと女の子に聞いちゃダメ」

「ダメだ。答えるんだ。命令だ」

　命令、という単語を聞いた瞬間、沙耶香の感情が激しく興奮するのが分かる。気持ちが流れてくるのだ。

「はい、してました。毎日、生理でできない時以外は、ずっと、お兄ちゃんのお部屋掃除する時も、ベッドの匂い嗅ぎながら、二回してました」

　しっかり者の妹はなかなかの変態さんだった。

「そうか。お前は兄のベッドでオナニーする変態さんだったんだな。では本物の俺の匂いはどうだ？　興奮するか？」

「はい、たくましくて、大きな男の人の匂いです。優しくて暖かい、太陽みたいなお兄ちゃんの匂いが大好きです」

　沙耶香は俺の胸に顔を埋めて鼻をスンスン鳴らす。沙耶香の仕草に更に興奮を覚えつつ、白くてふさふさの尻尾に手を這わせた。

「はぅ！、し、尻尾は、だめぇ、感じ過ぎちゃう、あ、あああ、ダメ、イク」

　ビクンビクンっとつんのめって痙攣を起こす沙耶香。異世界ものの定番通り尻尾は性感帯らしい。

　俺は尻尾を優しく撫でつつその手を徐々にお尻へ。そして、ショーツに手をかけて脱がしていった。

「あ、ああ、見られちゃう、ご主人様に全部」

「ああ、綺麗だよ沙耶香。足を開いて」

「は、はい」

　恥ずかしがりながらも徐々に股を開き、その汚れのない秘部を俺の眼前にさらしていく。

　そこは全くシミも皺もない、つるりとした丘に割れ目が走っている。ちょいと指でつまむと卑猥な肉の壺が顔をのぞかせた。淫らな液がとめどなく溢れ、沙耶香の快感の強さをうかがわせる。

　狭そうな膣だ。これに入れたらめちゃくちゃ気持ちイイだろうな。

　俺ははやる気持ちを抑えて指で秘肉を弄る。チュクチュクと淫猥な音が俺の興奮を更に高めた。

「もうたまらん。沙耶香。お前を完全に俺のモノにするぞ」

「はぁはぁ。うん。来て。ご主人様のものにして」

　俺は着ている服を全て脱ぎ捨て、足を開かせた沙耶香に覆い被さり入口にあてがおうとした。

　しかし俺は自分のイチモツを見て驚いた。

　なんだこりゃ。息子がいつの間にやらえらく立派になっておられるではないか。

　それはまさしくマグナムと呼ぶにふさわしかった。ギチギチになるまで血液の流れ込んだ俺の肉棒は、青筋立った血管が浮き出て雄々しくそそり立っている。こんなところにまで創造神のメスが入っているとは。

　むしろ若干グロいな。

　生前の俺に比べると天と地である。しかし女の子にとってでかいってのは痛いだけで嬉しくないと聞いたことがあるが、これ大丈夫かいな。トラウマになったりしないだろうな。

　心配しつつ沙耶香の秘部に分身をあてがう。二、三度割れ目をこすり上げ、愛液を塗り広げてから徐々に沙耶香の中に侵入していった。

「ん、ああう、ひ、ぃいい」

　案の定沙耶香は目をギュッと閉じて涙を堪えた。辛そうに身を固くするが、どういうわけか俺に流れてくる彼女の感情は歓喜に満ちあふれていた。

「う、うれしいよ。やっと、お兄ちゃんのものになれた。これでお兄ちゃんのものだね。沙耶香、やっとお兄ちゃんのものになれたんだね」

　自分自身に確認するように何度も同じことを呟く沙耶香。その姿に俺は愛しさが募って思わず思い切り抱きしめ、そのまま沙耶香の奥まで魔羅を突き入れる。

「ヒグッ、ンハァアアア、ああ、あ」

　目を見開いて弓なりに身体を反らす沙耶香。抱きしめたその身体を引き寄せて再び唇を奪う。

　爆発する感情。制御が利かなくなるほどの熱い衝動が俺を支配し、また俺の知らない感情が芽生え始めるのが自覚できた。

　俺はこいつを支配したい。俺の下で喘ぐこの雌を完全に支配下に置いてみたくなった。

　にわかにあふれ出した黒い欲望が俺の脳髄を痺れさせる。

　沙耶香が初めてであることも忘れて、ガシガシと腰を動かし子宮の奥に先端を押し込んだ。

「あう、ンアアアア、いい、それスゴイよぉ、お兄ちゃん、気持ちいい、もっと、もっとしてぇ。犯してぇ」

「沙耶香。沙耶香！」

　夢中になって腰を動かす。身体の奥底からせり上がってくる衝動に突き動かされるまま沙耶香の肉壺をかき回し、俺は限界が訪れた。

「沙耶香、もう限界だ。中に出すぞ。許しは請わない。孕ませてやるからな！」
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「来て、来てぇ、沙耶香を孕ませてぇ、ああああ、私もイクぅう」




　沙耶香の中に大量の白濁液が流れ込んでいった。身体のどこにこんな量が収まっていたのか分からないくらいのすさまじい精液が沙耶香の中に注ぎ込まれ、収まりきらない濁流が密着する腰の隙間からあふれ出してきた。

「あ、ああ、スゴイ、中に出てる。お兄ちゃんのが、あふれてる。幸せぇ」

　トロトロに蕩けきった沙耶香に口づけ、しばらくつながったまま俺は息を荒くして動けなかった。

──『創造神の祝福の効果発動

　特殊パッシブスキル【スピリットリンク】発動

　特殊スキル【シードブースター】を取得』

　なんかまた変なスキル覚えたな。なんだこれ？

【シードブースター】主人の種をその身に受けた奴隷は基本値１％アップ（膣内射精、口内射精、アナル、ぶっかけどれでもＯＫ）

──『特殊補助スキル【シードアブゾーバー】を取得』

　脳内で流れるアナウンスに俺はまたぞろ都合のいいスキルが降臨したことを自覚した。

【シードアブゾーバー】精液の受精機能をコントロールし、相手のエネルギーに変換、吸収させることができる。受精機能をオフにして吸収させると、基本値＋１％

　つまり、中出し限定でシードブースターと合わせて基本値が２％ずつ上がる計算になる訳だ。恐ろしいな。これ。

　しばらく子供を作らなくても良かろう。幸いこのからだはまだ十代みたいだし、ルーシアがそれを望んだら受精機能をオンにして膣内射精すればいいだろう。

　っていうかまた下ネタかよ!!　なんなのこのエロゲーみたいなスキルは!?　しかも説明がなんかゲスいぞこれ。

「お兄ちゃん」

「沙耶香」

　見つめ合い、口づけを交わす。そして俺は決意を込めて沙耶香に言った。

「沙耶香、いや、ルーシア」

「はい」

「ルーシアは俺の奴隷になるんだ」

「はい。ご主人様。どうか末永く私を飼ってください」

　抱き寄せるとルーシアの尻尾がフリフリと揺れる。感情が歓喜に満たされて、つながったままの膣がキュンキュンと引き締まるのが分かった。

「う……」

　その動きが俺のオスを再び呼び覚ます。あれほど大量に吐き出したはずなのに、俺の下半身の衝動が先ほど以上に昂ぶって血液を充実させていく。

　まるで何ヶ月もオナ禁した時のように激しい充実感が玉の中に満たされていくのが実感できた。

　これが精力無限の効果だろうか。

「ルーシア。まだまだお前を征服し尽くしてやる」

「はい、私を服従させてください。ご主人様の雄で屈服させてほしい」

　俺達の初めての夜は一晩中休むことなく続くのだった。




　◆第１９話　一晩明けて




　ルーシアと熱いまぐわいをしながら一晩を過ごし、窓の隙間から漏れ出る朝日が俺のまぶたを刺激し目を覚ました。

　俺の隣では真っ白な狼耳の美少女が静かな寝息を立てていた。

　俺は異世界で再会した幼馴染みの少女と結ばれてしまった。しかも奴隷にするだのなんだの歯の浮くようなキモい台詞を連発し、初めての女の子に一晩中中出しを強要し続けた。

　ルーシア自身もそれを心の底から喜び、受け入れ、俺のステータスにはいつの間にかこんな項目が追加されていた。

　──『隷属魔法　奴隷契約、奴隷解放、強制隷属、奴隷強化、自己意識剥奪、行動支配、罰則行使、催淫魔術』

　──『所有奴隷　　ルーシア（基本値＋９％補正値＋２００％）』

　げに恐ろしき能力の数々に俺は戦慄を覚えた。しかもルーシアが俺の所有奴隷となっている。よりによってなんで奴隷なんだ？　これもあの少女神の趣味なんだろうか。

──『肯定します。凍耶様の魂を見つける前まで奴隷ハーレムもののラノベを読みふけっていたのが原因と思われます』

　なんちゅう碌でもない原因だ。

　俺はルーシアと結ばれたことを喜びつつも、果たして彼女の本当の意思だったのかというやりきれない疑問を抱えげんなりした。

　気分を変えるため彼女起こさないようにベッドから降りる。扉を開けて外へ出ると、村の娘達は既に起き出していて俺を見つけると声を掛けてきた。

「おはようございます。トウヤさん。よく眠れましたか？」

「ああ、良かったのか？　よそ者の俺に一番いい部屋をあてがってもらって」

「勿論です。あなたがいなければ私達は全員魔族に犯されていたんです。だから村の恩人を失礼な扱いにはできません」

「そうか。みんなの様子はどうだ？」

　俺は三つ編みをした地味目の女の子に尋ねた。昨日あんなコトがあったというのに彼女は気丈に振る舞い笑顔さえ浮かべている。

「はい、ショックが大きくて塞ぎ込んでいる子もいますけど、殆どの人はもう立ち直っています。早い内にここは出ないといけないので。いつまでも塞ぎ込んではいられません」

「強いンだな」

「そうでないとこんな貧しい村で暮らし続けることなんてできませんでしたから。明るさと前向きさが取り柄なんです」

　三つ編みの少女に挨拶を済ませ外に出る。村の女達が瓦礫の中から使えそうなものを取り出し、荷車に乗せているところに出くわした。どうやら焼けずに済んで生き残った馬が何頭かいたらしく、即席の馬車を作り準備をしているところだった。

　やがてルーシアが起き出して村の生き残り達で村長の家に集まった。

　生き残ったのは全員女で、十歳くらいの少女が三人。その中の一人は獣人で猫耳を生やした可愛らしい少女だった。ルーシアくらいの年齢の子が二人。夫を殺された若い人妻が二人だった。大人びて見えるがまだ一七歳と一九歳だという。

　若い人妻と子供達は寄り添っていることから親子かと思ったがどうも違うらしい。

　先日結婚したばかりで夫婦の契りもまだ行っていない矢先の悲劇だった。

　どうやら村で生き残ったのはルーシアを合わせて一一人だけのようだ。隠れて生き残っている人がいないか探し回ったが、家の地下室で蒸し焼きになっている死体が数多く出てきたため、隠れていた人達も生き残ることができなかったらしい。

　こうして獣人二人に人族九人で小さな馬車を引いて街までの一ヶ月の道のりを旅立つことになるのだという。

　俺はルーシアとの約束通り、街までの護衛を引き受けることにした。

「問題は移動の間の食料です。狩りをして獲物を捕るにしても、全員分を確保するのは難しいでしょう」

　茶色がかったロングヘアの未亡人の一人がそう言って顔を暗くした。そのことを実はみんな分かっていたようで一様に暗い顔をする。

「それなら俺の手持ちでなんとかなるだろう」

　そう言って俺は一番小さなソルジャードラゴンをストレージから出して見せた。

　彼女達は突然現れたドラゴンの死体に驚き部屋の隅に避難するが、死んでいるのが分かると恐る恐る近づいている。

「し、死んでるの？」

「ああ、問題ないよ。こいつを食料にすればみんなを一ヶ月くらい持たせることはできるだろう」

　帝王いわく龍の肉は美味いらしいし、数だけは五〇〇体近くあるからな。

「りゅ、龍って食べられるの？」

「そうだな、じゃあ実験がてら試食してみるか。予め解体して保存食形態に加工してから出発することにしよう」

　大人の女二人と中学生くらいのルーシアの友達だという女の子が解体を手伝うことになり、俺は空を使って大きめの肉の塊を切り出しつつ、それを彼女達に携帯食に加工してもらった。

　まずは試食のため、ひとかたまりだけ切り出し適当に火であぶって俺が口に入れてみせる。

　口の中に入れた瞬間、じゅわっと広がる肉汁と適度な歯ごたえ。甘い香りすら覚える上品な匂いが身体を蕩けさせた。

「う、美味い」

　初めて食べる龍の肉の味に大げさな反応をすることもできず淡々と呟いた。

　俺の言葉にルーシアが意を決して肉を口に運ぶ。

　ルーシアの全身の毛が逆立ちあまりの美味さに「美味しいーーー[image: ]」と叫び出すくらいだった。

　それに触発された女性陣は次々と龍肉を口に運ぶ。口々に感嘆の声をあげながら肉を喰らい、あっという間に大きな塊はなくなっていた。

「つ、つい夢中になっちゃった。どうしよう。折角の食料なのに」

「心配するな。龍はまだまだ沢山あるからな」

「い、一体どのくらいしまっているんですか？」

　未亡人の一人が口の脂を拭きつつ俺に尋ねる。

「まあ、君達を街に送るまで毎日喰わせても全く問題ないくらいは持っているよ。だから食料のことは心配しなくてもいい。その代わり肉ばかりになってしまうからな。料理は任せていいか？」

「は、はい、勿論です」

　女性陣の安堵の声が漏れ聞こえる。俺達はその日のうちに食料加工を終わらせ、次の日の早朝村を出発した。

　小さな子供もいるため、馬車には小さい子を乗せて残りは交代で歩く。

「あの……」

　数日後の夜。俺達はたき火をしつつ身を寄せ合って夜を過ごしていた。夜の見張りは俺が一手に引き受けていた。

　なぜだかこの身体になってから、空腹だったり眠気で身体に不調をきたすということがなくなっていることに気が付いたのだ。

　その気になれば数日飲まず食わず、不眠不休でも活動できそうなくらい体力が充実している。

　そんなある日、連れ立っている幼い三人の内の一人、猫耳の少女が俺に話しかけてきた。

「どうした、眠れないのか？」

「はい、なのです。あの、少しお話ししてもいいでしょうか」

「いいよ、おいで」

　俺は隣に座るよう促し、彼女もそれに従ってちょこんと隣に座る。くりくりした目を向けて恐る恐るといった感じで口を開いた。

「あの、ずっと、お礼が言いたかったのです。ミシャ達を助けてくれて、ルーシア姉様を助けてくれてありがとうございます。なのです」

　ミシャ、と名乗った少女はそう言ってぺこりと頭を下げた。それを見た俺は想わず顔をしかめる。

「いや、大したことはしていない」

　実際もう少し早く村に着いていればもっと救えた人は多かったかもしれないのだ。そんな思いがよぎっているため彼女達を救い出したという実感は殆どなかった。

「でも、ミシャ達は生きているのです」

　俺は彼女の頭を撫でてやった。気持ちよさそうに目を細めて喉が鳴っている。

　この辺は猫と同じなんだな。

「はぅ、き、気持ちイイのです。もっと撫でてほしいのです」

「いいぞ。お前、名前はなんて言うんだ？　ミシャでいいのか？」

「ミシャルエル、です。でも長いから、みんなミシャって言うのです」

「そうか、イイ名前だな。俺もミシャって呼んでイイか？」

「ハイなのです。そう呼んでほしいのです。お兄さんは、なんて名前なんです？」

「俺か？　さど……イヤ、俺の名前はトウヤだ」

　考えて見れば異世界って名字を使うことはあまりないような気がするな。ルーシアもルーシアってだけだし、あれ？　そういえば西洋風の呼び方になるのかな。そうすると俺は、トウヤ＝サドジマになるのか。でも、霊峰の帝王は佐渡島凍耶と名乗ったのに普通に俺のことをトウヤと呼んでいたな。

「トウヤ、トウヤ兄様なのです」

　その時、俺の身体に電流走る。

「…………もう一度呼んでくれるか」

「トウヤ兄様？」

　おお、神よ。猫耳ロリ美少女から兄様呼び、頂きました。言っておくが俺は断じてロリコンではない。ロリコンとは年齢的に幼い少女を性的欲求の対象と見ることだ。

　しかし、真のロリは愛でるもの。人類の宝だ。決して穢してはならぬのだ。

「もう一度頼む」

「トウヤ兄様」

　うむ。いい。実に良いぞ。

「何やってるの凍耶さん」

　俺が至高の時間に浸っているとジト目でルーシアが立っている。

「はっ。俺は何を。おほん。何か用か？」

「私も見張り手伝おうと思って……ミシャ、何やってたの？」

「トウヤ兄様にお礼を言っていたのです」

「もう、それは何度もしたからやめておきなさいって言ったのに」

「かまわんよ。小さい子はそう言うの我慢できないだろ」

「ミシャは一八歳で大人なのです」

「なん……だと……」

　衝撃のこと実だった。

「凍耶さん、ミシャは小人族と猫人族のハーフで小さいけど私より年上なんだよ」

「し、しかし、ルーシア姉様と……」

「えっと、昔森で魔物に襲われているところを助けて以来なつかれちゃって」

「ルーシア姉様は年下だけど尊敬するべきお姉様なのです。だから姉様なのです」

　人は見た目で判断してはならないという典型的な教訓であった。

「合法だったか」

「お兄ちゃんまさか」

「なんのことかわからんな」

　もう一度言うが俺は断じてロリコンではない。守備範囲にロリっぽい女の子が入っているだけだ。

　……俺、こんな風に考えるような性癖だったっけ？




　◆第１９・５話　狼娘との情熱の一夜




　ルーシアの村から生き残った女性達を引き連れて出発すること三日。

　ここまで特にトラブルもなく順調に進んでいる。

　魔物と出くわすこともあるかと思ったが、この平原はエンカウント率がそれほど高いわけではないらしく今のところ一度も遭遇していない。

　本来魔物や野生動物を狩って食料にする予定だったが龍の肉が予想以上に美味しかったので肉に関しては龍肉に統一する事が満場一致で決まった。

　野草などの植物を一緒に煮込む事でスープ料理も女性陣が作ってくれた。龍の骨が非常にいい出汁が出るのでスープ料理も絶品だ。




　その夜………




　俺は火の番をしながら夜の見張りを一手に引き受けていた。

　この身体は眠らなくても平気らしい。

　事実俺は村から出発し、昼と夜を含めてここ数日全く睡眠を取っていない。

　にもかかわらず眠くならないし疲れも感じない。

　疲労を含めて自動回復スキルが治してくれるらしい。

「お兄ちゃん」

「ルーシアか。眠れないのか？」

「うん、そんなとこ。お兄ちゃんは眠くないの？　昼間だって全然寝てないでしょう？」

「ああ、どうも強い身体で転生したらしくてな。今のところまったく眠くならないんだ」

　ルーシアは俺の隣に座って炎を眺める。

「お兄ちゃん」

「どうした？」

「私を鍛えてくれないかな」

「鍛える？　どうしたんだ？」

「私、悔しいんだ。家族の仇は討てたけど、今度あんな目に遭ったとき、絶対に負けない力が欲しい。みんなを守れるようになりたいの」

　ルーシアは力強くそういった。

　たき火の炎がパチンと音を立て、しばらく無言でいるルーシアから決意に満ちた気持ちが流れ込んで来た。

　先日新たに取得したスキル、スピリットリンクによって奴隷の気持ちがなんとなく理解できるようになったおかげかルーシアが何を考えているのかがわかるようになってきた。

「分かった。それじゃあ早速鍛えるか」

「あ……」

　俺はルーシアの腰に手を回し自分に引き寄せた。

「俺のスキルでお前を強くすることができる。昼間は鍛えて夜はスキルで戦闘力のアップを図ろう」

　細くくびれたウェストからお尻の脇を通り抜けてふとももに手を伸ばす。

「だ、ダメだよお兄ちゃん。みんなが起きちゃう」

「大丈夫だ。みんなに聞こえないようにしてあるから」

　すでにアイシスが防音の結界を張ってくれていると知らせがあった。

　俺はルーシアを抱き寄せて唇を重ねる。

「ん、んん、んふぅ。あ、ら、らめぇ、ンチュ、ん」

　かすかな抵抗を言葉で示すものの、身体は既に俺にすり寄るようにもじもじしている。

「俺と繋がってるから分かるだろ？　お前に射精する度に沙耶香を強くすることができるんだ。そうじゃなくても、俺は毎晩でもお前を抱きたい」

「んふぅ♡はあぁあん、も、もうダメェ、声、我慢できない」

「ふふ、可愛いよ沙耶香」

　俺は沙耶香のくびれから背中にかけて優しく手を這わせた。背骨をなぞるように指を滑らせるとかすかな震えと共にのけぞる。

「ん、ああぁ」

　それにしてもこのスキルの羅列は凄いな。先日まで処女だった女の子をここまで敏感にしてしまうなんて。

　俺の愛撫なんてそんなにうまいわけではないだろうし、こんなに感じてくれるのは嬉しい。

　十分一五分と沙耶香の身体を弄りまわし、たっぷりと愛撫していると、とうとうかん高い嬌声を上げ始める。

「あはああぁぁあん♡ご主人様ぁ♡んぁあ、ん、んふぅ♡あ、だ、だめ、イク、んんん♡」

　最後にビクン、ビクンと大きく跳ねて、沙耶香が達した。

　スカートの端からタラリと液体が筋を作っている。

　平原で反射するもののない場所で、女の子の喘ぎ声が遠くまで届くようだ。

　実際はアイシスが防音してくれているはずなので、誰にも気が付かれていないはずだが。

「はぁ、はぁ、お兄ちゃん、激し過ぎるよ」

「すまんすまん。でも、気持ち良かっただろ？」

「もう、意地悪……今度は私がご奉仕、するね」

　少しだけためらうような表情を見せた沙耶香だったが、意を決したように俺から身を離し、今度は沙耶香の方から腰に手を絡ませる。

「お兄ちゃん……」

　俺は沙耶香の気持ちを理解し立ち上がる。

　それを見た沙耶香は先ほどと同じように少しためらいながらも、俺のズボンに手をかけて引き下ろし始めた。

「す、すごい……こんなに大きかったんだ」

　沙耶香の手がズボンを下ろしきると、既に女の子の身体をこね回したことで興奮しきった愚息が涎を垂らしながら天を突いている。

　ゴクリと沙耶香の喉が鳴ったのが分かった。

　ほんのりおっかなびっくりという感じで両手で竿を握る。

「あ、熱い……ドクドク脈打ってて、大きくてたくましい。お兄ちゃん、お、お口でご奉仕、するね」

　興奮し始めた様子で顔が紅潮する沙耶香は、色っぽい吐息を吐きながら徐々に唇を近づけていく。




　チュ……チュ、チュル




「ん……ん、はぁ」

　愛しそうに竿から先端にかけてキスをしつつ、おずおずと突き出した小さな舌を這わせた。

　始めはつつくように、確かめながら、やがてヌルリとした感触が俺の感覚器官を刺激した。

　沙耶香の狼尻尾がゆらゆらと揺れている。喜びと興奮と若干の不安を織り交ぜたような初々しい反応がありありと分かる。

　懸命に奉仕しながら自分との葛藤に奮闘する美少女の姿は、俺の興奮を一層高めてくれた。

　血液がさらに充填されるのが分かる。

　ゾクゾクと背筋を駆け抜ける快感は肉体的な感触だけではない。

　アイドルにもなかなかいないだろう美少女が、俺の奴隷となって肉棒に奉仕している姿。

　そしてそれは幼馴染みであり、昔から知っている芹沢沙耶香という女の子であると言うことを考えると、俺の脳髄は痺れるような快感に襲われた。

「う……いいぞ沙耶香。そろそろ口に含んでくれ」

「ん、はん、うん、分かった。ねえ、お兄ちゃん……」

「どうした？」

　請うような瞳で俺を見つめる沙耶香。

　濡れた唇から発せられた言葉が俺の理性を削り取っていく。

「沙耶香に、命令して。含んでくれじゃなくて、『銜えてしゃぶれ』って、奴隷の沙耶香に命令してほしいの」

　興奮した沙耶香の息が弾んでいるのが分かる。

　その言葉を聞いた俺の息も同じように荒くなるのが分かった。

「ふふ、分かった。沙耶香、俺の肉棒をしゃぶれ。涎でべとべとにしながら奥まで銜え込むんだ」

「はい♡ご主人様、沙耶香のお口奉仕でどうか気持ち良くなって下さい」

　やはり沙耶香は命令されると酷く興奮する性癖をお持ちのようだ。

　さすが俺の部屋でベッドの匂いをおかずにオナニーしてしまう変態さんだけはある。

「じゅるる、んふぅ♡……ん、ズル、ずるる、ぐぷっ」

　イヤらしい音を立てながら命令通り必死になってしゃぶる沙耶香の顔は興奮し、欲情し、恍惚に浸りきっていた。

　背中をせり上がってくるような感覚がする。射精が近い。

「沙耶香、イキそうだ。全部受け止めろ。一滴もこぼさずに飲み下すんだ」

「んぅ、んくぅ♡じゅぷ、じゅぽ、んん、じゅっぽぽ、ぢゅるるるるる、ずず、じゅううううう、ぢゅぷううう」

　勢いが増してきたストロークが水音を強くする。沙耶香のまなじりに浮かんだ涙。苦しくてにじみ出てきたんだろう。

　その滴がこぼれ落ちそうになりながらも留まり、炎の紅が映り込む。

「う、くぅ」

　バチン、とたき火の炎が爆ぜる。

　それと同時に俺の堤防も決壊し沙耶香の口内に白い濁流を流し込んだ。




　どぷっ、ビュク、ビュルル、どぷぷぷ




「ん、んんんん、ぐぷぅ、ん」

　苦しそうに呻く沙耶香だが、その感情に恐怖や嫌悪は一切含まれていないことがスキルで分かる。

　むしろ興奮と一緒に溢れるような歓喜が流れ込んで来た。

　解き放たれた精液を少しずつ嚥下していく。

「んくぅ、はぁあ、はぁはぁ。お兄ちゃん、気持ち、良かった？」

「ああ、最高だった。お前の可愛いフェラ顔で興奮したよ」

「良かった。あ……もうこんなに固くなってる」

「沙耶香、俺の腰にまたがって奉仕しろ。今度は下の口でな」

「はい♡ご主人様♡」

　もう一度命令された沙耶香が興奮と共に座った俺にまたがってきた。

　地面にマントを敷いてシート代わりにすると、腰掛けた沙耶香が既にぬらぬらになった秘部をあてがい躊躇無く腰を落とした。

「はぁあああん♡これぇ、凄いぃ」

　すでにとろとろになっている秘部は抵抗することなく「ずるる」とイチモツを飲み込んでいく。

　奥まで銜え込まれた肉棒が子宮を叩くように届くと沙耶香の表情が一層蕩ける。

「お兄ちゃん、あ、ああん、お兄ちゃん」

　すでに従属モードは終わり甘々の恋人モードに切り替わったらしい。

　俺は別に調教とかをしたいわけではないから構わないので、素直に沙耶香の耳に息を吹きかけながら尻の丸みをつかんで腰を動かす。

「ああっひゅうう、ああん、んあああ、お兄ちゃぁん、凍耶、お兄ちゃん、あ、ああ、腰、勝手に動いちゃう、ん、ああ、気持ちイイぃ」

　沙耶香の腰の動きに合わせて俺もグラインドを繰り返す。

　ねちょねちょとリズミカルな衝突音が鼓膜を刺激し、同時に沙耶香の甘い声が合わさる。

「んあぁ、あぁあ、ぁあああ、[image: ][image: ]ーーーーーーー♡」

　高速で腰を動かす沙耶香はクリ◯リスを擦られた刺激で激しく達してしまったらしい。

「はぁ、はぁ、は、激し過ぎるよお兄ちゃん」

「そうか？　沙耶香が積極的に腰を振っていたからじゃないか？」

　耳元で囁くとふるふると震わせた身体でギュッと抱きついてきた。

「あうぅ、だって、だって凄く気持ちイイんだもん。こんなの耐えられないよう」

「そうか、俺はまだイッてないからもう少しするぞ。射精しないと強くなれないからな」

「う、うん。頑張る。ねえお兄ちゃん。後ろからシて。前からだと甘えちゃってすぐイッちゃうから」

「いいぞ。分かった。じゃあそこに手を突いて尻を高く上げるんだ」

「うん……うう、お外でこんな格好、恥ずかしいよぉ」

　高く上げた沙耶香のお尻は、真っ白な尻尾がゆらゆらと揺れていていかにも異世界といった感じがする。

　振り子のようにフリフリと振られる尻尾と同時に、物欲しそうな口をあけた秘部がテラテラと光っている。

「じゃあいくぞ。今度は好きにヤらせてもらうからな」

「うん、イッたばかりだから、最初は優しくしてね」

「ああ、まずはゆっくりな」




　ぬぷぷ、ちゅるるん




　ゆっくりと肉棒を入り口にあてがい腰を進めていく。ミカンの果実を裂いた時のような瑞々しい音が響き俺のイチモツを飲み込んでいった。

　ヒクヒクと痙攣をくり返しつつも広がりながら絡みつく粘膜に俺の快感も強くなる。

「んああ、あううう、やっぱり大きい、ん、はあああ」

　奥まで入りきった肉棒を左右に腰を振ることでグラインドさせる。

「やぁん、これだめぇ、なんかもぞもぞして、んんぅ。はぁああう」

　ゆっくりと動かして突然腰をひき、そのまま勢いよく突き込むと沙耶香の身体がのけぞった。

　そのまま腰を掴んで抽送を開始する。

　飲み込まれたイチモツは沙耶香の膣内をぐちゃぐちゃに蹂躙しながら、何度も何度も繰り返し子宮口を叩く。

「あぁあ、激しいぃ、んん、はぁうん、んん、ああ、んぁ♡」

　俺はいつのまにか沙耶香への気遣いを忘れ叩きつけるように腰を振っていた。

　快楽に身を委ね女の身体を貪るように求め続ける。

　沙耶香の身体はそれに応えるように俺の動きに合わせてくる。

　男を搾り取る動きで肉壁が蠢きその快楽が俺を徐々に高みへ押し上げる。

　睾丸の中をなにかが這ってくるように登り竿を通過する。

「沙耶香、沙耶香！」

「お兄ちゃんっ♡お兄ちゃぁん」

「沙耶香出すぞ、膣内なかに」

「来て、来てぇ♡沙耶香の膣内なかにお兄ちゃんのザーメンたくさんドピュドピュして欲しいのぉ、おま◯こドロドロにして子宮を白いのでマーキングしてぇ♡お兄ちゃんのものになった証を残してぇ」

「沙耶香、可愛いよ沙耶香ぁ」

「嬉しいぃ♡ああイク、イクうううう」

　俺は沙耶香の心地よい嬌声を聴きながら、トロトロの子宮奥深くに自分の印をマーキングした。





◆　◆　◆






　俺はその日から毎晩、沙耶香にマーキングを繰り返し行い、沙耶香の戦闘力は飛躍的にアップすることになった。




　◆第２０話　ルーシアの成長




　アイシスによれば、村から一番近い街であるアムルドの街まではあと少しの道のりらしい。

　通常ならそんなにかからなそうであるが、考えてみれば道が舗装されているわけでもない。夜は移動できない。野盗や魔物は出る。夜営の準備をしないとならない等々、色々制約があるのでそう簡単ではないだろう。

　女や子供ばかりだからそれらを気遣いながら行かないといけないので益々大変だ。幸いなのはほぼ直線ルートで間に険しい山などがないから馬車を捨てなくていいところだろう。

　ちなみに俺が最初に飛んでいこうとしていたでかい街は、そこからさらに二〇〇キロメートルほど行ったところにあるドラムルーという街である。そこは冒険者が集まる冒険者ギルドの本部があるらしいので、ドラゴンを売りに出すならそこが良いだろう。

　さて、順調にいけば街まであと少しというところにさしかかった頃、それは起こった。

──『凍耶様。こちらに近づく敵性反応を複数感知しました。既に攻撃態勢に移行しつつある模様』

「ここに来てようやく来たか。数は？」

──『人族が一五、獣人が二二です』

　どうやら野盗に囲まれているらしい。考えて見れば護衛を一人しか持っていない女子供の集団がここまで襲われなかったのはある意味奇蹟だろう。

「アイシス、敵の位置は分かるか？」

──『肯定します。攻撃反応のある敵性個体を赤色のマーカーで表示します』

　アイシスの言ったとおり夜の闇に紛れて赤色のマーカーが二〇以上こちらに近づいていた。それにしても足音とかしないな。獣人だからかな。

　俺は女達のもとに近づいて全員を起こした。

「お兄ちゃん、どうしたの？」

「しっ。いいか。皆落ち着いてよく聞け。野盗に囲まれている。数は三七人だ。全員で固まってここから動かないように。それにできるだけ声をあげないようにしろ」

　こちらが起きて固まっていることで存在がバレていることを悟ったのか、野盗の集団が近づいてくる。足音を消すことをやめ、逆に恐怖を煽るようにドスドスと草を踏み分けて俺達を取り囲んだ。

「へっへっへ。こんなところでお宝の山に出くわすとはついてるぜ」

「なかなかの粒ぞろいだ。これは楽しめそうだな」

　下品なにやけ面を並べながら次々に取り囲む人数が増えていった。未亡人二人が子供達をかばうように背中に隠す。

「これはまた珍妙なお客さんだな」

　俺は特に表情を変化させることもなく淡々と言い放った。その態度に腹を立てたのか、モブっぽいモヒカンの野盗が声を荒げる。

「おうおう、随分余裕あるじゃないか坊主。お前状況が分かってるのか？　ああ？」

　雑魚丸出しの台詞を放つモヒカンヒャッハーにお仲間達が次々に追随する。

「今なら見逃してやらんでもないぞ。金目のもの全部おいて逃げるなら追わないでやるよ。美味そうな肉食ってやがるところ見ると食料も持っているらしいな」

　たき火のそばに落ちている皿に残った肉の破片を見たヒャッハーはニヤリと顔をゆがめる。

　さて、全員を守りながらでもこの程度のやつらなら瞬殺するのは容易いだろう。だが、俺はあえてその選択をとらないことにした。何故なら……。

「お兄ちゃん。ここは私にまかせてもらっていいかな」

「ああ、危なくなったらフォローしてやるから思い切りやってこい」

　ヒャッハー達は面食らったように呆けた顔をした後一斉に笑い出した。男が抵抗するのではなく、年端もいかない少女が自分に任せろと言って前へと歩き出したからだ。

「ぎゃははは、恐怖で頭おかしくなっちまったのか？」

「そんな餓鬼一人で俺達をなんとかしようってか？　なさけねぇ男だな、バカなことを言って……」

　ゲラゲラと笑うモヒカン男が何かを言いかける。しかしその言葉が最後まで紡がれることはなかった。

　何故ならモヒカンの首と胴が一瞬にして泣き別れになったからだ。

「……は？」

　あっけにとられた獣人の男が視線を下に向けると、そこには一振の剣を振り抜いた少女の姿があった。

「まずは一人」

　首を失った野盗の身体が血を吹き上げながら倒れ伏すと一斉に野盗達にパニックが起こった。

「うわぁああ、な、なんだ!?」

　驚く暇もなくもう一人のモヒカンの左胸に剣が突き刺さる。一瞬にして命を刈り取られパニックはさらに広がる。しかしそこは命の奪い合いを生業とする野盗家業の者達。すぐに冷静さを取り戻したリーダー格の男から檄が飛ぶ。

「てめえらうろたえるな。取り囲んでたたんじまえ」

　統率の取れた動きでルーシアを取り囲む野盗達。普通なら狼狽えるところだろうがルーシアは冷静に腰を落とし、一番動きの鈍そうな野盗の足を切り払って体勢を崩すとすぐさま包囲網を突破し、逆に背後に回ってまた一人絶命に追いやった。




　さて、村娘であるルーシアが何故ここまで強いのか。決して野盗が弱いわけではないのだ。

　何故なら奴らはばらつきはあるが、平均の総合戦闘力は約４００。以前の魔族軍団と同じくらいの強さを持っていた。

　リーダー格の男に至っては３０００。あの豚魔族の隊長よりも強い。そんな野盗達を虫を駆除するように屠っていくルーシアには、魔族になすすべもなく犯されるのを待つばかりだった面影はどこにもなかった。

　容赦なく人を殺していく妹的な女の子に複雑な気分になりながらも、俺はルーシアを見守った。

　この世界では野盗に出会ったら『奪われる』『犯される』『殺される』のが一般的なんだそうだ。女子供だけで野盗に出くわしたら通常はそれこそ一巻の終わりだ。まあ普通は女子供だけで旅をすること自体がないのである。護衛を雇ったり襲われにくいように大規模集団で移動をする。

──『ルーシア　ＬＶ１３　狼人族　白狼種　凍耶の所有奴隷　総合戦闘力３４５３（基本値１１５１＋２００％）　スキル　身体強化ＬＶ４　速度強化ＬＶ５（最大）　剣豪ＬＶ２』

　実はルーシアの身体能力は、ここに来るまでの二週間で俺が彼女を抱き続けることで劇的に変化していた。

　普通は獣人とはいえ１３レベルでここまでの強さにはならない。

　その答えは俺のスキル。スピリットリンクとシードブースターにあった。奴隷と主人の魂をつなぎ補正値に恩恵を与えるスピリットリンクと、一回の射精をその身に受ける度に戦闘力の基本値が上昇して行くシードブースター。

　今日までの度重なる俺との逢瀬によって、彼女の力は通常ではあり得ない成長をとげていたのだ。

　今使っているルーシアの武器は俺の手持ちのお宝ではなく魔族軍から？　いただいた鋼製の片手剣だ。武器の補正を使わなくても、既に野盗では手も足も出ないほどルーシアは強かった。




「くそっ、撤退だ。引け、引け！」

　隊長の号令で一斉に撤退を始める野盗軍団。ルーシアも深追いはせずに、その場で危機が去ってから警戒を解いた。

「ふう……」

「お疲れさん。よく頑張ったな」

「えへへ。お兄ちゃんが強くしてくれたおかげだよ」

　俺が頭を撫でてやると尻尾をフリフリと揺らしながら喜びを表現してくる。彼女の俺に対する態度は既に飼い犬のそれになりつつあった。

「スゴイ、ルーシア、いつの間にあんなに強くなったの？」

「うん、凍耶さんに鍛えてもらったの。またあんな目に遭わないようにね」

　三つ編みの少女、ルカが尊敬の目を向ける。





◆　◆　◆






　野盗を退けた俺達は少しの休憩の後、足早にその場から立ち去った。盗賊達が戻ってこないうちに街に入ってしまおうということになったのだ。

　時間はまだ朝日で辺りが白み始めた早朝。普通はまだ寝ている時間だ。しかし早く安心したいという気持ちが強い一行は自然と足が早まった。

　長かった旅もようやく終わりを告げようとしていた。実際街の入口には昼過ぎには到着し、門番に事情を説明すると快く俺達を中に入れ、この街に一時滞在できる書類まで発行してくれた。

　女子供だけでろくな旅の装備もないまま移動してくることは通常あり得ないため、なんらかの事情があるのだろうと察してくれたらしい。この街の兵士は人間が随分できているな。

　さて、アムルドの街に着いたはいいがこれからどうしようということになった。保護してもらえたとはいえ、いつまでも世話になっているわけにはいかない。

　滞在許可が出ている間にすみかと仕事を探さないといけないのだという。

　だが幸いというか、この街の有力者に知り合いがいるらしいと未亡人の一人から聞かされ会いに行くことになった。

　なんでも以前街の長の息子が村の近くで魔物に襲われているところを村の住人達で救ったことがあったらしい。

　その日はみんな久しぶりの安全な屋根のある部屋で休むことができ、全員ぐっすり眠った。俺も身体は疲れていなかったが、生まれて初めての野宿やら野盗との戦いやら異世界に来てから息つく暇もなかったのでようやく人心地といったところだ。

　次の日、未亡人二人が引率して街の長に挨拶に行くことになった。俺はと言えば異世界の街事情をしっかりと知るため別行動をしたかったのだが、いくら街の中は外に比べれば安全とはいえ、日本と違って治安の悪いところもあればたちの悪い連中も多い。

　無防備に女子供だけでウロウロすることはあまり推奨されることではないのだ。ということで引き続き護衛として長の屋敷まで同行することになった。




「ルーシア、無事だったんだね。良かった」

「ルタル様、ありがとうございます」

　屋敷に到着するやいなや出迎えたのは、さっきの話に出てきた街の長の息子だった。整った顔立ちの金髪イケメン。

　長身で筋肉質な体つきで年頃の女子なら思わず黄色い声をあげてしまうだろう。実際もてるんだろうな。こっちの女性メンバーがキャイキャイと騒いでいる。

　とはいえ、この兄さんルーシアに近すぎでないかい？　俺のだよ？

──『ルタル＝バナン＝アムルド　ＬＶ３５　総合戦闘力１２９９』

　へえ、しかも結構強いじゃないか。

　ルタルはルーシアの手を取って喜びを前面に表している。俺はといえば面白くなかったわけだが、知り合いらしいし、いちいち餓鬼みたいに嫉妬するのもみっともないので、大人らしく後ろに控えておとなしくしていた。

「あ、あの、ルタル様、そろそろ離して頂けませんか」

　苦笑いを浮かべつつ長の息子を無下にもできないルーシアはやんわりと手を払った。

「ああ、済まない。事情は聞いたよ。本当に無事で良かった。村の人達のことは気の毒だった。一体魔王軍はどこからやってきたのか。早急に調査したいところだが、魔王軍団はいつも神出鬼没だ。おそらく今回も何も分からないだろう」

　魔王軍っていうのはどっかに拠点を構えているわけではないのだな。その辺も後で調べておくか。

──『こちらのデータバンクから既に情報は引き出してありますので後ほどご説明いたします』

　仕事が早いね。さすがアイシスさん。

──『恐縮です』

「おお、君達よく無事でいてくれた」

　屋敷の玄関でそんなやりとりをしていると精悍な顔つきをした老紳士が階段から降りてきていた。どうやらこの人が街の長とやらだろうな。

──『ゴーマン＝ボルグ＝アムルド　ＬＶ５９　総合戦闘力３９７８』

　つ、強ぇ。街の長っていうくらいだからてっきり役所の幹部みたいなものだと思ったら、随分武闘派なんだな。

──『このアムルドの街は冒険者ギルドの本部があるドラムルー王国王都が近いこともあり、屈強な冒険者が集まっています。自然なめられないように街の憲兵も屈強になり、それをまとめる貴族であるアムルド家も武闘派になったようです』

　なるほどな。

　一通りの事情を説明し終わると村の娘達は街長の名の下に保護されることになった。これで俺の仕事も無事に終わったというわけだ。めでたしめでたしだな。

　俺はすぐにその場を立ち去ろうとしたが、村を救ってくれた恩人としてもてなしたいと言われその日はアムルド家の屋敷に泊まることになった。
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　その夜。俺に抱かれて隣で寝息を立てるルーシアの寝顔を見ながらこれからのことを考えていた。ルーシアは街に着いたことで安心したのかいつもよりも激しく求めてきた。

　思いがけず再会した幼馴染みの女の子。

　今はルーシアだが元は芹沢沙耶香。小さい頃から一緒にいた家族みたいな存在だ。

　俺は彼女を旅に連れて行くべきかどうか悩んでいた。いくら旧知の仲とは言っても、ルーシアもルーシアでこちらで生きてきた一四年の絆がある。異世界の魔王を倒すという目的がある以上一つのところに安住することはできない。

　俺一人の事情でその家族同然の人達から引き離していいわけがない。ましてや村人を殆ど殺され、身よりもなくなった村の女達は同じ共同体で生き残った最後の家族みたいなものだ。小さな集落であるから当然繋がりも強い。

「ん……おにい、ちゃん」

「ああ、悪い。起こしちゃったか」

「ううん。大丈夫。眠れないの？」

「ああ、ちょっとこれからのことを考えていてね」

「これからのこと？」

「俺はこれからやることがあるから旅に出ないといけない。とりあえず異世界の常識を知るために冒険者ギルドに登録して旅をしやすい環境を整えるつもりだ」

「そんな！　お兄ちゃん、どっかに行っちゃうの!?」

　ルーシアはガバッと起き上がり俺にしがみついて来る。一糸まとわぬ姿だから自然と二つの果実が俺の下腹に押しつけられ思わず身をよじった。

　ムラムラしそうになるのを必死に抑え涙目になる幼馴染みの頭を撫でて宥めた。

「そのことだ。俺はここにいつまでもいることはできない。だからお前を連れて行きたいと思っているんだけど、ルーシアには村の人達がいる。だからどうしようか悩んで……」

「そんなのついて行くに決まってるじゃない」

「でもな、村の皆は家族みたいなものだって言っていただろ。だから」

「そうだけど、私の中ではお兄ちゃんと一緒にいる方が大事だもん。そんなに悩むなら一言命令してよ。ついてこいって。私お兄ちゃんの奴隷だもん。命令には逆らわないもん」

　必死に訴えるルーシア。俺は困り果てた。ここまで俺に心酔してくれるのは正直嬉しいが、これがスキルの影響であることを考えるとあまり素直に喜べないのもあった。

　だが、彼女自身がここまでそれを望んでいるなら、悩む必要もないか。

「わかった。では命令するぞ。ルーシア。俺についてこい。一緒に旅に出るんだ」

「はい、ご主人様。ご命令のままに」

　頬を染めて俺に身を寄せて口づける。俺はそのまま抱き寄せて舌を差し入れ吸い上げる。うっとりとした表情で息を荒くするルーシアの表情はとても艶めかしい。

「早速お前を抱きたい。いいか？」

「私はご主人様の奴隷。いついかなる時でも拒みません」

　ルーシアは忠誠の証を示すように俺の下半身へとその身を滑らせた。そして細長い指でペニスを持ち上げ口腔で包み込んだ。

「あむ、ンチュ、じゅ」

「いいぞルーシア。そのまま吸い上げるようにしゃぶれ」

「んふぅ、ふぅ、じゅずず、あふぅ、れる」

　舌の先端を固く尖らせカリ首の溝をほじるようにしてねぶり廻す。敏感な部分を刺激され俺の性感は更に高まった。

　舌の力を抜いて今度は柔らかく全体を包み込むように刺激する。

「ああ、出そうだ。ルーシア。出るぞ。全部飲み込め」

「うふぅ、うん、ん、んん、じゅるるるる、ず、ずる」

　俺の射精が近いことを悟ったルーシアの動きが速くなる。吸い込むようにして唇で竿を扱きあげられ俺は限界を迎えた。

「んぐぅ、ん、んーーー、ふぅ……コク……コク」

　勢いよく飛び出た大量の精をルーシアは恍惚の表情で飲み下していく。喉を動かす度にルーシアの真っ白な尻尾が左右に揺れる。うれしさを前面に表現しているようにせわしなく動く尻尾が妙に可愛かった。

「ふはぁ……ハァハァ。ルーシアのご奉仕、いかがでしたか？　ご主人様」

「ああ、気持ち良かったぞ。ご褒美だ」

　俺はルーシアを抱え上げ四つん這いにさせる。せわしなく揺れる尻尾の根元をつかんで引き寄せると、そのままぬれそぼる秘部へと既に復活を果たしている剛直を差し入れた。

「わふぅううん、尻尾ぉ、らめぇ♡」

　尻尾の根元が一番感じやすいことを俺はこの数週間で熟知していた。毎日のようにルーシアを抱きその性感帯は既に手に取るように分かる。

　加えてスピリットリンクの効果で、彼女が何をされたら一番喜ぶか俺には常に気持ちが流れ込んでくるのだ。

　こうやってペニスを秘部へと出し入れする際にもどの角度なら一番気持ち良く、また刺激になれてきたら角度や深さを変えるなども自由自在のため、ルーシアは普通のセックスの何倍も強い快感を常に味わっていた。

「はぅう、んあ、あ、あああん、スゴいよぉ、お兄ちゃん、お兄ちゃぁん、もっと突いてぇ、ルーシアのマ◯コ、気持ちイイのぉ」

　俺は欲望の赴くままルーシアを再び抱いた。ルーシアもこれまでにない嬌声をあげ快楽に酔いしれた。

　部屋の外に出歯亀がいることを放置して……。




　◆第２１話　冒険者ギルドへ登録しよう




「うーん」

　翌朝。俺は朝食の席で村の女が食事をしている横でうなり声を上げていた。

「どうしたのおに、トウヤさん」

　ルーシアが俺をお兄ちゃんと呼びかけて慌てて訂正した。一応俺とルーシアが旧知の仲というのは秘匿している。

　逢瀬を重ねていることはおそらくみんな気が付いているが、元からの知り合いだというのは説明が難しいためだ。

　ルーシア達村の女達は普通に食事している。

　だが、俺はといえば食べ終えた後に謎のログがステータス画面に流れたのでそれに対してうなり声を上げているのだ。

──『毒耐性を取得

　創造神の祝福の効果発動

　派生耐性スキルを全て取得

　麻痺耐性

　虚弱耐性

　恐怖耐性

　呪耐性

　石化耐性

　氷結耐性

　火傷耐性

　沈黙耐性

　睡眠耐性

　精神耐性

　他、統合しさらに上位変換

　スキル『完全絶対耐性』を取得

　これにより現存する死亡以外のありとあらゆる状態異常を完全に無効化』

　食事をしただけで状態異常耐性のスキルが発現してしまった。これはつまり食事に毒でも入っていたことになるわけだが。

──『皿に残った成分を分析したところ、強力な下剤成分が検出されました。凍耶様の皿にのみ塗られていたようです。通常の人間が口にすると、三日三晩は下痢が止まらなくなり場合によっては脱水症状で死に至ります』

　毒成分自体は隠者の衣の状態異常耐性のおかげで無事にすんだが、そんな危ないものを誰が混入させたのか。まあ、想像はつく。何故なら爽やかなイケメンであるルタル青年がニヤニヤしてこちらに侮蔑の視線を一瞬向けたのが見えたからだ。

　昨日のルーシアとの逢瀬を覗いていた出歯亀はこいつだ。

　ルーシアに向ける熱い視線を見るに彼女に惚れていることはバカでも分かる。ということはこれは嫌がらせというか、ものの危険性を考えると、俺をあわよくば始末しようとしたということか。なんとも爽やかマスクのくせになかなかエグいことするよな。

　ルタル青年は俺がトイレに駆け込むのを今か今かと待っているようだ。だが俺が一向に様子が変わらないことを不審に思ったのか怪訝な表情に変わってきている。

「さて、ここでの用事も済んだし、俺はそろそろお暇するとしよう。いくぞルーシア」

「はい」

　俺は食事を済ませ立ち上がって部屋を出ようとする。

　ちなみにルーシアは朝食前に村の皆に事情を説明し、俺について旅に出ることを打ち明けていて、皆もさみしがりながらもそれを見送ることにしたようだ。

　俺も短い間とはいえ、一緒に過ごした人達に別れの挨拶をし屋敷を後にした。ルタル青年は最後まで様子の変わらない俺に首をかしげていたが無視することにした。
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　さて、まずやることは冒険者ギルドへの登録だ。旅をする以上身分はしっかりとしたものが必要になる。

　アイシス先生によると冒険者の身分というのは、街から街へ移動するのに非常に使い勝手がいいらしい。

　割としっかりしたシステムの下に作られているらしく、犯罪歴のあるものが冒険者になることはできない。

　その代わり身分の低いものでもその身一つで成り上がることが不可能ではないので、冒険者になりたがる貧困層は多いのだそうだ。

　まあ、現実はそれほど甘くはなく、殆どのものが下級から中級のランクに留まるか、あるいは途中で命を落とすらしい。

「ようこそ冒険者ギルドへ。ご利用は初めてですか？」

「ええ、この子と一緒に登録をお願いしたいのですが」

「かしこまりました。ではこちらの結晶に手を当ててください」

　冒険者ギルドへ入った俺達は受付へと足を運ぶ。狐耳をした受付嬢のお姉さんに感動を覚えつつ言われるまま結晶に手をかざした。

　するとぼんやりとした光が手の平から浮かび、手の甲のところに文字のようなものが浮かんで徐々に消えていく。

「はい、登録完了です。犯罪歴もないようなのでこのまま説明に移りますがよろしいですか？」

「え？　これだけ？」

「はい。今手を当てて頂いた結晶体には、その人の生体データにアクセスする力が込められています。ステータスの中で犯罪に関連するものがないかを調べるためなので、あなたの素性に干渉したりはしないのでご安心ください」

　受付嬢はなれているのかニコニコ営業スマイルで説明してくれた。ルーシアも問題なく登録が終わり、奥へと案内されると同じように今日登録したらしい人達と一緒に説明を受けることになった。

　案内された部屋には様々な種族が席に座っており、俺達は一番後ろの席に座ることになった。

　部屋に入ってきたのは身長二メートル超えの大男だ。筋骨隆々で口から顎の下にかけて真っ赤なヒゲを蓄えて、素肌の上にタンクトップのようなシャツを着ている。さながら三国志の関羽を彷彿とさせる。青龍偃えん月げつ刀とか似合いそうだな。

　額に角が生えている。

──『アドバイン　オーガ族　総合戦闘力９３９９　ＬＶ８９　Ｓ級冒険者』

　これまたトンデモない強さだ。額に生えている立派な角からもオーガ族というのは納得だな。

　アドバインは基本的な冒険者知識のレクチャーを始めた。

　まず冒険者というのはランクで分けられており、下からＥ、Ｄ、Ｃ、Ｂ、Ａ、ＳときてＢランクで一流。Ｃランクに上れば一人前のような区分けだ。

　Ａランクは超一流。そしてＳランクは一流を超えた超人クラスに与えられる称号で、冒険者ギルドへ登録している数万人の中で一〇〇人いないらしい。

　この世界における冒険者ランクの内訳は次の通りだ。

　Ｅランク　一番低いランク　主に雑用、簡単な収集依頼からこなしていく。全ての冒険者はここからスタート。ただし、特別な試験を受ける、もしくはＢランク以上の冒険者の推薦があればＣランクからスタートできることもある。

　Ｄランク　討伐任務が徐々に増えてくる。レベルの低い、いたら迷惑、くらいの魔物討伐がメイン。

　Ｃランク　徐々にベテランの域に入ってきた者が多いランク。一般の人には討伐できない魔物を討伐する中級者ランク。

　Ｂランク　上級者。高レベルの魔物討伐が増え始める。初心者や中級者では対処できない魔物を討伐したり、高難易度のダンジョンのマッピング任務を請け負ったりする。

　Ａランク　超一流と呼ばれる者達にしかなれないランク。ギルドからの特別な依頼を受けたりできる。

　Ｓランク　通常の冒険者とは一線を分かつ冒険者の到達点。依頼は全てハイレベルなものばかり。

　文字にしてみてみたが説明がべらぼうに長かったので、アイシスがわかりやすく要約してくれたのがこれだ。

「ついでに言うと現在の最高ランクはＳランクだが、一口にＳランクと言ってもその実力は様々だ。俺も一応Ｓ級ではあるが末席も末席。現在最強のＳ級冒険者は名前くらいは聞いたことがあるだろう。答えられるものはいるか？」

「はい教官！」

「おう、元気のいい新人。知っているのか。答えてみろ」

「はい、現在最強と表されているＳ級冒険者は五大勇者の一人、アロラーデル帝国の勇者ミサキ。巨大な斧のアーティファクトを操り、正面からの真っ向勝負で他の追随を許さない圧倒的戦士です。消失した伝説のランクＸに最も近いと言われています」

「その通りだ。噂によると神からの祝福を受け勇者としての使命を負い、魔王討伐の最有力候補と言われている」

　なんか日本人みたいな名前だな。ルーシアも同じ感想を持ったようだ。

「その次が同じく五大勇者の一人ブルムデルド魔法王国の勇者シズネ。あらゆる魔法を操りその威力は伝説級と言われるドラゴンを一撃で蒸発させたという噂さえあります」

　どうやらこの世界には勇者と呼ばれる存在がいるらしい。

　それなら俺が出張らなくても良いンではないかとも考えるが、まああくまで噂だし、話が盛られているだけかもしれないからな。

「彼女も勇者ミサキと同じく神の祝福を受けたと噂されている人物だ。俺も一度だけ彼女の戦いを見たことがあるが、あの魔法の威力は人間で出せる威力を逸脱している。というように同じランクでもその強さはピンキリだ。それは下のランクでも同じこと。同じランクだからと侮ってライバルに差を付けられているなんてこともざらだ。しっかりと精進してほしい。説明は以上だ。何か質問は？」

「はい」

「お、一番後ろのお前。言ってみろ」

　俺は手を上げて質問した。必要な知識はアイシスから聞けば済むのだが、こういうのは実際にかかわっているやつの生の声を聞いた方が得るものが大きいかもしれないと思い、聞いてみることにした。

「ランクを上げられる条件っていうのは戦いにおける実績以外にもあるのですか？」

「おお、お前礼儀正しいな。そういうやつは好きだぞ。質問に答えよう。ランクを上げる条件は強いことは勿論だが、それは本人の実力だけで評価されるものではない。例えばパーティの統率能力。本人の実力はそれなりでも、人を動かす力のあるやつはそれだけで比類無き強さを発揮する。他には隠密能力、情報収集能力、など、肉体の強さの他にも評価のポイントはある。Ｃランクの冒険者がＤランクより弱いことがあっても、ランクが上である以上なんらかの能力が優れているということになるからな。勿論上のランクに行くほど素の実力は必要になってくる。そしてＳ級だけは別格だ。総合戦闘力最低でも９０００を超えていないと認定されない」

「なるほど。勉強になります」

　俺は他にもいくつかの質問をし、レクチャーを終えたため部屋を後にした。

　余談だが、先ほど勇者ミサキの話の時出てきた話の補足をしよう。冒険者ランクはＳが最高になっているが、実はもう一段階上がある。記録では一、〇〇〇年前に一人だけ存在していた異世界の勇者があまりにも逸脱した強さを持っていたため、当時の普通のランクでは対応できず、特別に実力未知数。つまりＸというランクを設けた。という話が伝説として残っている。今となっては実在していたかも分からないおとぎ話レベルの噂だが、異世界勇者の伝説は物語にもなっており、実際に過去の魔王を討伐した記録も伝承として王国の正式記録に残っていると説明された。

　さて、そんなこんなでレクチャーが終わり、実際に仕事をやってみようと思い、まずは簡単な依頼からこなしていこうとルーシアと下の依頼掲示板を見に行こうとしたのだが、廊下を歩いていたところを先ほどのアドバインに呼び止められた。

「おいお前」

「はい？　ああこれはアドバイン先輩。俺達に何か？」

「おお、実はちょっと話があってな。一緒に来てくれないか」

　俺とルーシアは小首をかしげたが、特段断る理由もないため素直について行くことにした。




　◆第２２話　初依頼




　案内されたのはギルドに併設された酒場だった。その中でもおそらくＶＩＰルームと思われる個室に案内され、中に入るとテーブルとソファーが備え付けられていた。

「力のある新人がたまに紛れていることがあるからな。お宝探しの感覚で教育係をやっている。半分は趣味だ」

　アドバインは俺の疑問を感じ取ったのか聞いてもいないことをしゃべる。

　テーブルとソファーが用意されておりうながされて腰掛けると、アドバインも俺達の前に座る。同時になかなかの美人ウェイトレスが、紅茶の入ったティーポットを置いて紅茶を注いでくれた。

「あ、どうも」

　彼女は恭しく一礼をすると部屋から出て行った。

「さて、話というのは他でもない。お前さんの真の実力を見込んで、そこにいる白狼種のお嬢さんと共に依頼したいことがあるからだ」

　どこぞの機関の司令官のように腰掛けたアドバインは、ソファーに立てた膝に肘をついて口の前で両手を組む。なぜだかかけてもいないメガネが光っているような錯覚を覚えた。

「真の実力って言われても。俺達は知っての通り今日登録したばかりの素人ですよ」

「確かに冒険者としての知識や経験はなさそうだ。だが長年冒険者をやっていると色んなやつに出会う。どういう方法を使っているか知らんが、サーチアイで見えているその戦闘力の数字は真実ではあるまい？」

　ちなみに俺の総合戦闘力の数値はアイシスによる隠蔽で５５０ほどに抑えてある。ルーシアの数値も恩恵による補正値を反映していない素の数値が表示されているのだ。

　それを直感的に見破ったってことは、このおっさんの真贋を見極める力は経験に裏打ちされたものなんだろう。

「なるほど。一応内容を伺いましょうか」

「残念だが機密性の高い内容でな。受けてもらえると応えてもらわないと詳しい話はできんのだ」

「それはこまったな。受けるかどうかの判断ができない」

「その通りだ。だから受けることのメリットを先に伝えてそれで判断してほしい。まず俺の見立てでは、少なくともそちらの白狼種のお嬢さんはＡ級クラスの実力があると見た。総合戦闘力はおそらく３０００はくだらないだろう」

　ご明察。現在のルーシアの数値は４１９０まで上がっている。純粋に野盗退治でレベルが上がったのと、スキルで基本値が上がったのが合わさった感じだ。

「それでお前さんは、正直底がしれん。俺はこれでも一〇〇年以上冒険者としてやってきたが、お前さんのようなやつは会ったことがない。総合戦闘力は見当もつかんが、おそらく俺では手も足も出ない程度に実力差があることは明白だろう。普通のやつは気がつかんだろうがお前を見た時俺は身震いがしたよ。まるで魔王を眼前で見た時のようだった」

　失礼な。そんなに悪そうに見えたのだろうか。

「っていうか、魔王に会ったことがあるんですか？」

「ああ、四年前の戦争にかり出されたときにな。あれはすさまじい経験だった。俺もいい年だが、本気でちびりそうになったのは数えるほどしかない。その中でもダントツに怖かった。その時と同じ感じがするのだ、お前さんからはな」

　俺、そんなに凶悪な雰囲気出しているんだろうか。ちょっとへこむ。

「だが、まあ人格に問題はなさそうではあるがな。っと、話がそれたが、この仕事を受けてくれるなら報酬ははずむ。まず成功の可否にかかわらず前金で金貨一〇〇枚を支払おう。仕事期間中は依頼先の街で最高の宿を提供する。そして成功した暁にはさらに金貨一、〇〇〇枚を支払い、冒険者ランクはＢまで引き上げる。更に特別製のギルドカードを発行し、カストラル大陸にある街ならフリーパスで入場できるものを進呈しよう」

「恐ろしく破格の報酬ですね。大盤振る舞いにもほどがある。しかし、それはそれだけ危険度が高いって表れでは？」

「その通りだ。はっきり言って並のやつには務まる仕事ではない」

「でしたら一流以上であるあなた自身が受ければ良いのではないですか？」

「できるならとうにそうしている。あまりにやっかいな仕事のため俺では実力不足なのだ」

「他のＳランクに依頼するというのは？　件の勇者様にでも来てもらえばいいのではないですか？」

「連絡する手段がない。軒並みこのドラムルー王国の外にいる場合所在がつかめないことが殆どだ。通信魔術は希少で使い手が王国の宮廷魔術師クラスでないと使うコトができないしな」

「なるほど。現状では八方ふさがりということですか」

　俺は思案した。

　この依頼、受けるべきだろうか。正直無茶をする理由は今のところない。金は地道に稼ぐつもりだったし、いざとなれば手持ちのドラゴンやらお宝を売ればいい。

　しっかりした実力を認められてから少しずつ売っていかないと、どうやって討伐したか尋ねられても困るからだ。

「うーん、わかりました。お引き受けしましょう」

「おお、引き受けてくれるか。ありがたい」

　俺は悩んだが受けることにした。この異世界事情をよく知らない間は地道に行こうと思ったが、考えてみればどちらにしてもこういうやっかいな仕事を見ず知らずの俺に振るということは、相当切羽詰まる事情があるんだろう。それを放置すると結局やっかいな事態になって損をするかもしれないと思ったからだ。

　巻き込まれてやっかいな目に遭うなら、自分から首を突っ込んだ方が遙かに気が楽だしな。

「では早速説明に入りたいが、ここで全貌を説明することはできない。ここから更に南にあるドラムルー王国の王都にあるギルドの総本部でグランドマスターに会ってほしい。そこで国の仕官を交えた説明がなされることになる」

「わかりました。では必要なものをそろえたら早速移動することにします」

「ありがたい。それでは紹介したいやつがいる」

　アドバインは立ち上がって部屋の呼び鈴を鳴らした。少しすると扉がノックされる。

「アドバイン様、お連れしました」

「入れ」

　アドバインが許可をすると、先ほどのウェイトレスが一礼をして部屋に入ってくる。それに続いてもう一人、女性が入室してきた。

　俺は思わず息を呑む。

「彼女はソニエル。この界隈で一番の実力を持つ戦闘奴隷でＡ級の現役冒険者だ」

「お初にお目にかかります。ソニエルと申します」

　戦士に似つかわしくない透き通るような優しい声で、ソニエルと名乗る女性は自己紹介を口にした。

「戦闘奴隷というのは？」

　聞き慣れない単語にアドバインに説明を求めた。

「このドラムルー王国には奴隷制度がある。色々な種類があるが、奉仕奴隷、戦闘奴隷、労働奴隷、後は犯罪奴隷などだ。彼女はこの町にある奴隷商館に所属するレンタル専用の戦闘奴隷だ」

　透き通った海の水のようにクリアなブルーで、腰の下まで伸ばし小さな髪留めで端をむすんだ長い髪。

　戦闘奴隷という肩書きからは縁遠そうな柔和な顔立ち。瞳の色も髪と同じブルーで、少しピンクがかった唇が色気を放つ。

　立ち姿は戦士というよりは貴族の令嬢といった感じで戦えるようには見えない。

　俺は思わずその美しさに心奪われた。このレベルで戦闘奴隷だと？

「彼女をお前達の冒険者アドバイザーとして同行させる。必要な知識は彼女からレクチャーを受けてくれ」

「あ、ああ……」

　俺は敬語を装うことも忘れ彼女の美しさに呆けていた。「お兄ちゃん鼻の下伸びてる」と足を踏まれるまで正気を取り戻せないでいた。

　正直ルーシアも美少女だが、ソニエルのそれは現代日本でお目にかかることはできないくらいのすさまじい美しさだった。気品を兼ね備えつつも柔和な顔立ちの中に意思の強さが隠れている。そんな魅力を持っているように見えた。




　◆第２３話　ソニエル




「改めてよろしくお願いしますご主人様方。レンタル契約期間のみとなりますが、奴隷としてご奉仕させて頂きます」

「ああ、よろしく頼む。俺は凍耶だ」

「ルーシアです」

　俺達は自己紹介をしつつ冒険者ギルドを後にした。まずは必要な物資を調達しつつ、少しだけ討伐依頼をこなし実力を測ると共に冒険者としてのあり方について学ぶことになった。

　そして依頼をこなしつつ、途中にある街で馬車を調達しそこから王都へと向かうことになる。俺達はソニエルの基本レクチャーを受けながら必要な物資の買い出しを行った。俺がストレージ持ちだと告げると驚いた顔で目を見開いた。

「ストレージ持ちでしたか。道理で手荷物が少ないと思いました」

「ああ、やっぱり珍しいのかこれ」

「それを持っているだけで商売が成り立つとも言われるほど需要が高いですね。人によって容量も違うそうです。樽一つ分の人もいれば建物一つ分という人もいます」

　そういえばルーシアが武器を取り出したときにあまりの多さに驚いていたな。考えてみればドラゴンが五〇〇頭近くと、部屋イッパイの宝箱の中身がまるごと入っているわけだから相当でかいンだろうな。っていうか、そうか。俺のアイテムストレージって無限収納って書いてあったな。

「まあ結構デカい方だとは思う。相場が分からないけどな。というわけで荷物の嵩とか重量は気にしなくていい」

「かしこまりました。ではまずは回復アイテムと武器の調達に行きましょう」

「武器なら魔王軍の兵士からちょうだいしたのがあるけど」

「少し見せていただけますか？」

　俺はソニエルに言われたとおり魔王軍の豚軍団から？いただいた鋼製の片手剣、斧、槍を見せた。

「これはなかなかいい武器ですね。初心者が使うには少し癖が強いですが、練習すれば問題ありません」

「じゃあ武器に関してはこれをそのまま使うということでいいかな。ソニエルは何を使うンだ？」

「私は手持ちの愛用武器があります。一応一通り使えますが槍が一番得意です」

「へえ、華奢な身体なのにスゴいんだな。槍って重いんだろ？」

「なれればどの武器でも同じです。それに体型とステータスは必ずしも一致はしませんので、見た目はあまり関係ないのです」

　なるほど。見た目で判断すると酷い目にあいそうだ。勉強になる。

　それから俺達は回復アイテムの買い出しを行い、最後に防具の買い出しをすることになった。

「アーマーバンクルはご存じですか？」

　俺は首を横にする。

「私は名前くらいなら」

「アーマーバンクルというのは防具の名前です」

　それは腕輪型防具でこの世界で一〇〇年くらい前に開発され、発展してきた画期的な防具だ。

　職人が防具を作り、それを魔法で作った特殊な腕輪に封じることで、鎧を着たのと同じ防御力を得ることができる。これの最大の利点は固いけど重たくて使いにくいフルプレートアーマーでも、重量を気にすることなく装着できるところにある。

　しかも防御力はそのままに動きを阻害されることがないため素早さが落ちない。

　欠点は一度魔術を施してしまうと二度と取り出せず、修繕ができないため耐久力が限界を超えてダメージを受けるとその場で壊れて防御力が０になってしまう点だが、それを補ってあまりある利点が大きいため大変重宝されていた。

「へぇ、そんなものがあるんだな」

　ぶっちゃけ俺にはあまり必要なものではない。防具は隠者の衣と古代人の装束があるし、全状態異常無効の付与がされている上、俺の防御力は２２０００。大抵の魔法や攻撃は通らないらしい。

　さて、とりあえずそのアーマーバンクルを購入し装備を整えることで出発準備は整った。

「準備万端だな。それじゃ、依頼を受けてから出発するとしよう」

　俺達は全ての準備を整えて冒険者ギルドに戻り、手頃な依頼を受けて出発することにした。冒険者としてのスタートだ。ちょっとわくわくするな。

　ギルドで受けた依頼というのは魔物退治だ。『ゴブリンレイド』いう魔物が街の南にある『ミトラ平原』で陣取っているという。それを退治するのが今回の仕事というわけだ。

　ゴブリンレイドというのは魔物単体を指すわけではなく『ゴブリンカイザー』を頂点とするゴブリンの集団の名前だ。レイドの名が示すとおり複数のグループが連隊を組んでいるためそう呼ばれている。

　その集団は一つ一つはＤランクだが、数が多いのとカイザー種と呼ばれる種族の頂点に君臨する親玉のグループはＡランクに相当するらしい。

「なんか初心者にハードル高くない？」

「このくらいの依頼をこなせない限り今回の本懐を遂げることはできないとの判断だそうです」

　ソニエルは俺達を引き連れながらそう淡々と語る。





◆　◆　◆






　街の外へ出てからしばらく。俺達はソニエル指導の下、基本的なところから学んでいった。

　しばらく歩いていると早速レイドの一部とみられるゴブリンのグループに出くわした。

【ゴブリンソルジャー】総合戦闘力　１１２×５

【ゴブリンマジシャン】総合戦闘力　８８×２

【ゴブリンウォーリア】総合戦闘力　１５０×３

【ゴブリンアーチャー】総合戦闘力　１０９×５

　集団の規模と魔物のレベル的におよそＤランク相当の敵だ。

「ではまずは私の実力をお二人にみていただきたいので、ここは私に任せていただけますか？」

「分かった」

「頑張って、ソニエルさん」

　ソニエルはニコリと笑うと槍を構えつつ、魔法の詠唱を始めた。

「エレクトロウォール！」

　魔法を放つと同時に雷撃の障壁が敵の集団の後ろから迫る。後衛のマジシャンとアーチャーがその一撃で全滅し、続いて突撃したソニエルが前衛のソルジャーに刺突を繰り出した。

「ぐぎゃ……」

　うめき声を上げることもできないまま一体目のソルジャーが絶命する。反応することすらできていない他のソルジャーやゴブリンウォーリアも切り払いや、刺突によって次々に仕留められていった。

　ソニエルの実力はＡ級冒険者に恥じない見事なものだった。

　まず目を引くのはその槍捌き。流麗かつ豪快。あまりに正確に敵の急所を突く攻撃に思わず見とれるほどだった。

　とはいえソニエルの役割は俺達の引率であり、護衛ではないため実際の戦闘は俺達の役目だ。

──『ソニエル　人族　総合戦闘力７７３４　ＬＶ６５　Ａ級冒険者　戦闘奴隷（レンタル）』

　レンタル専用の戦闘奴隷というのは一定の期間だけ主従するという傭兵みたいなものらしい。傭兵との違いは冒険者専門と言っていい役割しか担わないということだろう。傭兵は戦争にかり出されるのに対して戦闘奴隷は主に護衛や初心者の指導、それに難易度の高い依頼を補助するパートナーの役割が多いそうだ。そのレンタル奴隷の中でもソニエルは一流の中の一流。既にＳ級になっていてもおかしくない実力を持っている、というのがアイシスデータバンクから下ろしてきた情報だ。その気になればもっと詳しい情報も見られるのだが、人のプライバシーをあまり覗くのは趣味ではないためあえて見ていない。

　一流の戦い方を見せつけられ俺達はソニエルに見とれた。同じ女のルーシアですらボーッと見とれている。

「ソニエルさんスゴイ！　なんて綺麗な動き」

「さすがはＡ級ってことか。見事だ」

「お褒めいただき光栄です。では次からはお二人の力を見せていただきたいので、私はサポートに回ります」

「よし、じゃあ今度は俺達の番だな。頑張ろうぜルーシア」

「うん、お兄ちゃん」

　俺達は再び歩を進め次のグループに遭遇した。今度はさっきの倍以上の数がいる集団に出くわした。

「あれは数が多いですね。先ほどのように私が魔法で後衛を打ち払うので、お二人は前衛の集団の相手をお願いします」

「よし。じゃあ俺は右半分。ルーシアは左半分を頼む」

「うん、任せて」

　正直この程度なら俺の魔法一撃で全員消し炭にできるのだが、それだとわけの分からないまま終わってしまうし訓練にならないからな。

　俺はこの依頼全体を通して真の実力はできるだけ抑える方針をとることにした。確かに圧倒的力で全滅させた方が手っ取り早いがそれだとつまらない。

　とはいえ、あの程度の相手では俺達の相手にはならなかった。ルーシアと俺は手早くゴブリン軍団を全滅させソニエルに実力を見せることに成功したのだった。




　◆第２４話　カイザー種




「お二人の実力は見事ですね。感心しました。正直ここ数年で一番の実力を持ったご主人様です。ルーシア様の動きは野性的ですがキレがあって力強い。さすがは白狼種です」

「えへへ、ありがとうございます」

　褒められたのが嬉しかったのか、ルーシアは頬を染め喜んでいる。尻尾がフリフリと左右に揺れていた。

「そして、ご主人様」

「ん？」

　ソニエルはたき火を囲んで夕食をとりながら俺のことをジッと見つめている。

「ご主人様のあの動き、私にはとても不自然に見えました」

「え？　そんなにダメだった？」

　まさかの辛口評価にちょっとへこむ。

「いえ、そうではなく。ルーシア様の動きが野性的でキレのある動きなら、ご主人様の動きはそれに合わせようと必死に自分を抑えているように見えます。まるで本来の実力をできるだけ出さないように気を使っているように」

「うーん。やっぱり一流には分かっちゃうのかな」

「ご主人様、今回の仕事は失敗が許されない非常に重要なものになっています。勿論ご主人様には選ぶ権利がありますが、少なくとも不適切と判断したらその場で打ち切りにせよとの命令も実は受けています」

「そんな大事なこと伝えてしまっていいのか？」

「正直言って今回の依頼は私もかなり無茶と思っています。できれば無駄に命を落とすようなことにはなってほしくないとも。ですからできる限り真剣に取り組んでいただき、死なないようにしていただきたいのです」

　真面目に語るソニエルの強い瞳に俺は気圧された。彼女の言葉にはなぜだか重みがある。過去に何かあったのかな。

「わかった。じゃあ明日からは本当の力を見せることにしよう。ルーシアも見ていてくれ。明日は全ての戦闘を俺一人で行おう」

「う、うん。分かった」

　ソニエルの言葉に真実味を感じた俺はその力を見せることにした。





◆　◆　◆






「これは想像以上にやっかいな数ですね」

　次の日、俺達はゴブリンレイドの本隊に遭遇し、カイザーを中心とする軍団の進撃を受けていた。

──『敵性個体の数は五一二体。総合戦闘力は最低が４４　最高が２０１０です』

　平原にいっぱいに広がるゴブリンの大軍勢を前にソニエルは顔を引きつらせていた。

「正直想定以上の数です。ご主人様、一旦引きましょう」

「……まあ、丁度いいか」

「え？」

「エクスプロード……連射」

　だがその五〇〇体からなる大規模連隊は、俺が上級魔法を連射することで真っ赤な閃光がゴブリンの軍団を一瞬にして蒸発させる。

　ミトラ平原の一角が文字通り真っ平らな土地に一瞬にして変わった。

「え…………？　は？」

　ソニエルだけではなくルーシアもその光景に唖然となる。

──『経験値を取得

　創造神の祝福の効果により２５５倍に増加。

　更に、広範囲攻撃による一斉殲滅で経験値ボーナス発生。

　創造神の祝福発動　経験値ボーナスを１０倍に増加。

　レベルが８４にアップ』

　総合戦闘力　２３００００

　生命　２３００００／２３００００

　魔力　２３００００／２３００００

　スキルパワー　２３００００／２３００００

　攻撃力　２３０００

　防御力　２３０００

　魔法威力　２３０００

　魔法抵抗力　２３０００

　スキル出力　２３０００

　たかがゴブリンで随分上がったな。かなりエグいボーナスだ。

　それにしても相変わらず端数繰り上げが地味に仕事をしている。本来なら２２００００ちょっとのはずが２３００００まで繰り上がっているのだ。数字がでかくなるほど凶暴さがますな、このさりげない仕様は。

「あ、レベルが上がった」

「私もです。久しく上がっていなかったのに」

　どうやら二人もレベルが上がったらしい。

　インテリジェントサーチで調べると二人のレベルはこんな感じだった。

──『ルーシア　白狼種　ＬＶ１３→２５　総合戦闘力　６２５５』

──『ソニエル　人族　ＬＶ６５→７０　総合戦闘力　８９６６』

　どうやら俺のように２５５倍の恩恵を受けているわけではなさそうだ。普通に五〇〇体の敵を殲滅した経験値がパーティに入った形だろう。

　それにしてもソニエルは高レベルだから分かるとして、ルーシアは思ったより上がってないな。

──『獣人族の中でも白狼種は特にレベルが上がりにくい種族として知られています。上位種になるほど必要経験値が多くなり、その代わり育ちきると最も強くなると言われています』

　なるほど。大器晩成なのかな。今でも充分強いだろうけども。

「い、今のは一体……」

「エクスプロード。上級の炎属性魔法だけど」

「いえ、そういうことを言っているわけでは。これは想像以上です。予定を変更しましょう。今すぐドラムルー王国に向かいます。一度アムルドに戻って馬車を調達し、真っ直ぐ向かった方が早いでしょうから」

　というわけでソニエルの指示の下アムルドにとんぼ返りすることになった。しかし出発しようとしたその時、爆炎の煙が晴れたその真ん中に立っている人影があった。

「グギギギギ……オ、オノレ……コンナハズデハ」

　見ると頭に王冠のような鶏冠を生やした赤色のゴブリンが、ボロボロになりながら剣を支えに立っている。

「もしかしてあれがゴブリンレイドの親玉か？」

「そうです。カイザー種と呼ばれる種族でも最も高位の存在があれです」

──『ゴブリンカイザー　　ＬＶ３０　総合戦闘力　２０１０』

　単体の強さはまあまあだな。とはいえ瀕死だしサクッととどめを、と思ったら何やらやつの身体に変化が訪れる。

「グガガガガガァアアアアア」

　カイザーの周りに青い光が集まり出す。ゆらゆらと揺れる炎のような青白い光はまるで霊魂のように見える。

「しっ、しまった！　いけません。すぐにとどめを」

　ソニエルが慌てた様子で槍を構えて突進をする。しかしその前に弾けるようにカイザーの身体が四散した。

「じ、自爆？」

「違います。あれは」

　自滅したかに見えたゴブリンは四散した肉体を再構成させ始めた。バラバラになった肉体が、周りの青白い光と混じり合い再び形を織りなしていく。

「グオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ」

　地響きがなるほどのすさまじい咆吼が辺りに響き渡った。

──『ゴブリングランドカイザー　・Ｔｙｐｅアトラス　ＬＶ９０　総合戦闘力９９９９』

　まさかのカンスト風の戦闘力だ。身体の小さなゴブリンが、おそらくは死んだ仲間の力を吸収して巨大化したらしい。

「なんだありゃ？」

「ゴブリンレイドの真の恐ろしさは、追い詰められたカイザーが合体し巨大化することです、ですから通常は雑魚を一掃する前にカイザーを素早く倒してしまうのがセオリーなのですが……」

「俺が雑魚を全部やってしまったから一番やっかいな状態になったというわけか。なんていうか、すまん」

「ど、どうしようお兄ちゃん、いくらなんでもあれは勝てないよ」

「そうです。こうなっては撤退して討伐隊を編成するしかありません。相手が逃がしてくれればの話ですが。お二人とも、私がおとりになって時間を稼ぎます。その間に街へ引き返してアドバイン様に応援を要請してください。あれが街を目指したら大変なことになります」

「確かにあんなのが暴れたら大変だ。ここで倒しておこう」

　俺はおとりになろうとするソニエルを静止して後ろに下がらせる。ストレージに鋼製の片手剣をしまって代わりに空を取り出した。

「あ、あれって魔王軍と戦ったときの刀……？」

「あれは武器なのですか？　あんな細い刃で一体なにを」

「ソニエル」

「は、はい」

「お前の目で俺がこの依頼をこなすにふさわしいか見ていてくれ」

「わ、分かりました。ご武運を」

　肩越しに見やる俺の視線にソニエルは何かを感じ取ったのか、そのままおとなしく引き下がった。

「お兄ちゃん、気をつけて」

　俺は二人にサムズアップをしてカイザーに向かっていった。

「グガガガ、ヨクモオレサマヲコケニシテクレタナ……シネェェェェ!!」

　やつも俺の姿を捕捉したらしく巨大な腕を振りかぶって拳を突き出した。

　轟っ!!　と風斬り音がうなり俺の眼前には赤い塊が迫る。

「お兄ちゃん、よけて!!」

　ルーシアの叫びが後ろから聞こえる。俺は迫り来る巨大なこぶしをそのまま受け止めた。

「グガッ！！？？　バ、バカナ……」

「うそ、受け止めた……しかも片手で……？」

「グガァアアアコレナラドウダ!!」

　ゴブリンカイザーはそのまま俺を両手でつかみ持ち上げた。ギリギリと肉体を締め上げて握りつぶそうと力を込める。

　しかしすぐに手を離すことになった。否、つかんでいた両手が手首からぼとりと落ちたからだ。

「グワァアアアッ、て、手ガァアア」

　掴まれていた両手を弾き飛ばして外に出る。

「さて、あんまり長引かせてもかわいそうだ。そろそろ寝ろ」

　俺は飛び上がって空を両手で握った。そのまま唐竹に刃を振り下ろしスキルを発動させた。

「ライトブリンガー」

　赤紫に刀身が輝き空を包み込む。そのまま光と共に伸ばした刀身は、カイザーの身体を脳天から真っ二つに切り裂いた。

　ゴブリングランドカイザーは断末魔の声を左右に分かれながらあげ、そのまま絶命した。

──『経験値を取得。創造神の祝福の効果により２５５倍に増加。レベルが９２にアップ。総合戦闘力２３００００→２４００００』

　おお、レベル上がるのさすがに早いね。もうすぐカンストじゃないか。人族のレベルは９９が打ち止めのはず。怒濤のリザルトも終わりが近いな。

「お兄ちゃん格好いいっ、スゴイ、スゴいよお兄ちゃん、あんなスゴイ技使ってなんともないの？」

　ルーシアが駆け寄り飛びついてきた。俺はそのまま腰に手を回してお姫様抱っこをしてやる。

「ああ、大丈夫だ」

「………………」

　ソニエルは何故かボーッとしていてその場で立ち尽くしている。

「ソニエル？　大丈夫か？」

「……はっ！　す、すみません。少しボーッとしていました」

「俺はお前のお眼鏡にかなう存在だったかな？」

「…………」

　ソニエルは黙り込んでしまった。俺の瞳を真っ直ぐに見つめそのまま動かない。

　ど、どうしたんだろう。そんなにダメだったんだろうか。

「見つけた……」

「え？」

　すると彼女はおもむろに槍を地面において片膝を地面につけて跪いた。

「ど、どうした。具合でも悪いのか」

「凍耶様。お願いしたいことがございます」

　ソニエルは顔を上げて俺を真っ直ぐ見上げてこう言った。

「……私を、買ってください」




　◆第２５話　伝説の始まり




「か、買う……？　どういうことだ？」

「そのままの意味です。私の真のご主人様になっていただきたい。私の槍をあなただけのために捧げたいのです。そのためには奴隷商館から私を買い取り身請け人になっていただく必要があります」

　俺は困惑した。急にそんなこと言われてもどうしたらいいのか分からない。

「勿論、女としてもご奉仕させていただきます。武芸一遍のつまらない女です。しかし、容姿はそれなりに整っていると自負しています。ご満足いただけるように性の奉仕も懸命に学びますので。どうか、どうか」

　ソニエルはそう言ってとうとうその場に土下座し始めてしまった。

「わ、分かった。分かったよ」

「では!?」

「とにかく今は依頼の最中だ。それらの話は今回の依頼を乗り切ってからにしよう」

「分かりました。この依頼の間に、ご主人様に仕えるに相応しい女であると認めていただくよう、懸命にご奉仕させていただきます」

「お、おう。よろしく頼むよ」

「はい」

　俺が肯定的な返事をしたと受け取ったソニエルは満面の笑顔になって立ち上がった。
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　ゴブリングランドカイザーの身体を『生成』で結晶体に変えストレージにしまう。

「よし、それじゃあアムルドに戻るぞ」

　俺達は少しの休憩の後アムルドの街へと戻った。そしてギルドに行って討伐依頼の完了を報告する。

「ほ、本当にゴブリンレイドをたった三人で全滅させてきたのか」

「いいえ、アドバイン様、殆ど凍耶様お一人で成し遂げられました。ご主人様、アドバイン様に魔結晶を」

「あ、ああ」

　俺はソニエルに言われるまま、ストレージからカイザーの魔結晶を取り出してアドバインに渡した。

「魔結晶か。しかし随分魔力密度が高いような……」

「それはゴブリングランドカイザーの魔結晶、それもＴｙｐｅアトラスです」

「な、なんだと!?　ま、まさかあのデカぶつを一人でやったというのか!?　信じられん。あれは間違いなくＳランクの魔物だぞ」

　どうやら昔あの化け物と戦ったことがあるらしいアドバインは、その恐ろしさをよく分かっているらしかった。

　驚愕に目を見開きながらも、目の前にある証拠に納得せざるを得ない感じなのだろう。

「よし、こうなっては善は急げだ。悪いがすぐにドラムルー王都に向かってほしい。一番早い馬車を用意させよう」

「せわしないな。まあいいだろう。だが今日は休ませてもらえるか。少し疲れたんでな」

「勿論だ。馬車の用意に手続きがいるから今日一日はゆっくり休んでくれ。この街で最高の宿を用意させよう。明日の朝一番で出発してもらえるか」

「分かった」

　ギルド支部を後にして宿に向かうことになったのだが、その前にソニエルに所属している商館に向かってほしいと言われついて行くことにした。

　商館のオーナーにソニエルの身請けについて話しに行くためだ。

「じゃあその間に私がアイテムの買い出しをしておくね」

「ああ、頼む。気をつけてな」

　ルーシアは何故かとても機嫌良く買い物に出かけていった。いいことでもあったのだろうか。
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　さて、商館へとやってきた俺とソニエルは玄関の前に立つ黒服の男に声を掛ける。なんだかごつい身体をした大男が扉の前に立っているといかにもそういう店って感じがするな。

「これはソニエル様。お帰りなさいませ。お早いお帰りですね。レンタル期間はまだ残っているのでは？」

「そのことでオーナーにお話しがあります。取り次いでいただけますか？」

「かしこまりました」

　そう言って黒服は何やらこめかみに指を立ててブツブツとしゃべり始める。なんだか会話をしてるように見えるな。

「ねえ、ソニエル、あれは何と話しているんだ？」

「特定の場所の範囲内でのみ使える通信魔術の一種です。魔力媒体と中継局となる魔結晶を建物内に置くことで擬似的に通信魔術が使えるようになる技術ですわ」

　へぇ、トランシーバーと中継基地みたいなものか。俺も使えるようになりたいな。機会があったら教えてもらおう。

「お待たせしました。オーナーがお会いになるそうです。中へどうぞ」

　扉が開かれ玄関へと案内される。そのまま中にいた、これまた屈強な体躯の黒服に案内されて奥へと進んでいくと、黒服は立派な装飾が施された扉をノックした。

「オーナー、ソニエル様がお見えです」

「どうぞ」

　扉の向こうから若そうな男の声が聞こえた。黒服が扉を開け一礼をする。

　さっきから不思議だったが、この黒服達のソニエルに対する態度って、奴隷に対してするものではないような。まるで主人に仕える側仕えの人みたいに感じるな。

　もしかして俺の常識にある奴隷とこの世界の奴隷では違うのかな。思ったより奴隷の立場って高いのかも。

「お帰りなさいソニエル。随分早いですね。何かあったのですか？　そちらの御仁は？」

「あ、初めまして、凍耶と言います」

　部屋で俺達を出迎えたのは、モノクルをつけ長い髪をひとまとめにしたオールバックの青年だった。

「トウヤ様、ですか、はて」

「オーナー、実は折り入ってお話しがあります。こちらのトウヤ様に身請けしていただくことになりました」

　あれ？　俺はまだ身請けするとは言ってないが、ソニエルの中ではもう決定事項になってしまっている？

「なんと。本気ですか。ということは？」

「はい、見つけました。この方こそ、私の真のご主人様に相応しいお方です」

「そうですか。あなたがそこまで惚れ込んだなら本物なのでしょう」

　なんだか話が勝手に進んでいる。まあ俺としてもソニエルを身請けすることに異論はない。

　ソニエルは強いし知識も経験も豊富だ。たった一日だがそれはよく分かっている。それにあの美しさは普通でない何かを感じるしな。

　彼女に夜の奉仕をしてもらえるとか思うとちょっとドキドキしてしまう。でも俺にはもうルーシアがいるしな。浮気はいかんぜ。

「ではトウヤ様、でしたか」

「あ、はい」

「ソニエルを身請けしていただけるのであれば、彼女の悲願が叶ったということ。それは歓迎すべきことです。こちらとしてもとても嬉しい。しかし、彼女は当商館の売れっ子です。その値段は普通ではありません。ソニエルの仕事は王侯貴族や王族の護衛、ハイレベル冒険者サポートなど、普通の人にはこなせない高級な仕事をこなします。それに見合うだけの金額をあなたに用意することができますかな？」

「なるほど、それは道理ですね。それで、いくら用意すればソニエルを譲っていただけるのですか？」

「ご主人様」

　ソニエルはとても嬉しそうな顔で俺を見やった。

　そして、モノクルをつけた青年オーナーは、俺を真っ直ぐに見据え、何かを決意したかのように強い意思のこもった目つきで口を開いた。

「では、ドラムルー金貨五、〇〇〇枚用意していただきます」

「オ、オーナー!?　それは一体」

「実はソニエル。あなたを身請けしたいと言う、さるお方からの要請がありましてね。あなたもいつまでもレンタル奴隷ではいけません。いずれ誰かに仕える時期が来ているのです。丁度良い機会だ。その方とそこのトウヤ様。どちらが身請けするべきか。最後は値段で決まるのですよ」

「そ、そんな。ま、まさか、その方というのは」

「そうです、以前からあなたにご執心だったゴドマン＝ルブル様です」

「ゴドマン？」

　誰？

　って思っていたら、アイシスが詳しく教えてくれた。

──『ドラムルー王国の外交大臣です。この国の貿易や別国との交渉事、それらの手腕でこの国の財を発展させてきたやり手の役人です』

　へえ、さぞかし儲けているんだろうな。

──『一方で変質的な性癖の持ち主としても有名で、買い取った奴隷を使い込んで潰してしまうこともしばしばあったようです』

　うへ、そんなやつがどうして捕まらないの？

──『各方面に圧力や根回しをすることで、同じうま味をすわせるものを取り込み隠蔽しているのでしょう』

　腐ってるな。そんなやつにソニエルを渡すなんてできるわけない。

　俺はアイシスからゴドマンの詳細を聞き、ソニエルをそんなやつに渡したくないという思いを固め、彼女を絶対に身請けしようと決意した。

「よし、いいだろう。だがソニエルの価値は五、〇〇〇枚程度では足りん。金貨三万枚でソニエルを買ってやる」

　オーナーは急に態度が変わった俺に面食らったようで目を見開いて反論してきた。

「なっ……本気ですか。女王金貨三枚など、大商人の財産に匹敵する額ですぞ」

「こいつにはそのくらいの金額に見合う価値がある。違うか？」

　俺も覚悟を決めよう。ソニエルは是非欲しい。考えればこれほどの女を身請けしたいと言うやつはいくらでもいるだろう。

　如何にレンタル専用という立場であってもこれから先ずっとそうとは限らないし。

　それに、これだけ俺に惚れ込んでくれているソニエルを、例えば他の男に渡す、なんて考えるとちょっとイラッときた。変な独占欲が働いてしまったようだ。

　こうなっては絶対に誰にも渡したくはない。

　何がなんでもソニエルを手に入れたくなった。

「なるほど。良い覚悟です。ソニエルの身請けに関する入札はオークション形式で行われる予定です」

「いいだろう。期日は？」

「ソニエルは現在あなたにレンタルされている身です。その期間が終わるまでというのはいかがです？　ゴドマン様とのお話も今回のレンタル期間が終わったらということで話が進んでおります」

「ではドラムルー王国の依頼とやらが終わるまでだな。分かった。一ヶ月以内に用意すると約束しよう」

「ほっ……なんと。なるほど。ソニエルがあなたに惚れ込んだのが分かる気がします。できれば私もあなたにお譲りしたくなった。しかし、商売は商売です。より多くの金額を用意した方が勝ち。これは変わりません。覚悟はおありで？」

「愚問だな。ゴドマンとやらに言っておけ。ソニエルは俺がもらうとな」

「分かりました。口だけでないことを祈っておりますよ」

「ところで顧客情報を他人に漏らしてしまってもいいのか？　まあ今更聞かなかったことにはできんがな」

「ふっ……それは私の落ち度ですね。しかし先ほどの約束は変わりません。ゴドマン様の方が多くの金額を用意すればあなたの努力は無駄になりますよ」

「何か思惑があるらしいな。まあいい。その言葉肝に銘じておこう」

　オーナーとの話を終え商館を後にする。

「ご、ご主人様」

「どうしたソニエル」

「あ、あの、本当によかったのでしょうか。あんな啖呵を切ってしまって」

「俺も男だからな。お前のような良い女を他の男に渡したくなくなっただけだ。安心しろ。必ず俺がお前を買ってやる。お前の惚れ込んだ男が本物だったということを証明してみせよう」

「……はい！　お願いします!!」

　さーて……どうやってお金用意しようかな。まあ、なんとかなるだろう。こっちには女神のチートがついている。
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「もう！　お兄ちゃんってばすぐそうやって見栄を張るんだから!!　そういうところ昔から全然変わってないよね」

　ルーシアと合流した俺達は早速お説教を喰らっていた。主に俺一人がだけど。ちなみに俺は正座である。

「だってショウガナイジャぬイカ」

「え○りっぽくごまかしてもダメです！　どうやってそんなお金用意するの？　女王金貨三枚なんて人生一〇〇回は遊んで暮らせる金額よ」

「ル、ルーシア様、ご主人様を責めないでください。私が無茶なことを言ったのが悪いんです」

「いいえ、ソニエルさんのせいじゃありません。たしかに身勝手な提案をしたとは思いますけど、話を大きくしてより困難にしたのは明らかにお兄ちゃんです」

　ソニエルが珍しくオロオロしている。そしてルーシアは俺だけに辛辣だった。お世話好きの幼馴染みは昔と変わらず俺の説教役であった。

「ま、まあ金はなんとかするさ。とにかく今はドラムルー王国へ向かおう。向こうについたら金策をしつつ依頼をこなそう。な」

「もう。ちゃんとお金のあてはあるんでしょうね」

「ああ、まあな」

　ルーシアはあきれたとため息をついたが、最後は笑って納得してくれた。





◆　◆　◆






　その夜。ソニエルの寝室にはルーシアが訪れていた。

　突然の訪問にソニエルは驚いたが、ルーシアの真剣なまなざしに気圧され中に入れることにした。二人は向かい合いテーブルを挟んで見つめ合う。

「ソニエルさんごめんなさい。お兄ちゃんがバカを言ったせいで」

　しばらくの沈黙後、ルーシアはおもむろに頭を下げた。そのことに驚いたソニエルはあたふたと手を振って慌てて制止した。

「い、いえ、元はと言えば私が無茶な提案をしたのが悪いんです。頭を上げてください」

「昔からそうなんですよね。困っている人や強くお願いされると断れないっていうか。それどころかかっこつけてより困難な条件にしてしまうし」

「そうだったんですか。ルーシア様は昔からご主人様、トウヤ様を知っているのですね」

「はい、幼馴染みなんです。家が隣で家族ぐるみの付き合いでした」

「そうだったんですね。思った通り、トウヤ様のことが大好きなんですね」

「え？」

「だって、そうやって怒っている振りをしていても、トウヤ様がそれをやり遂げてしまうことを確信しているように見えます」

「分かるんですか？」

「はい。私はレンタル奴隷として様々なご主人様に仕えてきました。そして多くのご主人様の人となりを見てきて、一目見たらその人の本質がなんとなく分かるようになったのです。あの方は今までに会ったことがないほど、深くて、大きな器を持っている。ルーシア様の目を見て、今日それをより深く確信しました」

「そうなんです。お兄ちゃん、いつも無茶は言うけど、無理だったことって一度もないんです。必ずやり遂げてしまう。だから、心配はしてるけど怒ってはいないんです。ああ、またかって感じで」

　二人は笑い合った。

「あの、ソニエルさん」

「はい、なんですかルーシア様」

「その、ルーシア様って言うのやめませんか。私達、同じ奴隷同士なんですから」

「え？　そうだったのですか？」

「はい。首輪をしてないので外からは分からないですけど、私達、契約魔法でつながってるんです」

　通常奴隷とは契約の魔法を首輪型の魔道具に施すことによって奴隷契約を行使される。ソニエルもレンタル奴隷専用の首輪をしていた。

　だが凍耶の場合は直接魔法を行使することで、相手とダイレクトにつながることができるようになっていた。

「そうだったのですか。てっきり恋人同士かと。すみません。そうと思っていながら二人の関係に横やりを入れるような真似を。ちゃんと身分はわきまえます。決して出しゃばったりしませんから」

「ううん。いいんです。多分お兄ちゃんはこれからももっと愛されていくと思います。一人で満足できるなんてことないはず。本人は自覚してないですけど、昔からモテるんです。だから、二人でお兄ちゃんを支えませんか？　まだ私達だけなんです。今のうちに最も愛してもらえるように。ソニエルさんも、お兄ちゃんのこと、好きなんですよね」

　ソニエルは頬を赤らめた。初めは純粋に主従の関係を望んだ。勿論求められれば女としても喜んで奉仕するつもりでいたが、それが恋愛感情だとは思っていなかったのだ。

　改めて指摘されることで自分の気持ちに初めて気が付いたソニエル。

「わかりました。ルーシア先輩。よろしくお願いします」

「や、やめてください。それもこそばゆいですよ。普通にルーシアって呼び捨てにしてください」

「分かりましたルーシア。では私のこともソニエルって呼んでもらえますか？　それと、敬語も。私はこれが癖なのでやめるのは無理ですが、これからは同じ立場として、パートナーとしてお付き合いしませんか」

「う、うん。分かった。よろしくね。ソニエル」

「はい。よろしくお願いします」

　この時、伝説は始まった。

　これが後に、佐渡島凍耶に仕える女性奴隷で構成される最強武闘派奴隷軍団となることなど、この時だれも想像すらしていなかったのだった。




　◆第２６話　王国の依頼




　翌朝、早朝からギルドから用意された馬車に乗り込み、俺達はドラムルー王国の王都へ向けて出発していた。

「王都までどのくらいかかるんだ？」

「この馬車のスピードなら今日の夕方には到着するでしょう。途中険しい山などはありませんからよほどのことがない限り遅れることはないと思います」

　ソニエルの言うとおり馬車は順調に進み、昼過ぎには予定の半分以上の場所を通過したらしかった。

　馬に身体強化と回復魔法を掛けながらノンストップで進んでいるため、通常よりも遙かに早いスピードで進んでいるのが功を奏したのだろう。

　そしてトイレ休憩以外はずっと移動していたため、日が傾く前に王都の門まで到着することができた。

　門を通過し役人らしき制服を着た男に案内される。通された先はアムルドの街のギルドをもっと立派にしたような建物だった。どうやらここが冒険者ギルドの総本部のようだ。

　奥へと案内されいかにも一番エラい人がいますよって感じの部屋に案内される。

「ア、アドバイン!?」

「ようこそ。冒険者ギルドの総本部へ。兄のアドバインから話は伺っています」

　出迎えてくれたのはアドバインにそっくりな赤い髭の大男だった。しかし顔がそっくりではあるが、こちらは随分と物腰が柔らかい。額の角も左右に一本ずつで二本あった。

「双子ってことか？」

「はい、顔は同じですが、私は荒事は苦手でして。現場のことは兄に任せて私は経営の方を担当しています。あれでもアドバインはギルド総本部のサブグランドマスターなのですよ。もっぱら外に出ていてこちらに顔を出すことは滅多にありませんが」

　はははと笑いながらアドバインにそっくりな男は椅子を勧めてきた。

　なるほど、ほんとに性格は正反対らしいな。笑い方がそっくりなところが双子っぽい。

「申し遅れました。私は冒険者ギルド総本部、グランドギルドマスターのウルドバインと言います。よろしくお願いします」

「ああ、こちらこそよろしく。早速だが、ギルドからの依頼の話を聞かせてもらえるか」

「はい。まずはこちらをご覧ください」

　ウルドバインは机の引き出しから一つの魔結晶を取り出した。

「これは、映像記録用の魔結晶ですね」

「映像記録用の魔結晶？」

「はい、魔力を通すことで目の前で起こったことを映像として記録しておけるものです。主に報告用の記録媒体として用いられます。口頭での報告よりも正確性が非常に優れているため、戦場での情況把握に重宝されています」

　へえ、まさかビデオカメラみたいな技術があるなんて思わなかったな。これがあればルーシアとのエッチを永久保存しておけるのではなかろうか。

「お兄ちゃん、なんか変なこと考えてない？」

「な、何をバカな」

　妙に勘の鋭いルーシアに戦慄を覚えつつ、ごまかすためにウルドバインに話の続きを促した。

　ウルドバインは記録用の魔結晶に魔力を通し壁に映像を映し出した。

「これは、狼？　白い狼が映っているな」

　映像には白い狼が兵士の軍団と戦っている様子が映っていた。しかし戦力差は圧倒的で一匹のでかい狼に隊列を組んだ軍隊がなすすべなく蹂躙されている。

「そうです。ここに映っているのはフェンリルです」

「フェンリルって、狼族の中でも特に力の強いカイザー種、幻狼帝が唯一生まれるっていう？」

　ルーシアがウルドバインに尋ねる。そういえば狼人族って狼の種族とどういう関係なのかな。

「その通りです。しかもここに映っているのはその中でも最強の種であるシルバーフェンリル。実はこのシルバーフェンリルの集団が、王都の西にある精霊の森に集結しているのです。そして人族に宣戦布告してきたのです」

「うそ!?　だってシルバーフェンリルって知能が凄く高いから人間に仇なすことないって」

「はい。本来であればそうです。ですが、どういうわけか一ヶ月程前、突如シルバーフェンリル側から通告が王都にむかってありました。我らの皇帝に供物を捧げよ。さもなくば王都の人間を全て我らの血肉に変える、と」

「その供物とやらが何かは分からんが、ようするに要求がのめない場合は王都の人間全部喰っちゃうぞって言ってきたんだな」

「その通りです。我らも突然のことに驚き対処に追われています。このことはまだ国民には知らされていません。パニックになってしまいますから」

「それは仕方ないでしょうね。しかし、シルバーフェンリルの先代のカイザーは女王陛下と交流があると聞きました」

「はい、この王都でも有名な話ですが、先代の銀狼帝、今は太上皇ですが、現女王陛下であられるヒルダガルデ二〇世陛下と非常に交流が深かったと。そのことで女王陛下も強くお心を痛めておいでなのです」

　ウルドバインの話をまとめると、要するにシルバーフェンリルの求めている供物がなんなのかを調べ納めること。そして王都に危機が及ばないように対処するということか。

　なるほど、これで俺とルーシアだけに依頼してきた理由が分かった。

　フェンリルと戦争をするつもりならそれこそ戦力を集結させれば良いことになる。しかしそうはせずにフェンリル側の要求と真意がなんなのかを探るための依頼だったというわけか。

「それで？　俺達は具体的に何をすればいい？」

「それについては国の人間を交えて作戦会議を行う予定です。こんなに早くお越しいただけるとは思っていなかったので、今しばらく準備に時間をいただきたい。その間街を見物でもしていただければと思います。宿はこの街で最高級の場所を用意させましょう」

「そんなのんびりしてていいのか？」

「フェンリル側の要求に返答する期限は一週間後です。余裕はありませんが慌てても意味がない。その間にあらゆる事態を想定した準備を整えている最中です。おかげでここ三日ばかり碌に眠れていません」

「なんか悪いな。そんな状態で俺達だけくつろがせてもらうなんて」

「構いません。役割が違うのです。フェンリル側と全面戦争だけは避けねばなりませんからね」




　◆第２７話　異世界でチートをもらったらやっぱりこれはやっておかないと




　その後。ギルド本部を後にして宿にチェックインを済ませた俺達は、明るい内にアイテムの補充を済ませ食事がてら屋台の並ぶ商店街での買い物を楽しんだ。

　トカゲの串焼きやらクレープもどきのようなお菓子やら、アイスクリームのような冷たいデザートなど、異世界のグルメをしこたま堪能し満足仕切って宿に帰った。

　途中で変なやつに絡まれたりしたが、まあ、大したことではなかったのでこの話は割愛しよう。

　それにしても変なやつだったな。散々人を困惑させておいて嵐のように去って行った。

　それはともかく……。

「あむ、ちゅ、……ズル、れろ」

「はふぅ、ん、レル、ちゅうううう」

「くっ、スゴイ吸い付きだ」

　俺はルーシアとソニエルの二人に両側からペニスをしゃぶられていた。何故ソニエルまでいるかというと……。




　数分前

　宿に戻った俺達はそれぞれの部屋で就寝の準備をしていた。俺は早めに眠るつもりでベッドに横になったのだが、おもむろに部屋の扉がノックされドアを開けた。

　そこには頬を赤らめたルーシアと、何故かソニエルが一緒に立っていた。

　そのままにするわけにはいかずとりあえず中に招き入れる。

　すると二人は顔を見合わせて突然服を脱ぎ始めた。驚いた俺は慌てて制止するが二人は止まらずルーシアにベッドに押し倒された。二人はフリルのついた煽情的な下着に身を包み、薄いビスチェの下は桃色の乳首が見えている。ブラジャーはつけていない。

　唇を強引に塞がれて舌を突き入れてねぶり廻される。いきなりのことに面食らった俺は頭の対処が追いつかずされるがままになっていたが、上半身にのしかかっているルーシアとは別の感触が下半身に這ってきたところで我を取り戻し、慌てて見やると、なんとソニエルが俺のズボンを脱がしにかかっているではないか。

「お、おい、ソニエル、何をするつもりだ」

「はい、勿論、口での性的ご奉仕を」

「まてまてまて、俺はまだ正式にお前の主人ではないのだぞ。そんなやつに手を出すなんてできるわけっ」

「ええ、ですから、こうして口でのご奉仕だけ練習しておくことになったのです」

　なったのですって言われてもな……。

「これは私の自由意志でやっていることです。ご主人様が気に病むことはありません」

「そんなこと言ったって……」

「お兄ちゃん、女の子にここまでさせてやめさせるなんて男らしくないよ。ソニエルはお兄ちゃんに絶対に手に入れてほしくて頑張るって決めたんだからね」

「ソ、ソニエルって、お前らいつの間にそんな呼び合う仲に？」

「ご主人様、私は絶対にあなたにお仕えしたく存じます。ですから、今からあなたの匂いを私に染みこませてくださいまし」

　そう言ってソニエルはズボンを取り払ってしまった。ルーシアに押さえつけられているため止めることができない。

　いや、払いのけることはできるだろうけど、ソニエルの覚悟を感じ取ってしまい止めることができなかった。

「こ、これが、男性の……スゴイ」

　俺のイチモツを目の当たりにしてソニエルは息を呑む。意を決して大きく深呼吸をするとそのまま口の中へ飲み込んでいく。

「うおお、いきなり深い」

　思わず俺は身をよじる。まさかいきなり咥えるとは思ってなかったのだ。ほどばしる腰から電流が流れたような快感が脳髄を痺れさせた。

「んぶっ、じゅぷ、ズルルウ、がふ、ん、じゅ」

　ソニエルは勢いに任せてすさまじい音を立ててイチモツをしゃぶる。テクニックも何もない勢いだけのフェラだったが、必死な表情で涙目になりながら上目遣いに俺を見上げる仕草に快感もひとしおだった。

「ぐぅう、これは、気持ちイイ」

　俺はもう素直に快感を受け入れることにした。だがあまりの快感に思わず腰が浮き、ソニエルの喉をついてしまう。

「んぐっ、げほ、げほ」

「ああ、す、すまんソニエル。大丈夫か」

「ハァハァ、だ、大丈夫です。もっとさせてください。はぷっ」

　ソニエルは心配いらないとばかりに再び口いっぱいにペニスを咥え込む。今度は突かれても逃げないように自ら俺の腰に手を回し更に奥へと押し込む。

「うぐぐ、こ、これは、ああ、マズい、で、出る、出ちまう。ソニエル、一旦ストッ、おおおおお吸い上げられて」

　俺の射精が近いことを悟ったらしい彼女の吸い付きが益々強くなった。唾液の音さえ洩れないくらい思い切り吸い込みを強くしバキュームを掛ける。

　俺は吸い取られるように腰を浮かせ、そのままソニエルの口内に大量の精を解き放った。

「んぐぅう、ん、……ぐ」

　突然口に放たれた液体に戸惑ったようだが、ソニエルは決して口を離そうとしなかった。腰に廻された手がシーツを思い切り握りしめ皺を作っている。

　絶対に吐き出すものかという強い意思を表すかのように、俺の肉棒を奥まで咥えたまま少しずつ口の中の精液を嚥下していく。

「じゅる……ぷはぁ、はぁ」

　やがて全てを飲み終えると最後に残った尿道の汁も吸い取り口を離した。俺はといえば身体の中身ごと吸い取られたような強烈な快感に、久しぶりの倦怠感を味わっていた。

　精力無限のスキルのおかげで射精をしても、ものの数秒でマキシマム状態に復活してしまう俺の精力もなぜだか回復が遅かった。

　それほど強烈な快感だったのだ。

「ん……？」

「いかが、されました、か、ご主人様」

　恍惚の表情を浮かべうっとりとしたうつろな目をしていたソニエルが、俺に視線を向けられていることに気が付き尋ねてくる。

　気のせいだろうか。ソニエルのクリアブルーの髪の中に一房だけ艶めかしいほどのピンク色が混じっていたような。

　しかしすぐに髪の束に混じってしまい見えなくなる。やはり気のせいだったのだろうか。ソニエルの頭を撫でながらさりげなく探してみたが見つからなかった。

「ご主人様、いかが、でしたか。ソニエルのご奉仕は、ご満足いただけたで、しょうか」

　まだ息の整っていないソニエルはご褒美を待っている犬のような表情で俺を見上げる。

「あ、ああ。大満足だよソニエル。何がなんでもお前を手に入れたくなった。必ず俺のモノにしてやるからな。その時はお前を抱く。いいな」

「は、はい♡心よりお待ちしていますご主人様」

　──『恋愛感情がＭＡＸ。ソニエルの攻略が完了しました。ソニエルが所有奴隷となりました』

　脳内のアナウンスがソニエルを俺のモノにしたことを告げる。ルーシアに続いてソニエルも俺のモノになった。

　なんてことだ。まだ正式に契約したわけではないのに勝手に完了してしまうとは。しかも、ルーシアと同じように攻略が完了ってことは……二人同時に愛するってことだよな。

　うん、これって、あれだ。要するに、

──『奴隷の人数が一定数を超過。条件達成

　称号スキル【支配者】を取得。

　自己に恋愛感情を抱く女性が一定数に到達。

　称号スキル【ハーレムキング】を取得』

【支配者】傅かせた奴隷の能力を向上させる（奴隷の総合戦闘力＋１０％　ステータスにレベルに応じたプラスボーナス）

【ハーレムキング】所持者に恋愛感情を抱くもの同士のつながりを強化する。連帯感を抱かせ、全員で対象に奉仕させることができるようになる。（パーティの総合戦闘力＋５％対象が奴隷であれば更に５％）

　ああ、やはり、「ハーレム」か……。

　やべえ、興奮してきた。




　◆第２７・５話　初めての３Ｐ




　ソニエルが俺の所有奴隷に加わってしまった。

　まだ正式契約していないがスキルによって自動的に追加されてしまったようだ。

　もうこうなったら何が何でもソニエルを手に入れてやろう。

「ソニエル、こうなれば何がなんでもお前を手に入れよう。そのためにはまず予行演習しておかないとな。ルーシア」

「うん」

「またがれ。そのまま挿入いれるんだ」

　命令と同時にルーシアの頬が上気するのが分かる。興奮が伝わってくるようだ。

「はい、仰せのままに」

　ルーシアは俺の命令通り、寝転がった俺にまたがって秘部を指で広げながら腰を落としていく。

　スピリットリンクで俺の気持ちを理解しているのか、ソニエルに見せつけるようにゆっくりとペニスを飲み込んで行った。

「ん、んんん、ファああ♡」

　ルーシアもすっかり慣れたな。ここに来るまでの数週間でかなりシたから当然とも言えるが。

　そんなことを考えている間もルーシアは、命令通り艶めかしく腰を振って俺の上で踊るように淫らな動きを見せてくれた。

　ソニエルの息が弾んでいるのが聞こえてくる。既にスピリットリンクで繋がっているので彼女の気持ちはなんとなく伝わってくるが、これはそれがなくても興奮しているのが分かるレベルだ。

「ああ、凄い、こんなに大きいなんて。ルーシアのおま◯こがあんなに広がっている」

　実況しながら息の乱れが激しくなっていくのが分かる。その中に淫靡な音が混ざり始めた。

　見えないがソニエルが自分で慰め始めたようだ。

「ソニエル、こっちにおいで。俺の指でよければ使って良いぞ」

「よ、よろしいのですか？」

　ソニエルは期待と不安の混じったま眼差しを向ける。

　奴隷になったばかりなので感覚が慣れていないのだろう。スキルで俺の気持ちは伝わっている筈だがソニエルの顔は少し媚びるような色が見える。

「大丈夫だ。おいで」

「は、はい♡」

　ソニエルは嬉しそうに俺の方へとすり寄ってくる。

　そして俺の手をとり、そのままオ◯ニーを始めるかと思いきや。

「失礼いたします」

　そう言って潤んだ瞳のままパクリと指を銜え込んでしゃぶり始めた。

「ん、ちゅる……あむ♡んふぅ♡」

　人差し指と中指を丁寧に、愛おしそうにしゃぶる姿は本物のチ◯ポをしゃぶっているかのようで艶めかしい。

　ソニエルは恐らく少し濡らすつもりで指をしゃぶり始めたのだろうが、そのうち夢中になってしまい俺がルーシアと繋がっている間ずっと指フェラを続けふやけてしまった。

「ん、んむっぅ、んんんん♡」

　更に夢中になってしゃぶり続けるうちに達してしまったらしい。

　ぬちょりという音と共に指を放すと銀色の糸が尾を引いた。

「んああぁあ、ああ、あ、んひゅう」

　俺はソニエルの指フェラに興奮しつつも、ルーシアと繋がっている腰を動かすことも忘れない。

　擬似的にだが、初めての３Ｐで忘れそうになったルーシアへの攻めはスキルが俺の身体を動かしてくれる。

　右手をしゃぶられながらも左手でルーシアの乳首を弄り腰を動かす。

　以前の俺ならできなかったことだ。すぐに忘れるだろう。

　いや、以前３Ｐなんてしたことないから分からないけどね。

　俺はソニエルを誘導し膝立ちにさせると、すでに濡れているパンティをなぞる。

　濡れた秘部が割れ目の形にくっきりと浮かび上がる。

　確認するまでもなくすでにぐちゅぐちゅに濡れている。

「んぁあああ」

　俺は布をずらして直接ソニエルのクレバスをなぞる。

　ぷにぷにの感触が肌触りを楽しませてくれる。

　どうやらソニエルも下の毛はないらしい。なんだろう、剃っているという感じの感触ではなく生えていないかのようにツルツルだ。

　甘い声をあげながら腕にしがみついたソニエルは、俺の胸にへたり込み息を弾ませながら請うような瞳で見つめてくる。

　それはスピリットリンクで俺に伝わる感情がその答えを教えてくれた。

　だが、今はそれに応えるわけにはいかない。そう考えるとこの仕打ちは残酷かも知れないな。

　ソニエルを正式に迎え入れるまでは最後までするのは不義理というものだ。

　だがこのままではソニエルがあまりに可哀想なので別の手段でうめよう。

「はぁはぁ、お兄ちゃん、ンふぅ」

　ルーシアもピストンを途中で止められてしまい若干不満顔だ。

　だが仕方ない。

　ルーシアと繋がっている部分を揺り動かしてやると再び声をあげ始める。

「はぅう、あぁああ、ん、気持ちイイぃ、あああん」

「す、すごい、ルーシアの顔、こんなにエッチになってる」

　ソニエルは貫かれて喘いでいるルーシアの顔を見つめて赤ら顔で興奮している。

「ソニエル、ルーシアの前にまたがってくれ」

「は、はい」

「最後までするわけにはいかないからな。今日はこれで我慢してくれ」

　俺はルーシアに嵌めていたイチモツを引き抜くと、ソニエルとルーシアでサンドイッチ状態にされた割れ目の隙間に埋め込んでいった。

「ああ、ああっ、こ、擦れるぅ」

「これ、スゴいぃ、ご主人様のが分かる、ああん、クリ◯リスがめくれちゃう、ああああ」

　俺は二人の間に差し込んだペニスを行き来して擦り上げる。おま◯こ同士が重なり合ってクリ◯リスを擦るように滑らせると二人が一緒に声を上げ始める。

　俺の方は、プニプニのパイパンま◯この感触がペニスを圧迫し挿入しているのとはひと味違った快感を生み出していた。

「あぁあ、ふあぁあん、あああ、ああんうああん」

「ひぃいいいんん、うぁんん、ふぁぁん、い、良いよぉ、ご主人様ぁ」

　二人の快感もうなぎ登りのようだ。俺はますますピストンのスピードを速め二人に合わせま◯こを擦り続けた。

「ああ、あああ、ダメェイクぅう」

「わ、わたしもイッちゃうぅううう」

「くっ、俺も、出る」

　二人が果てたのと同時に、奥まで差し込んだ肉棒から解き放たれた白濁が二人のお腹を汚していった。
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「ご主人様……ソニエルは、あなたに抱いて頂けるのを心よりお待ちしております」

　頭を垂れたソニエルが懇願する。

　俺は何がなんでもソニエルを手に入れようと新たに決意し、彼女を抱き寄せてキスをした。

「ん……ふぅ」

「前払いだ。今度は最後まで、な」

「はい、心よりお待ちしております」

「えへへ、早くお兄ちゃんと一緒に抱いてもらおうね、ソニエル」

「ええ、わたしも、ルーシアと一緒にご主人様にご奉仕出来る日を楽しみにしています」

　二人は笑い合いながら未来を語り合った。

　どうあっても金貨三万枚集めないとな。

　よし！　やってやるぜ!!




　◆第２８話　フェンリル討伐会議




　ウルドバインから王宮の役人の準備が整ったので、作戦会議に参加してほしいと連絡があったため俺達は王宮に登城する事になった。

　会議室へと案内されると既にウルドバインとアドバイン、それにおでこに皺の寄った老人達が数人円卓を取り囲んで座っていた。

「おお、トウヤ、良く来てくれた」

「どうも、アドバイン先輩」

「わははは、そんな堅苦しい呼び方はよせ。お前の礼儀正しさは猫かぶりなのはもう知っているからな」

「そうかい。じゃあ遠慮なく素でいかせてもらうとするか」

「いいね。その方がしっくりくる」

　サラリーマンなんてやっていると、親しんでいない人にはかしこまったしゃべりになるのがくせになっているからな。俺はアドバインとウルドバインが並んで座っている場所の隣に座った。ソニエルとルーシアは俺の後ろに控えるようにして立っている。

「ね、ねえ君達も座ったら？」

「いいえ、奴隷はご主人様の後ろに控えるものですから」

「そ、そうか」

　既に俺の所有奴隷のつもりで振る舞うソニエル。ルーシアもそれに従って従者のように控えている。こそばゆかったが楽しそうに尻尾が揺れていたので好きにさせることにした。

　昨晩ソニエルは俺の所有奴隷となった。正式な書類契約を交わしているわけではないのだが、隷属魔法の自動発動によって強制的にそうなってしまったのだ。

──『隷属魔法は強制隷属の魔法で発動させない限り相手の意思に選択を委ねられます。つまりソニエルは自らの意思で凍耶様に傅くことを望んだ結果でしょう』

　まあ、先払いみたいなものか。こうなれば何がなんでも金貨を三万枚用意してソニエルを身請けしなければな。やる気出てきたぜ。

　しばらくすると円卓の空いている席に次々と役人らしき者達が座っていく。中には若い男もいたが殆どが老人だった。

　そしてその若い男というのが

「き、君達が何故ここに？」

「ル、ルタル様。ゴーマン様も」

「やあ、まさか今回雇われた新人冒険者というのが君達だったとはね」

　円卓の反対側に座っていたのはアムルドの街の長、ゴーマン＝ボルグ＝アムルドと息子のルタル＝バナン＝アムルドだった。

「ご無沙汰していますゴーマン様」

「ソニエル君。今回は大役御苦労だったね。いや、まだ任務の最中か。君の活躍に期待している。頑張ってくれたまえ」

「ありがとうございます」

　ゴーマンはソニエルにねぎらいの言葉を掛けていた。考えてみればソニエルは売れっ子のレンタル奴隷だ。領主に顔を覚えられていても不思議ではないよな。

「ルーシア、何故君がここに？　まさか、今回の作戦に参加するのか？」

「はい、おにい、凍耶さんのパートナーとしてお手伝いするつもりです」

「バカな！　危険すぎる。フェンリルがどんな魔物か、白狼種の君なら充分過ぎるほど分かっているはずだ」

「はい、勿論知っています」

「だったら！」

「ルタル。いい加減にせんか。城の皆様の前だぞ」

「ぐ……し、失礼しました」

　ルタルはまだまだ言い足りない感じだったが、父親に諌められおとなしく引き下がった。

「作戦会議議長、ゴドマン＝ルブル様、ご入室です」

　扉に控えていた兵士が叫ぶようにして扉を開く。一斉に老人達が立ち上がり礼をし始める。

　俺はといえば意味が分からず呆然としていたわけだが、ソニエルやアドバイン達まで礼をしているのを見て慌てて立ち上がってそれに倣った。

　扉から入ってきたのは二人。一人はすさまじくデカい肉ダルマ、もとい、太めのおっさんだった。脇に控えている女騎士が比較対象になって余計デカく見える。何を喰ったらあんなにデカくなるのやら。

　そしてもう一人はえらく美人の女性だった。レイピアらしき剣を鞘に収め、羽根をかたどった紋章を刻んだアーマーバンクルを装備しているところを見ると、王宮勤めの女騎士といったところか。おそらくこのおっさんの護衛騎士か何かだろう。切れ長の眉に整った顔立ち。目つきは全てを射貫くような鋭さを持っていてとても美しかった。それに彼女は実に立派な果実をお持ちのようだ。歩く度にゆさゆさと上下に揺れている。思わずガン見してしまいそうになるな。

　だが俺はさりげなく視線を胸から外し元に戻した。何故なら首元にひやりとした感覚を覚えたからだ。特に何もない。何もないはずの首元に冷ややかな感触を覚えたのは気のせいだと思いたい。

　俺の右側に控えているルーシアの手が剣の柄にかかっているのは、特に意味ないことだと思いたい。

「皆、よく集まってくれた。楽にしてくれたまえ」

　ゴドマンと呼ばれた男は脂身たっぷりの身体をぼよぼよと揺らして、円卓の一際立派な装飾が施された椅子に座った。

　みんなが平等であることを示すはずの円卓で、なんで一つだけ立派な椅子があるのかと不思議だったが、納得だ。

　あれだけ横幅が広いと普通の椅子でははみ出てしまう。

　おそらくそれだけではなく、一つだけ立派な椅子を用意することでその場を仕切るものが誰なのか分からせるための演出だ。

　こすいことするなあのおっさん。あれ？　でもゴドマンって名前何処かで聞いたような。

──『ソニエルを身請けすると言う外交大臣の名前と一致します』

　ああ、そうだ。そうか、ということはやつとオークションでソニエルを賭けて争うことになるわけか。

「それでは作戦会議の内容を説明させていただきます」

　口を開いたのは脇に控えていた文官の男だった。病的に痩せこけていて今にも倒れそうだ。大丈夫かいな。

　こうして作戦会議は始まった。

　会議の様子は三時間にも及んですさまじく長かったため割愛するが、内容を要約するとこういうことを言っていた。

　・フェンリルを説得するか、討伐するか。→フェンリルは単体で一個大隊を相手にできるほど戦闘力が高く、王国の全兵力を投入しても勝てる見込みは非常に低い。仮にＳ級冒険者を一〇〇人そろえたとして、ようやくまともに渡り合える程度の勝率では犠牲が大きすぎるため、説得の方向で可決。

　・まずどのように動くべきか。→今回の任務の目的は討伐ではなく説得、あるいは交渉のための材料を探すための諜報が主であるため少数精鋭で行くべき。まずは相手の要求している供物というのがなんのことなのか調べるべき。→俺のパーティと王国側からの精鋭を加えたチームを組み、調査をすることになった。

　長々と色んなことをあーでもないこーでもないと話し合った結果、このような結論に至ったというわけだ。

　いや、まさか異世界に来てまでクソ長い会議に辟易するハメになるとは思いもしなかったな。

　しかもゴドマンのやつめ、文官が説明している最中に寝てやがった。器用に目を閉じて静聴している風に見せかけて、寝息を立てていたことはアイシスがしっかりキャッチしている。

「さて、概ねの方向性が決まったところで、作戦に参加するメンバー同士の自己紹介をしてもおうじゃないか。まずはこちら側からいくとしよう。アリエル君」

「はっ」

　ゴドマンの脇に控えていた切れ長眉の女騎士が前に出る。

「ドラムルー王国騎士団所属。アリエル＝ソルダート＝レグルシュタイン。階級はイプシロンです。よろしくお願いします」

　階級っていうのはどういう意味合いなんだ？

──『この世界における貴族の序列はアルファ、ベータ、ガンマ、デルタ、イプシロン、ツェータ、シータ、ラムダ、シグマ、オメガで上がって行き、オメガが最高位とされています。彼女は十段階の丁度真ん中の階級ということになります。つまり凍耶様の世界の感覚でいくと爵位のようなものだとお考えくだされば分かりやすいと思います』

　へぇ、普通は男爵とか侯爵とかだけど、変わってるな。

「ドラムルー王国直轄領アムルド街長、及び王国騎士団所属、ゴーマン＝ボルグ＝アムルドだ。階級はシータ。今回の作戦指揮を担当させてもらう」

「同じく、ドラムルー王国直轄領、アムルド街長ゴーマンが一子。ルタル＝バナン＝アムルドです。階級はガンマです」

　そして今度は俺達サイドの紹介となった。

「新人冒険者の凍耶だ。ランクはＥ」

「同じくルーシアです。私もＥです」

「アムルド奴隷商館所属、ソニエルです。冒険者階級はＡランクです」

　階級とかそういうのがないため非常に簡素な自己紹介となったが、自己紹介を終えゴドマンがうんうんと頷いて話をまとめにかかった。

「では今回の作戦はこの六名で行うこととなる。我らは皆の健闘を祈っているぞ。では本会議はこれにて解散とする。この後だが、皆の交流を兼ねて食事の場を用意させてもらった。危険な作戦のパートナーとなるもの同士親交を深め合ってほしい」

　そう言ってゴドマンは重そうな身体を揺らしながら他の文官と共に部屋を後にした。





◆　◆　◆






　会議の場を後にしたゴドマンは密かに舌打ちをした。

（くそ、ソニエルのあの態度はなんだ。あの得体のしれない冒険者のそばに控えていたときの幸せそうな顔。あんな表情は見たことがない。まるで女の顔ではないか。まさか、既にやつの唾をつけられているのでは？）

　唾どころかいろんなところを唾液まみれにしてしゃぶり廻す、婚前交渉ならぬ隷属前交渉を行っているなどと知らないゴドマンは信じるものかとかぶりを振った。

（バカな。ソニエルは私が先に目をつけたんだ。なんとしても手に入れてやる。くくく、マーカフォックの宝石姫と呼ばれたあの女は私のものだ。くくくく。こうなったら、あの男を始末し隣にいた白狼種の娘共々私のものにしてやるぞ。そうだ、男の手足を切断した後、二人を並べて目の前で犯してやるのも悪くないな。くくくく）

　誰にも聞こえない声で一人不気味な笑みを浮かべるのであった。




　◆第２９話　アリエル＝ソルダート＝レグルシュタイン




「改めまして、アリエル＝ソルダート＝レグルシュタインです。よろしくお願いします、トウヤ殿」

「よろしく頼む。とはいえ、これから命を預け合う仲なんだ。そんな堅苦しいしゃべりかたはよさないか？　肩こるぜ？」

　俺はアリエルに対してフレンドリーに接してほしくてそう言ったのだが、相手はそれをバカにされたと受け取ってしまったらしい。切れ長の眉が一瞬にしてつり上がり怒りの表情に変わる。

「失礼だが、私は元々こういう性分だ。そうまでおっしゃるなら言われたとおり素のしゃべり方で接しさせていただこう」

「あ、いや、ごめん。そういうつもりじゃ」

「ご主人様、アリエル様は礼儀を重んじる家系のご出身なのです。お久しぶりです。アリエル様。ますます剣の腕が冴えていらっしゃるようで何よりです」

「ソニエルさ……殿。あなたからそのような敬称は不要です。以前のようにアリエルとお呼びください。何故このような下賎な男に」

「今はこの方が私のご主人様ですから」

　そんな会話をしながら二人は交流を深めて？いる。どうやら元々知り合いらしいな。どういう関係なんだろうか。何やらソニエルの方が立場が上のような言い方だったが。

　一方でルーシアはルタルに話しかけられて、というよりも絡まれているようだった。

「ルーシア。やはりボクは反対だ。君をこんな危険な仕事に連れて行きたくはない」

「えっと、あはは、心配してくださってありがとうございます。でも大丈夫です。トウヤさんもいますし、私もそれなりに強くなったので」

　ルーシアは苦笑いをしながら、まるで彼氏が勝手にどっかに遊びに行く彼女をとがめているかのようなことを言っているルタルに辟易しているようだった。

「息子が申し訳ないトウヤ殿、改めてよろしく頼む」

「あ、こちらこそ。ご丁寧に」

　サラリーマンのサガなのか、まるで取引先との名刺交換のような雰囲気でゴーマンと話す事になる。この人は随分人間ができているな。

「息子も悪い子ではないのだ。いささか思い込みの激しいところがあってね。ルーシア君が自分に惚れてるに違いないと思って考えを変えようとしないのだよ。それを前提に発言するのであのような見苦しい様になっていてね。いや、お恥ずかしい限りだ」

「あはは。まあ若気の至りというやつでしょう。あのくらいの年齢ならそういうことってありますから」

「君は随分と達観しているようだね。見た目はルタルと変わらない年に見えるが」

「まあ、人生経験は豊富な方だと思いますので」

「ははは、そうかよく分からんが頼もしい限りだ」

　俺ってこっちの世界だとまだ青年って年齢の見た目なんだよな。なんというかよく忘れるなこの感じ。精神は四一のままだから中身はおっさんだ。





◆　◆　◆






　やがて交流はギスギスしたまま作戦決行の当日となった。作戦とは言っても俺達の任務はフェンリル側の動向を調査することだ。

　しかし、フェンリルって狼だよな。だとしたら鼻や耳がきくわけだから隠密行動なんてできるんだろうか。

　と思っていたのだが、そこで重要になってくるのが狼人族であるルーシアの存在だ。通常は特別な個体以外は人間の言葉を理解できないフェンリルであるが、狼人族である彼女ならコミュニケーションできる。

　加えて狼人族は狼種の友好的な種族であり、よほどのことがない限り話し合いに応じないということはないはずだという。だが万が一襲われた場合生半可な実力では食い殺されるだけなので、実力のある冒険者の力が必要だったというわけだ。

　要するにルーシアを特使として直接フェンリルが跋ばっ扈こするアジトに正面から乗り込むということになるわけだ。なるほど、危険度が高いわけだ。

　アイシスによるとフェンリルの戦闘力は最低でも１８００はあるらしい。そんなのが徒党を組んで襲ってくる。

　一体ならなんとかなるレベルであってもわらわらと襲いかかってくるわけだから、ある意味で龍の霊峰の戦いみたいになりそうだ。

　やっかい極まりないな。まああの時に比べれば強さも桁違いになっているし、油断せず対処すればルーシアやソニエルに危険が及ぶ前に守ることもできるだろう。

　フェンリルは王都の西側に広がっている精霊の森の浅いところに集落を作っているそうだ。

　精霊の森は国一つ分に及ぶ広大な土地に広がる大森林のことで、奥に行くほど強力な魔物が住んでいるらしい。

　そこには前人未踏のダンジョンが存在しており、幾多の冒険者チームが挑み帰らぬ人となったという。

　そして更に奥には古代の秘宝が眠る伝説の遺跡があると噂されているとかなんとか。なんかあれだね、序盤に存在を確認できるけどどうやっても行くことができない後半に行けるようになるダンジョンが目の前にあるみたいな。

　分かるかな？

　さて、とは言っても今回はそんなに深いところに潜るわけではなく、森に入って半日ほどの場所にある洞窟が目的地だ。だがなんだかんだでここにたどり着くまで二日かかっている。時間はあまり余裕があるとはいえないな。森の入口にさしかかるといきなり周りの空気が変わった。

　直前まで雑談交じりに進んでいた一行は全員が表情を引き締める。

「どうやら歓迎されているようだ。全員油断しないように」

　指揮官であるゴーマンが声をかけてくる。しかしここには交渉しにきたのであって、戦いに来たわけではない。

　俺はルーシアの肩を叩いて向かい合った。

「ルーシア、ここはお前が頼りだ。頼んだぞ」

「うん、任せてお兄ちゃん」

　連続で土を踏む音が複数こちらに近づいてくる。木の陰から姿を現したのはクマほどの大きさのあるでっかい狼の群れだった。

　一体一体がデカい上に動きが素早い。これは普通に戦っても勝てる相手ではなさそうだ。

「グルルルル」

　フェンリル達はうなり声を上げながらゆっくりとこちらに近づいてくる。いつでも飛びかかれるように身をかがめている個体が後ろで構えているのでこちらも油断なく接している。

［フェンリルの皆さん、私は狼人族、白狼種のルーシアと言います。皆さんと話し合いをしたくてここにきました。どうか気を鎮めてください］

　ルーシアが聞き慣れない音を喉をならしてフェンリルに向かって放った。

　どうやら狼に通じる言語を発しているようだ。

──『異種族言語のスキルを取得しました。創造神の祝福の効果発動。全種族言語理解のスキルに上位変換します』

　またぞろ便利なスキルを覚えてくれたらしい。ルーシアと狼達の会話が理解できるようになった。

［なるほど、君は白狼種の生き残りだね。私達は人間側が交渉に応じない限りここから引くつもりはない。早く我らから奪った秘宝を持ってくることだ。我らの皇帝は人間側を無益に殺生することを望んではいないのだから］

［その秘宝というのはなんなのですか？　それに奪ったっていうのはどういうことなのでしょうか］

　どうも会話がかみ合っていないらしい。こっちの任務は向こうの要求がなんなのかを調べることだが、あっちの言い分は奪った宝を返せ、っていっているようだ。

［会話に割り込んですまんが、どうやらお互いの認識に齟そ齬ごがあるらしい。どうだろう、ここはお互い牙を収めて情報のすりあわせをしないか］

　ルーシアと会話をしていたフェンリルは一瞬驚いたように目を見開き俺に向き直る。

［驚いた。君は人族なのに狼の言語を理解できるのか。しかも我らと会話が成立している。だが、そっち側の罠ではないという証拠はない。簡単に交渉には応じられないな］

　困ったことにあちらさんはこっちを相当警戒しているらしかった。どうしようかと思案したが、一旦作戦会議を開かせてほしいと引き下がることにした。




　◆第３０話　キレる忠犬




「どうやらあちらさんは人間側がフェンリルの秘宝を盗んだから返せと言っているようだ。それに対してこちらの任務は向こうが何を求めているのか調査する。つまりこっちは何を求められているのか分かっていないが向こうは分かっている。しかも警戒しすぎてそれがなんなのか教えてもらえそうもない。どうにも困ったね」

「お、驚いたな。貴殿は狼言語を理解するだけでなく話すことができるのか」

　俺が狼と普通に会話していることに驚愕したらしいアリエルが感嘆の声をあげる。まあ普通はできないよね。

「ちょっと器用なだけさ。それよりどうする？　一旦引くか？　事実関係を確認しないことには話が進まない気がするのだが」

「フーム。だがここに到着するまでに既に二日かかっている。今から戻って事実を確認し再び戻ってくる間にフェンリル側が提示した期日を迎えてしまうことになる。それでは意味がない」

「そうか。たしかにな」

「こうなったら仕方ないな。二手に分かれよう」

「ゴーマン隊長、一体どうするおつもりですか」

「ルーシア君を含めここに残ってフェンリル側と交渉を続ける組と、王都に戻って事実関係の確認。そして万が一交渉が失敗した場合に備えて住民の避難させる準備を進める組だ」

「それなら残るのは俺も残った方が都合がいいな。俺も向こうの言語が話せるから話せるやつは多い方がいい。というよりは俺とルーシアだけで残って皆は王都の方へ向かってほしい。フェンリルの言葉を理解できないやつがここにいても意味はないだろう」

「だ、ダメだ。だったらボクも残ろう。ルーシアを危険な目に遭わせるわけにはいかない」

　お前が残った方がよっぽど危険なんだがなぁ。どうにもこの坊ちゃんは自分格好いい病にかかっているようだ。ここに残るといったときに鼻の穴が広がった。自分の台詞に酔ったんだろう。

「悪いがあんたがいた方が失敗する確率が高いな。俺がいればルーシアが危険な目に遭うことは絶対にない。だがあんたが加わるとお荷物が増えて守るものが増えるから、危険度が上がってしまう。あんたを守らなくても良いって言うなら残っても良いけど」

「余計なお世話だ！　お前に守ってもらう必要などない」

「いい加減にせんかルタル」

　ついにはゴーマンが諌め始めるが『この世で俺だけが絶対正義マン』のルタルの暴走は止まらない。

「父上は黙っていてください。この男はルーシアを危険な目に遭わせることを厭わない愚か者です」

　俺は頭が痛くなった。どうしてこうも人の話を聞かないんだろうな。ゴーマンさんよ、あんたの教育に欠陥があったのではないかと文句の一つも言いたくなる。

　当のゴーマンは申し訳なさそうな顔で瞠目してこめかみを押さえている。この人も頭痛がしているらしい。

「分かった分かった。では俺が一人で残る。フェンリル側との交渉は俺が行おう。これならルーシアがフェンリルに襲われることもないし、万が一失敗しても死ぬのは俺だけだ。これなら文句はないだろう」

　俺も大人げなかったかもしれない。アホな餓鬼にちょっと腹を立ててしまっているようだ。未熟だなぁ。

「ふん、それなら文句はない。ルーシアはボクが責任を持って守ってやるから安心して仕事するがいい」




　ブチッ




　何かが切れたような音がした。ちなみに俺ではない。ヒュっと言う風切り音が聞こえ、気が付けばルーシアの裏拳がルタルの左頬に炸裂し、青年はきりもみ回転しながら吹き飛んで地面と激突。ズザザザァーーーと土煙を上げながら転がっていく。

「い、イダイぃぃい、な、何をひゅるんだるーひあ」

　片方の頬だけが某菓子パン頭のヒーローみたいに膨れ上がり、鼻血をドバドバと垂れ流していた。うわぁ痛そう。ルーシアのやつ手加減なしで殴ったな。

　あの一撃だけでＨＰを七割は削ったらしい。生命数値が瀕死ギリギリだ。

「ギャーギャーギャーギャーやかましいんだよ。発情期ですかこのやろー」

　ルーシアは死んだ魚の目をした侍のようにゆっくりとルタルに近づいていく。異様な雰囲気に恐怖したのかルタルは尻餅をついたまま後ずさる。

「さっきから聞いてればぁ、あんたはあたしの彼氏か。昔からよぉ、何かといえば俺の女みたいに扱いやがって。あたしはお兄ちゃんのものなんだよ。それ以外の男は等しくただのホモサピエンスでしかねぇ。そこんとこいい加減理解しろやボンクラァ」

　あ、あかん、あれは本気で切れたときの沙耶香だ。昔近所の悪ガキが俺との関係をからかって沙耶香を泣かせたことがある。それでもからかうのをやめなかった悪ガキ達はついにキレた沙耶香によって『公園に落ちていたぶっとい木の枝でボコボコの刑』に処された。

　そしてその時のキレ方が丁度あんな感じだったのだ。公園で暴れてるらしいと聞いた俺ともう一人の幼馴染みが駆けつけたときには悪ガキ達は泣きながら土下座をしていた。

　それ以来沙耶香に対して俺との関係を揶揄することはタブーとされた。

　それはともかくあのままではルタルがスプラッタ肉トマトになるまで殴られかねない。いくらなんでもそれは見たくないのでルーシアの止めに入ることにした。

「ルーシア！　お預け！」

「きゃうん」

　俺の号令を掛けられたルーシアは、振りかぶっていた裏拳を止めて犬のような鳴き声でこちらを振り返った。

「ほーれ、お兄ちゃんがハグハグしてあげるぞ。こっちへおいで」

「きゃんきゃん、クーンクーン」

　続いて餌に釣られた犬のように俺に駆け寄ると、胸板にスリスリとじゃれついてきた。俺もそんなルーシアを某ムツゴ○ウさんのようにかわいがり撫でる。

「よーしよしよし。むやみに人を殴り飛ばしちゃダメだぞ。お兄ちゃん悲しくなっちゃうからな。分かったか？　分かったらお手」

「キャン」

「お替わり」

「キャン」

「よし。皆に謝ろうか」

「どうもすみませんでした」

　ソニエルを含め全員が唖然となったのは言うまでもない。ついでに我に返ったルーシアが恥ずかしさで岩陰に隠れてしまったことも言うまでもないだろう。




　◆第３１話　アリエルって実は……




　結局ルーシアは精神状態が不安定ということで俺とアリエル女史が残ることになった。狼言語は理解できないが王国側の人間が一人は残らないとメンツに五月蠅い老人達が納得しないという。

　責任者であるゴーマンは残ろうとしたが、王都に戻って指揮を執れる人間がいた方がいいだろうという俺の提案に渋々ではあるが戻る組に入ってもらった。

「すまんね。貧乏くじを引かせたみたいになってしまって」

「いや、構わん。それより見直したぞ。貴殿は非常に人格のできた御仁だったのだな。正直私もあのガンマ・ルタルの態度は腹に据えかねたというのに」

「いやいや俺も内心うんざりはしていたさ。まあ相手は子供だ。いちいち腹を立てることもないだろう」

「ふむ。大人の対応というやつか。私も早く成人してそのようになりたいものだ」

「……？　いや、あんたもそれくらいできそうに見えるけど、って成人？　え？　アリエルって歳はいくつなんだ？」

「歳か？　今年で一二歳になった。成人まであと二年もあるのだ。早く大人になりたいものだ」

「そうか……って、えぇっぇえええええええ！？？　一二歳!?　ルーシアより年下なのか!?」

　驚愕のこと実だった。それを言われたアリエルは若干涙目になっていた。

「や、やはり私は老けて見えるんだな。うう、身体と胸ばかり大きくなって周りはちっとも歳相応の扱いをしてくれないのだ。私だって同級生と買い物行ったりおしゃれして女の子らしいことしたりしたい。フリルのついた可愛い服だって着てみたい。だってしょうがないんだもん。剣の腕上がっちゃうし、大人と同じくらい仕事はこなせちゃうし、お父様は私に期待してるからがっかりさせたくないし」

　ついには膝をついてさめざめと泣き始めてしまった。なんかいたたまれない気持ちになって思わず謝ってしまう。でも泣き方も子供というよりは、仕事に疲れたＯＬといった感じに見えてしまうがそんなことを口にしてはいけない。

「あわわ、す、すまん。大人びて見えるからつい。じゃなくって。アリエルは可愛いぞ。ほら、お人形さんみたいにさ」

「ほ、本当か。私、可愛いのか？」

「ああ、可愛いぞ。良いじゃないか、可愛い格好したって。アリエルは充分可愛いんだからきっと似合うぞ。ほら、立って。フェンリルのところへ行こう。ちゃんと俺が守ってやるから安心してついてこい」

「トウヤ、さん」

──『恋愛感情がＭＡＸに到達。アリエル＝ソルダート＝レグルシュタインの攻略が完了。対象が隷属を希望。承諾　Ｙｅｓ／ＮＯ？』

　おちたぁあああああ、チョロすぎるだろアリエル！

──『アリエルが隷属を強く希望したため自動承認。所有奴隷に追加』

　おいいいいい！　何勝手に話進めているんだＹＯ!!

「ああ、トウヤさん、こんなに格好いい人に気が付かなかったなんて、私はなんとおろかだったのだろう。お願いだ。私を叱ってくれ」

「ふっ、そうだな。お前は悪い子だ。悪い子にはお仕置きが必要だな。俺の女になるか。大人の階段を上らせてやるぞ」

　うおおおお、なんか口と身体が勝手に動くっ。

　またぞろキモいスキルが発動してしまっているのか!?

　俺の身体はアリエルを引き寄せて顎をクイッと持ち上げる。アリエルと言えば俺にうっとりと頬を染めされるがままになっていた。

［うおっほん。あー取り込み中失礼するよ］

　横から聞こえるうなり声に聞こえる言語に我に返る。

［あまりに遅いから様子を見に来たが、何かなこのカオスな状況は］

　見れば白目を剥いてあきれ顔のシルバーフェンリルがこちらを窺っているところであった。

「いやぁ、あはは、［すまんすまん。なんでもないんだ。あと助かった。ありがとうございます］」

［う、うむ。それで、方針は決まったのかな？］




　◆第３２話　至高の五宝玉




［それで、どうするのか決まったのか］

［ああ、こちらは俺一人で交渉に臨む。希望するなら武器は捨てて両手をあげたまま話す］

［ふむ、どうやら本当にこちらに敵意はないと見えるな。いいだろう。皇帝に謁見できるかお伺いを立ててやろう。付いてくるがいい］

「あのトウヤさん、フェンリル達はなんと？」

　復活したアリエルは毅然とした態度を取り戻し、背筋を伸ばして俺の後ろを付いてくる。しかしその頬はまだ若干蒸気したままである。

「ああ、交渉に応じてくれそうだ。どうやら俺とアリエルのコントを見て警戒を解いてくれたッぽい」

「そうか、コントというのが何かは分からんが、トウヤさんのお役に立てたのだな。う、嬉しいぞ」

　頬を赤く染めて「きゃ♡」というように身もだえるアリエルは一二歳の女の子相応の反応という感じがするのだが、見た目が大人びているので違和感ハンパない。口が裂けても言えないが。

　それにしてもいちいちアリエルにフェンリル達の言葉を翻訳するのも面倒だな。なんか良い方法ないかなアイシス。

──『では全種族言語理解のスキルを奴隷と共有状態に調整します。……完了。これでソニエル、アリエルの両名もあらゆる言語を理解できるようになりました』

　おお、さすがはできるＡＩのアイシスさん。助かったぜ。

──『恐縮です』

「アリエル。俺のスキルでお前もフェンリル達の言葉を理解できるようにしておいた。話しかけてみるといい」

「え、そ、そんなことが……あれ？　なんか、どうやったらいいか、分かる。え、えっと［こ、こんにちわ］」

［ムッ、驚いた、あなたも我々の言語を理解できるのか］

［は、はい、今できるようにしてもらいました。トウヤさんに］

［得体がしれないな。君達は何者だ］

［まあそれは後で話すとしてだ。皇帝陛下はこちらに？］

［そうだ。間もなく皇帝のお住まいに到着する］

　フェンリルに案内されたのは当初目指していた洞窟と思われた。大きな洞穴が口を開けている。

［ここで待て］

　そういうと案内してくれたフェンリルは洞窟の奥へと消えていく。五分ほど経って案内役のフェンリルが戻ってきた。

［皇帝がお会いになる。くれぐれも失礼のないようにな］

　俺はアリエルを伴って洞窟へと入っていく。中には自発的に光るコケのような植物がびっしり生えており思ったより明るかった。

　洞窟は真っ直ぐ奥まで延びており、奥へ入るにつれて広くなっていった。やがて水音が聞こえ始める。どうやら洞窟の中に水源があるようだ。ザーと滝が流れるような音がする。

　やがて一気に開けた場所に出る。広場のようになっているフロアの真ん中に盛り上がったような岩が鎮座しており、その上に鯨のようにでっかい狼がどっしりと構えていた。

『ほう、ここまで恐れずにやってくる人間がいようとはな』

「あれ？　あんたもしかして人間の言葉話せるのか？」

『いかにも。我らカイザー種は人の言葉を理解し古より共存してきた。故に今回のようなことが起こって、我は非常に悲しみに暮れている』

「そのことだ。俺はよそ者だから詳しい事情は知らん。あんたらの言うフェンリルの秘宝というのはなんのことなんだ？　そちらの要求する供物とはなんのことだ。こちらはできるだけ穏便に事を収めてほしいと思っている。だからそちらが要求するものが一体どんなものなのか調べてくるように依頼を受けたんだ。そしてこちらはそちらの希望を叶えたいという姿勢で臨んでいることを理解してほしい」

『なるほど。双方の理解に食い違いがあったということか。どうにも妙だとは思っていたのだ。こちらは供物を要求した覚えはないが、良いだろう。教えよう。フェンリルの秘宝とは先々代の銀狼帝が崩御されたときに残された『銀狼帝の宝玉』だ』

「『銀狼帝の宝玉』か。アリエル知ってるか？」

「いや、分からない。あ、でもその宝玉かはわからんがゴドマン様が「あと二つ、あと二つの宝玉がそろえば私の天下」とか言っていたような。あの時はついにぼけてしまわれたのかと思っていたが……」

「なんだそりゃ。決まった数そろえると願いを叶えてくれる龍でも出てくるのかね」

『なんだと、貴様、何故至高の五宝玉の秘密を知っているのだ』

「え？　マジなの？　ガチで願いが叶う玉なのか、その宝玉っていうのは」

『願いが叶うというのは厳密には違う。だが至高の五宝玉がそろえば、この世の全てを凌駕する大いなる龍のごとき力が手に入ると言われている』

　……なるほど、良かった。マジであの七つそろえるやつだったらどうしようかと思った。

「その五つの宝玉っていうのは銀狼帝の宝玉以外に何があるんだ？　具体的にどういうものなの？」

『ふむ、至高の五宝玉は主にカイザー種が死に際に生成する力の結晶だ。単体でもその身に吸収することで巨大な力を得ることができる。魔結晶と違いカイザー種が自らの意思で造り出さなければ手に入らない』

「カイザー種ならなんでもいいのか？」

『三つまではな。だが二つだけ絶対に必要なものが存在する』

「特定の種族だけってこと？」

『一つはその通り。龍帝の宝玉だ。龍帝の宝玉は特別製で世界でたった三つしか同時に生成されず一度誰かに吸収されるとその者が死する時まで新たに生成されることはない。もう一つはさらに特別製で頂点の宝玉と言う。これは他の宝玉とは全く別物で古の技術で作られたと言われているが現在の所在は不明だ。だがもし五つの宝玉を人間が手に入れたとすると、かなりやっかいなことになるな。欲深い者が手に入れればなおさらろくなことにはなるまい。龍帝の宝玉は滅多に見つかるものではないだろうが、一つでも誰かが手に入れれば人間の手に渡る可能生は高くなる』

　俺は頬をポリポリとかいた。なんかそれ聞いたことある名前だな。

「あのさ、その龍帝の宝玉って、霊峰の帝王が持っているやつじゃないか？」

『ムッ貴様、あの方を知っているのか。その通りだ。今代の龍帝の宝玉は霊峰の帝王、そしてその子供である二体のカイザードラゴンに宿っていると聞いている。何故だ、何故人間がそのことを知っている』

「あー、それ三つとも俺が持ってるから」

「え？　トウヤさんが!?」

『な、なんだと、そ、そういえば、確かに龍の気配を感じるとは思っていたが』

　銀狼帝は何故か俺をジッと見つめ目を赤く光らせた。何か魔法でも使っているのだろうか。

『確かにある。三つの帝王の力が貴様に宿っておるようだ。驚いた。まさか貴様、霊峰の帝王を倒したと言うのか』

「うん、まあ一応ね。戦った後に霊峰の帝王がくれたんだよ」

『ははははは、これは愉快だ。まさかあのお方に認められる人間がいようとは』

「あと頂点の宝玉も俺が持っている」

『なるほど。もはや驚く気も失せる。だが同時に危険でもある。人間よ。貴様は宝玉を手に入れて何をするつもりだ』

「いや、そんなこと言われても、どうもする気なんてないよ。そもそも五宝玉の話だって今初めて聞いたしな。まああれだ。とりあえずその銀狼帝の宝玉を探し出してあんた達に返せば良いんだな」

『うむ、その通りだ。貴様に頼めるか？』

「ああ、一度引き受けた仕事だしな。構わないさ」

『頼むぞ。あれは我が母上の宝なのだ。そして一族の未来に必要なもの。どんな手段を用いても取り返さねばならぬ。本来であればすぐにでも王都に攻め込むところであるが、あの国は先代皇帝である母上の思い出の地。むやみに血で汚したくはない』

「わかった。俺が必ず取り戻してくるからそれまで早まった真似はしないでくれ」

『うむ。だが約束の期限を延ばすことはできん。若い連中はすぐにでも王都に攻め込むべきと血の気の多いモノも多いのだ。それらを抑えるのも限界に来ている』

「マジかよ。本気で時間がないな。分かった。急ぐとしよう」

『頼むぞ。我々には時間がない』

「……何か他にも理由がありそうだな」

『その通りだ。母上の寿命が近い。崩御される前になんとしても取り返さねばならぬ』

「なるほどな。分かった。全力をつくそう」

　俺達は洞窟を後にして皆の後を追いかけることにした。

　そのためにきびすを返そうとしたのだが、小さな息づかいが聞こえてきて下を向く。すると柴犬くらいの大きさの狼が四匹ばかり俺の足下にすり寄っていた。

「はっはっはっキャンキャン」

「お、なんだお前ら」

「か、可愛い」

　アリエルは突然現れた愛くるしい子狼にキュンキュンしているようだ。

『おお、これこれ、奥でおとなしくしておれといったではないか。すまんな。我が子だ』

「クーンクーン」

［よう、俺はトウヤっていうんだ。名前はなんて言うんだ？］

「クァン！」

「ん？　こいつらまだしゃべれないのか」

『そうだ。先日生まれたばかりでな。ようやく走り回るようになったのだが、わんぱく盛りで言うことをなかなか聞いてくれぬ』

　銀狼帝はそう言いながらその目は慈愛に満ちていた。

「ははは、そうか。あんた結構子煩悩なんだな」

『ふ、否定はせん。次世代の銀狼帝なのだ。誇らしくもあろう』




　◆第３３話　ゴドマンの狙い




　銀狼帝の下を後にした俺達は急いでルーシア達を追いかける事にした。

「トウヤさん、どうやって皆さんを追いかけるのだ？　馬車は持って行かれてしまっている」

「飛んでいく」

「え？」





◆　◆　◆






「ひぁあああああ落ちるぅうううう」

　アリエルは俺に抱きかかえられながら涙目で俺にしがみついた。普段騎士然としている彼女からは想像できない叫び方である。必死にしがみついているため柔らかな風船が俺の胸板にあたって気持ちイイ。役得だな。かかえているため顔が近い。良い匂いがする。こういうところは女の子だな。

「下を見ないようにな。あとあんまり叫ぶと舌かむぞ」

「な、なんで飛べるんだあなたはぁああ」

「飛行スキルなんだよ。龍帝の宝玉の力だ」

　速度をある程度抑えているが、馬車の全力よりも遙かに早いスピードで飛んでいるためすぐに皆に追いつくことができた。

　空を飛んできた俺達にそこにいる全員が例外なく驚愕の表情で固まった。そういえば飛行スキルのことはまだ誰にも話してなかったな。

　ソニエルやルーシアですらあんぐりと口を開けている。

「よう、銀狼帝と話をつけてきたから報告に来たぞ」

「き、君は一体何者なんだ。飛行魔法を使えるのか」

「魔法でなくてスキルなんだわ。まあそれは後にするとして、銀狼帝から聞いた話を伝える。ガチで時間がないから手短かに伝えるぞ」

　俺は銀狼帝から聞いた話を要約して皆に伝えた。ゴーマンは腕を組んでうなっていた。

「確かにこのところのゴドマン様には不審な点が多い。噂では兵を集めて隣国に戦争を仕掛けようとしているという噂もある。その切り札となるのが宝玉の力だとしたら大変なことになるぞ」

「ゴーマンさんも宝玉の話は知らないのか」

「うむ、聞いたことはないな」

「あ、あの、ボク、知ってます……」

　ルタルがおずおずと手を上げて話に割って入ってきた。リアルアン○ンマン顔ではなくなっている。回復魔法で治したのだろう。

「ルタル、どういうことだ。話してみろ」

「は、はい、以前王国立学院にゴドマン様が特別講師としてやってきたときに話していました。カイザー種から取れる宝玉を手にした者は天下を取れると」

　学生になんて話ししているんだあの男。冗談なんだろうか。

「その時はみんな冗談だと思っていたのですが、その頃からゴドマン様が様々方面で貿易に力を入れ始め、その上貴重な品を必ず自ら検品するようになったという話を聞きました」

「なるほど、ゴドマン様の野心はその頃から具体性を帯びてきたと推測できなくもない。ということは急がねば。ゴドマン様はかねてより戦争賛成派だった。宝玉の力を手に入れて他国に戦争を仕掛けるのだとすると全てを手に入れる前に取り返さねば」

「そのことなら心配ない。五つの宝玉のうち二つは俺が持っている。問題は早く銀狼帝の宝玉を取り返してフェンリル達に返さないと王都が血の海になるということだ。フェンリル達も血気に逸るやつがいないとも限らん」

「そ、そうだな、君が宝玉を持っているということはこの際突っ込まないことにしよう。それで、これからどうする」

「できるだけ急いだ方がいいから俺が全員をかかえて飛んで帰る。紐でつなげばなんとかなるだろ」

「つ、つまり空を飛んでいくということか」

「そういうことだ」

「ところでお兄ちゃん、アリエルさんはなんでくっついたままなの？」

　今まで全員がスルーしていたが、アリエルは俺達がここに到着してからゴーマン達と話している間ずっと俺にお姫様抱っこされている状態で離れようとしなかった。

「だって、トウヤさんって暖かいんだもん。離れたくないもん」

　アリエルは子供のように（子供なんだけど）ぷいと顔をそらして、首に回した腕を引き寄せて更に密着してくる。

「仕方ない。アリエルはこのままかかえていくか」

「お兄ちゃん顔がニヤニヤしてる」

「な、なんのことかな」

「では私もご主人様にしがみついて行くとしましょう」

　ソニエルはそう言って俺の後ろに回って胸を押しつけるようにして首に手を回し密着した。

「あ、ソニエルずるい。私だってお兄ちゃんにくっつきたい」

　女の子達はキャイキャイしながら俺に密着してくる。幸せの感触に包まれながら見守っていると、残された男二人は唖然とした表情で立ち尽くしていた。

「あ、男と密着する趣味はないからお前らは紐な」

「せ、せめて広めの布に包んでもらえないだろうか」

　俺は三人の女の子をかかえ男は布でくるんで紐でぶら下げて飛び上がった。

「ち、父上、あまりくっつかないでください」

「お前こそ、生暖かいところがあたってるぞ、離れんか」

　下の方で何やら争う声が聞こえるが無視しよう。気にしない気にしない。

「アリエル特等席！」

　アリエルは段々子供らしい反応が多くなってきた。今までの反動なんだろうか。ずっと大人として扱われてきたのだ。子供らしく扱われることが嬉しいのだろう。早く大人になりたいと言っていたのは強がりだったというわけだ。

　初めは違和感があったもののなれると可愛く思えてくる。これはこれでギャップ萌えッてことか。

「ご主人様いつの間にかアリエル様とスピリットリンクでつながってますね」

「いや、なつかれちゃって」

「手が早いんだから」

「誤解だ……」





◆　◆　◆






　王都上空が近くなり俺達は地上に降りた。早速俺達は城へと向かいゴドマンに聞いてみることにした。

　今のところ一番怪しいのはこのゴドマンだ。果たして直接問いただして吐くかどうか。

　今回の件、強引に解決する方法なら二つほどある。

　一つめ。フェンリルを全滅させる。これは簡単だ。俺なら一人で森に乗り込んで皆殺しにできる。ルーシアやソニエル達を安全なところに避難させた後精霊の森に飛んでいけば良い。

　とはいえ根本的な解決にはならないし、もしも人間側に非があるなら目も当てられないし、フェンリル達は純粋に自分達の大切なものを取り戻したいだけに見えるから後味が悪い。子供達のこともあるしな。

　二つめ。チートを使う。アイシスなら銀狼帝の宝玉がどこにあるのか検索すれば一発で見つけてくれる。

　まあギリギリまで自分の力でやろうと思う。いざとなればアイシスの力を借りれば良いだろう。

──『既に全ての準備は整っています』

　仕事のできるＡＩに感心するが、今後はできるだけ自分達でできることはやってからアイシスを頼ろう。なんでもチートで解決していると成長できなくなりそうだ。

　なので皆には悪いが気楽に状況を見守ることにした。

「ゴドマン様、一つ質問が。よろしいでしょうか」

　ゴーマンが手を上げてゴドマンに向き直る。

「なんだね、ゴーマン君」

「今回の件、実はトウヤ殿が銀狼側のリーダーと話をつけてくださった。それによれば、銀狼達がこの王都へ布告をしたのは、彼らの秘宝となるあるものを返してほしいと言っただけだという。しかし、我々が請け負った任務は彼らが何を求め、供物とは何なのかを調べよというものだった。これには大きな矛盾が生じている。これについて説明を求めたい」

　ゴドマンの顔から余裕が消えている。ますます黒っぽいなこれは。

「質問の意味が分かりかねるね。君達は一体何をしてきたというのか。本当に銀狼側とコンタクトをとってきたのか。それにしては帰ってくるのが早すぎる。まだ二日だ。向こうにつく前にとんぼ返りをしなければ帰ってこれる距離ではない」

「俺が飛行スキルを使える。それで全員をかかえて飛んで帰ってきた」

「な、なんだと!?」

　俺はその場で浮いて見せた。一同に介した老人達は全員目を見開き、口々に驚嘆の声をあげている。

「それで、だ。あんたから出された依頼。フェンリル側の要求がなんなのか探れってことの答えだが、つまり、銀狼帝の宝玉を返せば解決する。話は単純。これだけだ。それで、銀狼帝の宝玉はどこにある？」

「残念だがそのような名前の宝玉は聞いたことがないな。もしやとは思うが、私がその銀狼帝の宝玉とやらをくすねて隠しているとでも？」

「うーんそうか。もし持っているなら俺の持っている宝玉と交換してでも返してやりたかったんだが」

「お兄ちゃんも宝玉を持っているの？」

「持ってるよ。見たい？」

　俺はストレージから赤色と黄金に輝く宝玉を取り出した。神々しく光り輝く二つの宝玉に全員が息を呑むのがわかった。

「偶然手に入れたのは良いンだけど、この宝玉は使い方が分からなくてな。魔力は感じるから魔結晶みたいなものだと思っていたんだが、どうもちがうっぽいし役に立たないからそろそろ売り払おうと思ってたんだ」

「うわぁ綺麗な宝石だね」

　ルーシアは宝玉の輝きにうっとりとしている。その中で目の色を変えて俺に迫ってくる人物がいた。

「た、頼む、それを売ってくれ！　私が買おう」

「えーどうしよう」

「金はいくらでも出す。金貨一、〇〇〇枚でどうだ！」

「一、〇〇〇枚か。そんくらいならまだ持ってた方がいいな。そういえばもしこれが噂に聞くレアアイテムの宝玉なら金貨二万枚はくだらないだろうし」

「だったら五万、いや六万枚出そう。おい、私の金庫から女王金貨を六枚持って来い。イヤこの際全部だ。金貨は一二万枚ほどあったはずだ」

　しこたま貯めてやがるな。それにしても必死だね。

「こんな宝玉がそんなにいいのか？」

「そうだ。それが私が長年探し求めていたものだ。頼む!!」

「いいよ。でも現金払いな。分割も無しで」

「勿論だとも!!」

　実はこれ、スゴく綺麗だし実際魔力を放っているカイザーの宝玉ではある。しかしカイザー種の宝玉にも色々な段階があるらしいが、これは龍の霊峰の遺跡で見つけた別種のカイザーの宝玉だ。

　つまり○○帝の宝玉ではあるけど、持っている力は龍帝に比べればクソみたいに小さい。

　え？　詐欺じゃないかって？　俺は一言も、これが龍帝、及び頂点の宝玉だとは言ってないよ。

　それに実際使い方が分からないってのは嘘じゃない。実は遺跡の宝箱からは他にいくつもの宝玉が見つかった。しかし宝箱から手に入れた宝玉は何故か吸収されることはなく手元に残った。

　もしかしたら他になんらかの条件が必要なのかもしれないな。

　やがて大量の金貨を入れた大きな袋が部屋に運ばれ、俺はストレージに収めるとゴドマンは非常に歪んだ顔でにんまりと笑った。

「ま、間違いない。く、くくく、ついに手に入れたぞ」

「おーいゴドマンさんよ、それで会議の続きをしたいんだが」

「お、おお、すまない。では会議を続けよう。さて、相手の要求は銀狼帝の宝玉だという。しかしこちらにそんなものはない。なんとかそれを相手に理解してもらう必要があるということだな」

　話は結局進まずこちらにそんなものはないということをフェンリル側にもう一度伝えに行くということでまとまった。

　そして飛行することができる俺が特使として選ばれたわけだが……。




　◆第３４話　悪夢再び




　その夜

　やつが宝玉を五つそろえたのだとしたらすぐにでも実行に移したいはずだ。実は先ほど、もう一度精霊の森に行って銀狼帝に事実関係を確認してきた。フェンリル側は宝玉は間違いなく王都の中にある。それは種族独特の感覚器官で感じることができるため間違いないと言う。

　それで宝玉を五つそろえた後どうなるのかを聞いた。銀狼帝によると五つの宝玉をそろえた後発動させる術式には儀式が必要だと言う。

　条件は三つ。

　・満月の夜であること

　・宝玉を一カ所に集め身体に取り込んでいないこと

　・合い言葉を言うこと

　ますます七つそろえるあれに似ている気がする。俺達は今王宮の敷地近くにあるゴドマンの屋敷近くに隠れている。隠れてと言うよりは上空に待機しているわけだが……。

「くそ！　何故だ、何故何も起こらん!?」

　中庭からゴドマンの叫び声が聞こえる。どうやら早速儀式を始めようとして何も起こらないので憤慨しているらしい。

　アイシス、やつの並べている宝玉を鑑定してくれ。

──『了解、鑑定を開始、完了　結果を表示します』

──『亀帝の宝玉　鬼眼帝の宝玉　銀狼帝の宝玉　翼帝の宝玉　雷虎帝の宝玉』

　ビンゴだ。やはり銀狼帝の宝玉はやつが持っていた。ちなみに俺が渡したのは亀帝と翼帝のやつだ。にしてもカイザー種っていうのは多種多様だね。

「まさか偽物か？　いや、しかし鑑定では確かに頂点と龍帝と出ている。どうなっているのだ」

　それからあれにはちょっと細工がしてある。アイシス印の鑑定偽装ギミックだ。神の力によって施された隠蔽術は半端なことでは見破れまい。

　俺は上空からゆっくりと降りていきゴドマンの真上の死角に入る。空を取り出し攻撃力を０になるように調整。その上で軽い雷撃の魔法を付与してゴドマンの首元に差し込んだ。

「ガッ……」

　ゴドマンはうなり声を上げて倒れ伏した。意識がないことを確認し、銀狼帝の宝玉をアイシス印の鑑定偽装ギミックを施した別の宝玉にすり替え、再び上空へ飛び上がり今度は気付けのショックをゴドマンに施す。

「うぐぅ、一体、なんだったのだ……はっ、宝玉は!?　おお、良かった。無事だ」

　俺はゴドマンの視界に入らないうちにその場を素早く離れ、遠くから様子を見る。

　アイシス、ゴドマンの様子はどうだ？

──『並べ方を変えたり合い言葉の発音を変えたり様々なことを試しているようです。当然ですが上手くいっていません』

　よし、これで用はすんだな。後はゴドマンにバレないうちにフェンリル達に宝玉を返してやるとするか。

　だがここで想定外のことが起こった。

──『銀狼帝の宝玉を吸収しました。

　称号スキル「銀狼帝（総合戦闘力＋５０％）」を取得。

　スキル【狼族支配】を習得。

　補助スキル【統率】（効果範囲内の味方の総合戦闘力＋２０％）を習得』

　総合戦闘力２４００００→２５００００

「え？」

　なんと手に持っていた宝玉が勝手に俺の身体に吸い込まれてしまったのだ。

「ちょ、ちょっとまて、なんで!?　アイシス、どういうことだ!?」

──『不明です。新たにダウンロードしたデータによれば通常カイザー種の宝玉は意識しない限り吸収されることはないはずですが』

「マジかよ、なんてこった。フェンリル達にどうやってお詫びすればいいんだ。なんとか取り出せる方法はないのか？」

──『残念ながら不可能です。一度吸収された宝玉は死ぬまで取り出されることがないのが通常のようです。現時点で取り出す方法についてのデータは見つかりません』

　うう、仕方ない。ここは素直に謝るしかないな。ＤＯＧＥＺＡして誠心誠意謝れば許してもらえるだろうか。

　殺されてやるわけにはいかんけど、多少リンチされることは覚悟した方が良さそうだな。

　俺はげんなりした気持ちで精霊の森に再び飛んだ。夜ということもあり視界が悪かったが、アイシスのナビゲートで問題なく洞窟の近くにたどり着いた。

　しかし俺は森の上空から異様な雰囲気を感じ取った。

「なんだ、空気が……これは、血の臭い!?」

　風に乗って流れてくる異様な臭いに顔をしかめる。龍の霊峰で大量の龍を切り倒した時。ルーシアの村で魔族の兵士を斬った時に身体に染みついたのと同じものだった。

　ただことではないと思い森に降り立つと、周囲全体が異常なまでの殺気に満ちていた。

　やがて俺の周りひたひたと静かな足音が近づいてくる。しかも半端な数ではない。十や二〇ではきかないものすごい数の敵意が確実に俺を狙っているのが分かった。

『グルルルルル』

『グァアアア』

『ガルルル』

　闇に紛れて俺を取り囲むのは間違いなく昼間あったシルバーフェンリル達であった。

──『凍耶様、周囲一帯に大規模な結界が張られたのを確認しました。逃走防止用と思われます』

　なんだと!?

『グァアアアアア』

「うぐっ!?」

　突然のことにあっけにとられた俺は飛びかかってくるフェンリルの攻撃に、一瞬対処が遅れ腕を食いちぎられた。

　二の腕の肉が一部削がれ血が流れ出る。

「く、キュアヒール」

　淡い緑の光に腕が包まれえぐれた肉が元に戻る。それにしても、なんて攻撃力だ。俺の２５０００の防御力を貫通したっていうのか。

『がぁああおおおおお』

「ぬお、あぶね、クソ、どうなってやがる。ぐっ、ちぃ！」

　素早い動きで連係攻撃を繰り返すフェンリルの動きに軽くパニックになり次々に攻撃を受ける。

　俺は一旦上空へと逃れることにした。

「痛っつつ……未熟だな。油断しちまったぜ」

　どうやら防御無視攻撃みたいなものを繰り出しているらしい。

　ステータス差があるはずなのに、あいつらの攻撃はまるで動物の肉を削ぐみたいに俺の肉を削いだ。

『グルルル……カァアアアアアア』

「何!?」

　上空に逃れて安心していたのもつかの間。フェンリル達の口が一斉に光ったかと思うと青白い光の帯がものすごい速度で向かっている。

　俺はもう一度やつらが防御無視攻撃を繰り出しているのか検証するためにあえて攻撃を受けた。

　光線の直撃を受けると、やはり俺の生命数値が著しく減っていく。

「なるほどな。よし。検証終わり。キュアリカバリー」

──『生命数値３０％未満から回復。純粋な戦闘民族の効果発動　基礎戦闘力値１７０００→２６０００総合戦闘力２５００００→３８００００に上昇』

　眩い癒やしの光が俺を包む。３０％未満に入っていた生命数値が戻ったことによってパワーアップを果たした。

　やっぱり俺の防御は貫通するみたいだ。

　アイシス、あいつらのパターンやらなんやら、詳しく解析してくれ。

──『了解』

　囲まれていた包囲網を突破しファイアバレットで牽制すると、火によって目が眩んだフェンリル達からの攻撃がやんだ。

　だが油断なく腰を落としているところを見ると攻撃をやめるつもりはないらしい。

　冷静さを取り戻した俺は改めてインテリジェントサーチを発動。相手の状態を把握した。

　そして俺はすさまじくイヤな予感がした。

【インペリアルナイトシルバーフェンリル　ＬＶ７７　総合戦闘力　７０００（凶星）】×１２９

【シルバーフェンリルソルジャー　ＬＶ５０　総合戦闘力　３３３０（狂気）】×３２２

　龍の霊峰で出会った凶暴化した魔物と同じ悪夢に再び襲われようとしていた。




　◆第３５話　銀狼族の悲劇




『ガァアアア』

「サンダースピア」

『ぎゃおん』

　飛びかかってくるフェンリル達を魔法で牽制しながら森の奥へと走る。

　アイシスの分析によると、元来フェンリルには防御無視攻撃をする能力はないらしい。

　ということはあの『凶星』って状態がなんらかの因果関係を持っていることは間違いないだろう。

　いくらステータスが高くても、それを無視する攻撃ではおいそれと受けるわけにはいかない。

　どうやら確率は一〇〇パーセントではないようだが、それでも危険には違いなかった。

　俺は敵の攻撃をできるだけよけながら走った。

　とにかく銀狼帝に会わなければ。

　洞窟に様子を見に行ったが銀狼帝はいなかった。やむを得ずアイシスに検索してもらったところ森の奥に入っていったらしい。

　結界のせいなのか森の木よりも高い位置に飛ぶことができなくなってしまい、俺はフェンリル達を牽制しながら銀狼帝がいるという方向に走っていた。

　彼らは極度の興奮状態にあるせいか攻撃を当てても気絶してくれない。仕方ないので電撃魔法で牽制するか手足を切り飛ばして行動不能にするしかなかった。

　フェンリルはさすが狼だけあって俺の走るスピードに余裕でついてくる。パワーストライドを使っていないとはいえこの早さは脅威だ。

『がお！』

「シッ」

『ガ……』

　よける動作が間に合わず反撃するとフェンリルソルジャーは真っ二つになる。

「すまん、許せ」

　殺してしまったやつらにわびながらできるだけ戦闘を避けながらひたすらに走った。

『ウオオオオオオォォォォォォォン』

　森の奥へ奥へと走って行くとどこからともなく遠吠えのような音が響く。

　すると周りにいたフェンリル達が俺への攻撃をやめ、一斉に声がする方向へ走り始めた。

「この気配、どうやら銀狼帝はこの先か」

　彼らの走る方向へ俺もついていくと開けた場所に出る。小高い丘の上に通常よりも一際大きな狼が遠吠えを発し、その周りには無数の狼達がそれに追随するように一斉に遠吠えをあげていた。

　まるで満月に向かって吠えているように見える。

『グルァアアアア』

　やはりというか、イヤな予感は当たってしまったらしい。

【銀狼帝　ＬＶ　１００　総合戦闘力　１７０００（最凶星）】

　霊峰の帝王と同じ最凶星の状態だった。くそ、またあれと戦うのか。しかし、ああなった状態でもコントロールできないだけで意識はあったと霊峰の帝王は言っていた。ということはあれは彼らの本当の意思ではないということだ。

　なんとか正気に戻してやる方法はないものか。

　思案している俺をよそに丘に立っていた銀狼帝が飛び上がる。そして真っ直ぐと俺へと突進してきた。

　くそ、考えている余裕はない。こうなったら戦うしかないな。

　牙を突き立てるようにして口を開けた銀狼帝が俺へと迫った。空を振り払い手足を切断しようとするが、素早く反応したやつはギリギリで回避する。

　かすっただけらしいがそれでも攻撃力の差からかダメージはかなり入ったようだ。

『ぐぐぐ……ニ、ニンゲン……ヨ』

「!?　銀狼帝！　意識を取り戻したのか!?」

『モハヤ、テオクレ、ダ、タノム、キサマノ手デ、ワレラヲネムラセテ、クレ』

「く、元に戻す方法はないのか」

『ヨイノダ……コノ、呪イヲカケラレタモノハ、二度ト、ショウキニハモドレヌ、ソウイウ類イノ、呪イナノダ。ワレラハ、モハヤ、イキルコトヲユルサレヌ、ツミヲオカシタ』

　狂気の赤に染まった銀狼帝の眼から赤い色の涙が流れる。

　そして、よく見ると銀狼帝の口元からは血が垂れていた。

　理由は分からない。なぜだか猛烈にイヤな予感がした。

『タ、タノム、モウイシキガ』

「……分かったよ。俺が眠らせてやる。だからもう楽になれ」

『カンシャ……ス……ル……グゥウウウウウアアアアアア』

　その言葉を最後に銀狼帝は狂気に血走らせた目で俺に飛びかかる。

「黄金の闘気……」

　あふれ出した光の奔流に周りにいたフェンリル達は一斉に吹き飛んだ。

──『黄金の闘気を使用　総合戦闘力５倍　→１８０００００……残り３：００』

　ステータス画面の端にカウントダウンを始める時計が表示される。

　神速でフェンリル達は一斉にバラバラになっていく。全ての魔物の中で随一の速さを誇るフェンリルをもってして俺の速度を捉えることはできなかった。

　フェンリル達は自分が自覚する前に次々と絶命していく。

「これで終わりだ」

『……感謝する……』

　銀狼帝の心臓を突き抜いた一瞬。やつの目は穏やかな色に戻っていた。しかし、俺にはとても深い悲しみに満ちているように見えた。
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　凄惨な血の臭いが辺り一面を覆っていた。

　倒れ伏したフェンリル達を全て魔結晶化し終えた俺は、導かれるように銀狼帝が遠吠えをあげていた丘の上に歩いて行った。

「……これが、お前達の犯した罪、なんだな」

　そこにはつぶらな瞳で虚空を見つめ身体を真っ二つにされた銀狼帝の子供達が横たわっていた。銀狼帝の口元についていた血の意味をここでようやく理解する。

「クソッタレッ[image: ]」

　なんだこれは!!　何故こんなことにっ!!

　なんでなんの罪もない子供達がこんな目に遭うんだ。

「ごめんな……お前達は何も悪くないのに」

　俺はなぜだか強烈な罪悪感に駆られた。俺は何をしていたんだろう。チートスキルがあるからと言ってどこか遊び感覚でこの世界を過ごしていた。

　俺は最強。敵なし。あらゆる魔物も俺の敵ではない。実際そうだろう。油断なく対処していれば決して負けることはない。

　だが、それだけだ。実際はどうだ。油断しまくって、無様にダメージを受けて、そして、罪もない子供達を死に追いやった。

　もしかしたら早めに銀狼帝の居場所をサーチして駆けつけていれば、間に合ったかもしれないのに。

　ゲーム感覚でイベントを消化するような気持ちで事に当たった結果がこの様だ。

──『……なんの慰めにもならないでしょうが、凍耶様が銀狼帝の宝玉を吸収した時点で既に彼らは子供達を手に掛けていたようです。どちらにしても手遅れだったかと』

「…………」

　俺は子供達の亡骸を抱え上げた。

「くっそっぉぉぉおおおおお」

　何がチートオブチートだ。ただ強いだけじゃないか。なんの意味ない。殺せるだけの、ただ強いだけの最強なんてなんの意味がある。

　俺は物語の主人公に憧れていたところがある。理不尽に家族を失った俺は、物語の中の不条理なまでに幸運なご都合主義の主人公達に憧れていた。

　死んだと思った仲間が生きていた。

　殺されたはずの恋人が何故か生き返った。

　主人公には銃弾が当たらない。

　こんな展開になってくれるご都合主義の物語にはならない。俺は何処かでチートがあれば何でもできるんじゃないかと思ってた。

　そのうち人を生き返らせるスキルでも身につけて、どんな奇蹟でも起こせる本当のチートな存在になれるんじゃないかって。

　──『個体の深い悲しみを感知。称号スキル　転生人　発動　結晶化スキルがバージョンアップ　精霊結晶のスキルを習得しました』

「……え？」

　俺の頭に唐突に、なんの脈絡もなく無機質なアナウンスが響き渡る。今の声は、霊峰の帝王と戦ったときの、アイシスとは少し違う、何かの声……？

　その声が聞こえた瞬間、ストレージに収まっていた魔結晶化したフェンリル達に変化が起こる。数百に及ぶ魔結晶が一つにまとまり大きな塊となった。そして俺の目の前に浮かんだその結晶から涙のような一粒の滴がしたたり落ちる。

　滴は波紋状に広がり俺がかかえていたフェンリルの子供達を光で包み込んだ。

「これは……」

　子供達を包み込んだ光はやがて子供達の身体を一つにあわせ一匹の狼の形を形成する。

　やがて姿を現したのは淡い虹色の光を放つ銀狼だった。

「お前は……」

　──【幻狼帝】ＬＶ１　　総合戦闘力　１２５９００

「ウォオオオオオオオオオオオオン」

　俺の前に姿を現した新たな銀狼、幻狼帝は呼び声高く大きな遠吠えを行った。その咆吼は虹色の波紋を呼び森の中に広がる。

　すると俺の目の前にあった大きな結晶が爆ぜ、砕け散った。ダイヤモンドダストのようにキラキラと光る破片が周囲に降り注ぐ。光の破片は一つ一つが大きく膨らみ、狼の形へと変わっていく。

　無数の狼達が俺の目の前で新たに生まれていた。

　そして虹色の銀狼の下へと一斉に集まっていく。

「ウォオオオオオオオオオオオオン」

「きゅおおおおおおおん」

「ウオオオオオオォォォォォォォン」

　群れのボスに敬服するように次々と遠吠えが木霊した。

「くるるるる」

　やがて叫び終えた幻狼帝は俺の下へとひたひた近づいてきた。そしていつの間にか口に咥えていたものを俺の手の平に差しだした。

　それは狼の顔をかたどった半透明の水晶だった。

　──『銀狼帝の精霊結晶　銀狼達の感謝の想いが結晶化したもの。フェンリルの精霊を召喚できる。召喚術式の媒体』

　精霊結晶を握りしめた瞬間、俺の中に溢れるような温かな気持ちが流れ込んできた。

　視界が白で染まり、気が付くと辺り一面に広がる野原にたたずんでいた。緩やかに盛り上がる花の海の真ん中で蝶と戯れる狼の子供と、それを愛おしそうに見つめる大きな狼達。

　ゆっくりと歩き近づいていく。

　子供達と戯れていた狼達が一斉に俺の方向を向いた。そして主人を迎えるようにひれ伏し頭を垂れているように見える。

『銀狼帝の称号を受け継ぎし人間よ。我らを狂気から解き放ってくれたことを感謝する』

「これで、良かったのか。俺はお前達を救ってはやれなかった」

『よい。もとより凶星の呪いは一度かかると黄泉路へ旅立った後も消えることはないと聞く。地獄の修羅となっても、破壊と殺戮を続ける狂気の権化となるしかなかったのだ』

「そうか……」

『我らの意識も間もなく消えよう。最後に二つだけ頼みを聞いてくれるか』

「なんだ？」

『もし我が子が助成を欲したとき、その時は力を貸してやってほしい。幻狼帝とはいえまだ子供だ』

「わかった。任せろ」

『最後にもう一つ。母の下へ精霊結晶を届けてやってくれ。宝玉は貴殿に受け継がれた。ならばその結晶が我らの思いを宝玉の代わりに届けてくれよう』

　銀狼達には先代の皇帝。つまり銀狼太上皇がいるという。俺は頷いた。

「分かった。責任を持って届けよう」

『感謝する』

　銀狼帝は子供達と共に満足そうな顔で消えていった。

　俺の意識は現実に戻る。目の前の幻狼帝はジッとこちらを見つめている。

「お前が見せてくれたのか？」

「オンッ」

「……フェンリル達を頼んだぞ」

「アオオオオオン」

　遠吠え一つ。任せろ。と言わんばかりに吠えた幻狼帝はその声と共に甦った銀狼達を率いて森の奥へと消えていった。

「……ふう、終わったか。もう、朝、だな」

　いつの間にか黄金に輝く満月が白に変わり始め、東の空から朝日が昇っていた。




　◆第３６話　怒濤のリザルト再び




「お、レベルが上がってるな……」

　ステータス画面を見るといつの間にかレベルが上がっている。どうやら意識が飛んでいる間にリザルトが終わっていたらしい。

──『経験値を取得

　取得経験値が２５５倍にアップ。

　レベルが９９にアップ。

　レベルが人族の限界値に到達しました。

　称号スキル【人族の天上】を取得。（総合戦闘力＋１００％）

　さらに最大レベル到達により、基本値にボーナスポイント　３２０００にアップ』

　とうとうレベルが限界に到達したか。これでこの怒濤のリザルトを聞くこともなくなる……。

──『創造神の祝福の効果発動

　→称号スキル【頂のその先】を取得（総合戦闘力＋２５０％）。

　レベル上限が２５０まで解放』

　……ことはなかったぜ。そして少女の祝福のフィーバーはここからが本番だった。

──『更に創造神の祝福の効果発動。

　レベル上限が９９９まで上方修正されます。

　称号スキル【前人未踏の可能性】を取得（総合戦闘力＋２５０％）』

──『生命数値３０％未満状態から回復魔法による完全復活を確認。

　極限魔法が解放。

　極限魔法　パーフェクトリザレクションを習得。

　パッシブスキル　オートリヴァイヴを習得』

【パーフェクトリザレクション】生命数値を完全回復。及び欠損部位を完全修復。全状態異常解除。肉体を正常な状態へと戻す。

【オートリヴァイヴ】生命数値が０の状態から一度だけ１００％状態で復活。２４時間で効果復活。

──『創造神の祝福の効果発動。支配系スキル所持の状態でレベル限界値到達の特殊条件達成により、特殊スキル【経験値接収】特殊スキル【経験値分配】を習得』

【経験値接収】パーティの取得経験値を総取りする。

【経験値分配】自己の取得経験値をパーティメンバーに分け与える。

　……終わったか。このはっちゃけぶりでも若干控えめに感じてしまう俺はもうダメかもしれないな。

　俺の現在のステータスはこんな感じになった。

　佐渡島凍耶　転生人　ＬＶ９９

　総合戦闘力　基本値３２０００＋補正値合計２０５０％＝６９００００

　生命６９００００／６９００００

　魔力６９００００／６９００００

　スキルパワー６９００００／６９００００

　攻撃力６９０００

　防御力６９０００

　魔法威力６９０００

　魔法抵抗力６９０００

　スキル出力６９０００

　保有スキル一覧

　・攻撃スキル

　基本【龍撃】（龍族特効　ダメージ３倍）

　上位【龍覇撃】（龍族特効　ダメージ５倍）

　極限【龍覇滅殺】（龍族特効　ダメージ１５倍）

　基本【オーラブレード改】（瞬間攻撃力３倍）

　上位【ライトブリンガー改】（瞬間攻撃力７倍）

　極限【ゴッドセイバー】（瞬間攻撃力１５倍）

　特殊【フォトンレーザー】（直線方向無限レンジ攻撃。直線方向のみ任意の範囲指定が可能）

　・身体強化スキル

【パワーストライド】（初速最大　速度３倍）

【黄金の闘気】（３分間総合戦闘力５倍）

　・パッシブスキル

【体力自動回復ＬＶ∞】（毎分５％回復）

【魔力自動回復ＬＶ∞】（毎分５％回復）

【スキルパワー自動回復ＬＶ∞】（毎分５％回復）

【超回復ＬＶ∞】（自動回復効果１０倍）

【総合戦闘力＋２５０％】

【龍族支配】（自己のレベル未満の龍族は逆らえなくなる。ただし、相手の意志力による）

【オートリヴァイヴ】（生命数値０から一度だけ１００％状態で復活　２４時間で効果復活）

【狼族支配】（自己のレベル未満の狼族は逆らえなくなる。ただし、相手の意志力による）

【ロリッ娘キラー】

【妹キラー】

【幼馴染みキラー】

【未亡人キラー】

【好感度自動アップ】

【フラグ回収】

【精力無限】

【性欲コントロール】

【快感付与】

【雄のフェロモン】

　補助スキル

【高速飛行】（スキルパワーを使って空を飛ぶ。速度、高度は任意で調整可能）

【統率】効果範囲内の味方の総合戦闘力＋２０％

　保有魔法

　火属性　下位【ファイアバレット】

　　　　　中位【フレイムスマッシュ】

　　　　　上位【エクスプロード】

　　　　　極限【フラッシュノヴァ】

　氷属性　下位【アイスジャベリン】

　　　　　中位【フリーズコフィン】

　　　　　上位【ブリザードストーム】

　雷属性　下位【サンダースピア】

　　　　　中位【エレクトロウォール】

　　　　　上位【ライトニングブラスター】

　風属性　下位【ウィンドスラッシュ】

　　　　　中位【ストームブロウ】

　　　　　上位【サイクロンスピン】

　回復属性　下位【キュアライト】

　　　　　　中位【キュアヒール】

　　　　　　上位【キュアリカバリー】

　　　　　　極限【パーフェクトリザレクション】

　称号スキル　転生人

　強者（総合戦闘力＋５％）

　超人（総合戦闘力＋１０％）

　超越者に近づきし者（総合戦闘力＋２０％）

　超越者（総合戦闘力＋４０％）

　到達者（総合戦闘力＋１２５％）

　到達者のその先（総合戦闘力＋２５０％）

　覇王候補（総合戦闘力＋３００％）

　英雄の証（総合戦闘力＋５０％）

　天の覇者（総合戦闘力＋１００％）

　ドラゴンキラー（龍族に対し攻撃力２倍）

　龍族の悪夢（龍族に対し攻撃力５倍）

　純粋な戦闘民族（総合戦闘力１００％＋２００％　生命数値３０％未満の状態からの復活で総合戦闘力基本値５０％アップ）

　天元突破（総合戦闘力＋１００％）

　龍帝（総合戦闘力＋５０％）

　龍族の支配者（総合戦闘力＋５０％）

　銀狼帝（総合戦闘力＋５０％）

【お隣のお兄ちゃん】

【憧れのお兄ちゃん】

【気になるあいつ】

【前の旦那を忘れさせてやるよ】

【１級フラグ建築士】

【攻略王】

【絶倫の王者】

【賢者の証】

【褥将軍】

【雄の頂点】

　・特殊スキル：

　逆転の一撃（条件達成時瞬間攻撃力１０倍）

　劣勢の窮鼠（条件達成時一時的に総合戦闘力２倍）

　限界突破（条件達成時魔力、スキルパワー無限使用可能）

【経験値接収】パーティの取得経験値を総取りする

【経験値分配】自己の取得経験値をパーティメンバーに分け与える。

　うん。もうわけがわからんね。とうとうフ○ーザ様を超えちゃったよ。俺は何を目指しているのだろうか。

「帰ろう」

　精霊結晶を握りしめ、俺は皆の待つ街へと戻った。





◆　◆　◆






　その光景を一匹のカラスがジッと見つめていた。生き物とは思えない無機質な瞳は怪しく輝き、魔力の光を帯びている。

「へえ、まさか最凶星状態のカイザーフェンリルをたった一人で退けるとは。なかなか面白いものが見られたな」

　ろうそくの炎が怪しく揺らめく。まるで何処かの地下研究室のように生物の死体がサンプルとして保存され、棚の上には骸骨がコレクションのように並んでいた。

「凶星魔法はまだまだ改良が必要ありだな。龍の霊峰の時もそうだったが、凶暴性が増してもレベルと戦闘力が激減してしまうのは痛い。霊峰の帝王はもったいないことをした。しかし、銀狼達も本来の強さを失っていたとはいえ、それを退けるやつのあの強さ。いいサンプルになってくれそうだ。しかもまだまだ隠れた力がありそうだ。あれが全力とも思えない。興味深いね。次はもっとカオスな環境を提供しなければ、ふ、ふふふふふ」

　妖しく光る瞳の持ち主は不気味な笑いを浮かべ凍耶の去った後の森を眺めていた。




　◆第３７話　銀狼太上皇




「クソが！」

　飲み干したワイングラスを壁にたたきつけたゴドマンは怨嗟の声を部屋に響かせた。

「どうなっているんだ。宝玉は確かに本物なのに。やり方も間違いなく伝承の通りにしているのに。何故何も起こらない。全てを凌駕する龍のごとき力が手に入るのではなかったのか」

　苛立たし気にワインの瓶をラッパ飲みであおり、中身がなくなるとそれにすら腹が立ち壁に叩き付ける。

　気の収まらないゴドマンは八つ当たりのためにベッドに倒れているおもちゃをもう一度いたぶるため服を脱ぎかけた。

　しかしベッドに横たわるおもちゃに目をやると、既に事切れていることに気が付き舌打ちをする。

　備え付けたベルを鳴らししばらくすると扉がノックされた。

「ゴドマン様、お呼びでしょうか」

「酒が切れた。ビンテージの一番強いのを持って来い。それからベッドにいるゴミを廃棄しておけ」

「かしこまりました」

　部屋の様子を見た老執事はなれた様子で部下に命じベッドに倒れ伏したゴミ、獣人女性の死体を部屋から運び出した。

「それとゴドマン様、一番強いビンテージは先ほどのもので最後でございます。取り寄せには少々お時間をいただきたく」

「くそ！　ならいい。とにかく強い酒を持ってこい」

「かしこまりました」

　老執事は恭しく一礼をして部屋を出て行った。

　部屋に残ったゴドマンは怒りに顔をゆがめぼってりと出た腹を揺らしてソファーに座る。

　気の収まらないゴドマンであったが、やはり持っている宝玉の内どれかは偽物なのではないかと思い至る。

「やはりどれかは偽物ということか。しかし、元々持っていた三つは王国の宮廷魔術師に鑑定させたモノ。やはり偽物とは思えん。となると昨日の手に入れたこれが偽物ということに？」

　そんなはずはなかった。ゴドマンは体型はだらしないが、非常に慎重かつ狡猾な男である。

　いくら長年探し求めた宝玉が目の前にあるからといって一も二もなく飛びついたりはしない。ちゃんと自身も鑑定のスキルを限界までレベルアップさせ、その物の真贋を見極める力は本物であった。

　しかしそれはあくまでも人間が鍛えられるレベルでの限界であった。神によって創造されたチートＡＩが偽装ギミックを施していることなど知る由もないゴドマンには、この現象は不可解以外の何物でもなかった。

　いくら八つ当たりしてもイライラが収まらない。執事が持ってきた新しい酒をグラスであおりまた壁に向かって投げつけた。

　しかしそのグラスが音を立てる前に空中で静止する。その様を見たゴドマンは自分の部屋に客人が来ていることを悟った。

「やだやだ、じじいのヒステリーは見てて見苦しいわねぇ」

「お前か」

　空中に浮いたグラスはゆっくりと移動し、テーブルの上にコトリと音を立てて置かれた。そして今度はブランデーの入った瓶が持ち上がり、宙に浮いたままごくごくと音を立てて消えていく。

　やがて瓶が空になるとそこには黒いドレスに身を包んだ絶世の美女が現れた。

　しかしその様相は美しくも禍々しさを兼ね備えた不気味なものであった。

　淀むように色の濃い混沌の黒い髪。

　豊かに実った乳房が黒いドレスを押し上げ先端は突起している。スリットから伸びる足はなまめかしさの象徴のようであり、赤いハイヒールの先端で踏まれて喜ぶ男は数しれないだろう。

　しかしその絶世の美女を前にしてゴドマンは、その女が放つ独特の気持ち悪さに顔をしかめた。

　確かに一見絶世の美女だ。普通なら是非ご相伴にあずかりたいところではある。しかしこいつとそんな関係になるくらいなら一生性行為などしなくても構わない。

　何故なら彼女の頭には人間には決してあり得ない角という部位が存在しているからだ。獣人や鬼族のような角ではない。

　悪魔族と呼ばれる人外の存在の象徴的部位、それが角であった。

　その形は禍々しくくねっており、彼女の性格の悪さを象徴しているようにゴドマンには見えていた。

「折角私が銀狼帝の宝玉を持ってきてあげたのに。盗まれちゃうなんて」

「バカな。銀狼帝の宝玉はここにあるぞ。何を言っている」

「あなたこそおバカねぇ。そんなカスみたいな魔力しか放ってない球が上位種である銀狼帝の宝玉なわけないでしょう。まあ魔力を感じることができない凡人には分かれと言う方が無理でしょうけどね」

「だがわしの鑑定眼のスキルはレベルマックスだ。どんな詐称も見抜ける。確かに宝玉は全て本物だ」

　角生えた女はゴドマンの取り出した宝玉を手に取った。ヘドロの沼底のような濁った黒い瞳でジッと宝玉を見つめる。

（確かに、私の鑑定スキルにもこの宝玉は全て本物であると出ている。しかし、少なくとも銀狼帝、龍帝、全てのカイザー種の中で最強クラスと呼ばれるこの二つがこの程度の魔力であるはずがない。そして何より、頂点の宝玉。それ一つですらあらゆる生命の頂点に君臨する力を得ると言われる伝説の秘宝がそう簡単に見つかるものか。一体どうなっている？　最高位悪魔である私ですら見抜けない偽装。それはもはや神の領域なのでは……）

「ふっ」

　何をバカな……と悪魔の女は自分に嘲笑した。

「おい何がおかしい」

「ああ、ごめんごめん。なんでもないの」

「くそ。今度は上手くいく方法を持ってきたんだろうな。もうあんな間抜けな目にあるのはごめんだぞ」

「失敗したのはあなたがドジふんじゃうからでしょぅ？　私のせいにしないでよ。それと……」

　ゴドマンの背筋に悪寒が走った。目の前の悪魔の目が一瞬にして見開かれ、女の人差し指となかゆびの爪が伸びゴドマンの首を通過する。

　首の両側をコンマ数ミリのところで通過した悪魔の爪に滝のような冷や汗が流れ落ちる。伸びた爪の先は鋼鉄製のフルプレートアーマーの飾り物を貫通していた。

「カンチガイスルナヨ、ニンゲン。オマエハ利用スルガワカ？　ソレトモサレルガワカ？　ドッチダ？」

「く、あ、さ、される側、です……」

「はい、よくできました。さーて、今度はどんな風にして遊ぼうかな」

（あ、悪魔め……）

「それじゃあ次の作戦を伝えるわね。大丈夫♡今度は私がバックアップしてあげるから」

「そ、それは心強い。頼むぞ」

「私にお任せ～」

（この国で遊ぶのもそろそろ飽きてきたし、もう滅ぼしちゃっても良いかもね）

　ニコニコ笑顔の裏に、まさしく悪魔の笑顔を浮かべて密かにそう呟くのであった。





◆　◆　◆






　フェンリル達との戦いから数日が過ぎ、俺は改めて脅威は去ったことを国に報告するため、女王との謁見をすることになり城に赴くことになっていた。




　数日前

　俺は幻狼帝が森に消えていったその日のうちに銀狼帝の母親だという銀狼太上皇を探した。アイシスによるサーチで銀狼達と同じ波動を持った生命体を検索してもらい、すぐに会いに行くことにしたのだ。

　銀狼太上皇はなんと龍の霊峰にほど近い高い山に隠居していることが分かった。実はドラグル山脈は連なる十の高い山がそびえ立っており、それぞれがダンジョンになっているらしい。

　その中で最も難易度が高いのが龍の霊峰であり、太上皇のすんでいる場所は龍の霊峰の近くにある銀の霊峰と呼ばれる場所だった。

　俺はルーシアを引き連れ龍の霊峰の麓、ルーシアの故郷の村があった場所に降り立った。

　あの日、魔族軍に襲われ碌に墓も作れないまま村を出ざるを得なかったため、改めて村の皆を弔ってあげたいと、ルーシアたっての希望で連れてくることにしたのだ。

「あの時のまま、だね」

　吹きさらしになっているルーシアの家だった残骸の前でルーシアはそう呟いた。

　あの時からずっと放置されているため、雨風にさらされ更に朽ち果ててしまっている。ここには平和だった頃の穏やかな村の面影はもはや残っていなかった。

「ルーシア、大丈夫、か？」

　俺はバカな質問をしたと後悔した。大丈夫なわけがない。家族を皆殺しにされたのだ。その気持ちは推して知るべしだろう。

「ねえ、お兄ちゃん、お兄ちゃんも、こんな気持ちだったの？」

「どういうこと……いや、そうだな。ああ、スゴく悲しかった。悲しかったけど、泣けなかった。心の時計が止まってしまったように感情が動くことを拒否しているような気分だったよ」

　ルーシアは、いや、沙耶香は自分が死んだときのことを言っているのだろう。

　あの時、俺はどんな気持ちだっただろうか。悲しかったこともある。それ以上に喪失感が強すぎて色々なものが麻痺してしまっていた気がする。

　当時の俺を支えてくれたのは幼馴染みの女の子だった。小さい頃からずっと一緒に過ごしてきた幼馴染み。

　あいつがいなかったら俺はとっくに壊れていたのではないかと思う。あいつは元気だろうか。

　昔を思い出して感傷的になっていた俺にルーシアを両手で頬を挟みキスをする。

「お兄ちゃん。お兄ちゃんが転生してきてくれて、本当に良かった。ありがとう。本当に」

「でも、俺がもう少し早く駆けつけていれば」

「ううん。いいの。だってそれは考えても仕方ないもの。私はお兄ちゃんに命をもらったんだから。お兄ちゃん。大好きだよ」

「沙耶香……」

「えへへ。その名前で呼んでくれるんだ。ねえ、二人の時はそう呼んでくれない？　私はルーシアだけど、お兄ちゃんとの時間は沙耶香でいたいなって」

「うん。そうだな。分かったよ沙耶香」

　俺達は村を巡って人々の遺品を集めた。それらを一カ所に集め土を盛り墓標を立てる。

「遺体が残ってないから、形だけになっちゃうけど、大好きだった兄さん。隣のおじさんおばさん。みんないい人達だった……」

　沙耶香は祈りを捧げた。俺も日本式ではあるが、沙耶香を異世界で拾い育ててくれた今はなき両親と、育ててくれた村の人達に感謝の気持ちの黙祷を捧げた。

　やがて祈りを終えた沙耶香は目尻の涙を拭いて笑顔を向けた。

「行こうお兄ちゃん」

「よし。銀狼太上皇は銀の霊峰の山頂にいるらしい。一気に飛んでいくからな。しっかり掴まってろ」

　俺は沙耶香をお姫様抱っこで抱え上げ飛行スキルで飛び上がる。肩と首に手を回ししっかりとしがみついた沙耶香は照れた表情で俺の顔をじっと見た。

「えへへ、お兄ちゃんがこんなに近くに見えてちょっと幸せだね」

「怖かったら下を見ないで俺を見ていればいいさ。よし、いくぞ」

　上空まで飛び一気に銀の霊峰の山頂を目指した。





◆　◆　◆






「ここか」

　沙耶香をかかえたまま銀の霊峰の山頂までやってきた。アイシスのサーチによると、太上皇はこのあたりにすんでいるという。

「ここに銀狼族の太上皇様がいらっしゃるの？」

　俺から降りた沙耶香はキョロキョロと周りを見回す。しかし太上皇らしき姿はどこにも見当たらない。

　しかしこんな何もないところでどうやって生活しているんだ。龍の霊峰と違いここには生き物らしき物の姿は見当たらない。

　眷属も動物も住んでいないようだ。どうやって食べ物とか確保しているんだろうか。

──『カイザー種などの上位種の中には空気中のプラーナと言われるエネルギーを吸収する能力を持つ物がいます。おそらくその類いでしょう。霊峰の帝王も同じようでした』

　霞を喰って生きている仙人みたいなものか……。

──『凍耶様の空腹を覚えない特性も同じ原理です。凍耶様の場合は空気中に含まれているプラーナを始め、魔素と呼ばれる魔力の源を吸い循環させることで老廃物を除去し疲労の蓄積を防いでいます』

　なるほど。便利な身体になったものだ。その気になれば食事もとらなくて良いし睡眠も不要になる。

　だからと言って眠れなくなるわけでもないし、食べられなくなるわけでもない。どっちもしたければするし、しないときはしないというスタンスが取れる。

　それはともかくとして、山頂の開けた丘の上にやってきた。

「あれ？　おかしいな。ここが山頂のはずなのにまだ上があるのか？」

　アイシスに表示してもらったマップには山頂と記載されている。しかし俺達の目の前には更に小高い丘のような膨らみが存在している。

「いや、違う、これは」

「お、お兄ちゃん、これって」

　山の続きかと思ったそれは……。

【銀狼太上皇　ＬＶ１５０　総合戦闘力３３０００】

『ぐぉおおおおん』

「でかっ！　うおっと!?」

　大きな山が動いたかと思うと、いきなりダンプカーのようなでっかい塊が真横を薙いだ。

　とっさにルーシアをかかえて飛び上がる。

　山の続きかと思ったそれは、山と見まがうほどの巨大な狼だった。銀狼帝よりも更にデカい。あいつが鯨くらいの大きさならこいつはガチでゴ◯ラだ。

『ぎゃぁおおおおおお』

　大きな口が開いたかと思うとレーザー状の光の帯が真っ直ぐ放たれる。

「くっ、ライトニングブラスター」

　とっさに雷撃の光線を放って反撃をする。しかしぶつかり合った光線同士が弾けて相殺された。

「うげっ、マジかよ」

　とっさに放って収束が充分でなかったとはいえ、俺の６９０００の威力と互角の攻撃を放ちやがった。

　それにレベルが高ぇ。素の戦闘力が３３０００ってことは霊峰の帝王より強いじゃないか。

「沙耶香、ここにいろ」

「う、うん。気をつけてお兄ちゃん」

　俺は沙耶香を離れた場所に避難させ太上皇に向かっていった。

「待ってくれ、俺達は話し合いをしに来た。攻撃をやめてくれ」

　しかし俺の声は届いていないのか牙をむき出して向かってくる。もはやブラックホールが迫るかのごとく大きな口を開けて俺を飲み込もうとしている。

　やむを得ずパワーストライドを発動。太上皇の身体の下に潜り込み肘を突き立てて、スピードを乗せた体当たりをかました。

「はぁ!!」

『ぎゃおおおおん』

　悲痛の叫びと共に銀狼との戦いで更にパワーアップした俺の攻撃が炸裂する。

　身体が肘打ちの威力で大きく浮かび上がり、口からよだれをまき散らして倒れ伏した。土煙と共に地響きを鳴らせ仰向けに倒れた太上皇は、そのまま白目を剥いて気絶したようだった。

「ふう、びっくりした」

──『敵性個体の戦闘不能を確認。経験値を取得　２５５倍に増加　ＬＶ９９→１１０　基礎戦闘力３２０００→３３０００　総合戦闘力６９００００→７１００００』

「おい、まさか死んでないよな」

──『生命数値は０になっていないので生きています』

『くるるるる……参りました。見事です』

　仰向けに倒れていた太上皇はゆっくりと身体を起こし大きな顔を俺達に向ける。

『さすがは我が子を一人で退けし人間。私でも敵わないとは』

「おお、やっぱりあんたもしゃべれるんだな。理性あったのか」

『すみません。あなたの力をこの目で見てみたかったのです。新たな銀狼帝に相応しいか否か』

「俺達がここに来ることを知っていた口ぶりだな」

『はい。我が子の波動が狂気に呑まれ変わった頃から様子はうかがっていました。あなたのことは我が子が召される前に伝えてくれたので知っています。聞かせてもらえますか。あそこで何があったか』

「とにかく治療しよう。キュアリカバリー」

　癒やしの光が太上皇を包む。乱れていた息が整い生命数値も完全に回復した。

『感謝します人間よ』

「ああ、だが俺にも分からないことは多い。俺の知っている範囲で話そう」

　俺は太上皇に精霊の森で起こったことをドラムルー王国に来てからのことを含めて話して聞かせた。

『なるほど、凶星の呪いですね。さすがのあの子もあれにはあらがえなかったか』

「あんたはあれがなんなのか知っているのか？」

『何もかもではありませんが、あれの呪いにかかった者を何度か見たことがあります。あれにかかった物は己が理性を失い、狂気に呑まれ、その上で自己の意識を内側に保ったまま自らが殺戮の権化になる様を死した後すらも見せられ続けるという恐ろしい呪いです。遙か昔あれを造り出した魔道士は世界中の魔物を狂気に追い落とし、そのせいで自ら呪いに掛けた魔物に食い殺されたという伝説があります』

　人為的に造られた呪いってことか。なんともはた迷惑な呪いを造りやがったもんだ。

『一時的に狂気化するバーサークという魔法がありますが、それと違い解除する方法がありません』

「霊峰の帝王も似たようなことを言っていたな。狂気に呑まれて仲間同士で殺し合いが始まったと」

『なるほど、あの方ほどの物でも呪いにあらがうことはできないのですね』

「死んでも呪いが解けないってんだろ？　でもなんで銀狼帝は呪いが解けたんだ？」

『理由は分かりません。あなたに特別な何かがあるのかそれとも別の要因か。いずれにしても精霊結晶となったあの子は次世代に意志を託し満足しているでしょう。そしてあなたがそれを持ってここに来ることも伝えてくれました』

「なるほど。そうだ、これがその銀狼帝から託された精霊結晶だ。あんたに渡すように言われた」

　俺は銀狼帝から託された精霊結晶を太上皇の前に差し出して見せた。俺の手の平に載った精霊結晶が柔らかい光に包まれる。そして浮かび上がり太上皇の身体へ吸い込まれていった。

『あの子達の意志。確かに受け取りました。ありがとう。私も安心して寿命を迎えることができる』

　太上皇は満足仕切った様子で目を閉じ感慨に浸る。

『ただ惜しむらくは』

　だがまだ何か言いたいことがあるのか俺達の方を向き直り目を細めた。

『人間よ、一つだけ頼みたいことがあります。聞いてもらえますか』

「この際だ。トコトン付き合ってやるよ。言ってみな」

『私には親友がいます。その方に最後に会いに行きたいのです』




　◆第３８話　少女と銀狼




　そして時間は今に至る。太上皇のいう親友というのは、この国の女王陛下のことらしい。

　今を遡ること数十年前。

　太上皇は銀狼帝として全てのフェンリル達の頂点に君臨していた（ちなみにその頃は身体は今ほどデカくはなく普通のフェンリルくらいの大きさだったらしい）。だがＳ級の冒険者パーティが栄誉のためにフェンリル討伐を始め、フェンリル達も強者との戦いに矜持を持っていた。

　フェンリルという種族は強者との戦いを常に望んでいる。その当時の銀狼帝である彼女の考えはそうであった。

　彼女自身も強者と戦うことを望み、実際幾度となく人間と戦いを繰り広げてきたが、フェンリルはむやみに人間を襲ったりはしない。

　だが人間にとってその様相は恐怖の対象であった。故に人間は討伐のために冒険者をけしかけた。

　その冒険者パーティは強かった。なんとか全員を退け辛くも勝利したものの、傷は深くドラムルー王国近くの精霊の森で力つきた。

　ああ、自分の命もここで終わりか……そう思った時、自分の身体が急激に癒されていくのが分かった。

　目を向けると、そこには五歳くらいの少女が小瓶を片手に震えていた。

『何故、我を救った……？』

「怪我を、していたから」

　少女は震える声でそう言った。

『我が怖くないのか？』

「怖いわ。怖い。でも、あなたは死にたくないって、顔を、してた」

『だから救ったと？　それはエリクシールだろう？　人間にとっては貴重な品のはずだ』

「そう、王家の秘宝よ。この後、お父様にいっぱい叱られるわ。でも、いいの。あなたを救えたのだから」

　そう言って小さな女の子は笑ったという。

　そして二人は親友となった。フェンリルの背に乗り駆け回るお姫様。銀狼姫などと呼ばれたお転婆少女は相方の銀狼帝、後の太上皇と共に様々な冒険に出かけた。

　それはとても幸せな時間だった。しかし、それも長くは続かなかった。

　少女は成長し、女王となった。国を率いて民を導かなければならない。

　その女王のそばに魔物がいるなんて。周囲はそう言った。

　太上皇は自ら女王のそばを去った。別れの言葉も告げず。だって彼女は周囲の反対を押し切ってでも自分をそばに置こうとするから。

　だから自ら姿を消した。彼女を不幸にしたくはなかったから。

　ところでカイザー種というのはどのように生まれるのか。実は生まれたときは普通なのだそうだ。同じ魂が幾度となく転生をくり返し、成熟した魂が転生した肉体だけが帝王となる。

　これはフェンリルに限らず、ドラゴンでも、ゴブリンでも同じらしい。

　成熟した魂は獣の身でありながら高い知能を持ち、一族を率いていく。

　肉体の年齢そのものは一〇〇年ほどなのだそうだ。そして太上皇の年齢は既に一二〇歳を超えている。

　その寿命は持ってあと数日。彼女くらいの高位の存在になると自分の死期ははっきりと分かるらしい。

　彼女はかつての親友に会うことを強く望んだ。最後に謝りたいのだと言う。

　俺は承諾し女王への謁見でそのことを伝えるつもりでいた。





◆　◆　◆






　そして女王謁見当日。

　俺はドラムルー王宮へルーシア、ソニエルと共に赴いていた。

　女王の謁見の間へと続く廊下。今回の一件でかかわったアドバイン、ウルドバイン、ゴーマン、ルタルが大きな扉の前で待っていた。

「おお、待っていたぞトウヤ。今回はお手柄だったな。まさか一人でシルバーフェンリルの群れを退治してしまうとは。正直ここまでとは思ってなかった。これはＢ級と言わずすぐにＳ級でもいいくらいだ」

「遠慮しておく。いきなり高ランクにすっ飛ばすと色々軋轢が面倒くさそうだ。Ｂランクから地道に上げていくよ」

「慎み深いことだ。だがそれもすぐだろうよ。やっかい過ぎて後回しになっている仕事はいくらでもある。お前にはそっちを担当してもらいたいからな」

　異世界に来てまでブラック企業的な労働は勘弁してほしいな。生前のサラリーマン根性が染みついているので、いざ働き始めるとなんだかんだでやってしまいそうだから怖い。

「それとな、奴隷商館から連絡があった。ゴドマン大臣が失踪したためオークションは中止になった。そのためソニエル嬢はお前に譲り渡すことを決めたそうだ」

「え……」

　そのことに目を見開いたのは他ならぬソニエル自身だった。

「そ、それじゃあ……」

「ああ、あんたはもう正真正銘トウヤのものだ。ほれ、ここに証文もある」

　アドバインはそう言って一枚の羊皮紙を取り出しソニエルに渡した。異世界文字で書いているので全く読めなかった、と思いきや、何故かすらすら読める。あれ？　見たことない文字なのに読めるのはなんでだろう。

──『全種族言語理解のスキルが働いているためです。言葉だけでなく使っている文字や独自の暗号文字なども全て理解できるようになっているはずです』

　創造神のチートはやはり半端じゃないな。そこにはソニエルの所有権を俺に譲渡すると言う旨が王国の紋章と共に書かれていた。

　つまりこれでソニエルは名実共に俺の所有奴隷となったわけだ。

「ご、ご主人様……」

　ソニエルは感極まって涙ぐみながら俺に寄りかかる。

「ああ、これからよろしくな、ソニエル」

「は、はい、不束者ですが、よろしくお願いします」

　俺は泣きじゃくるソニエルの頭をあやすように撫でた。

「良かったねソニエル」

「ところでゴドマンが失踪ってどういうことだ？」

「そのことなのだがね」

　ゴーマンはここ数日で起こったゴドマン失踪について話してくれた。

　どうやら俺がフェンリルと戦ったあの日から一晩明けると、ゴドマンは既にどこにも姿がなかったらしい。

　城や屋敷など捜索が行われたが見つからず役人達は困っているそうだ。しかし彼の私室から麻薬の販売ルートや違法な奴隷売買の証拠が次々に見つかり、発覚前に逃亡を謀ったものと判断され、指名手配された。

　結局未だに見つかっておらず、今回のこと件の首謀者かどうかも分からずじまいになってしまったらしい。

　少しモヤモヤするが、まあ俺には関係ないからそこまで気にしなくても良いだろう。

　さて、いよいよ女王の準備が整ったとお呼びが掛かり俺達は謁見の間へと通された。

　赤と白を基調とした絨毯が敷き詰められた長い広間。その先に薄いカーテンが垂れ下がっており左右にまとめられて開かれている。

　数段の階段の先に透明に輝くダイヤのような宝石をちりばめた豪奢だが、派手すぎない上品なデザインの玉座が鎮座している。

　俺達は兵士に武器を預け絨毯を進んでいく。

「そこで待て」

　エラそうなカイゼル髭をたっぷりと蓄えた老紳士が玉座の左脇に控えている。

　おそらく大臣の一人かと思われるが、なんかめっちゃくちゃマッチョな老人で役人というよりは歴戦の軍人という感じだ。

　カイゼル髭に言われた場所で立ち止まり、俺以外の全員が膝を付いてひれ伏した。俺も慌ててそれに倣う。

　すぅううううと何かを吸い込む音が聞こえると、直後。地響きが起こるのではと思うような凄まじい声で号令がかかった。

「女王陛下のおなーりぃぃいいいいい」

　まるで江戸時代の殿様が出てくるかのようなかけ声でカイゼル髭が叫ぶ。

　俺はチラリと目を上げると、玉座の脇からドレスを着た一人の女性が出てきた。

「あれが女王か」

　ひれ伏し片膝をつき頭を垂れて女王が玉座に座るのを待つ。

　顔は見えないが歩く姿はさすがに様になっている。

「本日はよくぞおいでくださいました。どうぞ面を上げてください」

　しわがれてはいるが優しげに響く上品な声で女王のお許しが出ると、俺達は顔を上げて女王の顔を伺った。

「え？」

　俺はそこで驚愕のこと実に遭遇する。

「うふふ。やはり貴方でしたか。トウヤさん。待ってましたよ」

「げぇえええ!?　あ、あんたは！」

　俺はその人物を知っていた。




　◆第３９話　ドラムルー王国女王　ヒルダガルデ２０世




「あ、ああ、ああ、あんたあの時の」

「貴様、女王陛下に対して無礼であるぞ！　控えろ！」

　近くに居たカイゼルひげを生やしたおっさんが俺に向かって剣を抜こうと詰め寄った。

「良いのですよジークムンク。彼は私の恩人です。剣を収めなさい」

「ははっ」

　女王は玉座から立ち上がって俺に歩み寄りその手をそっと握った。相変わらずのしわしわの手ではあるが、今はレースの入った手袋をして豪奢で上品なドレスに身を包んでいると、なるほど、気品ある貴婦人にみえるものだ。

「またお目にかかれましたね。きっと会えると信じていました」

「ご主人様。女王陛下とお知り合いなのですか？」

「いや、知っているというか、なんというか」

「彼は私がお忍びで街に出たときに暴漢から救い出してくれてね。名前も告げずに立ち去ってしまったのよ」

「そうだったのですか。さすがご主人様」

　ソニエルは感嘆の声をあげるが、女王陛下はありもしない作り話を息を吐くように創作して当然のようにのたまった。
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　彼女に会ったのはこのドラムルー王都に到着したその日。

　ギルド本部でウルドバインから今回のフェンリル事件の依頼を承諾し、作戦会議に臨む準備期間に入ったときのことだった。

　ルーシア達と異世界グルメを堪能し宿へと帰った後、俺は屋台の料理をストレージに収めればいつでもできたての異世界グルメが堪能できることを思いつき、再び屋台の立ち並ぶストリートに一人戻った。

　この体になってから、食事は殆どとらなくても腹が減って力が出なくなるなんてことはなくなった。まだ限界は試してないが、おそらく一週間くらいなら飲まず食わずでいても平気な気がする。

　しかし別に食えなくなってしまったわけではない。むしろ生前の俺よりも遙かに沢山、それこそいくらでも腹に入っていく。

　腹は減らないが食事の楽しみがなくなるわけじゃない。いい体に生まれ変わったものだ。そういう意味ではあの少女に感謝しないとな。

　俺は人の列が丁度途切れた隙に、人気のクレープみたいなデザートを作っている屋台に並び、気になるメニューを片っ端から注文する。

　ストレージに入れておけば時間停止の恩恵で、いつでもできたてを食べることができるので旅のお供に色々詰め込んでいた。

「これとそれ、あとこのおすすめもくれ」

「あいよ。兄さんストレージもちかい？　羨ましいねぇ」

「まあな。おかげで気になるもんは全部買っていける。旅人だからな、常連にはなれんが上客にはなってやるよ」

「ははは。豪快なことだ。一つサービスしておくからまた街に来たら必ず寄ってくれよ」

「おお、すまんな。ありがたくもらっておこう」

　俺はイチゴと桃の中間みたいな不思議な味のする果物クレープを頬張りながら、次の屋台へと足を向けた。

　やがて一通りの店を周りそろそろ宿へ帰ろうかと思っていたところに、それはいた。

　屋台の列が途切れた裏路地の入口の影に黒くて大きな塊が鎮座している。初めはゴミかと思ったがそうではなくマントみたいな布をかぶった人間だった。

　やはりこういうホームレスっているんだな。

　よく見るとそれはばあさんだった。しわくちゃの顔に干からびた手をプルプルさせながらこちらを見上げる。

　それはいかにも助けを求める懇願の視線。はっきり言ってこういうのにかかわっていたのではおそらくきりがないだろう。

　俺だって見捨てるのは忍びないが、聖人君子でも救世主でもない俺は道で出会うホームレスを残らず助けて回る余裕などない。

　しかし忌々しいことに俺はその老婆とバッチリ目が合ってしまった。真っ黒なフードから覗くつぶらな瞳で一心に俺の方を見つめる。見た目は汚いホームレスなのにその目の輝きだけは異常にキラキラと大きなぱっちりおめめで、かつて美人であったろうことが想像できる。

「お、お、お若いの」

　目が合った以上無視するのも憚られるので、やむを得ず老婆に近寄った。

「どうしたばあさん」

「は、は、腹が……」

「腹が、いてぇのか？」

「腹が減った」

　ちょっと考えれば分かることだ。その日を凌ぐ食べ物を得るのも一苦労であろうそのホームレスにかかわったことを俺は死ぬほど後悔した。

「うむ、美味いぞ。非常に美味じゃわい」

　ばあさんは俺がストレージから出した屋台グルメを次々にその胃袋に収めていく。棺桶に片足まで浸かった老人が、こんなに精力をつける必要がどこにあるんだろうか。

　クレープもどきに載っかったサクランボのようなフルーツを干からびた唇にくわえてへたがちょこんと顔をのぞかせている。

「ふぁ、よく喰った。生き返ったわい」

「そりゃあ良かったな。それじゃ、俺はこれで」

　一刻も早くその場から離れたかったが老婆は、瞬間移動のごとく俺の前に回り込みその手を握ってきた。

「待ちなされ。ここでただで帰してはわしの名が廃る。是非お礼をして進ぜよう」

「結構だ。こっちは完全にボランティアのつもりだ。見返りなんて求めてねぇから安心しろ」

「ふぅむ。何かいいものはないかのう」

「人の話聞いてんか？」

「身体で払ってやりたいがこの肉体は爺さんに操をたてておるからのう。そうじゃ。下は無理でもお口でならええぞ。婆のふぇ◯てくで昇天させてやろう。うちの爺さんもこれであの世にいったくらい極上の快楽だぞえ」

　身の毛のよだつことをのたまう老人に軽い殺意すら覚えた。

「おぞましいことを言うんじゃねぇよ。操たててんじゃねぇのか。あと爺さんの死因気の毒だな」

　老婆は年齢不相応の全く嬉しくない誘惑顔でしなをつくり俺にすり寄ってくる。目だけは綺麗なので妙に色気と気品があるのが腹立つな。

　まさかとは思うが、こんなばあさんにまで雄のフェロモンスキルが効いているんじゃないだろうな。

　なんとか逃げだそうと画策しているが、がっちりと手を握られていて離れられない。

「そうじゃ。なんか困ったことはないかえ？　わしが叶えて進ぜよう。こう見えてもこの国で大抵のことはなんとかなるぞよ」

「あ？　何言ってんだあんた」

　意味の分からないことを口走るばあさんに脳みそがズキズキと痛み出したところで、その不愉快な時間は唐突に終わりを告げた。

「──様ぁああ、どこですかぁああ！　隠れても無駄ですよぉ」

「むむ、口うるさいのが来おった。それでは若いの。婆との蜜月の時はまた今度といこうのぅ」

「そんな日は永遠に来ないから安心して逝ってしまえ」

「ほほほ、気持ちのいい若者だったわ。それではまた会おうぞ。さらばじゃ」

　ばあさんはマント翻しシャカシャカと足を動かしてゴキブリのようにその場を去って行った。

「なんだったんだありゃあ」
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　と言うのが真相だ。

「うふふ、どうしたの？　まるでお化けにでもあったかのような顔よ」

　お化けというか妖怪の類いだと思うのだが。あの時とギャップが凄すぎて本当に本人か疑いたくなるが、このキラキラとしたぱっちりおめめは忘れようもない。

　何をどうしたらあの妖怪がこの貴婦人になるのだろう。精神が別物にでも入れ替わっているとしか思えん変わりっぷりだ。

「おい貴様。いつまで陛下の御前でぼけているつもりだ」

　俺はカイゼル髭の言葉にハッとなる。正体は妖怪ババアでも今は女王陛下だ。家臣の手前無礼を働くわけにもいかないだろう。余計話がややこしくなりそうだ。

　ここは適当に乗り切るとするか。

「いえ、知らぬこととはいえその節は女王陛下にご無礼の数々。平にご容赦いただきたく存じます」

　妖怪ババア改め女王陛下もその空気を察したのか、雰囲気を合わせてくれた。

「良いのです。あなたはミトラ平原に発生していたゴブリンレイドを退治してくださったわね。そのことについても是非お礼が言いたかったのよ。それに加えて、あなたはこの国の危機を救ってくださった。感謝しても仕切れないわ。銀狼は私にとって思い出の種族。あの子の子供達と殺し合うなんて私には耐えられなかった」

　女王はそう言って目を細めた。懐かしそうに。

「そのことで陛下に一つお伝えしたい儀がございます」

「あら、何かしら？」

「あなたのご友人である銀狼から言づてを預かっております」

　その言葉に女王はこれでもかというくらい目を見開いた。

「……今、なんて言ったの……？」

「あなたのご友人である銀狼太上皇。先代銀狼帝が、あなたに伝えたいことがある、と」

「何ですって!?」

　女王は声を荒げた。

「本当なの!?　あの子にあったのね、彼女は今どこに、元気なの!?　どうして私の前からいなくなってしまったの!?」

　女王は立場も忘れたように俺に詰め寄り次々に疑問を投げかけてくる。

「それは、ご本人から直接聞いた方がよろしいかと存じます」

「え？」

「ルーシア」

「はい」

　俺はルーシアを前へと呼んだ。

　女王の下へ出たルーシアは膝を付き頭を垂れた。

「あなたは……？」

「狼人族、白狼種。ルーシアと申します」

「そ、そう、それで、ルーシアさん。あなたは一体」

「これより、銀狼太上皇の精神を彼女の肉体にリンクさせます」




　◆第４０話　ヒルダガルデとシャルナロッテ




【銀の霊峰　山頂にて】

「なるほど。あんたが女王に会いたいって気持ちはよく分かった。それでどうするんだ？　そんなでっかい身体でドラムルー王宮まで乗り込むつもりか？」

『いえ、私にはもうその体力も残されていません』

「うーむ、そうか。さすがにその巨体をかかえてドラムルーまで飛んでいくのは無理だよな」

　できなくはなさそうではあるけどちょっと自信ないな。すっげぇ重そうだし、途中で落っことしたら大変だ。

『そこで狼人族の少女よ。あなたに頼みたいことがあります』

「え、わ、私ですか？」

　太上皇はルーシアに向き直り鼻を近づけた。デカい扇風機でもつけたかのような生暖かい風がルーシアのスカートをはためかせる。み、見えそう……。

『あなたの身体を一時的に貸していただきたい。私の精神だけ彼女の下へと運んでほしいのです』

「そ、そんなことができるんですか？」

『ええ、まずはこれを』

　太上皇の目が光ったかと思うとルーシアの目の前に光の塊が現れる。そして徐々に小さくなっていき、一つの光る球体が姿を現した。両手で掬うようにルーシアが手を差し出すと光が治まったその球体がポトリと落ちる。

　あれは一体。

──『銀狼の至宝玉』

　これはまた始めて見るタイプのアイテムだな。

──『至宝玉というのは帝王の宝玉のアップグレード版のようなものとお考えください。長い輪廻を繰り返してきた帝王の魂が限界まで凝縮されたものが至宝玉となります』

　アイシスの解説により分かったのは、それは力を凝縮させただけでなく魂そのものを材料として作り出す、正に魂の結晶体とも言うべき代物だった。

「こ、これ、スゴイ。ものすごい波動を感じる」

『それは銀狼の至宝玉。私の魂そのものを凝縮して結晶化させたモノです。それをあなたが取り込めば私の意識の一部を託すことができます。少しの間だけあなたの身体を貸してください』

「それってルーシアの身体を乗っ取るってことか？」

『端的に言えばそうです。しかし私が死ねばその意識も消え、取り込んだ力だけが残るでしょう』

「わかりました」

「ルーシア、良いのか？」

「だって、こんなに会いたがってるんだよ。大切な親友のことを思って、会いたくても会いに行けなくて。でも最後に一目だけでも会いたい。私、わかるもん。その気持ち。スゴくよく分かるから。会いたい人がいて、でも会いに行くことができないつらさは、私が一番よく知ってるもん」

　ああ、そうか。ルーシアの気持ちは、死んでしまって記憶を引き継いだまま、別の世界へ転生してしまった時に形作られたものなんだな。

　会いに行きたい人がいて、でもその人は遠い世界の住人で。

「分かった。でも事が済んだらルーシアの身体は返してもらうぞ」

『ええ、ルーシアさん。その至宝玉の力はあなたに差し上げます。ですからほんのひとときで良い。あなたの身体、貸してください』

「分かりました。是非使ってください」

『感謝します』

　ルーシアの握っていた至宝玉が大きく爆ぜた。そして散らばった光の粒子がルーシアの身体を包んでいく。

──『ルーシア　白狼種→銀狼種　ＬＶ２５　総合戦闘力８７２１→ＬＶ２５　総合戦闘力１５０００』

　至宝玉の力を吸収したルーシアの身体は、大きな光に包まれ白狼種から銀狼種という種族へ変わっていった。

　それに伴ってルーシアの晴天に流れる雲のような真っ白な髪が、光沢のある白銀色に変わっていく。

「す、スゴイ、スゴイ力が溢れてくる。今までの私じゃないみたい」

『これで私の意識をリンクできるようになりました。これはほんの短い間しか使えない力です。しかるべき時につなぐことになりましょう。その時になったら、ルーシアさん。心の中で私に呼びかけてもらえますか』

「分かりました。女王様に会ったときにお呼びします」
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　目を閉じたルーシアは女王の前でジッと動かなくなった。

　何ことかと見守る観衆の中、女王だけは真剣にその様子を見つめている。

　やがてゆっくりとルーシアの目が開かれる。その目つきは霊峰で会ったあの太上皇の雰囲気そのものだった。

『お久しぶりですね、ヒルダガルデ。お元気そうで何よりです』

　ルーシアとは明らかに違う少し低めの落ち着いた声が発せられた。その瞬間、女王の眼から大粒の涙がボロボロとこぼれ落ちる。

「ああ、シャルナ!?　シャルナロッテ。あなたなのね!?」

『ええ。五〇年ぶりくらいでしょうか』

　シャルナロッテって、もしかして銀狼太上皇のことなの!?　なんつーエレガントな名前だ。ものすげーギャップに引きつりそうになるが、空気を読んで声には出さない。

「ああ、シャルナ。会いたかった。会いたかったわ。あなたがいなくなって寂しかった」

『ええ、私も同じですよ。ずっとお会いしたかった。でもできなかった。私は魔物。あなたは人間。住んでいる世界が違う』

「そうね。何も考えなくて良かった若い時とは違う。私もこんなにしわくちゃのおばあちゃんになってしまったわ。この頃は考えことが多すぎて頭の中にまで皺ができてしまったわ。シャルナ。また昔のようにあなたと共に過ごしたいわ」

『……残念ながら、今日はあなたにお別れを言いにきました。私の命は今日、寿命を迎えます』

　女王は一瞬瞠目し、そして静かに目を閉じ呟いた。

「そう。あなたも逝ってしまうのね。寂しくなるわ」

　女王は静かに太上皇に歩み寄り、そして強く抱きしめた。

「ずるいわ。ずっと会いに来てくれなかったのに。最後の最後でお別れだけ言いに来るなんて」

『ごめんなさいヒルダ。でも、最後にあなたに会えて良かった』

「私もよ。ねえ、やっぱり会えないの？　あなたの顔を見たいわ。会って直接お別れを言わせてちょうだい。それとも、もう私になんか会いたくない？」

『ずるいですよ。そんな言い方。私だって、できれば……ごめんなさい、やはり我慢ができそうもありません』

　その瞬間、城全体が大きく揺れた。

「な、なんだ!?　地震か」

「中庭に何か落ちたぞ!!　な、なんだあれは!?」

　謁見の間に設置されている窓からは大きな土煙がもうもうと立ち上り、しかしてそれは一陣の風によって吹き払われた。

　その中から現れた大きなシルエット。山と見まがうような大きな狼が姿を現した。

　女王は窓から見えるその光景に驚愕を隠しきれないようだった。降り立った狼は真っ直ぐにこちらを見つめ女王と目が合う。

「ああ、ああ、この匂い、懐かしいわね。本当にあなたなのね」

「陛下、危険です。お下がりください」

　カイゼル髭始め家臣の兵士は口々に下がるように進言するが、女王の耳には一切入っていなかった。

　俺は女王の前へ躍り出て手を差し出した。

「陛下」

「トウヤさん……」

「お手を」

「貴様！　不敬であるぞ！　控えろ！」

　周りの家臣ががなり立てるが一切無視する。俺は女王陛下の目を真っ直ぐ見つめ、手を差し出し続けた。

「お願い。あの子の下へ」

「仰せのままに」

　俺は女王の手を取り腰に手を回して抱え上げた。そのまま飛行スキルを発動させ、大窓から外へと飛び出す。

　家臣達から悲鳴が上がる。俺はそのまま飛び立ち、太上皇の下へと女王を連れていった。

　城の中庭に降り立った太上皇シャルナロッテは、その山のような体躯で降り立った俺達を見下ろした。

　そして身体をゆっくりと伏せて女王の元へ顔を近づけた。

『申し訳ありません凍耶殿。やはり我慢ができず来てしまいました』

「いや、俺は構わんのだが……」

　女王ヒルダガルデは恐る恐るシャルナロッテの鼻に触る。

「しばらく見ない間に、随分大きくなってしまったのねシャルナ」

『そうですね。これも会いに来られなかった理由の一つです。私が移動するだけで周囲に迷惑がかかってしまう。だから誰も来られない山の奥に隠居せざるを得ませんでした』

「貴方のためなら城くらいいくらでも改築してあげるのに。軍事予算を半分も使えばあなたの庭くらい簡単に造ってみせるわ」

　女王は宦官が聞いたら卒倒するであろう台詞をさも当たり前のようにのたまった。

『相変わらず無茶なことばかり言いますね。そんなことだからジークムンク殿も未だにあなたの側仕えを引退できないのでは？』

　ジークムンクって誰だ？　もしかしてさっきのカイゼル髭のおっさんのことかな。なんとなくそんな気がする。

　女王ヒルダガルデはまくし立てるように話し続けた。シャルナロッテが消えてから今日までのこと、女王としての苦労。

　色んな事を沢山、沢山、語っても語っても足りないと言わんばかりに。

　シャルナロッテはそんな女王を愛おしそうな目で見続けていた。

　そして、その時はやってきた。

『ヒルダガルデ。どうやらお別れの時がやってきたようです』

　女王は一瞬何かを言いかけたが、すぐに言葉を飲み込んだ。

「そう。分かったわ。わたしもそんなに時間はかからないと思うから、少しだけ待っててちょうだい」

『あなたはまだまだ長生きすると思いますよ。それでは凍耶殿。お世話になりました』

「ああ、元気でな、ってのも変かな。まあ、ゆっくり休めよ」

『私の身体は魔結晶にでもして役立ててください。おそらく宝玉並みの力の結晶ができあがるはずです。あなたの糧として欲しい』

「わかった。大切に使わせてもらおう」

『ではヒルダガルデ。最後にあなたに会えて本当に良かった。息災でいてください。我が友よ』

「ええ、さようならシャルナロッテ。私の親友。おやすみなさい」

　銀狼太上皇はその言葉に満足したように静かに目を閉じ、息を引き取った。

　いつの間にか集まっていた家臣達は昔を懐かしむような優しい目で太上皇の最後を見届けていた。

　俺も黙祷を捧げ、結晶化を発動させた。限界まで凝縮された魔結晶はやがて球体を形作り、まさしく宝玉のような形へと変化した。

──『銀上皇の至高玉を吸収。

　創造神の祝福の効果発動。

　取得スキル効果が３倍。

　称号スキル【絆を繋ぎし者】を取得。（総合戦闘力＋３００％）

　称号スキル【大地の王者】を取得。（総合戦闘力＋３００％）』

　総合戦闘力　３３０００＋２６５０％＝９１００００（端数繰上）』

　これまたトンデモなく力が上がってしまった。

　しかしそこは創造神クオリティ。それだけで終わるはずがなかった。

──『吸収した宝玉の数が一定数を超過。

　創造神の祝福の効果発動。

　創造神の祝福の効果を上位変換。

　取得経験値を１０２３倍に増加。

　ステータス上昇率を１０固定→３０固定に増加。

　自動回復スキルの効果を時間ごとに一定量回復から常時発動状態に上位変換』

　おいおい、とうとうチートスキルの根源が更にチートになってしまったぞ。俺は一体どこへ行こうというんだろうか。





◆　◆　◆






「さて、湿っぽいのは終わりにしましょう。今日は国の危機を救った英雄をお祝いするわよ」

　女王は涙を払って努めて明るい笑顔で皆にそう言った。




　◆第４１話　元の世界に想いを馳せる




──四年前　日本──

　黒いスーツに身を包んだ男性が一礼して目の前を通り過ぎて行く。そんな様子を、彼女、生いき島しま美み咲さきはボーッと眺めていた。

　やがて一通りの几帳が終わると、会場のなかからお経が流れ始める。すすり泣く声のなか、葬儀屋の人間がしめやかに式を進行する。そこで行われているのは、彼女の会社の同期、佐渡島凍耶の通夜である。

（どうして……）

　美咲の心の中に何度目になるか分からない同じ言葉が反芻される。

（どうしてなの。凍耶）

　涙は流れてこなかった。悲しいなんて感情は通り越して、全てが麻痺してしまっていたからだ。

（もっと、もっと素直になっていれば）

　彼女の後悔は五年も前に遡る。佐渡島凍耶は小学生からの幼馴染みである。そして、五年前まで二人は恋人同士であった。

　別れの切っ掛けはほんの小さなすれ違いから生まれた痴話げんか。

　今にして思えば、何故あの程度のことであんなに怒っていたのか。怒ってしまったのか。何故、彼に素直に甘えることができなかったのか。彼は歩み寄ってくれてたのに。意地を張って手を振り払ってしまった。

　それから五年。なんとなく気まずい雰囲気のまま、ずるずると同じ会社に勤めていた二人。幸い部署が違ったため、社内ですれ違うこともほとんどない。

　訃報を聞いたのは社内のアナウンスだった。世界の全てが真っ暗になった。

（ごめんね、ごめんね凍耶……）

　心の中で何度も謝罪する。それがなんの意味もないことを知りながらも、彼女の心は壊れたおもちゃのように同じことをくり返しくり返し反芻する。




──同時刻、同会場にて──

「凍耶お兄様。何故、眠っておられるのですか。凍耶お兄様」

　周りに聞こえるかどうかの小さな声でブツブツとうわごとのように凍耶の名前を呼んでいるのは、凍耶の会社の後輩、桜さくら島じま静しず音ねである。

　凍耶の勤める桜島コーポレーションの社長令嬢にして桜島財閥の跡取り娘。将来の全てを成功で約束されている彼女が、政財界の名だたる御曹司からの求婚を一蹴し、一企業のＯＬに甘んじているのは、ひとえに目の前で横たわっている愛しい人、佐渡島凍耶のそばにいるためであった。

　恋人になろうだなどと出しゃばるつもりもない。ただ、そばにいられればそれで良かった。

　彼にとって自分は会社の後輩。そして、つかず離れずのいつも視界の端に立っているだけの、そんな存在で満足していた。

　彼女は全てにおいて完璧にこなしていた。

　学業、スポーツ、仕事、あらゆる面に秀で、求婚してくる男も芸能界の大物アイドルや、政財界の重鎮の息子など、この世界であらゆることが彼女の思うがままであった。

　祖父が経営しているこの会社だっていつでも乗っ取って凍耶にまるごと渡してしまえる準備は整っていた。彼女が世界で唯一思い通りにならなかったあの人のために、全ては整っていたのに。

　だが、そんな矢先である。訃報が彼女の耳に入る。

　彼女の視界もまた、闇に閉ざされ、心は枯れた大地のように何もなくなってしまった。

　彼女の世界は凍耶だけで彩られていたのだ。




──翌日午後、火葬場にて──

　凍耶の遺体が荼毘に付せられ、骨となり一つ一つ箸でつまみながら骨壺へ運んでいく。そんな光景を目の当たりにして二人の目にはようやくとめどない涙が溢れてきた。

　叫び、崩れ落ちて号泣してもそれを止めるものはそこにはいない。

　やがて全てが終わり、一人また一人と会場を後にする中、最後までその場を動くことのできなかった二人は同じ道を歩いていた。

「お久しぶりですね。生島先輩」

「ええ、そうね。ちゃんとお話しするのは何年ぶりかしら」

「二人が別れられた五年前を境にお話しした記憶がありませんわ」

「そうね。凍耶つながりだったものね」

「お別れになった女が何故こんなところをウロウロしていらっしゃいますの？」

「あんたこそ、ストーカーみたいに周りをウロチョロして気持ち悪いったらないわね。凍耶も迷惑してるんだから、やめておいたら」

「未練がましくいつまでも会社に居続けるうじうじ女がよく言いますわね。わたくしは彼のおそばにひかえているだけで満足ですの。出しゃばるつもりなどありませんでしたわ」

「そうやって控えめな女を演じて自分に酔ってるのね。周りから見て痛々しいって分からないの」

「なんですって」

「何よ」

　二人はにらみ合う。しばしの時が沈黙で支配された。

「……」

「……」

「やめませんか。虚しいですわ」

「そうね。いまさらケンカしたところでなんの意味もないものね」

「……お酒でも飲みませんか」

「いいけど、やけ酒になるわよ」

「良いじゃないですか。みっともない姿を見せたくない相手はもういないんですから」

　自嘲気味に笑う後輩の姿を見て、ああ、彼女も自分と同じなんだ、ということが分かった。

「そうね。今日はとことん飲むわよ。ついてこれる？」

「誰にいってるんですか。余裕です」

　そして二人の女は街へ繰り出した。おしゃれなバーではない。女子会を行うようなレストランでもない。場末の居酒屋で日本酒をラッパ飲みして、凍耶の悪口大会を繰り広げ、絡んできた若い男を美咲は空手で、静音は合気道でボコボコにし、記憶がなくなるまで飲み続けた。

　太陽が昇り始める頃まで飲んだ二人は店をいつ出たのかの記憶が無かった。

　そして……自分達が川に滑り落ちて溺れ死んだことにも気が付かなかった。





◆　◆　◆






　二人が次に目を覚ましたのは何もない真っ白な空間だった。

「ううう、飲み過ぎた」

「ええ、こんなに飲んだのは初めてです。気持ち悪、く、ない？」

「あれ、私も、なんで、あれだけ飲んだのに二日酔いって感じじゃない。それどころか、何も感じない」

「ここは、どこでしょうか」

　二人は自分達が異常な状態にあることを徐々に自覚し始めた。

　周りを見渡しても白一色で、何もない。試しに叫んでみるが木霊すら起こらなかった。

「どうなってるのよ」

　美咲が疑問を呈したその時、上空から光が舞い降りた。それは徐々に人の形をとり、やがて一人の男性の姿に変わる。

「ようこそ、死の世界の入口へ」

　降り立ったのは男性だった。

　白いマントのようなものに身を包んだ色白で金髪の男性は、とても端正な顔立ちで普通の女性ならうっとりしてしまうほどの美男子であった。

「誰よあんた」

「いきなり出てきてイカれた発言。これが中二病というものでしょうか」

　しかし、そんな美男子の美貌でもこの二人には全くの無意味である。

　二人にとって男とは佐渡島凍耶であり、それ以外は共通して単なるホモサピエンスでしかなかった。

　猿に毛の生えた程度の存在としか認識していないのだ。

「い、いきなり辛辣だね。まあいいよ。ボクは心が広いからね。君達は死んだ。そしてこれから死の世界へ旅立つわけだが」

「ああ、そうですか。私は死んだのですね」

「ちょうどいいわ。もう生きている意味なんて無かったし、さっさと連れて行ってちょうだい」

　騒ぐこともわめくこともしない二人の態度に困惑する男性。予想もしていなかった態度に内心焦りつつ彼は話を進める。

「まあ慌てないで。普通なら死であるが、今回は三千万人に一人のチャンスだ。それも二人同時になんて幸運なんてレベルじゃないね。君達には異世界の勇者として転生の任務をあたえ……」

「「お断りします」」

　コンマ一秒の迷いもなく断る二人に男は面食らう。

「き、君達ほど生に執着がない魂も珍しいね」

「生きている意味などありませんわ。凍耶お兄様のいない世界など存在価値がありませんもの」

「凍耶がいない世界なんて滅んでも惜しくないわね」

「良ければ詳しく聞かせてくれないか。何か力になれるかもしれないよ。こう見えてもボクは神だ。大抵のことはなんとかなる」

「聞きましたか先輩。神様ですって」

「きっとモテないのよ。ほら、会社の宴会で意味不明なことで女子の気を引こうとするずれたやつみたいな」

　神と名乗った男のこめかみに青筋が浮かび上がるが、神である以上人間に腹を立てるわけには行かない。

「は、ははは。まあ大抵の人は信じないよ。それでもいいよ。とにかく君達は特別な魂に選定されたわけだ。話だけでも聞いておいて損はないよ」

　そして神は語り始める。二人が異世界の勇者召喚の対象に選ばれた事。

　そのため新しい肉体に転生して世界を救ってほしいこと。

　そしてその報酬としてどんな願いでも一つだけ叶えてやれること。

「あ、でも元の世界で生き返るってのはなしだよ。君達の肉体はとっくに火葬されて跡形もないからね。悪霊になってさまよいたいなら止めないけど」

「私の願いなど初めから決まっていますわ」

「そうよ、決まり切ったことよ」

「「凍耶（お兄様）に会わせて!!」」

「ふむふむ、君達の願いは分かった。どれ、少し調べようか」

　神と名乗る男が目を閉じると額の部分が強く光り、やがてそこにもう一つの目が開く。徐々に光が治まり両目を開けた神は二人にこういった。

「君達の言うトウヤというのは佐渡島凍耶のことだね」

　二人が息をのんだ。

「ふむ、どうやらその魂は既に地球の輪廻から離れたところにいるようだ」

「ど、どういうこと!?」

「あまり詳しいことは神の世界のルールに違反するので言えないが、どうやら既に新しい世界で生を送っているみたいだね。しかも記憶を引きついでいるようだ。さらに運のいいことに、これから君達が転生する世界がそれに該当するらしい」

「では、その世界に行けば凍耶お兄様に会えるんですの？」

「会えればね。言っておくがその人の下へ生まれ変わるっていうのは不可能だよ。勇者召喚はとある王国の儀式の間で行われる。神のルールで向こうの世界のどこに誰が、という情報は開示できない。探したければ自分の力で探すことだ」

「上等ですわ」

「探してみせようじゃないの」

「やる気になってくれて何よりだ。では早速」

「お待ちなさい。転生するにあたって確認したいことがいくつかありますわ」

「な、何かな？」

　そして静音の一見穏やかな、しかし言いしれぬ迫力に気圧された神は、静音が出すかなり無茶な条件を全てのまされることになる。

　ほくほく顔の静音と神に対して堂々と交渉をする後輩の恐ろしさに引きつりつつも、美咲は凍耶に会えるかもしれない期待が勝って黙って見守っていた。

「さ、さあ、今度こそ行ってくれ。そうそう、君達二人はバラバラの場所に転生する。お互い違う国の勇者となって魔王討伐を目指してくれ」

「な、なんですって!?」

「じゃあ頑張ってね」

　その言葉を最後に二人の意識が異世界へと旅だった。

「ふううう、やっかいな女どもだったぜ」

　二人を異世界に旅立たせ、神は独りごちた。

「まったく、死んだ男に転生先で出会えるなんて都合のいい話あるわけないだろうが。バカめが」

　この神が二人に言ったことは全てデタラメであった。静音の異様な迫力に気圧されたのは事実だったが、そこは神。人間ごときにすべて押し負けるほど落ちぶれてはいない。

　この神が二人に言ったことは仕事を早く終わらせたいがために並べたデタラメで。凍耶の名前も二人の心の中を読んで口にしたに過ぎなかった。実際この時点で凍耶の魂はまだ未処理のままさまよっている最中だ。

　だが、まさか己の言ったことが数年後に現実になるなど、この神は知るよしもなかったのだった。





◆　◆　◆






　ドラムルー王宮でのパーティは深夜まで続いた。俺達は皆で騒ぎ、歌い、酒を飲んだ。やがて皆が騒ぎ疲れて寝静まった頃、俺は寝付くことができずに城の中をウロウロしていた。城の巡廻兵士の邪魔にならないように静かに廊下を歩いている時ふと窓の外を見やると、バルコニーに出ている女王を見つけた。

　俺は窓からバルコニーに飛び移り女王の下へ降り立った。

「おうおう、凍耶かえ。婆の寝室に夜這いに来るとは、とうとう爺さんに立てた操を奪われてしまうのかのう」

　俺は着地と同時にあほなことを抜かす老婆にこけそうになる。

「なんだよあんた。やっぱり昼間のあれは外向きでそっちが素か？」

「女王というのは肩のこる立場でのう。こんな怪しい妖怪婆じみたしゃべりでは国民に示しがつかんとジークムンクに怒られておる」

「自覚あったのかよ」

「ところで凍耶よ。おぬしに聞きたいことがあるんじゃがのう」

「なんだ？」

「おぬしは、異世界の住民ではないのかえ？　佐渡島凍耶殿」

　俺はすこし面食らった。自分の本名は限られた人にしか名乗っていない。俺のフルネームを知っている人間はそんなに多くないはずだ。

「その名前をどこで知った？」

「婆の子飼いの情報屋は優秀での。時々わしも街に出ては自分の足で集めたりしておる。半分は趣味じゃがの」

「あんた、もしかして初めから俺に近づく目的であそこにいたんか？」

「半分正解じゃ」

「半分とは？」

「婆には昔から不思議な力があっての。自分にとって利益になる出来事は予め分かる。そこに行けば何かが起こると確信できる。まあ、よくあたる勘のようなもんじゃ。そこで何が起こるかは行ってみないとわからん。わしはその時その時の直感に従って行動しておればいいだけじゃ」

「そうかい。で？　なんで俺が異世界人だとわかった。確かに珍しい名前だろうが、俺はこっちに来てからフルネームを名乗ったことは殆どないはずだ」

　だが老婆はその質問には答えず意味深な言葉を紡いだ。

「この世界には昔から異世界の人間が時折やってきては歴史に名を残しておる。英名も悪名もな。あの狼人族の少女のこともサヤカと呼んでおったことを察するに、彼女も異世界人、狼人族であることを考えると、正確には前世が異世界で記憶を持ってこっちに生まれてきたといったところか」

「あんた洞察力ありすぎだろ」

「ふぇっふぇっふぇ。そうでもなければ国の長は務まらん」

「そうかよ。それで？　俺をどうしたいんだ？　手の内に収めたいのか？」

「どうもせんよ。おぬしは権力に縛られるような男ではあるまい。じゃが、わしはそうでも他は違う。おぬしの力を利用しようとするものは必ず現れる。権力に取り憑かれたものほどその力は魅力的であり、また恐ろしくもある。わしは運良く味方になれたが、敵になったらと思うと身震いがしてくるよ」

「あんたが俺や周りに害しない限り、少なくと敵にはならんはずだ。気をつけることだな」

「肝に銘じておこう」

「さてそろそろ行くか」

「凍耶殿。改めて礼を言わせてくだされ。我が友、シャルナロッテを救っていただき感謝する」

「なりゆきだ。気にするな。じゃあな」

　俺は寝室へと戻っていった。さて、騒がしかったがようやく安心して異世界ライフを堪能できそうだ。

　これから楽しくなるぞ。





◆　◆　◆






　寝室に戻った俺はしばらく考え事をしていた。

　異世界人が英名も悪名も残している、か。

「そういえば、俺以外に異世界人って現在はいるんだろうか」

　可能生としては思い当たる点がある。いつか話題に出た五大勇者と呼ばれる存在。そのうち少なくとも二人は異世界人である可能生が高い。

　確か名前は、勇者ミサキと、勇者シズネ。

　ミサキとシズネ。

　俺はこの名前に聞き覚えがあった。既に沙耶香という前例がある以上、俺の他に異世界人は当然いると考えるべきだろう。

　そして、俺の知り合いである沙耶香が偶然にも俺が転生した場所の近くの村で暮らしていた。

　そして、俺の知り合いにもその二つの名前を持っている人物がいる。しかも単なる知り合いではない。二人とも俺が幼い頃から知っている。

　生島美咲。桜島静音。

　生島美咲は、俺の元カノだ。付き合い始めたのはもう三〇を超えた辺りだったか。お互い異性と付き合った経験がなくて三〇歳超えてからの童貞と処女のカップルだった。

　でもかなり上手くいっていたんだ。別れた切っ掛けはほんの小さなすれ違い。

　それがお互い意地を張って結局気まずいまま会えなくなって。俺はあれに関して今でも後悔の念に駆られている。

　今更どうしようもないし、仮にまだ現代に生きていたとしても何か行動を起こしていたかどうかは分からない。

　結局俺がヘタレであるせいで、モヤモヤとした後悔が未だにくすぶっている。未だにあいつも俺のことにまだ未練があって、もしかしたらまだ……なんてことを考えたりもしたけど、まあ。そんなわけないよな。男と違って女って未練を断ち切るのって早いらしいし。

　俺はもう死んでいるわけだから新しい彼氏を見つけて、今頃は結婚して幸せになっているンではないかと思う。元彼としてのひいき目抜きにしてもあいつはかなりの美人だ。

　年齢重ねているとはいえまだまだ言い寄る男は多いはずだ。

　桜島静音。俺の勤めていた企業の親会社、桜島コーポレーションの社長令嬢。そして沙耶香の同級生だ。快活な沙耶香とは反対におとなしくて物腰の柔らかい、正にお嬢様って感じの子だった。

　しかし俺は知っている。彼女はおとなしいわけではなく、「周りにそう思われるように計算して振る舞っている」に過ぎないと。

　真実の彼女はかなり腹黒い。それが分かったのはだいぶ後なんだが、彼女はいつも言っていた。『俺の愛人になりたい』と。恋人ではなく愛人なのだ。

　そこら辺のこだわりにある種の狂気すら感じる。理由はよく分からない。初めは冗談かと思っていた。何しろ小学生の頃から俺にそう言い続けていたからな。

　ませた子供のジョークかと思いきや、その感情は大人になっても変わらなかった。美咲と付き合い始めてからもそう言い続ける彼女の態度に、なんだか狂気じみた恐怖を感じ避けるようになったのだ。

　今となってはなんであんな風だったのか知るよしもないが根は悪い子ではないのだ。

「会える機会があったら聞いてみるのも良いかもな」

　冒険者をやっていればそのうち会える機会もあるかもしれないし、居場所が分からない以上無理して探す理由もない。

　アイシス、二人の勇者がどこにいるか分かるか？

──『不明です。検索できる範囲にその二人らしき反応はありません。異世界人であるならば凍耶様とルーシアの生体反応を参考に探っていけば分かるはずです』

　そう上手くはいかないか。一応それっぽい反応は探しておいてくれるか。

──『了解しました』

　知り合いかもしれない二人の勇者に思いを馳せながら、俺は静かに目を閉じた。




　◆第４２話　ソニエル＝ラナ＝マーカフォック




　考え事をしながら王宮の客室のベッドで目を閉じていると、不意に扉がノックされた。

　こんな深夜に誰だ？

「どちら様？」

「ご主人様、ソニエルです」

　ソニエル？　こんな夜中にどうしたんだろう？　俺は不思議に思いながらも扉を開けて中へ招き入れた。

「夜分に申し訳ありません」

「いや、構わないよ。ちょうど眠れなかったところだ」

　まあ実際は眠らなくても全然平気なんだけど。ソニエルはお風呂上がりなのか少し頬が蒸気している。赤らめた頬が月夜の光に照らされて妙に色っぽかった。

　俺はゴクリと喉を鳴らした。

　ヤバい。すげぇ可愛い。色っぽい。何故か分からんがもじもじしているソニエルの扇情的とも言える仕草に欲情が『よう』とか言いながら顔を出し始めてしまった。

　実際、もう手を出しても構わないンだよな。ソニエルは既に俺の所有奴隷だ。それも名実共に。所有している奴隷に性的奉仕を要求しても誰に憚られることもない。

　しかもかねてよりソニエル本人がそうしたいと望んでいるのもあり、俺の理性の箍もいつもより緩かった。

　つーかぶっちゃけすぐにでも押し倒したい。

　だがソニエルは何か話したそうに俺の表情を窺っている。それがまた上目遣いに見えて余計欲情をそそる可愛さなわけだが、俺は勃起しそうになる愚息を必死に抑えながら話をうながした。

「そ、それでどうしたんだ。眠れないのか？」

「すこし、お話しがしたくて。ご主人様」

「なんだ？」

「正式な奴隷としてお仕えする前に、私の話を聞いていただけませんか？　このことは、隠しておくわけにはいかないので」

「隠し事でもあったのか」

「はい、私の出自についてです」

「出自？」

　そういえば、俺はソニエルのこと何にも知らないんだよな。あまり人の過去を詮索するのは趣味ではないし、例えソニエルがどんな秘密をかかえていようとも、ここはどーんと構えておかなければ。

「分かった。聞こう」

「ありがとうございます。ご主人様は、マーカフォック王国という国をご存じですか？」

「いや、聞いたことがないな」

「このカストラル大陸の東の果てにあった小さな島国です。かつては一年を通して温暖な気候と豊富な海の資源で観光地として栄えていました」

「あった、てことは今は違うのか？」

「はい、この世界の地図にマーカフォック王国は既に存在しません。魔王軍によって滅ぼされてしまいました。今は、あの地は魔王軍の居城。魔王の城になっています」

　ソニエルはその言葉と共にギュッと下唇をかんだ。

　かなりのっぴきならない事情があるらしい。俺は思わず止めようと思ったが、ソニエルの決意のこもった目を見て思いとどまった。

　かつて大陸の東に存在したマーカフォック王国。

　国土こそ狭いものの、豊かな自然と安定した気候で別荘地として人気があり、様々な種族が暮らす平和な国であった。

　国外にも名をとどろかす名君の王が国を治め、平和ながらも内外に誇る精強な軍隊を持つことで大陸有数の強国としても知られていた。

　そして何より外の国にとどろいていたのは王妃、そして王女の美しさであった。

　そして今から四年前悲劇は起こる。

　平和な国の空に突如として現れた巨大戦艦。降り立った凶悪な悪魔の軍団。

　魔王軍と名乗るその悪鬼達は瞬く間に平和な街を火の海に変え、男は殺され、女は連れ去られ、あるいはその場で陵辱された。全く予兆のなかった不意打ちに王国軍もなすすべなく破れ、城の守りは機能しなかった。

　国の王は抵抗する間もなく城へと乗り込んできた魔王軍と対峙。軍が誇る最強の剣の達人であった王は乗り込んできた魔王軍の指揮官に一撃の下に両断され、続いて国内最強の魔術師と名高かった第一王子は消し炭に。まだ幼い第二王子も、王女と王妃の目の前でバラバラに切り刻まれ殺された。

　そして悲劇はまだ終わらない。城を制圧した魔王軍は国一番の美しさを誇る王妃を娘の目の前で何度も何度も陵辱し、ついに王妃は心折れて自害してしまう。

　守るものがいなくなりまさにその欲情の毒牙が伸ばされる寸でのところで、命がけで乗り込んできた王国軍により王女は救出される。

　既に国としての機能は果たしておらず、国内の女性は陵辱しつくされ魔王軍に連れ去られた後であった。

　国も家族も、仲間も全て失い、王女は命からがら逃げ出した。

　こうして幸福の都と呼ばれ、内外に誇る美しさを持った国は僅か数日でその歴史に幕を閉じた。

「それから四年。私は元々得意だった武芸の腕を活かして、レンタル奴隷として腕を磨いてきました」

「どうしてわざわざ奴隷に？　普通に冒険者じゃダメだったのか？」

「逃亡して身を隠した先のドラムルーで叔父が奴隷商館を経営しておりました」

「え、じゃああのオーナーが？」

「はい。いずれ再起を図るために冒険者となりましたが、難易度の高い依頼をコネを使って受けてきてくれるのでレンタル奴隷という立場は丁度良かったのです」

「なるほどな。もしかして、あの商館にいた黒服達って、マーカフォック王国の？」

「はい、元家臣達です。立場を失った今でも私に忠誠を示してくれます。ご主人様」

「なんだ？」

「私は浅ましい女です。あなたは強い。時々思ってしまうのです。あなたがもっと早く現れてくれたら、と」

　ソニエルはおもむろに地面にひれ伏し頭を垂れた。

「お、おい、どうしたんだ」

「私を正式に奴隷にしてくださってありがとうございます。これからより一層、ご主人様への忠誠を誓いご奉仕させていただきますので、どうか末永く可愛がってくださいまし」

「……ソニエル」

「はい」

　俺はソニエルの手を引っ張りあげて抱き寄せた。そしてそのまま唇を重ねる。

「ん……んんぅ」

　驚いたソニエルは僅かに身をよじらせる。しかし俺は更に強く抱きしめて舌を差し入れ、そのままベッドに押し倒した。

「ん、んん、ごしゅ、んはぁ、らめ、激しい」

　ちゅるちゅる水音を響かせながら蒸気した頬に指を添え、唇を塞ぐ。ピクリと身体が揺れた。よく見ると僅かに震えている。

　彼女から流れ込んでくる感情は、期待と不安が入り交じりまるで初めて男に抱かれるような生娘みたいだ。

「もしかして、初めてか？」

「は、はい。お恥ずかしながら実際に男性に抱かれたことは、まだ」

「そうか、俺はソニエルの初めてになれるんだな。嬉しいよ」

「私も、初めてが凍耶様で、嬉しい。私は凍耶様のご満足いただける女でしょうか。ルーシアに比べれば歳も若くありません。すぐに飽きて捨てられてしまうのではないかと心配で。あ、ん……ん」

　ソニエルの唇はふわりと柔らかく、マシュマロのような感触だった。二度三度とくり返し啄むと、やがて我慢できなくなったのかソニエルから唇を合わせ、積極的に舌を絡めてくる。

「ふぁ、ん……んふぅ、れる。んはぁ、凍耶様、そこは」

　慎ましやかだが形のいい膨らみを両手で包み込んだ。シャツの下は何もつけておらず手を入れて直接つかむと、きめの細かい肌が俺の手の平に吸い付いてくる。

「バカなことを。お前は魅力的な女性だ。そんなに自分を卑下するな」

　口づけ一つごとにソニエルの身体がピクピクと跳ねる。息を荒げつつも大きな声を出すことはせず、押し殺すように押し寄せる快感に耐えていた。

　俺は是が非でもソニエルの喘ぎ声を聞きたくなり、羽根で撫でるようにお腹や肩、背中、お尻と指を這わせる。乳首などの敏感なところはあえてせめず、お腹やおへそ周りなどくすぐったいであろう場所を徹底的に責め立てた。

　一五分ほど経った頃であろうか、とうとうソニエルが甲高い声とともに絶頂を迎える。

　まだ女陰に触れてすらいないのに、とめどなく愛液がまたの間からよだれを垂らしている。

　すぐに入れても支障は無さそうなくらいだったが、俺は慌てない。

　目の焦点が合わないソニエルに、俺は自分のイチモツをさらけ出し彼女の手を取ってそっと握らせた。

「これが今からお前の中に入るんだ」

「ああ、こんなに、大きいのですね。私、壊れてしまうかもしれません」

「大丈夫だよ。ほら、こんなに濡れてるんだから」

「あ、はああぅ、だ、ダメェ、感じちゃう、スゴイ、凍耶様ぁ」

　濡れた秘部に指を滑らせただけなのに再び絶頂を迎えるソニエル。なんて敏感なんだろう。

「スゴく濡れてる。ソニエル。そろそろいいか。お前が欲しい」

「はぁはぁ、はい、来てください。凍耶様でソニエルを満たしてください」

「行くぞ」

　チュクチュクと音を立てている割れ目に先端をこすりつけ、ゆっくりと滑り込ませるように徐々に侵入する。

　半ばまで入ったところに僅かに引っかかりを感じる。処女膜だ。

「いよいよだ。いいなソニエル」

「来て、来てください。一気に貫いてください」

「よし、行くぞ」

　俺は一瞬腰を引き、勢いをつけてソニエルの一番奥に突き入れる。

　ブツッっと何かが弾けたような気がした。

「ヒグッ、んんんん。あ、あああ」

　破瓜の血が俺の竿に付着しているのが分かる。少しべっとりとした感触と、僅かに鉄を含んだ淫猥な匂いが部屋を満たす。

「入ったぞ。お前の初めてを俺がもらった」

「嬉しいです。凍耶様、ギュッてして。抱きしめてください」

「ああ、ソニエル。好きだよ」
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「凍耶さま、嬉しい、嬉しいです。もっと言ってほしい」

「ああ、いいよ。好きだ。愛してるよソニエル」

　俺はソニエルの耳元で何度も何度も愛を囁いた。これは俺の嘘偽りない気持ちだ。

　不思議だが俺は奴隷として手に入れた女の子のことを全員愛している自覚があった。

　何が不思議かって、かつての俺の感覚なら、既にルーシアと結ばれておきながら他の女に愛を囁くなど罪悪感を感じただろう。しかし、今は違う。

　皆等しく愛しい俺の女だと、堂々と宣言できる。

　そんな溢れるような気持ちを精一杯込めて、俺はソニエルの奥をつきながら耳元で愛を囁く。

　やがてソニエルの中がヒクヒクと痙攣し始めた頃、俺も限界が近づいていた。

「ソニエル。中に出すよ。俺の精液を受け止めてくれ」

「はい、来て、来てください。凍耶様のあついの、ソニエルに沢山注いでください。あ、ああ、ああ、イク、イクぅううう」

　一瞬竿の根元が膨らみ尿道からとめどなく白い噴火が流れ出す。膣内を満たされたソニエルは恍惚の表情で目が潤んでいる。

　キスをすると俺の首に手を回し、積極的に舌を絡めちゅうちゅうと吸い上げた。

「ん……はぁ、凍耶様。スゴイです。これでは妊娠してしまいます」

「心配するな。受精するかどうかはスキルでコントロールできるから。今はソニエルとの時間を大切にしたい。二人の赤ちゃんにはもう少し待ってもらおう」

「スゴイです。あなたはやはりスゴイ人です。あなたでよかった。ああ、溢れてくる」

　溢れてくる白い液に手を当て押さえる姿はとても卑猥でそそる。

　引き抜いたイチモツに血液が充填された。

「すごい、もうこんなになってます。ご主人様。ソニエルを抱いていただきありがとうございます。ここからは奴隷としてご奉仕させていただきます」

　ソニエルは身を起こして俺の前に腰を下ろし、指でそそり立つ男根をなで上げる。

　ビクビクと痙攣を起こすイチモツを愛しそうに見つめ先端にキスをする。

　やがてプルリとした唇が滑り込むように開いて俺の分身をその口の中へ収めていった。




　◆第４３話　ソニエルの正体




「んぶ、ちゅ、じゅる」

　俺のイチモツを口に含んだソニエルは、締めすぎず緩すぎない絶妙の力加減で腰が痺れるほどの快感を生んだ。

　ストローク一回ごとに精を吸い取られるような極上の快楽が俺を襲う。

　くぅう、こんなの長く持たないぞ。

　俺はソニエルの頭を押さえて止めようとするが、逆に自ら頭を振って喉奥に突き刺し、同時に舌を竿に絡めながら強く吸い上げられる。

「じゅうううう、じゅる、ず、ずぞぞぞぞ」

　腰が浮き上がるほどの強烈な快感に思わず呻く。

　それに気をよくしたのか一層激しく責め立てられ、二回目の射精はあっという間にやってきた。

「くっ、ダメだ出る」

　ソニエルの喉がコクコクと鳴るのが分かる。射精している間もソニエルの口が竿を包み、強い吸い上げで尿道に残った精液も残らず吸い取られた。

　青い髪をかき上げて俺のイチモツを口から引き抜くと、口の端をペロリとなめあげる。

　その仕草に三度目の欲望が火をつけた。

「ああ、ご主人様、もう硬くなられて。満足いくまでソニエルの身体を使ってください」

「ああ、最後まで付き合ってもらうぞ。ソニエル、今度は上になるんだ」

「はい、ご主人様」

　ソニエルは寝そべった俺の腰の上にまたがり破瓜の血がついた女陰に二度目の挿入を行った。

「あ、はぁ、すごい、今度ははっきりと感じます、ご主人様のたくましいおチ◯ポが、私の中、をかき回して、ひぁああ」

　卑猥な言葉を口に出しながら夢中になって腰を振る。

「あ、ああ、スゴイ、何か、来る」

　腰を振るソニエルの身体に突如変化が訪れる。ブルーに光るソニエルの髪が徐々に腰の後ろまで伸び出してピンク色にそまっていく。それだけでなく、腰を振りながらその背中にコウモリの羽根のような形のものがにょきにょきと生え始めた。

「あ、ああダメェ。どうして、封印が、解けて、ダメェ見ないでご主人様」

　やめてと懇願しながら腰を振るのを止めようとはせず絶頂を繰り返すソニエル。

　その姿はピンク色のロングヘアに悪魔の羽根と尻尾を持つ美女魔族。まごうことなきサキュバスの姿であった。

「あ、ダメ、またイクぅううう」

「く、俺も、ダメだ。イク！」

　ビュルビュルと擬音が聞こえてきそうなほど激しい精液の射出が始まり、ソニエルの中を満たしていく。

　それと同時にソニエルの羽根が一廻り大きくなり、形もより悪魔チックに変貌を遂げる。

──『【淫魔支配】を習得』

「はぁはぁ、ああ、見られてしまった。ご主人様、見ないで」

「どうしたんだソニエル。綺麗だよ」

　俺はソニエルの羽根をそっと撫でて尻尾を握った。

「んぁぁ、尻尾は感じちゃう、あん」

　にぎにぎと揉んだり扱いたりを繰り返して、四度目の復活をした俺はソニエルに四度目の射精をたたき込むのだった。
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「ご覧の通り、私は魔族、サキュバスです」

「ああ。でも、なんかいいなそれ。似合うぜ。ピンク色の髪も色っぽくて好きだな」

　なるほどな。以前ソニエルの髪の色が一瞬ピンク色に見えたときがあったが、こういう秘密があったのか。

「ご主人様、身体は平気ですか？　サキュバスに精を吸われて、そんな平然としていられるなんて」

「ああ、むしろ前より調子がいいみたいだ」

「ええ!?　そんな。でも、私も、いつもより身体がツヤをましているような」

「やはりサキュバスは男の精を吸い取って栄養にするみたいだな」

「は、はい。そうです。でも、どうして」

「うむ。多分これのせいだな【淫魔支配】。どうもこれ淫魔を従えるだけじゃなくて互いの力を高め合う効果もあるみたいだ」

──【淫魔支配】自己のレベル以下の淫魔を支配する。創造神の祝福の効果により、男女の交わりの際に互いの総合戦闘力基本値＋１％

「これは、すごいですね」

「ああ、エッチすればするほど強くなれるってことだな」

「本当に、ご主人様は何もかもが規格外なお方なのですね」

「そうだな。普通ではない自覚はあるよ。さあ、ソニエル。夜はまだまだこれからだぞ。もっとお互いを高め合おうじゃないか」

「はい。お好きなだけなさってください。ソニエルの全ては凍耶様のものですから」

　俺達は再び快楽の波に乗って船をこぎ出すのであった。

　なんてな。




　翌日。ソニエルとのサキュバスエッチはくり返し行われ、お互い寝不足であるにもかかわらず気力体力共に満タン充実していた。

　どうやらサキュバスであるソニエルは男の精を吸い取ることで自己の糧とし、俺はソニエルとセックスすることで戦闘力を高めることができてしまう。これは淫魔支配のスキル発動対象であるソニエルとしかできないことであった。

　エッチで強くなるなんていよいよエロゲーみたいになってきたな。

　俺はどこを目指しているのやら。




　◆第４４話　デルタ貴族佐渡島凍耶誕生




　さて、翌朝ソニエルが身支度のために部屋に戻り、俺は城の入口でルーシア達が来るのを待っていた。

　今日はまず女王へ謁見し、改めて褒賞を受け取ることになっている。昨日のフェンリル騒動で授与式が延期になったため、俺は再び女王の間へと行くことになった。

　その次は冒険者ギルドへ行って手持ちの魔物素材を換金しようと思っている。

　食料として貴重なドラゴンもさすがに五〇〇体近くあるので、ストレージに眠らせておくのはもったいない。

　聞けばドラゴンはかなりの高級食材で貴族に人気が高いらしい。そのため弱いドラゴンでもかなりの高値で取引されるという。

　加えて龍の霊峰の魔物はさすが世界でトップクラスの攻略難易度だけあって、素材としてのレベルが桁違いに高いらしい。

　ウルドバインにその話をしたら是非うちに卸してほしいと懇願された。

　そしてその後はアムルドの街へ戻って商館に挨拶へ行く。書類上も隷属契約の魔法の上でもソニエルは既に俺のものであるのだが、やはり日本人のサガというべきか、受け取ったものをもらうだけもらってはいさようならっていうのは抵抗があった。

　それに代金も支払うつもりだ。元々ソニエルを金貨三万枚で手に入れるためあれこれ金策の候補を考えていたのだ。

　結局ゴドマンからぶんどった金で既に金貨は一八万枚以上持っている。

　ゴドマンは未だに見つかっていないらしい。

　結果的にゴドマンとオークション対決をする必要がなくなったわけだが、一体どこへ行ってしまったのか。

　なんだがすっきりしない。

「お待たせお兄ちゃん」

「ご主人様、お待たせしました」

「おう、後は女王からお呼びがかかるのを待つだけだな」

「えへへ、そうだね」

　ルーシアは何故かご機嫌であった。何か良いことあったのかな？

「ルーシア、なんか機嫌良さそうだな。良いことでもあったのか？」

「んーべつにー。ねーソニエル～」

「うふふ、そうですね」

「？」

　よく分からんが機嫌が良いことは悪いことではない。無理に聞き出すことでもないだろう。

「お待たせした。女王がお会いになるので、謁見の間へ来られたし」

　カイゼル髭のジークムンクが自ら俺達を呼びに来た。

　大きな扉が開かれ謁見の間へ入ると、既に女王は玉座に座っていて俺達は礼は不要と言われそのまま女王の前まで進み出た。

「おはよう凍耶さん。よく眠れたかしら？」

「ええ。おかげさまで」

「それは良かったわ。うふふ。さて、それじゃあ改めて褒賞を渡すことにしましょうか。冒険者凍耶、並びにその奴隷たるルーシア、ソニエル。この度は我が国の未曾有の危機を救ってくれたこと、女王として感謝します」

　女王の脇に控えていた文官が恭しく女王の下へ運んできたのは黄金に輝くバッジだった。

「ドラムルー王国女王、ヒルダガルデ二〇世の名の下に、冒険者凍耶に女王金貨一枚、及びデルタの称号を贈ります」

「謹んで、頂戴いたします」

　俺は女王から直接バッジを胸につけてもらい跪いて、手の甲にキスをした。

「お兄ちゃん、貴族になっちゃったんだね」

「ん、まあな」

　貴族になれば領地をもらい、経営をしなければならない。本来そんな面倒なものはいらんわけだが、これは昨日女王から言われていたことがあったのだ。




　昨夜　女王の部屋バルコニーにて

「そうじゃ凍耶、一つ言い忘れておったことがあったわい」

「ん？　どうしたんだ？」

　俺は女王との話を終え自分の部屋へ帰るため再び飛び上がろうとしたが、それを女王に止められた。

「今回の件、おぬしには並々ならぬ恩を受けた。そのことは言葉だけでは決して語り尽くせるものではない。故におぬしには形をもって恩賞を与えねばならん」

「それはもう充分礼は言ってもらったから別にいいぞ」

「ヒルダガルデ本人としてはそれで良くても、ドラムルー王国女王としてはそうもいかん。一国の女王があれだけの恩を受けて言葉の礼だけで済ますなどあってはならんのよ。そこでじゃ、おぬしにはこの国の貴族になってもらおうと思っておる」

「え？　貴族？　やだよ面倒くさい。領地とか経営しないといけないんだろ？　俺ただの会社員だぞ」

「カイシャインというのが何かはわからんが、まあ心配するな。貴族というても名前だけ。名義上そうなってもらえれば良い」

「俺を縛り付けるつもりないんじゃなかったのか？」

「まあ聞け。既にあの場におった貴族達がおぬしを取り込もうと動き出しておる。ただの冒険者ではいざというときに権力にものを言わせて暴挙に出ないものがいないともかぎらん」

「そんなことで俺は止められないよ」

「そこじゃ。権力に取り憑かれたものというのは面倒な生き物での。あの手この手でおぬしを取り込もうとするじゃろう。それこそ、人質を取ったりな」

「なるほど、あんたはそうなってこの国が滅ぶ前に、俺に権力をつけてバカな考えを起こすやつを出さないようにしたいわけだ」

「その通りよ。おぬしを力で止められるものなどおるまいて。そうならないようわしとしてもおぬしを敵に回したくはない」

「なるほどな。いいよ、分かった。貴族になってやるよ。ただ、領地経営とか面倒なことは勘弁な」

「もちのロンじゃ。この国の北側に余っている土地がある。そこを領地としてあてがい屋敷も用意しよう。おぬしが冒険者として外に出ておる間の世話はこちらでやっておく」

「分かった」





◆　◆　◆






「それではデルタ・トウヤよ。そなたに名を与える。何か希望する姓はあるか？」

　姓、つまり名字か。普通に考えたらトウヤ＝サドジマなんだよな。まあ特にこだわりがあるわけではないけど、俺は日本人だし、やっぱり三七年も慣れ親しんだ名前はあまり変えたくはない。

　よし。

「では佐渡島の姓を。姓の後に名を連ね、佐渡島凍耶を名乗ります」

「相分かった。ではここにデルタ貴族、佐渡島凍耶の誕生を宣言する」

　謁見の間に拍手が鳴り響く。

　まあ、結局今までの俺と何も変わらないンだけどね。

「ではそれに伴い屋敷と土地を与えよう。証文をこれへ」

　家臣が再びトレーに乗せた羊皮紙を持ってきた。そしてその紙に書かれているこのドラムルー王宮北の平原にある土地と、この王都の超一等地にあるという女王の別宅を本宅として与える旨を読み上げると魔法で蝋の封印を施し俺に差し出す。

　俺はそれを跪いて恭しく受け取りストレージにしまい込んだ。

　こうして俺はドラムルー王国の貴族となった。




　◆第４５話　アリエルって実は……パート２




「それから、もう一つ、デルタ・トウヤに下賜するものがあります」

　貴族の称号を与えられこれで授与式も終わるかと思いきや、女王はニヤリと笑って俺を引き留めた。

　なんだ？　もらえるのは貴族の称号だけじゃなかったのか？

「アリエル＝ソルダート＝レグルシュタイン。これへ」

「アリエル？」

　そういえば昨日のフェンリル騒動の前からずっと姿を見かけなかったな。なし崩し的に彼女も俺の奴隷に加わってしまっているので、どうしようかと考えていたが、色々なゴタゴタのせいで忘れていた。

　まあ一応見た目上は分からないから特に問題にはならないんだろうけど、万が一鑑定スキルとかで『凍耶の所有奴隷』とか見えちゃったら親御さんが乗り込んで来そうだ。

「あれ？　アリエル？」

「うわ、可愛い」

　なんとアリエルは以前までの騎士然とした格好ではなく、赤と白を基調としたフリルのついたミニスカートを履き足には太ももの上にまで及ぶオーバーニーソ。

　リボンとフリルをふんだんにこしらったドレスを纏い長い髪をツインテールにまとめ上げ、腕には以前と同じ羽根をかたどった紋章のアーマーバンクルを装備し、腰には剣を差している。

　そして彼女は俺の前まで歩み寄ると、おもむろに剣を鞘ごと腰から外し床に置きつつ跪いた。

　ミニスカートのまま跪いているため、彼女のピンクの下着がチラリと覗いている。ファンシーな見た目に反して随分大人っぽい下着だ。

「えっと、これは一体」

　事の真意が分からず女王の方を向いて目でどういうことか尋ねる。

「彼女、アリエル＝ソルダート＝レグルシュタインは、この度レグルシュタイン家を出奔し佐渡島凍耶への仕官を希望しています。よってイプシロンの地位、レグルシュタインの家名、及び継承権を剥奪。本人の希望により立場を奉仕奴隷へ移行し、佐渡島凍耶へ奴隷商品として進呈するものとします」

「え？」

「この度、佐渡島凍耶様にお仕えいたします。アリエル＝ソルダート＝レグルシュタイン、改め、従者アリエルです。あなたを守る剣として、そして奉仕奴隷として誠心誠意ご奉仕させていただきます」

「えええええええ！？？！？！？？」

　うん、ちょっと待ってほしい。頭が追いつかん。

「お、おい、アリエル、今のどういうこと？　え？　出奔？　家を捨ててきたってこと？」

「はい、この身一つで凍耶様にお仕えしたく、家名を捨て、自分の持つ全ての枷を捨てて参りました」

　出奔って武士が仕えている家から逃げ出すって意味だったよな。普通は横領とか良くないことをして家にいられなくなった家臣が逃げ出すことを意味するんだが、一応幕末とかでは政治活動によって家に迷惑を掛けないため、あえて出て行くことの意味でも使われたとか。

　それはともかくアリエルはレグルシュタインという貴族の地位も、自身の貴族としての地位も全部捨てて俺の奴隷になりたいって？

　これが全部チートによる女誑しのスキルの数々の効果だとしたら恐ろしいな。

「お、親御さんは納得してるの？　継承権も捨ててきたって、跡継ぎ問題とかどうすんのさ」

「レグルシュタイン家には後一七人の姉がいます。王家は姉の誰かが継承することになるので問題ありません」

「そ、そうなのか……って、ええ!?　王家!?　アリエルって王族なの!?」

「ご主人様、彼女はレグルシュタイン王国の第一八王女です。ドラムルーへは騎士となる訓練と貴族としての教育のために留学していたのです」

　ソニエルが付け加えた解説をしてくれるが、情報が多すぎて頭が追いつかなくなってきた。

　うん。まあいいか。もう良いンじゃないかな。

「うん、いいと思う。これからよろしくねアリエル」

「は、はい、ありがとうございます！　よろしくお願いします、我が主様」

　俺は考えることを放棄した。こうして思いがけず仲間が増えていく。

　しかもこの後、さらなる新奴隷が俺を待っていることなど想像する余裕はなかった。




　◆第４６話　ドラゴンを売ろう




　俺に隷属したいと言うアリエルは全てを捨てて俺の下にやってきた。その覚悟ある彼女を無碍にはできず、結局仲間として迎え入れることになった。ちなみにあの可愛らしいゴスロリドレスは自前だそうだ。

　俺が可愛い格好も似合うって言ったものだから、自分も可愛い格好して良いンだと精神の箍が外れ、自分が本来好きな可愛い格好をしたいと思ったらしい。

　ツインテールにゴスロリ。それにミニスカート。全てずっと憧れていたんだとか。

　なので騎士であるアリエルは、ミニスカゴスロリツインテール剣士という意味不明な立場にジョブチェンジして出奔してきたことになる。

　しかもこれはドラムルー王家とレグルシュタイン王家公認の出奔であり、アリエルが全てを捨てて俺に仕えることは承知の上らしい。

　あの女王のことだから悪いようにはしていないんだろうけど、どうも裏がありそうで怪しいんだよなぁ。俺の中ではあいつは物の怪の類いに分類されているので、全面的に安心はできないのが辛い。

　まあ俺としてはどうひいき目に見ても、美少女そのもののアリエルが奴隷に加わってくれることに文句などあろうはずがない。しかも彼女は俺への性奉仕を強く希望しているそうだ。見た目は問題ないとはいえ、実質一二歳の少女に性奉仕をさせることになる俺は現代日本なら確実に塀の向こうだろう。

　異世界万歳。

　……なんだろうな、俺、どんどんロリコンになっている気がする。もしかしてあの少女神の呪いだろうか。

　この世界では一二歳でも子供を産むことは普通らしい。早ければ八歳で婚約し十歳で嫁ぐこともあるという。

　貴族っていうのも大変だ。それはともかく、俺達は城を出た後冒険者ギルド本部へと向かった。

　ドラゴンやらフェンリルやら今までたまった魔物素材をある程度売って換金するためだ。

　高級素材を素材のまま持っていても活かす場がないため、早めに売ってお金に変えてしまおうということになった。

　ゴドマンからもらった女王金貨六枚と金貨十二万。先ほど褒賞でもらった女王金貨一枚。これだけでも相当な大金持ちらしい。

　まあ金は天下の回りもの。いつ大きく使うか分からないし、稼いでおくに越したことはあるまい。

　俺達はギルドへ入ると早速マスタールームへと通される。ウルドバインとアドバインが丁度話しているところであった。

「おお、トウヤさん、よくおいでくださいました。どうぞこちらへ」

　部屋へ通された俺達はウルドバインに勧められるままソファーに座る。

　ソニエル達奴隷は当然のように俺の後ろに控え従者のように立っている。

　座れば良いのに、と何度言ってもやめようとしないし、ルーシアに至ってはこういう『お兄ちゃんに付き従ってる』シチュエーションがたまらなく嬉しいみたいで、尻尾がせわしなくフリフリと揺れている。なのでもう好きにさせることにした。

　俺の前には相変わらずデカい双子のオーガ族が向かいのソファーに並んで座る。

　デカい鬼が狭いソファーに並んで座っている絵面は相当シュールだ。

「それでな凍耶。お前さんの冒険者ランクはＢに決定した。俺としてはもうＳで良いと思うんだが役員会が五月蠅うるさくてな」

「役員会？」

「冒険者ギルドの運営はグランドマスターである私の他に兄を含めた五人のＳ級冒険者による合議制で動かされているンです。なまじ上層部に兄弟がいると独裁体勢になるんじゃないかと五月蠅い人が多くて。十年ほど前から合議制による多数決で運営方針を決めることにしたんですよ」

　へえ、なるほどね。どこの世界も組織の運営っていうのは大変だね。

「さて、お前さんには早速頼みたい仕事があるのだが、今はゴタゴタとしていて忙しいだろう。落ち着いてからで良いからこちらの仕事を手伝ってもらえると助かる。受け手がいなくて後回しになっている依頼がかなりたまってきていて少し余裕がないのだ。俺も依頼で外に出ることは多いが、今この街には上級のランクが多くなくてな。全員他の街に出払ってしまっている」

「ああ、分かったよ。とりあえず今日は素材の換金を頼む」

「おお、ドラゴンだったな。まさかお前さんが龍の霊峰にチャレンジしていたとは驚きだったよ」

　チャレンジっていうか強制的に放り込まれただけだけどね。じゃなければあんなおっかない場所に好き好んで行ったりはしないって。

「それで何合目まで攻略できたんだ？　今の最高記録は七合目の途中だから、八合目くらいまではいけたんじゃないか？」

「えっと、山頂から戻ってきたんだが」

「え……」

　ウルドバインとアドバインは同じ顔で呆けて聞き返してきた。汗が噴き出ている。あれ？　なんかマズいこと言ったか？

　変な空気を感じ取り後ろを振り返るとソニエルまで驚愕に目を見開いていた。

　あれ？　何この空気。

「ご、ご主人様、つかぬことを伺いますが、以前おっしゃっていたご主人様が持っている宝玉というのは、まさか龍帝の宝玉のことでしょうか」

「そうだよ、あれ？　言ってなかったっけ？」

「お、おいっ、と、とと、ということはまさか、お前、霊峰の帝王を倒したのか!?」

「え？　うん。倒したよ。結構ギリギリだったけどね。戦った後に龍帝の宝玉くれるっていうから、子供だっていうサファイアカイザードラゴンと、エメラルドカイザードラゴンの龍帝の宝玉と一緒にもらったんだ」

　俺がそのこと実を告げると二人のオーガは更に顔を汗ばませて迫ってきた。近い近い。暑苦しいってば。

「じゃ、じゃあお前は世界に三つしか生まれないっていう龍帝の宝玉を全部持っていると？」

「うん、まあそうなるのかな。あとあそこの山頂に地下遺跡があってさ、そこで古代人のお宝と頂点の宝玉っていうのも見つけたからそれも持ってる」

　そのことを聞いたウルドバインとアドバインは、とうとう泡を吹いて倒れてしまった。




　◆第４７話　遺跡の宝はハンパない




「ねえ大丈夫？」

　倒れた際に頭をしたたかに打ったらしいアドバインは、脳天をさすりながら文句を言い始めた。

「まったく、規格外とは思っていたが、まさかここまで常識外れとは。おい凍耶、このこと、他に誰が知っている？」

「え？　うーん、そうだな」

──『凍耶様が宝玉を所持していると認識しているのはゴーマン、ルタル、ソニエル、ルーシア、アリエルですが、その中で龍帝の宝玉とはっきり告げているのはアリエル一人です』

　確かにこの間の銀狼騒ぎの時にゴーマンやルタルの前で宝玉を持っていることを話したが、あの時は偽物を出したわけだし、なんの宝玉が必要かって話は時間がなくて省いてる。

　唯一しゃべったのは空を飛んだときにアリエルに言ったことくらいか。

「そこにいるアリエル以外にはしゃべってないな」

「そ、そうか。いいか凍耶、このことは絶対に誰にもしゃべってはイカン。特に頂点の宝玉のことは絶対に他言するな。あれは世界中のトレジャーハンターの夢なんだ。持っていることが知られれば世界中のハンターから追い回されることになる。下手をすればずっと命を狙われることにもなる。それくらいものすごい宝だ」

「なるほど。分かった」

　なんか持ってるのが普通だったからあんまり意識してなかったけど、やっぱりあれってスゴイお宝だったんだな。実際は単なる下ネタスキルのオンパレードなんだが……。

「と、ところで凍耶、その宝玉、少しだけ見せてもらうことはできないか？」

　二人のおっさんは目をキラキラ輝かせてこちらを伺っている。ぶっちゃけキモい。

「あ、無理。身体に吸収されちゃって俺が死なないと取り出せないらしいよ」

　それを聞いた二人のおっさんはこの世の終わりのようながっかり顔でうなだれた。

「そ、そうか、まあ、それなら持っている証拠は何もないことになるから良いといえばいいのか」

「ま、まあそんなに落ち込むなって、代わりに龍族の遺跡の宝見せるから」

　一瞬にして目の輝きを取り戻した二人は鼻息荒く俺に出すように急かした。

「えっと、まずはこれだな」

「ず、随分、神々しい剣だな」

「光の宝剣レグルス」

「「なぁあああにいいいいいいいいい!!」」

　取り出した宝の名前を告げると再び目をヒン剥いて驚くおっさん二人。

「ひ、ひひ、光の宝剣、レグルス、ほ、本物なのですか？」

「う、うん、一応鑑定したから本物だと思うよ」

「あ、あの一振りで海を割り、雷光すらも斬り裂くという……」

　そんな大げさな伝説あるのか。

「次はこれ、大戦斧　穿つ者」

「「ふおおおおおおお[image: ]」」

「賢者の杖」

「「のおおおおおおお」」

「天アマ乃ノ弓ユミ　禍マガつ風カゼを斬り裂く鏃ヤジリ」

「「ひええええええええええ」」

「天覇の鎧」

「「ぬあああああああ」」

「あとはこれ、神槍シャンバラ」

「はぁううう」

　これに悲鳴をあげたのは何故かソニエルだった。あ、そうか槍使いだっけ。

「はぁはぁ、も、もうこれで最後か……」

「さすがにもうないでしょう……」

　息も絶え絶えといった感じのオーガ族二人。

「舞踏剣カーリー」

　霊峰の宝物庫に眠っていたお宝で神剣シヴァの次にスゴイＳＳ＋の武器だ。

「…………あふん」

　おっさん二人は再び泡を吹いて気絶した。





◆　◆　◆






「もう何があっても驚かない自信があるな」

「ええ、悟りを開いた気分です」

「あと五〇〇種類くらいあるけど、全部見る？」

「ごひゃ……いや、もういい、驚きすぎて一生分のびっくりを経験した気分だ」

「じゃあ最後にこれ見せて終わりにしようか」

　俺は最後に一振りの剣を取り出した。

　レグルスよりも更に神々しい光を放つその剣に二人は「驚かないぞ」と決意した顔で剣をのぞき込む。

「ち、ちなみにこの剣の名前は？」

「神剣シヴァ」

　おっさん二人は三度気絶した。

　ついでにソニエルも卒倒した。

「もう、さっきからなんの騒ぎ……きゃああ、ど、どうしたんですかグランドマスター!?」

　部屋で大声で騒ぐ様子を不審に思った兎人族でウサ耳受付嬢のサミミちゃんが何事かと部屋に入ってきた。気絶した大男二人を見て慌てて救護班を呼びに行ってしまった。





◆　◆　◆






「やれやれ。一生分どころか来世の分も驚いたわい」

「ええ、まさか神剣シヴァまで出てくるとは。この世のトレジャーハンターや冒険者の夢はトウヤさん一人が持っていることになりますね」

　やっぱ見せない方が良かったかな。二人はもうヒマラヤの聖者のように悟り切った平坦顔で虚空を見つめている。

　仕事に差し支えないといいけど。

「あ、あの、ご主人様」

「ん？　どうしたソニエル」

　俺の後ろでルーシアに介抱されていたソニエルは復活したのか俺の顔をのぞき込むようにして近づく。ソニエルは顔を紅潮させもじもじしている。ちょっと色っぽいけどどうしたんだろう。

「あ、あの、す、少しだけで構いません、し、神槍シャンバラを触らせていただけないでしょうか……」

「触りたいの？」

「は、はい。槍使いにとっておとぎ話にしか出てこない神の武器です。本物であるなら、一瞬だけでも。どうか」

「そういうもんか。いいよ。ほら」

　ソニエルにシャンバラを渡す。彼女顔が今までにないくらい興奮しているのが分かる。

「は、はぅうう、これがあの伝説の。も、もう幸せぇ」

　ソニエルのこんな顔見たことないな。実に良い笑顔だ。それどころか今にも溶けてしまいそうだ。

「そんなに気に入ったの？　じゃあそれはソニエルにあげるよ」

「えええ!?　そ、そんないけません、こんな貴重な武器、ご主人様がお使いいただいた方が」

　ソニエルは遠慮しているが、既にしっかりと抱きかかえている。取り上げたら泣いちゃいそうだな。美少女の泣き顔だからちょっと見てみたいかも。

「いや、俺って武器は殆ど空くうしか使わないし、槍って使ってないから。槍の得意なソニエルに使ってもらった方がそいつも喜ぶんじゃないかな」

「あううう、いいんでしゅか？　あとで返してとか、言ったり」

「しないしない。名前書いとけば良いンじゃない？」

「あ、ありがとうございますぅ、一生大事にしますぅ」

「そうだ。次いでだから二人にもプレゼントするよ。アリエルは剣士だから、光の宝剣レグルスでいい？」

「は、はい。嬉しいです。主様」

「ルーシアは、一応剣士だけどこんなのはどうかな」

　俺はルーシアのインテリジェントサーチで表示されたスキルで、面白いものが隠れているのがあるのを思いだした。

──【ルーシア　銀狼族　ＬＶ２５　１５０００　称号スキル【二つの牙】】

　多分銀狼太上皇に力をもらったときに追加された称号スキルだ。

　この称号は何を表すか。そう、ルーシアの戦闘スタイルは狼特有の素早さを活かした二刀剣術だ。

「ルーシアはこれだ」

【天龍の双牙】レアリティランクＳＳ　攻撃力４００×２　総合戦闘力＋２５％　パワーストライド使用可能（装備解除後も継続）

「うわぁ、スゴイ存在感の武器だね。ありがとうお兄ちゃん、大切に使うね」

「あの……」

　振り返るとおっさん二人が何かを期待するような目でこちらを見ている。

「言っとくけどあんたらにあげる理由ないよ」

「「ガックシ……」」




　◆第４８話　奴隷商館へ




　結局おっさん二人があまりにも懇願するからＡＡＡ＋クラスの武器を一つずつあげることになった。

　おっさん二人が子供のように喜ぶ姿は、正直キモかったが、まあ男としてそのロマンは分からなくはないので何も言わないことにした。

　俺達はその後ドラゴンの素材を売り払い金に換えた。

　ちなみにソルジャードラゴンは金貨五〇〇枚。

　インペリアルナイトドラゴンは金貨一、七〇〇枚。

　グランドドラゴンはブルーが五、〇〇〇枚。ルージュが五、五〇〇枚で売れるってことらしい。

　さすがに霊峰の帝王とカイザードラゴンは値段がつけられないってことで買い取りは拒否された。もしか何かに使いたいなら解体だけして職人に直接持ち込むしかないが、カイザードラゴンを加工したことがある職人など滅多に見つからないってことらしいから、しばらくストレージに眠らせておく他はなさそうだ。

　案の定一気に売るとギルドの金庫は空っぽになってしまうので、これから一ヶ月ごとに定期的に卸すことになりそうだ。

　しかも素材を加工して売りに出したときの売り上げ何％かを還元することで一ヶ月につき金貨四〇枚ほどの手数料も入ってくることになった。

　あれだけあれば向こう五年はギルドをまかなえるほどの素材は集まったらしい。ギルドの素材倉庫に入りきらないので定期的に卸すという契約書を書いた。

　龍の素材は丈夫で長持ちし、防御力や保有魔力も高いため素材として人気がある。高価ではあるが需要が途切れることはないだろう。

　しかも龍の肉は非常に美味なので、超高級食材としても需要が高い。レストランや貴族屋敷の食材として非常に高値で売れるそうだ。

　その手数料も入ってくることになった。

　そういうわけで龍素材は魔結晶化しないほうが結果的に高く売れることが分かった。ギルドで魔結晶化を解いてもらうと手数料がかかるようなので、そのまま持っていて良かったな。

　後はドラゴンの他にフェンリルの魔結晶も少しだけあったのでついでにそれも出しておいた。

　狼種族であるルーシアにはあまり良い気分のものではないかと思ったが、そういうのはあまり気にしないみたいだ。

　この時点で俺の総資産は潜在的に手に入るものも含めて金貨六〇万枚ほどになった。

　更に素材や食材の売り上げ手数料も入ってくるので、しばらくは毎月の給料のように金貨一二〇枚前後の収入も入ってくる。

　レートが分からんけど、アイシスによると現代日本の価値に換算すると大体金貨一枚が一万円くらいらしい。ということは月収一二〇万円か。かつての俺では考えられない収入だ。総資産は六〇億円。正に億万長者だ。

　これでしばらくは安泰だろう。

　ちなみにウルドバインはこれでやっと借金が返せるとむせび泣いていた。グランドマスターも楽ではないらしい。

　俺達は次にソニエルを譲り受けた挨拶をしに奴隷商館へ向かうため、アムルドの街に移動した。

「それにしてもウルドバイン様もアドバイン様も子供のようにはしゃいでいましたね」

「ああ、あんなに喜ぶとは思ってなかったよ」

　あんまり必死に頼むものだから根負けして一つずつあげた。足にすがりつかれて靴でもなめそうな勢い立ったのでキモかったのもあるが、あの喜びようは子供そのものだったな。

「そういうソニエルもご機嫌だね」

「す、すみません。憧れの伝説の武器が嬉しくて」

「いざというときに使えるようにアイテムストレージを共有状態にしておいたから、普段はそっちにしまっておくといいよ。あんなもの持ち歩いていたら強盗にでも盗まれたら大変だ」

　主に盗んだ強盗が、だが。

「主様はそのようなことまでできるのですね」

「ああ、俺の持っているアイテムは基本いつ使っても構わないからな。もしも何処かでピンチに陥ったりしたら遠慮なく使え」

「この回復アイテムも遺跡の宝物なの？」

　その通り。数百にも及ぶ宝箱の中には武器の他に様々なアイテムも入っていた。俺はそのうち回復用の消費アイテムを全員に共有状態にしてもらい使えるようにしておいた。

　アイシスさんの優秀さは留まるところをしらない。

──『恐縮です』

　俺は自動回復のスキルがあるのでぶっちゃけ回復アイテムを使う機会はほぼないと言っていい。何しろ仮に一割を切っても一分で５０％回復するため二分もすれば全快してしまう。

　しかもこれ、最初は一分ごとに５０％回復する仕様だったものが、常時回復し続け一分後には５０％回復しているようになった。

　おそらく何処かのレベルアップのタイミングで変わっていたのだろう。過去ログを見返してみたら銀上皇の至高玉を吸収した時にパワーアップしていたみたいだ。

　そんな会話をしているうちに馬車はアムルドへ到着し早速商館へと赴く。

　相変わらず黒服達はソニエルに対して恭しく振る舞っている。しかし事情を知った今ならこの態度も頷ける。

　つまり人気のある売れっ子奴隷に対してではなく、主君に礼を尽くす意味合いがあったということだ。

「これはこれは、わざわざお越しいただくとは、律儀な方ですね」

　俺達を迎え入れたオーナーはモノクルをクイッとあげてにっこり笑った。

「ああ、一応な。大切なお姫様を預かるんだ。筋は通しておいた方がいいと思った」

　それを聞いたオーナーは顔を引き締めた。どうやら彼もソニエルのことを大切に思っているようだ。

「事情を聞かれたのですね」

「ああ、あんたもマーカフォック王国の関係者なのか？」

「ええ。私の兄弟は皆マーカフォックの軍人でした。私は戦いには向いていなかったので、一〇〇年ほど前から家を出て商売の道に入ったのですよ」

「一〇〇年前？　あんた歳はいくつだ」

「今年一六〇歳を迎えます。一族の中では最も若輩でした」

　どうみても三〇代の青年にしかみえんが、長命な種族ってことか。ソニエルがサキュバスであったことを考えると……。

「もしかして、マーカフォック王国って魔族の国なのか？」

「その通りです。あの国は代々魔族の王が治めてきました。内外に誇る精強な軍を持ち、豊かな自然と温暖な気候で、誰もが平和に暮らせる良い国でした。国を出て、滅んでしまった今でも私は故郷を誇りに思っています」

　魔族が治めていた国が同じ魔族の魔王によって滅ぼされるか。なんとも皮肉な話だ。

「もしかして、ソニエルをオークションに掛けるっていう話。あれってブラフだったんじゃないか？」

「見抜かれておいででしたか」

「ソニエルに事情を聞いた後もしかしてと思ってな。いくら王国の重鎮が相手とはいえ、大切な姫様をあんなやつに売り渡すことを良しとするとは思えんかった」

「ゴドマン様が姫様にご執心だったのは事実ですが仰るとおり。凍耶様。なにとぞ姫様をよろしくお願いします」

　オーナーは立ち上がって頭を下げる。万感の思いを込めて礼を尽くす彼の態度に俺も心打たれる思いだった。

「ああ、大切に扱うと約束しよう。それでな、今日はソニエルを身請けする代金を支払いにきた。元々金貨三万で買うという話だったからな」

「そんな、いただけませんよ。私はあなたになら姫様を託しても良いと思ったのです。お金など……」

「しかしソニエルが売れっ子だったのは事実だろう？　稼ぎ頭がいなくって商売は大丈夫なのか？」

　オーナーはその言葉に僅かに顔をしかめた。どうやら図星らしい。だが一瞬でその表情を隠し平静を装う。

「いいえ、こちらも一〇〇年商売を続けているのです。売れっ子が一人いなくなったくらいで立ちゆかなくなるほど屋台骨は揺らぎませんよ」

　オーナーは何食わぬ顔で言う。商売人としてのプライドもあるのだろう。

──『実際の経営はソニエルが商館の売り上げの半分を担っていたため、非常に苦しいのが本音でしょう。彼は奴隷商人に向いた性格ではないようです。仕入れた奴隷も人道的配慮に最も重きを置いて人格の優れた主人であれば金はなくとも売っています』

　ソニエル優秀すぎだろ。なるほど。ということは奴隷商人やめた方がいいのではと思うが、企業の歯車でしかなかった俺には商売のノウハウは分からない。

　ここは売り上げに貢献しておくか。

「では商売の話をしよう。今この商館の目玉商品を見せてくれ。気に入ったやつがいたら買おうじゃないか」

　オーナーは驚いた表情で俺を見る。だがすぐにフッと笑うと商売人の顔に戻る。

「あなたは優しいのですね。分かりました。……私だ。一番と六番。それから八番を私の部屋へ。そうだ。一人ずつだ」

　こめかみに指をおいて通信魔術を使ったオーナーが一人でしゃべる。おそらく黒服に指示を出したんだろう。

　やがてしばらくすると扉がノックされる。

「ではまず一人目です。八番、入りなさい」

　黒服が連れ来たのは、あれ？　黒服が服を着忘れた？　と見間違うほど屈強な男であった。

　しかも

「はぁい♡あなたがミルクのご主人様になる人ね。うふ♡なかなかいい男♡」

　バリバリの厚化粧を施した漢女であった。

──【爆裂エンジェル　シルキィ・ミルク（本名　アレクサンドル＝ズンダバム＝ズッコロバッシン）　元Ｓ級冒険者　元カイスラー帝国大元帥　総合戦闘力２３０００】

「チェンジ」

「ああん♡いけずぅ。でもそこが良い!!」

　漢女は黒服に連れられて部屋を出て行った。突っ込まない。突っ込まないぞ。

　俺は何も見なかった。見なかったんだ。

　よし、では早速【一人目】を見て行くとしよう。

「こちらも非常に珍しい掘り出し物になっています」

　入ってきた人物を見て俺と、ルーシアが声をあげる。

「ミシャ!?」

「凍耶兄様！　ルーシア姉様！」

「あ、こら」

　連れてこられたのはなんとルーシアの村から一緒にこの街にやってきた猫人族の少女、ミシャルエルだった。

　ミシャは俺を見るなり黒服の制止を振り切って走り出し、俺に飛びついてきた。

「兄様、凍耶兄様ぁ」

「み、ミシャ、どうしたんだ、お前、アムルド家にいたんじゃ？」

「六番、下がりなさい」

「あう、ご、ごめんなさいなのです」

　オーナーが命じると首輪が光りミシャの動きが止まる。どうやら奴隷の首輪に命令を下したらしい。

「失礼しましたお客様。彼女は先日入荷したばかりの商品でして、まだ教育が完了しておりません」

　オーナーが淡々と説明を始めるが、後ろでルーシアが心配そうにそわそわしている。

　俺も何故彼女がここにいるかが非常に気になる。

「では六番。名前を」

「み、ミシャルエル、なのです。猫人族で、歳は一八なのです」

　ミシャはおそらく教えられた通りに自己紹介をしたのだろう。ぎこちなくつっかえながら自己紹介を始める。

「彼女は何故ここに？」

「はい。先日アムルド家のルタル様よりお売りいただきました。どうやら少し粗相したらしく、性格に少し難がありますが、彼女も非常に珍しい種族ですので、希少性の高さから目玉商品に加えております」

　淡々と説明するオーナーにルーシアが少し殺気立つ。俺はそれを目で制して続きをうながした。

「こちらをご覧ください」

　オーナーが半透明のステータスボードを俺に共有状態で見せてきた。こういうこともできるんだな。

　そこにはミシャのステータスが表示されていた。

──【ミシャルエル　猫人族（神獣種）　ＬＶ８　総合戦闘力　３３０】

　一見普通だが明らかに気になる項目が一つ。

「神獣種？」

「突然変異で生まれ、三〇年に一人見つかるかどうかという貴重な種です。大器晩成型ですが、成熟すれば獣人族の中では随一の戦闘力を有するほど成長すると言われています」

「なるほど、わかった」

「では一度下がらせましょう」

「凍耶兄様……」

　俺は心配そうに見つめるミシャに笑いかけ、心配ないと言外に伝えた。

　その顔を見たミシャはパッと笑って安心したように部屋を出て行った。

──【ミシャルエルの恋愛感情がＭＡＸに到達。攻略が完了。所有奴隷に追加】

　ええ!?　まだ契約してないってば。しかも脈絡なく恋愛感情がＭＡＸになってるし。

「お兄ちゃん」

「分かってる。心配するな」

「うん」

　ミシャは買いで決定だな。




　◆第４９話　エルフ族ティルタニーナ




「では本日最後の商品です。今回の一押し商品。おそらくこれを逃せばあと一〇〇年は手に入らないでしょう」

　大げさに聞こえるセールストークでオーナーが鼻息荒く紹介を始める。

　扉が開かれ黒服に連れてこられたのは輝くような金色の髪の女の子だった。

　しかも

「エルフ……？」

「はい。しかも絶滅危惧種とされるエンシェントエルフ。その種族の中でも数百年に一人生まれるかというハイネスエンシェントエルフという種です」

　特徴的な長い耳。しかし彼女はとても小さかった。背丈は俺の腰より少し上くらいしかない。

　子供のエルフだ。

　俺は彼女に思わず見とれた。まるでビスクドールが意思を持って動いているかのような、無機質な美しさとでも言うべきか。

「一番、自己紹介を」

「ティルタニーナ＝ノール……」

　彼女は無表情のまま淡々と呟く。どうやら感情表現は乏しいらしい。

「感情表現は豊かではありませんが、そこが良いと言う方は多いでしょう。そしてエンシェントエルフは長命種であり、その美しさは死ぬまで失われることはありません」

　実際エルフは二〇歳くらいで成長が止まり、それ以降は寿命で死ぬまで若い娘の姿のままらしい。

「歳はいくつ？」

「七一九」

　すっごい年上だった。つまりあの子は死ぬまであの姿のままということか。全国のロリコンは歓喜するだろう。

「彼女には買い手となる主人に条件がついております」

「条件？」

「はい、奴隷とはいえ生きています。人と人が主従の関係になる以上どうしても性格の不一致が生じるでしょう。中には人格の優れない方もいます。ですから売りに出されて一年以内であれば主人となる人物の条件を指定できるシステムです」

「なるほど、なかなか人道的なシステムだな。それで？　彼女の求める条件って？」

「一番。君の条件を提示したまえ」

「……ティナは、エルフ。エルフは魔力の強い人に従う。ティナが認める魔力の持ち主でなければ主人に値しない」

「なるほど。魔力ね。分かった。どうしたらそれを示せる？　サーチアイでも使うのか？」

「あの数字はあまりあてにならない。ティナと握手してくれれば良い。それで分かる」

　ティルタニーナは俺の前へと進み出た。おもむろに差し出された手を俺は握り返した。

　小さな手だ。柔らかくてスベスベ。きめの細かい肌だ。

　ティルタニーナは俺の手を握り締めると段々目を見開いていった。

「は……ぁ、はぁう」

　何故か頬を赤らめて息を荒げ始める。上気した頬に熱い吐息を吐き出し、見た目が子供と変わらないのにものすごく色っぽかった。

「お、おい、大丈夫か？」

「あなた、本当に人間？」

　恍惚の表情で上目遣いに俺を見上げるティルタニーナ。こ、これは破壊力が高いぞ。

「え？　うん、まあ一応」

「大きくて、暖かくて、太陽みたい」

　彼女はそう言いながら俺の手をスリスリと頬にこすりつける。

「決めた……」

「え？」

「ティナは、あなたがいい。あなたでなければイヤ」

　彼女のガラス玉のような深緑の瞳が俺を見つめる。吸い込まれていきそうな美しい瞳に言葉を失いかけたが、どうにか絞り出した。

「俺は君のお眼鏡にかなったようだな」

　ティルタニーナはこくりと頷きオーナーの方へと向き直る。

──【ティルタニーナの恋愛感情がＭＡＸに到達。攻略が完了。所有奴隷に追加】

　また!?　落ちるの早すぎだろ。

「どうやら条件はクリアのようですね。では一度下がりなさい」

　黒服に連れられてティルタニーナは出て行った。

「ミシャルエルとティルタニーナを買おう」

「ありがとうございます。今ならシルキィ・ミルクもおつけして」

「ミシャルエルとティルタニーナだけを買おう」

「……かしこまりました」

　オーナーはちょっと残念そうだった。早く処分したかったのだろうか。

　たたき売りレベルでも勘弁してほしい。





◆　◆　◆






　奴隷二人の購入手続きをするため、二人の少女はオーナールームに呼ばれることになった。

「ではこれより譲渡を行います」

　オーナーが奴隷魔術を行使し、ミシャとティルタニーナの所有権が俺に移った。

「これで二人は俺の奴隷になった。よろしくなミシャルエル。そしてティルタニーナ」

「はいなのです。凍耶兄様」

「よろしくご主人様。ティナのことは、ティナと呼んでくれればいい」

「分かった。では行くぞミシャ、ティナ」

　俺は二人を引き連れてドラムルーへと戻った。




　◆第５０話　御館様




　俺達は次に女王から譲り受けた邸宅を見に行くことにした。王宮の北側に位置する一等地に存在するその邸宅は、およそ個人がすむにしてはあまりにも立派過ぎた。

「想像した以上にでっかいなこれ」

　たどり着いた場所は城と見間違えるほど巨大な建物であった。門番の兵士に名前を告げると、俺を待っていたようで中へ案内してくれた。

　玄関ですら俺の背丈の三倍はあろうかというトンデモないでかさだ。ここに住めってのか？　持てあましそうだな。

　到底中間より下のにわか貴族がもらい受けるような建物とは思えない。

「ようこそおいでくださいました御館様」

　お、御館様って……戦国時代かよ。

　俺達を出迎えたのは二〇代半ばくらいの女性だった。

　ビクトリア調のロングメイド服をがっちりと着込み、フリルのヘッドドレスを着けた本物のメイドだった。

「当館の管理、及びメイド長を任されております。マリアンヌと申します。皆様の身の回りのお世話を仰せつかり派遣されて参りました」

　顔を上げたマリアンヌという女性は、この世界では珍しい黒髪のロングヘアーをポニーテールに結び、大きなリボンをつけていた。

　その髪はとても長くポニテに結んでいるにもかかわらず、お尻の下辺りに及んでいる。

「そうか、俺は佐渡島凍耶だ。先日貴族になったばかりの新参者だがよろしく頼む」

「存じております。凍耶様にお仕えしたくこの館のメイドとして志願いたしました」

「え？　志願したの？」

「はい。元々冒険者でしたが、あなた様にお仕えするため先日引退して参りました」

「冒険者……あ、あなたはもしかして、Ｓ級冒険者、龍拳のマリアンヌさん？」

　何それ格好いい。

「その名は捨てて参りました。今はただのマリアンヌ。どうぞマリアとお呼びください」

──『マリアンヌ＝ビクトリア（龍人族　ドラムルー王国貴族）　ＬＶ７７　元Ｓ級冒険者　総合戦闘力　１６９９９』

　強ッ!?　え？　元Ｓ級冒険者がなんでメイドしてるの？　しかも龍人族って。

「ソニエル知り合い？」

「直接の面識はありませんが、かなりの有名人です。拳一つでドラゴンの大軍勢に勝利を収めたミトラ平原戦役の立役者として生ける伝説となっている方です」

「そんなスゴイ人がなんで俺のメイドに？」

「先日のフェンリル騒動の折、中庭に現れた銀狼太上皇。私はギルドの依頼であの中庭の警護の任についておりました。銀狼族の大ボスであるあの狼の前に、生まれて初めて恐怖というものを感じました。そんな中、あなたは現れた。山よりも大きな銀狼に全く臆することなく、堂々と対峙するお姿に感銘を受けました」

「あ、ああ、あそこにいたのか。いや、でもさ、俺あの時別に何もしてなかったよね？」

「はい、しかし私にはすぐにわかりました。私はこの方にお仕えするために生まれてきたのだと。全ての龍帝を受け継ぎしあなた様に、私の龍人の血が屈服したのです」

　な、なるほど。そういえば龍族支配ってスキルがあったな。あれって龍族だけかと思ってたけど、龍人にも効いちゃうんだな。

──『龍族支配の効果範囲は龍族を始め、龍人、亜龍族にも及びます。龍人は人族と龍族が交配することで生まれた種族です。彼女は一五代前の先祖が黒龍種と交配しており、隔世遺伝と思われます。ビクトリア家は現在普通の人族の貴族家です』

　よく見れば彼女の頬の両側に鱗のような模様が浮かんでいる。なるほど、確かに龍の鱗みたいな形をしているな。

「俺が龍帝の宝玉を持ってることが分かるってこと？」

「はい。途轍もなく大きな力を感じます。故にあなた様にお仕えするべく、冒険者を引退し、この貴族の立場を活かしてこの館の管理者に立候補したのです。こう見えても貴族家の令嬢として、上流教育を徹底的に施されております。この館で御館様にお仕えするメイド達の教育係、及び、留守の間の警護、管理はお任せください」

「それは頼もしいな。でも、俺の強さに感銘を受けたって言うならさ、冒険者としてパーティを組みたいとは思わなかったの？　普通はそっちを思いつきそうだけど。折角Ｓ級の冒険者なのに」

「いいえ、私がしたかったのは凍耶様に誠心誠意お仕えし、凍耶様が安心して帰ってこられる場所をお守りすること。そのためならば冒険者の地位ごときを捨てるのは些末な問題に過ぎません」

　なんとも惚れ込まれてしまったものだ。これもチートスキルのおかげなのかねぇ。

「そ、そうか。まあ家を守ってくれる人がいるのは心強いな。それじゃあマリア。留守の間を頼むよ」

「はっ。お任せください。それで御館様」

「ど、どうしたマリア」

　彼女の熱っぽい視線に思わずうわずる。

「私と奴隷契約を結んでいただきたいのです」

「え？　奴隷!?　なんでわざわざ」

「聞けば凍耶様にお仕えする女性達は全員奴隷であるとか？　ならば凍耶様の小間使いである私も凍耶様との繋がりを持ちたいと思うは必定」

　謎の超理論を展開するマリアの異様な迫力に気圧されて、結局俺はマリアと奴隷契約を結ぶことになった。

　っていうか、俺が奴隷魔術を使えることまで知ってやがった。

　あの妖怪ババアの差し金だな。人のプライバシーしゃべりすぎだろ。

「なんでしょうか。これは。心の中が温かい何かに包まれているような」

「それはご主人様の力です。普通の隷属魔術とは格が違う。心同士がつながるのです。ご主人様の御心を知り、誠心誠意お仕えしましょう」

「おお、ソニエルさん。はい。まさしくその通り。このマリア。心より凍耶様にご満足いただけるよう、ご奉仕させていただきます」

──『奴隷人数が一定数を超過。称号スキル『支配者』の効果がパワーアップ。奴隷の総合戦闘力補正値が人数×１０％に上昇』

──『『ハーレムキング』の効果がパワーアップ。奴隷補正値が合計３００％に上昇』

──『創造神の祝福の効果により、奴隷系スキルを統合。称号スキル『支配者（真）』を取得。所有奴隷の総合戦闘力を人数×６％。性交一回につき基本値＋２％。更に、効果を全員に付与』

　つまり今夜から誰とセックスをしても奴隷達全員の基本値が上がってしまうのか。

──『創造神の祝福の効果発動。神の恩恵である補正値の端数繰上を奴隷全員に適応

　奴隷全員に称号スキル『絶対強者の眷属（奴隷の総合戦闘力＋２０％）』を習得させます』

──『端数繰上を補正値そのものにも適応。補正値を４００％に修正します』

　ほんとに自重知らずだ……。




　◆第５１話　佐渡島家のメイド達




「それでは、まだ数は少ないですが、現在凍耶様にお仕えするべく派遣されたメイド達をご紹介させていただいてもよろしいでしょうか」

　既に他にもメイドがいるらしい。そりゃそうか。こんなでっかい屋敷一人で管理なんかできるわけないし。

「わかった。頼む」

　マリアが手を叩いて合図をすると脇の扉が開かれた。

　すると数人のメイド服を着た女性がエントランスに入ってくる。その女性達はなんと俺の知っている人達だった。

「あ、あれ？　君達は」

「え、うそ、ルカ？」

　俺の館のメイドとして現れたのは、ルーシアの村で助け、アムルドの街まで一緒に来たルカを始め、村の女性達だった。十歳くらいの子供達までいる。

　ちなみにルカの他にいるのは未亡人で一七歳のシャナリア。一九歳のエリー。

　ルーシアやルカと同年代のココ。エアリス。

　ミシャと同じくらいの背丈で十歳のジューリとパチュリー。皆村を出た頃より肌つやも良くなり、ルカに至っては三つ編みだった髪を解いてロングヘアに流している。華やかさはないが素朴であるからこそ出る純粋な可愛らしさが垣間見える。

「お久しぶりですトウヤさん。いえ、御館様。当館のメイドとして働かせていただきますルカでございます」

「お兄ちゃん久しぶりー」

「ぶりー」

「こら、パチュ、ジュリ。ちゃんと挨拶」

「あいさー。御館様～、これからよろしくなのだーです」

「ですー」

　ジューリとパチュリーも村を出た頃よりもすっかり元気になっている。

「トウヤさん。その節は大変お世話になったのに、ろくなお礼もできず申し訳ありませんでした」

「気にしないでくれ。元々偶然の産物だからな」

　夫を魔族に殺され村を出た頃は憔悴しきっていたシャナリアも、かなり顔色が良くなっている。

　心の傷はまだまだ癒えないだろうが、徐々に回復には向かってくれているようでホッとした。

　メイド達は次々に挨拶をし、恭しく両手を前に組んで頭を垂れていく。

「彼女達はまだ研修中ですが、御館様が知っている人物がいた方が良いだろうとの女王のご判断により、急遽派遣されてきました」

　確かに俺は異世界人だからこっちに知り合いは少ない。思えば彼女達はこの世界に来て一番初めに交流した人達だ。

　なるほど。あの妖怪め。俺のこと分かってやがるな。くそ。忌々しいがちょっと嬉しい。

「私達、何か凍耶さんにお礼ができないかってずっと考えていたんです。それでこのお話しを頂いて、渡りに船でした」

　皆の中で最も年長者のエリー。村からアムルドへ行く間は、皆の心のケアに奔走していた強い娘だ。

　自身も夫を殺され心の傷は深いだろうに、彼女の献身的なケアによって女の子達の心は壊れずにすんだんだろう。

「そうか。ありがとう。正直こっちに知り合いは少ないから、短い期間でも一緒にいた君達がいてくれると嬉しいよ」

「ルカちゃん」

「ミシャ！　無事だったのね」

　再会を喜び合うミシャとルカ達。俺はルカからミシャが奴隷商館にいた経緯を聞いた。

　それによると、どうやらルタルが俺やルーシアの悪口を言っているのをとがめたのが原因で、ルタルの逆鱗に触れ、次の日の朝にはいなくなっていたらしい。

　さすがに看過できずルタルを問い詰めると、ミシャを追いだした事を白状した。怒ったルカはルタルに詰め寄るが、逆に家を追い出されてしまったらしい。

　これに村の面々も激高。ならばあなた方の世話にはならないと、全員そろってアムルド家を飛び出した。

　ミシャの行方を捜しつつ、自分達の生活拠点を探そうとしていたところを、俺の館のメイド募集にお声がかかったらしい。

「なるほど、そいつは災難だったな。ある意味で俺のせいか。すまんな」

「そんなご主人様のせいではないです」

「あいつ、いっぺんシメるか……」

　ル、ルーシアさん落ち着いて。ダメだよヒロインがそんな物騒な言葉使っちゃ。

　メイド達は俺に恭しく頭を垂れる。

　美少女メイド達に跪かれる光景はちょっと興奮するな。

　こうして俺はドラムルーの王都に拠点を手に入れ、本格的に異世界の冒険者ライフを始めるのであった。




　◆第５１・５話前編　小さなエルフの初体験




　屋敷を女王からもらい受け、しばらく経ったある日。

　いよいよ、新たに加わった奴隷、アリエル、ティナ、ミシャの三人を順番に抱くことにした。

　俺は奴隷達に夜の奉仕を強要するつもりはなかったが、なんとアリエル、ティナ、ミシャの全員が自ら夜伽をしたいと申し出てきた。

　三人はまず夜伽のやり方を習ってから臨もうとしたが、初めての夜は思い出深いものにして欲しいので俺は皆にはありのままで抱かせて欲しいと願った。

「ご主人様、ティナ、知識あまりない。身体小さいし、満足させられるか分からない」

「そんな固く考えなくてもいいよ。ティナはありのままで俺に接してくれ。お互いのことをよく知らないうちに無理に夜伽とかしなくてもいいんだが、本当に大丈夫か？」

「それは大丈夫。むしろ、ティナはご主人様に抱いて欲しいと思ってる。ご主人様の魔力、とても大きくて、温かくて、太陽みたいだった。魔力は相手の心の状態が分かる。優しくて大きな魔力。まるでお父さんみたいだった」

「そんなに褒めてもらえると照れるな。分かった。じゃあ優しくするから、リラックスしててくれ」

　今夜の夜伽、まずはティナから始めることにした。お父さんみたいなのに抱かれたいとかどうなのとか、そういう突っ込みはなしにして欲しい。

　気持ちの問題だ。

　ティナの身体はとても小さい。それこそ本当に俺の腰より少し上、おへそのあたりに頭がある。

　なんというか、背徳的な年齢の少女にいけないことをしようとしているようで、とても興奮するな。

　いやいや、待つんだ俺。俺はロリコンではない。ないはずなんだ。

　それなのに何だろうな。ティナやミシャを見ていると、自分の中の違う何かが目覚めてくるような奇妙な感覚がある。

　だがまあいいだろう。そこまで深刻に考えるのはよそう。

　ここは異世界だ。日本の倫理観に縛られてても良いことはないかもしれんしな。

　実際この異世界の結婚事情は、かなり幼い年齢から婚約したり、早い娘こだと一一歳とか一二歳で子供を産むこともあるそうだ。

　とにかく俺はティナをベッドに横たえる。

　体型からなにから子供そのものだが、七一九歳という年齢であるから倫理的にも問題はない。

　合法だ。合法なんやで。

　そんな俺の葛藤を不安に思ったのかティナが俺にすがりついてくる。

「ご主人様、ティナのこと、抱きたくない？　こんな小さな身体、やっぱりイヤ？」

「違う違う。そんなことないよティナ」

　いかんいかん。女の子にここまで決意させておいて躊躇するなんて失礼だ。

　ここは覚悟を決めよう。

「ティナ、君のことをもっと教えてくれ」

　そう言って俺はティナの小さな唇に覆いかぶさる。

　ふるりと小さく震えた身体。

　俺はその愛らしい姿に突き動かされそうになりつつも、乱暴にしないように頬に手を添える。

　ガラス玉のような青い瞳に俺の姿が映し出される。

「ん…くふぅ」

　ティナの唇は少し薄いが柔らかく、瑞々しい感触がする。

　果実の表面に口づけるかのようなふにふにした感触が心地良かった。

「ふ…ぅ…ん」

　ティナは目を閉じながら俺に身を委ねていた。

　触れるだけのキスからやがて吸い付くようなキスに切り替えると、ティナも俺の首にその小さな腕を回して懸命にキスを繰り返した。

　頬に手を添えて滑らせる。首から肩にかけてなぞりながら羽根で擦るように優しく触る。

「…っ…ん…」

　かすかな反応ではあるが、伝わる感情は戸惑い半分喜び半分といったところだ。

　戸惑いの原因は初体験に対する緊張もあるだろう。

　俺は安心させるようにティナの髪を優しく撫でる。

「んぅ、髪、気持ちイイ」

　輝くような黄金の髪の触り心地は、絹糸のようになめらかできめが細かい。

　いつまでも触っていたくなるような極上の質感だった。

　横たえたティナの肩から徐々に下がりながら曲線をなぞる。

　胸は見事に真っ平らだが、それがむしろ彼女の魅力に思えてならない。

　それに腰のラインは芸術的な美しいくびれを作り出しており、小さなおへそのくぼみすらも繊細なタッチで描かれた絵画のように美しい。

　ハイネスエンシェントエルフという最高種族は、肉体のつくりすらも最高種なのかもしれない。

　俺はティナの唇から名残惜しみつつ首もとにキスをする。

　口をつけた肌はモチモチとしていて、なおかつサラサラの表面が触った俺の手を楽しませてくれた。

「綺麗な肌だ」

「恥ずかしい…。ティナの身体、変じゃない？」

「変なものか。綺麗だよティナ」

「嬉しい。もっと触って欲しい」

「ああ、もっと触りたい」

　俺はティナの赤く染まった頬に欲情しつつ、衝動的な気持ちの爆発を抑え込むのに必死だった。

　ティナは美しすぎる。

　俺は、今にもむちゃくちゃに襲いかかりたくなる劣情に耐えた。

　決して触れてはいけない芸術作品を穢したくなるような、黒い欲望が俺を支配しようと侵蝕してくる。

　俺は、その甘くてドス黒い欲望に身を委ねたくなる誘惑に鋼の意志で耐え抜き愛撫を続けた。

「はぁあ、う、んふぅ」

　いよいよ舌先がティナの花園へと到達する。

　快楽を覚えつつある未成熟な果実の実る楽園への扉を開き、中心にある花のつぼみに魅入られた。

　真っ直ぐに伸びた縦のラインから覗く美しい桃色の花弁。

　そしてその奥に隠れ住む小さな小さなめしべ。

「ん。あ、ぁはっ…はっ…っ！　っ！」

　かすかな甘声を漏らしたティナ。

　俺は中心の小さなめしべを舌先で転がすようになぞる。

　そのたびに弾む息が甘味を含んだ声に変わり、徐々に強くなる。

「ん、あぁあはぁあっぁあああ」

　とうとうティナが叫ぶように達した。

　潤みきった美しい瞳に俺はもう辛抱たまらんかった。

「はぁ、はぁ、あふぅ、ご主、人様……ティナのこと、食べて」




　ブチッ……




──『……の因子』発動

　頭の中にいつもの声で何かが聞こえたような気がした。

　だが俺の理性はその時点で飛んでしまい、それを気にする思考はもうない。

「ティナ!!」

「はうっ、ごしゅ、はあうう、っひゃあああ、あああ、つ、強いぃ」

　俺はティナの懇願に耳を傾けることなく、処女である彼女の膣内へと凶棒をねじり込んだ。
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「ひぐくううぅ、くうううぁあ」

　悲痛なうめきとも叫びとも取れる声が鼓膜を揺らす。

　しかし俺の思考は目の前の可憐な美少女を犯すことに支配され、その訴えが思考に届くことはなかった。

　ティナに対するどうしようもない愛おしさがつのり、黒く塗りつぶしてやりたい衝動が俺の脳内を支配する。

　だがそれと同時に、俺の頭にスケコマシスキルが総動員で発動したアナウンスが流れた。

　快感付与系のスキルが同時展開され、ティナの感情を桃色に染める。

　溢れ出る欲望と歓喜が彼女の脳内を支配し、あっという間に俺の激情に任せた乱暴なセックスがティナに極上の快楽を与え、気が付けば目の前の小さな少女は淫らに喘ぐようになっていた。

「あひゅうう、あはぁあああ、あみゅうああ、うああうあぁあああ、ごぢゅ、じん、とーや、トーヤぁあああ、凄いぃ、良い、いいいいいいいいっ♡」

　その声に更に感情を昂ぶらせた俺は腰の動きを加速させる。

　ティナの小さな膣内は俺の形に押し広げられ、かなり長めの筈のサイズがずっぽりと飲み込めるほど深くなっていた。

　それどころかティナの膣内は妖しく蠢き男の肉棒を包み込む。

　全体を肉の壁に覆われたイチモツは、細かいエラに囲まれた壁に包囲されて、敏感な部分を締め付けながら擦りつけるような形に変化していった。

「っああ、あああうう、ぁああ、うぅん、ううあぁあ、あぁぁ、ああああああ♡トーヤ、トーヤ凄いぃ、好き、これ好きぃ、もっと激しくしてぇ」

　ティナはいつの間にか俺のことを名前で呼ぶようになった。

　俺の鼓膜にティナの可愛らしくも淫靡な喘ぎ声が心地良く響く。

「ティナ、ああ、ティナぁ」

　俺も彼女の声に応えるようにティナの名を叫び続け獣のように腰を振り続ける。

　相手を気遣う事も忘れた最低なセックスだが、ティナにとってそれはなにより極上の快楽を与えているらしかった。

「ティナ、イクぞ、膣内なかに出すからな」

「出してぇ、ティナの中にぃ、トーヤのセーシいっぱいらしてぇええ、ええあああ、ああぁ、あぁぁ、ぁああ♡ッァァ！！！！」

　おとがいをそらしピンと伸びた足が天井を突く。

　時を同じくして俺の肉棒から放たれた白濁がティナの膣内なかを蹂躙していく。

　欲望を吐き出し続けた俺の分身はビクビクと痙攣を起こしながら、最後の一滴までティナの子宮を犯し続けたのだった……。





◆　◆　◆






「トーヤに犯された……」

「すまん…本当に申し訳ない」

　被害を訴える目で俺を睨むティナに俺は平謝りしかなかった。

　だが伝わる感情に怒りは全くない。

　むしろ感謝と歓喜だけが伝わっており、さらに言うなら物足りなさまで感じているらしい。

「うそ。ティナ、凄く気持ち良かった。できればもっと激しくてもいい。ううん、謝る代わりにもっとキツく攻めて欲しい」

　どうやら俺はとんでもない怪物を覚醒させてしまったらしい。

　スキルの発動ログを辿ってみると、ティナはハードなプレイに快感を覚えるように肉体を改造されており、さらにいうなら膣内の形が俺のペニスに最適化されているらしかった。

　道理でむちゃくちゃ気持ちイイわけだ。

　それに、俺の理性を吹っ飛ばした謎のアナウンス。

　ログを辿ってみると、そこのあたりと想われる場所に空白がある。

　どうやら何が発動したのかは分からないようだ。

　もしかしたら創造神の仕込みなのだろうか？

　結果的にティナには喜んでもらえたみたいだが、今後は気をつけないとな。

「トーヤ…」

「ん？」

「今度はお口にしてほしい。大きなおち◯ぽを無理矢理喉奥までねじ込んで、こね回すようにズボズボしながら射精して流し込んで」

　ティナは小さなお口を開けたまま指さしで『ここに』をアピールしてイラマチオプレイを要求してきた。

　俺は再び真っ黒な欲望に身を委ねてティナの小さな頭をつかんだのであった……




　◆第５１・５話中編　大人になりたい少女　子供でいたい少女




　新たな奴隷の女の子、レグルシュタイン王国の第一八王女であるアリエル＝ソルダート＝レグルシュタインは大人な見た目に反して一二歳の少女である。

　王家の教育方針で、幼い頃から騎士や淑女としての王家の人間に相応しい英才教育を施されてきた彼女は、周囲の期待に応えようと必死に努力した。

　優秀な騎士の家系であるレグルシュタイン王家は、例え跡取りの可能性が低い一八番目の娘だとしても、他家に嫁に出す時恥ずかしくないように途轍もなく厳しい教育を受けさせるそうだ。

　その証拠にアリエルは五歳の頃からドラムルーに留学しており、淑女としては勿論、騎士としての強さも徹底的に求められ、必死にそれに応えた。

「主様、私は淑女としての教育は施されてきましたが、まだ生娘です。どうか主様の手でこのアリエルに手ほどきを」

「大丈夫だ。そんなに固くならないで。俺はみんなを奴隷としてではなく一人の女性として扱いたいと考えている。だからこれは主人に対する奉仕じゃなくて、恋人同士の営みと思えばいい」

「何という広い御心。このアリエル感服いたしました」

「っていうかさ、その喋り方なんとかならないか？　この間まで年相応の喋り方だったじゃないか」

「し、しかし、あの時はどうかしていたのだ」

　ふーむ。やはり教育で染み込んだ癖はなかなか直るものではないか。

「よし、じゃあ主人としての命令だ。取り繕わずありのままのアリエルを見せてくれ。一二歳といえばまだ子供だ。無理はしなくてもいいんだ」

「しょ、承知した、じゃなくて、うん。わかったよ主様」

「そうそう。その調子だ。そっちの方がアリエルらしくて可愛いよ」

「か、可愛い!?　ほ、ホントに？　こんな大きくてゴツゴツした子供なんて」

　たしかに鍛えているだけあって年齢の割にはしっかりした身体つきをしている。

　しかしこの世界は見た目と強さは必ずしもイコールではないし、ゴツゴツなんてしていない。

　未発達な身体に程よい筋肉が付いていてアリエルの魅力を引き出している。

「そんなことはない。綺麗だよ。アリエル、お前さえ良ければそろそろアリエルを抱きたい。お前の身体が本当にゴツゴツしているかどう調べてやるよ」

　俺はアリエルの身体を引き寄せてじっと見つめる。

一瞬の逡巡のあと目を閉じた彼女の髪を撫でながら唇を重ねる。

「ふぅ…ん、あ。主様の唇、柔らかくて気持ちいい」

「そうか、アリエルの唇もマシュマロみたいにふわふわだな」

「マシュマロ？」

　あ、そうか。こっちにはマシュマロってないのか。

「甘くてふわふわのお菓子だ。今度作ってもらおう」

「うん！　楽しみ」

「そうそう、その調子だ。そっちの方がアリエルらしくて素敵だよ」

　褒めちぎるとアリエルは嬉しそうに頬を染めて照れてみせた。

　ナチュラルな笑顔が眩しく見えて彼女本来の魅力が引き出されているようだ。

「さあ、先に進むよ」

「うん、主様。アリエルのこと、大人にして」

「そうだな。そこは大人にならないとな」

　言ってて最低な言い訳だが、大人になりたい子供の少女が見せる煽情的な表情は正直辛抱たまらんかった。

　アリエルの突き出すような巨乳は、ボリュームも触り心地も一二歳とは思えないほど成熟しているように見える。

　触り心地を確かめるために俺の掌を覆いかぶせると、むにゅりと沈み込むように埋まっていく。十代特有の少し固さの残る感触だ。

「あふぅ…ん、ふぁあん」

　気持ちよさそうに喘ぐ少女。俺はアリエルの腰を引き寄せると少しずつ腰から下へと手を滑らせていく。

　ピクッと彼女の身体が反応した。

　怖がっている反応はしない。単純にくすぐったいだけのようだ。

　徐々に瞳が濡れ始めている。

　アリエルの少しきつめに見える鋭い目つきに柔らかさがにじみ始め、おそらくは彼女本来の性格が表に出始めた。

　胸の豊かな膨らみとは打って変わり見事にくびれた引き締まったウェストは、なだらかな曲線を描いて美しくカーブしている。

　俺はその魅力的な曲線に指を滑らせていく。

　その感触はぷにぷにでほどよく引き締まりながらも女の子の柔らかさをちゃんと残していた。

「はぁ…あ、ん…ふ♡」

　段々とアリエルの息が弾んでくる。

　俺は本格的にアリエルの身体をまさぐり始めた。

　アリエルも俺を求めるようにキスをくり返しながら、甘えるように身体をくねらせ抱き締めた背中をまさぐっていた。

「主、さまぁ……あん、ん、んひゅう……ん、ひゃうぅ」

　ねっとりと唇を貪りながら、すべすべの太ももからお尻にかけて指を滑らせた。

　羽根で擦るような優しいタッチから一気につかみかかるように強く愛撫すると、少女の肉体が女の反応を本格的に見せ始めた。

　俺は舌を絡ませて唾液をすすっていた唇から若干の名残惜しさを感じつつも首もとへと舌を滑らせた。

　全身に蛇を絡みつかせるようなイメージで指と舌、それに全身を使ってアリエルの隅々まで愛した。

「…んふぅ♡は…ぁ、あああん、ん、っふう、ひゃぁう、ん、主、さまぁあ、ああっ、なんか、これ、良い、良いよぉ、気持ちイイ、もっとしてぇ」

　甘えるような色っぽい声を出し、濡れた唇から滴がこぼれる。

　くすぐったさから早くも快感に変わり始めたアリエルの触感は弾けた果実のように瑞々しい反応を見せる。

　うっすらとにじみ出てきた汗すらも甘く感じる。少女の豊かな膨らみにのった果実に口づけると固くしこっていた。

「ひゃああうううううう」

　甘い喘ぎが部屋に響くほど声を我慢出来なくなったアリエルの腕が俺の背中を締め付ける。

　拘束感が強まりアリエルの暖かさが心地良い。

　俺は口に含んだピンクのつぼみを舌で回すように愛撫する。

　同時に太ももに這わせていた掌を徐々に少女の中心にあるつぼみへと伸ばす。

　大人びたレースのパンティにはすでに快楽の証が色濃い筋を作り出す。

　それどころかそれは既にあふれ出すかのように布地の両端からたらりと流れ出していた。

「アリエル、可愛いよ」

「主様ぁ、主様ぁあ、ああん、んう、ん、ああああ」

　甘えるような嬌声を上げつつ俺を呼び続けるアリエルの表情はトロトロに蕩けきっている。

「主様、はぁあ、ん、アリエル、もう、我慢できないよ、早く、早く大人にしてぇ」

　懇願するアリエルの濡れた瞳に感化され、俺は彼女の下着を取り払う。

　俺もすでに我慢は限界を迎えつつあり、早くアリエルをものにしろと訴えるかのように自らの分身が硬く怒張していた。

　先端からにじむどころがドクドクとあふれ出した先走りがシーツに垂れておちている。

　ムスコよ、どんだけ辛抱たまらんかったんだお前は？

　早くしろと急かしているかのようにビクンビクンと脈打っている己のムスコにあきれつつ、俺は欲望に素直に従ってアリエルのリクエストに応える事にした。

　言い訳しつつも俺はアリエルがすでに欲しくて堪らなかった。

　加えて言うなら、現代日本では確実に手を出したらお縄を頂戴する年齢の少女に、いけないことをしている背徳感が俺の劣情を加速させる。

　俺はロリコンではない……はずなのだが、そんなことは関係無くアリエルの魅力的な肢体は欲情するには十分過ぎた。

「よし、アリエル、お前の本当に俺の女にするぞ」

「うん、して。アリエル、主様の女になりたい。アリエルね、主様の前でなら子供に戻れるの。ありのままでいて良いって言ってくれた主様の前でなら」

「ああ、大人でも子供でも、アリエルはアリエルだ。そんなありのままのアリエルが大好きだよ」

「嬉しい。主様、アリエルも大好きだよ」

　俺はアリエルの身体を抱き締めて怒張した分身をあてがう。少女から大人になることを望み、それでいて子供である事を望んだ彼女を、俺はいよいよ自分のものにする。

「いくよ。優しくするから痛かったら言うんだぞ」

「うん。大丈夫。痛くても我慢する」

「良い子だ」

　俺はアリエルの頭を優しく撫でながら軽くキスをして腰を押し込んだ。

　ゆっくりと少女の未成熟な花弁を開かせ、少女は大人の女に変わる。

　大人になりたいと言いつつも子供でいたいと願う矛盾した願望。

　子供であるが故に、周りの期待に応えたい想いと自分の願いが混ざった結果生まれた複雑な感情だろう。

　俺はそんな想いに応えるため、アリエルの願うように家族を慈しむように抱き締めながらも大人の女性を扱うように愛撫した。

「んん、んん！　う、くふぅう、ぎ」

　辛そうに目をギュッと閉じたアリエルを見て俺は腰の動きを一旦止めた。

　そして頬にキスをして安心させるように撫でる。

「主様、いいよ。もっと強くして。アリエル、頑張るから」

「アリエルは偉いな。分かった。主人として頑張るアリエルに応えないとな」

　俺は頑張ろうとする彼女の心に感動し、再び腰を使い始める。

　快感付与のスキルは発動している筈だが、破瓜の傷みはそれを上回っていたようだ

　俺は意識的にスキルを強化するように集中力を高めた。

　するとアリエルの反応が明らかに変わり始める。

　ギュッと閉じていた目から涙がこぼれ落ちている、しかしその涙が赤らんだ頬が更に上気するのと同時に艶のある涙目に変わっていった。

「ああ、ん、なんか、急に気持ち良くひあああぁぁぁああ、んああああ♡」

　甘い嬌声が上がる。

　アリエルの腕がさらに強く俺を抱き締めた。

　俺もアリエルを強く抱き寄せてさらに腰を突き入れる。

　決して痛くならないように強さの中に柔らかさを織り交ぜて、一方的な快楽にならないように気遣った。

　スキルの効果も手伝ってかアリエルから僅かに残っていた痛みの感情が完全に消えた。
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　快楽一色に染まったアリエルの歓喜がスピリットリンクを通じて流れ込んでくる。

「主様ぁ、あるじさま、好きぃ、だいしゅきぃ、もっと頂戴♡もっと欲しいよぉ」

　可愛らしく喘ぐ少女の声に俺のリビドーも高まる。

　角度を変えながら腰を動かし円を描いてクリ◯リスを優しく擦る。

「んえひゃあ、ああううう、あ、あああああああ、あるじさまぁああ」

　敏感な部分を強くなりすぎないように気を遣いながら腰を動かす。

　クリ◯リスを擦ることで自然と肉棒はアリエルの子宮を押し上げた。

　既にアリエルの膣内は溢れる愛液でネトネトになり肉同士の踊りを淫らに彩る。

「ああ、ああああ、これすきぃ、気持ちイイ、気持ちイイぉ、あ、あん、なんかくる、主様、怖いよ、抱き締めてぇ、そばにいてぇ」

「大丈夫だ。俺はここにいるよ。そのまま快感に身を委ねていいんだ」

　俺はアリエルを安心させるように耳元で囁く。

　彼女の足が俺の腰にがっちりと絡みつき、来たるべき快感の大波に備えた。

　いわゆる『だいしゅきホールド』というやつだ。

　実際にやられると愛おしさが増大して俺も昂揚感がならに加速する。

「ああ、っんにゃああ、ひううあ、あああん、あるじさま、あるじさまぁあああ、くる、きちゃうう」

「いいよアリエル。イクんだ。俺に全てを委ねてイッていいんだよ」

「うん、うん。イク、アリエルイッっちゃう、あああ、あああああ、イクゥ、イクイクイクぅうううう」

　覚えたての言葉を連呼しながらアリエルの快感は最高潮を迎える。

「くっ、俺も限界だ」

　俺はアリエルが達するのと同時に愛おしさが募り強く強くベーゼをかぶせた。それと同時に俺の我慢も臨界点を迎えアリエルの子宮に白い洪水を流し込む。

「ん、あふうう、んむぅ、れるぅ、んちゅう、んふっうう」

　舌を絡ませてねとねとの粘液を楽しむようにすする。

　アリエルの甘い唾液が俺の喉を潤し、アリエルの気持ちも俺とのキスで喜びに満ちあふれた。

　すぐさまアリエルの中を蹂躙した白濁は吸収され彼女の身体の一部になっていく。

　それと同時にアリエルの気持ちに溢れるような歓喜がさらに募った。

　どうやら射精による快感が彼女に喜びを与えてくれたらしい。

　幸せそうに放心するアリエルの頭をなでながら俺自身も彼女から流れ込んでくる幸福感に満足した。

「主様ぁ、だいしゅきぃ」

　トロトロになった声で呟くアリエル。

「俺も、大好きだよ、アリエル」

　大人になった子供の少女に、俺は優しくキスをした。




　◆５１・５話後編　成熟した子猫




「うみゃぁ～ん、ふぅ♡　ごろごろぉ」

　小さな猫が俺の膝の上で撫でられながら喉を鳴らしている。

　勿論それは動物の猫ではなく、俺の奴隷に新たに加わった猫耳娘、ミシャルエルだ。

　ブラウン色の髪にうっすらと茶トラ模様になっている猫耳。

　同じ色合いの尻尾がフリフリと機嫌良さそうにゆれている。

　普通猫は機嫌の悪いときに尻尾が動くものだが、猫人族は違うらしい。

　動き方を見ていれば喜んでいるのがわかる。

「兄様のお膝、温かいのです。ずっとこうしていたいのです」

　甘えまくるミシャの頭を撫でながら和んでいると、やがてミシャの鼻がスンスンと鳴り始める。

「すんすん、兄様の雄の匂いがするのです。兄様、ミシャは夜のご奉仕をするのです」

　すでに新たに加わった三人は俺の夜伽を自ら申し出ており、ティナとアリエルの二人は初めてを俺に捧げてくれた。

　ミシャは俺の股間をまさぐり始め鼻で匂いをかぎながらズボンを脱がせ始める

「積極的だなミシャは」

「にゃ～ん♡早くご主人様の子種が欲しいのです。強い雄に惹かれるのは獣の習性なのです」

「そうか、俺はミシャのお眼鏡にかなっているのかな？」

「勿論なのです。兄様以上の雄は存在しないのです。だから兄様、ミシャのこと可愛がって欲しいのです」

　ミシャはそういって俺の首もとに腕を回すと密着するように頬を寄せてきた。

「ちょっと恥ずかしいですけど、ミシャは兄様の奉仕奴隷になったので一生懸命奉仕するのです…兄様」

　俺はミシャを抱き寄せてそのまま唇をかぶせた。

　頭を撫でながら腰に手を回す。ミシャの小さな身体を引き寄せて抱き締めた。

「温かいなミシャは」

「兄様も、とっても温かいのです…ん…ちゅ……」

　ミシャは動物がグルーミングするかのように俺の顔をペロペロとなめ始めた。

「んにゃん、兄様のあじがするのれす…んちゅ、れる」

　可愛らしい小さな舌で首もとにすいついて俺の服を脱がしにかかった。

　ミシャは本当に積極的だ。

　見た目は子供だが年齢は一八歳と、この世界でいうならとっくに成人している。

　知識もそれなりにあるようで、おそらくは本能的なんだろうが俺の気持ちイイ所を探すように煽情的な目をしながら全身を舌で愛撫している。

　やがてミシャは俺の上半身を舐め終わり、パンツに手をかけた。

　俺はミシャが好きに奉仕できるように腰を浮かせ布地を取り払う。

　すでに屹立している肉棒は、青筋を立てて興奮しているかのようにピクピクと痙攣している。

「はぁふぅ、兄様の雄…凄く良い匂いがするのです」

　体臭を全身に吸い込むようにすぅうーと鼻を鳴らしながら匂いをかいでいる。

　どうやらミシャにとっては俺の体臭は興奮する材料になるらしい。

　発情期の動物のようにフェロモンでも出ているのだろうか。

　そう言えば『雄のフェロモン』というスキルがあったな。

　女性を無意識に興奮させるスキルだが、獣人であるミシャは特にそれが効果を発揮しやすいのかも知れない。

　考えてみれば、同じ獣人であるルーシアも最初からあんなに積極的だったのは、状況や心境も手伝ったんだろうが、獣人たるが故にフェロモンスキルが効きやすかったというのもあったかもしれないな。

「ふうぅ、あーむぅっ」

「おう!?」

　そんなことを考えている間にミシャの舌が俺の敏感な部分を刺激し始めた。

　ミシャは殆ど躊躇することなく初めてみるであろう男の象徴を口に含み、モゴモゴと小さな口のなかいっぱいになった肉棒の先端を舌で擦り始める。

「ん、じゅるうう、ん、くふぅ、ふぅ…ん、じゅぷぅ、ずるる」

　涎をすする音がイヤらしく部屋に反響した。

　庭にある噴水の水音が妙にはっきりと聞こえる。

　その水音に混ざるように淫靡な水音が俺の鼓膜を刺激した。

　それと同時に脳髄に甘いしびれが走る。ミシャの舌は積極的に亀頭に絡みつき、唇で竿を上下しながら往復する。

　初めてなるが故に拙い動きであったが、可愛い尻尾をゆらゆらさせながら目を閉じて懸命に男のペニスをほおばる小さな女の子に酷く興奮を覚える。

　見た目は本当に犯罪的だ。

　何度も言うが俺はロリコンではない。

　守備範囲にロリっぽい女の子が入っているだけだ。

　ミシャは合法なのだ。合法なんやでぇ（二回目）。

　幸いなことに今のところティナの時のような激しい衝動は襲ってこない。

　今度は失敗しないように理性をしっかり保っておかなければ。

　ティナのときは結果的に彼女の性癖が目覚めるという結果に終わったが、アレは本当にティナが望んでいた結果なのかと思うと（本人は非常に喜んでいるが）衝動的にミシャを犯してしまわないように精一杯理性を強く持つべきだろう。

　創造神の祝福が手助けする可能性が非常に高いとはいっても、俺の欲望をぶつけた結果ティナの性癖が歪んでしまった可能性がある以上、俺は自分自身をコントロールする術を身につけなければならないな。

「かふ、ん、ジュルルル、レル、チュロロ、ん、にい、ふぁま、きもちいいれふかぁ？」

　口に肉棒を銜え込みながら尋ねるミシャの表情に危うく理性を持って行かれそうになる。

　たった今決意したばかりの俺の紙装甲の意思を早くも破りにかかってきた。

　くそぉ、可愛すぎる。

「ああ、とっても気持ちイイよミシャ。もっと奥まで銜えてくれ」

「んふぅ♡はぁいなのれす。んむぅ、んじゅるる、ちゅるう、がふぅ、ん」

　積極的に奥まで銜え込んだミシャの喉奥が当たる。

　シビれるような甘い刺激が脳髄を駆け上がってくる。

　限界が近い。

「ミシャ、出る、イキそうだ」

「んぐぅ、ん、じゅるる、らしてくらはい。ミシャのおくひにザーメンいっぱい、ん、ん、ん、ん」

　ミシャはとどめを刺そうとするかのごとく俺の腿に手をおいてしがみつく。

　吸い付きがますます強くなり俺の精巣から吸い上げられるようにバキュームさせ始めた。

「ぐうぅ、イク」

「んぐううぅ、っぐ、ん、ごぷ……ん、んぅ、んく、んく」

　放たれた大量の精液を、なんとミシャは口の端からこぼしながらも飲み下していく。

　喉に絡みついて苦しいのか時折呻きながらも最後の一滴まで飲み下してしまった。

「はぁあ♡兄様の雄おす汁じる、とってもエッチで濃厚な味だったのです」

「ミシャ、気持ちよかったぞ」

「にゃん。嬉しいのです。兄様、ミシャはもうメスが疼いて仕方ないのです。兄様の雄でミシャの初めてをもらって欲しいのです」

　そういってミシャは高く上げたお尻をフリフリしながら、雄を誘うメスのように蠱惑的な瞳でこちらを見つめた。

──『……ンの因子発動』

「ミシャぁあああああ」

「にゃあううううん、に、兄様ぁ」

　その誘う姿に俺は一瞬にして理性が吹っ飛び、一瞬にしてフルチャージした剛直を下着を取り払ったミシャの腰をつかんで一気に突きたてた。

「みっやああううううううううううう♡兄様ぁあ、あ、ああ、ああ兄様が入ってくるのですぅ♡」

　バックのまま最奥まで突っ込まれたミシャは、苦痛と歓喜がおり混ざった叫び声を上げて喘ぐ。

「はっ!?　俺は何を？　またやってしまった」

　だがミシャの叫び声で今度は理性を取り戻すことに成功したらしい。

　ギチギチに張り詰めているミシャの秘部から破瓜の血が流れ落ちる感覚が太ももを伝っている。

　シーツを赤く濡らし細かく震えるミシャの後ろ姿を見た俺は理性を取り戻したものの、再び脳内を破壊されるような強い衝動に駆られ、むちゃくちゃに腰を動かしたくなる。

　それを鋼の意志で抑え込みなんとか踏みとどまりながらミシャの感情を観察すると、なんとミシャは最初から喜んでいた。

「兄様♡兄様ぁ♡はぁあう、ミシャは嬉しいのです。最強の雄の兄様に後ろから屈服させられて、ミシャのメスはとっても喜んでいるのですぅ♡」

　どうやらティナの時と違い痛みに対して快楽を感じている訳わけではなく、あくまで強い雄である俺に屈することに快感を覚えているらしい。

　『支配されたい欲求』とでも言うのだろうか。

　考えてみればルーシアも普段から似たようなことを言っているな。

　獣人にとっては、雄に支配されることが喜びなのだろうか。

　ルーシアやミシャがたまたまそういう性癖を持っているのか、獣人族全般がそうなのかは分からないが、破瓜とペニスの圧迫感による苦痛を喜びが勝っているので打ち消してくれているらしい。
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　ミシャから伝わる感情は苦痛と歓喜、及び快楽が二：八という感じだ。

　喜んでくれたからまだよかったが、こんな小さな膣穴に俺のを突っ込んだら苦しいに決まっている。

　圧迫感に若干の息苦しさを感じているミシャであったが、気にせず動いてくれと言っている。

　しかし俺は前回の反省を踏まえあえてゆっくりと動かした。

「あうううう、はっ、はぁあ、にゃうん、にゃあぉん♡」

　俺はミシャに密着するように後ろから抱き締めてゆっくりゆっくりと動かした。

　背中や首もとにキスしながら息を吹きかけ性感を開発する。

　くすぐったそうにしているミシャだが、徐々に快感付与のスキルが効果を発揮し始めミシャの息が弾み始める。

　いたわるように腰をゆっくり回しながらペニスをかき回すとミシャの膣内が細かく蠢き出した。

「んはぁあん、兄様ぁ、これ、優しいのですぅ、とっても気持ちイイのれすぅ、はぁん、んにゃぅう、にゃ、にゃぁああん♡」

　ゆっくりとグラインドさせながらキスをして舌を絡め、片手で乳首を優しく愛撫しながら更に深く押し込み左右に動かす。

　乳首の快感が手伝ってミシャの膣内が段々と熱量を上げてきた。

　そろそろ絶頂が近いのだろう。

　俺もミシャのキツキツま◯こに射精限界が近い。

「にゃあうん、兄様、お願いなのです。最後は思い切り動かして欲しいのです。兄様の子種をミシャの膣内なかに力いっぱい注ぎ込んで欲しいのです」

　俺はミシャの陶酔するような瞳に興奮を強めリクエストに応えることにした。

　身体を離し小さなお尻を両手でつかむ。

「よし、思い切り動かすぞ」

「はい♡壊れるくらい激しく、兄様のオスでミシャのメスを屈服させてほしいのですぅ♡」

　俺は望み通りつかんだ尻を引き寄せて思い切り腰を打ち付け始めた。

「にゃあああああ♡あああにゃああああ、ああん、んああううあああぁあぁあぁあぁあ、ああっ、っ、ひゅうああぁあ、ひゃあううんああ♡」

　バツンッバツンッと肌同士がぶつかる。

　見た目と反して成熟した大人の肉壁が俺のペニスに絡みつき、さらに獣人族特有の筋力で締め上げられて俺の耐久力を削り取っていく。

　こんなの長くは持たないぞ。

　幸いミシャも絶頂が近いらしい。細かく痙攣した膣肉が一層熱を強め最後にビクンッと身体が震える。

「イクぞ、ミシャ」

「にゃやううううう、来りゅううう、ミシャもイッちゃうのれすうぅう、にゃう、んにゃあぁあああああ♡」

　ドプドプと音を立ててミシャの膣内に精液が満たされていく。ギチギチに埋め込まれているにもかかわらず一切こぼれることなく彼女の奥深くに吸収され、気が付くとミシャの身体はティナほどではないにせよ俺のペニスの形を受け入れられる広さへと進化していた。

「っ、っ♡」

　両手をベッドに投げ出して突っ伏したミシャは幸せそうに放心しながら、それでも更にオスを求めてお尻を動かしている。

「はぁはぁ……兄様、とっても気持ちイイのです。ミシャ、兄様に屈服させられて、とっても幸せなのですぅ」





◆　◆　◆






「んにゃぁん、ごろごろぉ」

「トーヤ、温かい。お日様ぽかぽか……」

「主様のお膝、気持ちイイ……はぁ、しあわせぇ」

　広い屋敷のテラスでひなたぼっこするロリ三人娘。

　俺は昼寝用に背もたれを倒した椅子で左手でミシャを可愛がり、右手にティナを抱き寄せて胸の上で寝かせ、アリエルは俺の膝を枕にすやすやと寝息を立てている。

「んふぅ♡お兄ちゃぁん……」

　さらにはルーシアもアリエルと反対側の膝で気持ちよさそうに眠っている。夢の中でも俺は彼女を可愛がっているらしい。

　狼尻尾が幸せそうにゆらゆらと揺れている。

　ソニエルやマリアが俺の横についてお茶やおやつを食べさせてくれるので両手を動かす必要もない。

　まさしくハーレムって感じだ。幸せだなぁ。

　こうして奴隷の女の子達との日常が過ぎて行く。

　これから冒険者としても仕事も面白くなっていくし、異世界ライフは順調だ。





《つづく》












◆電子版特典SS　マリアの妄想日記




　私はマリア、マリアンヌ＝ビクトリア。

　先日、当館の主人、佐渡島凍耶様にお仕えすることになったメイドだ。

　元々は冒険者をしていたが、あの方に惚れ込み冒険者を引退し、昔取った杵柄として上流階級の経験を活かしてメイドに志願した。

　私はあの方を御館様と呼んでいる。

　先日のことだ。ドラムルーのお城へ現れた銀狼太上皇。噂には聞いていたが予想を遙かに上回るすさまじさだった。

　私はあれを見た時、生まれて初めて恐怖というものを感じた。

　だが、そんな山のように大きな銀狼の目の前に堂々と立ち振る舞う一人の男性。

　その姿を見たとき、私の全身に電流が流れるのがわかった。

　身体中の血液が沸き立つような衝撃。自分の中に流れる龍人族の血が沸騰して蒸発してしまうかのような圧倒的な存在感。

　一目で確信した。私はこの方にお仕えするために生まれてきたのだと。あの方は龍帝を受け継いでいる。

　佐渡島凍耶様にお仕えすべく、私はＳランク冒険者という地位を捨て、貴族としてのコネクションを活かして女王に佐渡島家に派遣して欲しいと懇願した。

　願い叶ってお仕えすることになり、しかも御館様の奴隷に加えていただくことができた。

　しかし、私にはこのところの悩みがある。

　メイドとしてだけではなく、私は女としてもあの方にご奉仕したいと思っている。

　だが御館様は私に手を出すことは一切なさらない。

　私には女としての魅力がないのだろうか。

　確かに戦いに明け暮れたこの身体には、魅力はないかもしれない。

　しかし、自分で言うのもなんだがそれなりに容姿は整っている自信はある。

　いつでも手を出していただけるように毎日勝負下着を穿いている。

　それでも彼は手をお出しにならなかった。

　御館様にお仕えするようになってしばらくしてわかったことは、彼は決して私に魅力を感じていないわけではなく、従業員である私に手を出すことは不誠実だとお考えなのだ。

　私はますます惚れ込んだ。なんという誠実で素晴らしいお方であろうか。




　私はいつものように御館様のお召し物を洗濯するため洗い場に運ぶ。

　不思議なことに、あの方のシャツや下着は殆ど汚れがついていない。生活魔法で洗浄した様子もないのに。

　屋敷の廊下を歩いている時、ふと、かすかに残る汗の匂いが私の鼻孔をくすぐる。

　いけないことだとわかっていても、私は御館様の男を求めてその香りをかいでしまう。

「ああ、御館様…どうか、どうか私を」

「何をしているんだマリア？」

「はっ!?　お、御館様!?」

　私は声のする方を向き直る。そこには御館様が顔をしかめて立っているではないか。

　私は焦った。よりにもよって御館様のシャツの香りをかいでいるところを見つかってしまった。

「あ、あの、これは」

「人の肌着に鼻をつけて息を荒くするなんてマリアはとんだ変態だったんだな」

　かすかに侮蔑のこもった瞳が私を貫く。

　その冷たい目に私の鼓動は高鳴った。

　心臓の音がやけにうるさい。つかつかと歩み寄ってきた御館様は私のシャツを持った手をつかんで力強く引き寄せた。

「俺の匂いはどうだったんだ？」

「お、御館、きゃぁあ」

　気が付くと御館様は私を後ろから抱きすくめメイド服のエプロンの上から私の胸をぐいっとつかんだ。

「ひぐっ、あ、あ、御館、様……」

　彼の息が首もとにかかる。その唇から放たれる一言に私は自分が興奮していることに気が付いた。

「そんなに俺の匂いがかぎたいなら、お前の身体にたっぷり染みこませてやるよ」

「そ、そんな、御館様、ああ」

　ブチブチという音を立てて、彼の手が私のメイド服のシャツを破り取る。

　引きちぎられたシャツのボタンが辺りに散らばり、私の胸が彼の眼前にさらされる。

「デカい胸だな。こんなデカい乳をさらして、俺を誘ってるのか？」

　御館様の息が荒くなっているのが分かる。それを感じた私はかすかな期待と恐怖がおり混ざった感情が沸き起こるのがわかった。

「お、御館様、ひぅう、あ、だ、ダメェ」

　御館様の手が私の乳房をこね回す。しぼるように強くつかみ取られ、乳首を強くねじられると私の身体が跳ね上がった。

「ひぃいいい、御館、様、ご、ご勘弁を。ああ、だ、だめぇ」

「既に固く尖ってるじゃないか。襲って欲しかったんだろうが、この淫乱メイドめ」

「そ、そんなこと、あひぃいいん」

　罵られながら私は自分が酷く興奮しているのがわかった。御館様のたくましい手が私の肌を乱暴にこね回す。

　言葉では拒否しつつも自分が期待しているのがわかってしまう。

　首もとに吸い付かれた私は腰砕けになりそうになりながらなんとか倒れないように堪える。

　しかし御館様の執拗な乳首攻めに下半身はだらしなく涎を垂らし、ドンドン力が抜けていくのがわかってしまう。

「おら、こっちを向け」

　顎をつかみ取られた私は御館様の凜々しいお顔を間近に見た。

　力任せ引っ張られそのまま私の唇を彼が奪う。

「ん、んむぅう、ん、ぷはっ、わ、わたしの初めて」

「キスは初めてか？　だったらメイドの奉仕の仕方を教えてやる。舌を出せ」

　私は言われた通りおずおずと舌をつきだす。御館様の息が間近にかかり更なる興奮が私を襲った。

　そのままむしゃぶりつくようなディープキスで口内を蹂躙される。

「ん、あん、んふぅ、っちゅ、じゅる、ん、くふぅ」

　舌を吸われながら尚も執拗に乳房を揉みしだかれ乳首をつねり上げられる。

　そのたびに私の身体がビクビクと痙攣し、御館様の興奮が強くなっているのがわかった。

　彼のスキルであるスピリットリンクによって、私は御館様がどのような感情を抱いているか、理解できる。こうして密着するとさらによくわかった。

　御館様が私の身体で興奮してくださっている。

　それだけで私は嬉しくてどうにかなってしまいそうだった。

「そろそろ奉仕をしてもらおうか」

「はぁはぁ、え？」

　御館様の手が胸を離れ、私は床にへたり込んだ。

　そして眼前に突き出された光景に私は息を呑む。

「しゃぶれ」

「あ、あ……」

　目の前には、御館様のズボンを突き上げているたくましい剛直。

　男性器というものを見たことがない私だが、貴族として夫となる男性に奉仕するための教育はうけているので知識はあった。

　つまり御館様は私に口で奉仕しろとおっしゃっているのだ。

『しゃぶれ』

　言い放たれたその言葉を脳内で反芻し私の興奮が高まる。

　私はおずおずと手を伸ばして御館様のお召し物を引き下げて脱がせた。

　姿を現したたくましい男根に自分の脳内が歓喜に満たされるのがわかった。

「し、失礼いたします。……ん、ちゅ」

　私は御館様の性器の先端に口づける。忠誠の証を立てるように丁寧に両手を添えて、神殿の台座に供物を捧げるように跪いて下から丁寧に舐め上げた。

「ん、ふぅ、あぁふぁ、ああん」

　竿に舌を滑らせる。舌の先端だけではなく根元から睾丸の下まで、丁寧に丁寧にすくい取るように舐める。

　チラリと見上げるとそこには私を見下ろす御館様のまなざしが。

　それを見た瞬間、自分の興奮が強くなったのが自覚できた。

　いよいよ自分の口内へ御館様の、お、お、おち○ぽを銜え込んだ。

「くふぅ、ん、んん、ぢゅるる」

「いいぞ、もっと奥までくわえろ」

「ふぁい、ん、んぅうん」

　自分の喉奥まで男根を銜え込み、むせそうになるのを必死に堪える。

　大切な御館様へのご奉仕で粗相をするわけにはいかない。

　私は精神力を総動員して喉奥まで御館様のおち○ぽを突き入れた。

「ングッ、ぐふっ、ごほ、かはっ」

　だが一気に入れすぎたのか、むせてしまい口を離す。

「口の奉仕もろくにできないのか。使えないメイドだな」

「けほっ、も、もうしわけ、ありません」

　侮蔑のこもった瞳が私を見下ろす。初めての男性への奉仕に失敗してしまった私は絶望的な気分で御館様に許しを請う。

　だが私の手をつかみ取って引き起こした御館様はそのまま引き寄せて後ろに回る。

　そして私を壁に押しつけてスカートをまくり上げた。

「あ、あぁ、御館様、それは」

「口が使えないなら下の口を使うしかないな。尻を上げろ」

「だ、だめぇ、せ、せめてベッドの上で、お願いです、初めてなんですぅ」

　ダメと懇願しながら私は自分が期待しているのを理解した。

　御館様の掌が私の尻をつかみ、ベトベトに濡れた下着を引き下ろす感触がわかる。

「そうか、初めてか。じゃあ余計に許すわけにはいかないな。変態のくせに奉仕もろくにできないダメなメイドにはお仕置きが必要だ」

　いよいよ迫った男性器の感触が自分の下の口に当てられた。

　ぐにゅりという感触がした瞬間ぞくりと腰が震える。

「おらっ、いくぞ。そらぁああ」

「んぁあああ、あああ、あ、ダメェ！！！　あぁあ、ひぎぃい、んふぅああ」

　御館様の固くそそり立った性器が自分の中に一気に侵入してくる。処女膜を突き破られた私は激痛に叫びをあげた。

　しかし、その痛みが苦痛に感じない。むしろこみ上げるような幸福感に満たされたのがわかる。

　こみ上げ、あふれかえった幸せの感触に、自分が犯されて喜んでいるのを理解する。

「ああ、んああぁあ、うぁっんぁあ、ふぁああん、んぁああ」

　乱暴に腰を突き動かされる度にぐちゅぐちゅという音が私の耳に届く。

　それと同時に身体の奥底から吹き出してくるような甘いしびれが走って行った。

　私はその溢れるような快楽と幸福感に酔いしれた。

　お慕いする御館様に変態扱いされたあげく、大事に取っておいた初めてを屋敷の廊下で無慈悲に散らされた状況に酷く興奮している自分の変態性に対する罪悪感も、御館様に自分の身体で快楽を与えさせていただけることが嬉しくて吹き飛んでいた。

「んあっ、はぁううん、んああ、ひううんん、あ♡な、何か、なにかきます、あ、あああ」

　自分の身体の奥底に突き上げられる衝撃が一層大きくなる。ドクドクと脈打つ御館様の男根が少しずつ膨らみを増しているのが知覚できた。

　そこで理解する。射精が近いことを。

「さあ、出すぞ。膣内なかにたっぷり出して俺の匂いを身体の奥底に染みこませてやるからな」

「あ、ああぁあ、あ、お、御館様、な、膣内なかは、なか、はぁ」

「ダメとはいわさんぞ。俺に仕えるメイドなら膣内なかだしは当たり前だ」

「ひぅううん、は、はい、だし、てぇ、出して下さい、御館様の男性汁を、変態メイドのマリアに刻み込んでぇ♡」

「よく言ったマリア。そらイクぞ、孕ませてやるからな」

「んあぁああ、イク、イクイクイクぅうううううう♡」

　ビクンと跳ねた御館様の身体。それと同時に熱い感触が身体の奥底へと流し込まれていく。

　灼熱の溶岩が肉体を侵蝕したのかと錯覚するほど、熱い熱い熱量が自分の身体を芯から満たしていくようだった。

　甘くとろけるような幸福感に満たされた私は、腰が抜けてその場にへたり込む。

　そして後頭部で結わえた髪を掴まれ、御館様は私の液がついた男性器を眼前に突きつけてそのまま口の中へねじ込んだ。

「ん、んぶぅ、んぐ、がふっ、んぢゅる、ん」

　私は無意識に御館様の男根にしゃぶりついていた。射精後の熱く脈打つ男性器は細かく痙攣して私の口内で震えている。

　愛しいお方へのご奉仕が嬉しくて、私はいつの間にか笑ってしゃぶっていることに気が付いた。

「御館様、んふぅもっと、もっとマリアを犯して下さい♡」

「いいだろう、今度はベッドの上で腰を振れ」

「はい♡」

　私は足を抱え上げられて御館様の胸に抱かれながらベッドへと……。




　　◆　◆　◆




「マリア、マリアってば」

「はっ？」

「どうしたんだマリア？　調子が悪いのか？」

　そこで私はハッとなる。目の前には御館様のお顔が。

「え？　あ……あの」

「顔が真っ赤だぞ。熱でもあるのか？」

「い、いえっ、少しボーッとしてしまっただけです。大事ありません」

　私は自分が妄想の世界に浸り込んでいたことをそこでようやく気が付いた。

「体調が優れないならちゃんと休んでくれよ」

「は、はい。お気遣いありがとうございます！」

　お優しい御館様のお言葉に、私は嬉しくなるのと同時に今の光景の全部が夢だったことに落胆した。

「それでは仕事に戻りますね」

「ああ、今日の食事も楽しみにしてるよ。マリアの料理は本当に美味しいからな」

「は、はい♡ご期待に添えるように頑張ります」

　そのお言葉に私は自分の下着が濡れてしまうのがわかった。

　ずるいです御館様、そんな屈託のない笑顔でいわれてしまったら……ああ、早く御館様に抱いて欲しい。

　私は笑顔で手を振る御館様に一礼して洗濯物を洗いに庭へと慌てて走って行った。

　いつか御館様に本当に抱いていただけるように、もっともっとご奉仕しなければ……でも、我慢しきれなくて襲ってしまうかも。

　堪えのきかなくなった私が御館様のベッドの潜り込んでしまうのは、この数日後だった。


《完》


















あとがき




　皆様初めまして。この度は「神の手違いで死んだらチートガン積みで異世界に放り込まれました」を手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　思えばこれを書いている現在（二〇一九年三月）からさかのぼること十か月前。自分の書いた妄想小説をふと投稿してみようとノクターンノベルズ様に初投稿。

　わずか数か月でオルギスノベル様からオファーをいただき、あれよあれよという間に書籍化と相成り、いまだに夢見心地が取れない作者でございます。

　おかげ様で多くの方々にお読みいただき、サイトの方では毎日のように感想を送ってくださる方々もいて、日々それを楽しみに執筆活動を行っております。

　実はこの作品、かくろうの処女作ではありますがＷＥＢに投稿する前に数回書き直している改変版となっております。

　元のバージョンは今見てみても酷い出来で、あのまま投稿していたらこのような機会には恵まれなかっただろうなと空恐ろしくなります。

　ただ現在投稿中のものも、読者の皆様からの厳しくも暖かい応援によってかくろう自身が成長させていただき、作品そのものが読者様と一緒に作り、成長させていただいたからこその書籍化だと思っております。

　まさか自分の作品が世の中に正式な販売物として出回ることになるとは夢にも思いませんでしたが…。

　さて、作品について触れていきますと、当作品の主人公、「佐渡島凍耶」君。彼は理想の自分であり、作者自身の投影でもあります。

　学生時代から趣味で小説を書き、友人達に見せると「この主人公の性格とかしゃべり方ってかくろうそのものじゃん！」などとよく言われました。

　実際はあんなに持てたりしませんし、さわやかさもありません。

　ヒロインのルーシアやソニエル、ミシャ、ティナ、アリエル、マリアは全て作者の理想の女性像を具現化させた妄想の産物です。

　だから作品の中で動く彼女達は凍耶という媒体を通じて作者自身が恋して愛していけるように意識して作っています。
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